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●災厄を越えた最悪




「……結論から言おう。人類は、滅びた」

「おおおおっ……！」

　老人の独白めいた宣告に、円卓に集う老人達はさめざめと泣く。

　人類再生機構・凰おう花か、中核ミドル。

　三層からなる巨大地下積層都市の中間地点、銃後を司つかさどる生産と政治の最大拠点は、先の反乱において壊滅的な打撃を受け、政治機能の大半を喪失した。

　大円卓に座す十二人、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい正議員。

　文字通りの権力者。都市行政に決定権を持つ幹部連こそ生き残ったものの……。

「中核を管理する政治委員、自衛軍は壊滅。彼らは本来、補給を担うベテラン労働者だ。これによる生産性の低下はおよそ30％、痛すぎる……！」

「それだけではありません。中核ミドル行政区域はやむを得ぬ事態とはいえ完全封鎖の後、何の役にも立たぬ汚水のプールと化した。胞子獣ベノムスダームの自然発生すら起きている！」

「地上奪還など、夢のまた夢。シェルター修復、緊急緊縮財政と人員生産、兵員補充──この傷が癒えるのに、何年かかることやら……」

「癒えるなら、まだよい」

　ざわめく議員達。彼らは地球全域から逃れてきた民族の末まつ裔えい、その代表。

　長い地下生活で混血は進み、徐々に容貌や特徴に変化こそ見られるものの──。

「癒えぬものもある。今回の事態における軍、そして我々評議会の権威失墜。これにより、今までのように民の統制をとり続けるのは難しくなった。……誰の責任かね？」

「ひっ……!?」

　会議のはじまり。人類滅亡を示唆した老人。

　議長席に座す男の追及に、肥ふとった老人が椅子を揺らす。

「今回の事件は単なる反乱で片付けられるものではない。反乱が勃発した時点で我々は、人類は一度滅亡したのだ。……名は穢けがれ、いくら洗っても決して戻らぬ」

　大円卓の中心に、いくつもの記録映像が再生される。

　混乱する人々。軍に対する不満や不信を叫ぶ者、配給の食料を奪い合う小グループと、魔法騎器デバイスすら構えて対たい峙じする軍。圧倒的な不和と混乱が、人類を支配しつつあった。

「あの者は、グラン・マリアは文字通り、人類を殺した。我らの団結を断ち切り、救済の理想を打ち砕いて、疑心暗鬼の種を撒まいたのだ。……弁明はあるかね、ゴラン君？」

「っ!?　わ、私は……!!　私は何もしておりません、議長！　ただ、ただ……！」

　名指しされた肥った老人がだくだくと脂汗を流し、椅子を蹴立てて立ち上がる。

　しかし、糾弾は止まらない。ただ淡々と、円卓に証拠が表示されていく──。

「そうだな。君はただ、次期評議会議長とすら目された有望株に、グラン・マリアに政治的な意図を以もつて近づき、数々の便宜を図っただけだ」

　大量の調査書類、そこに記された文字列が各議員に転送される。

　老議員をもてなす学生達。見目麗しい女生徒達と戯れる醜悪な姿──。

「わ、私だけではない！　皆、そうしていたではないか！　グラン・マリア、あの小娘は反乱さえ起こさねば、数年で評議会にすら至りかねん逸材だった。故に、ゆえに……!!」

「恩を売った。年々衰える貴殿の派閥を強化するため、先んじて利益を与えた」

　ため息まじりに、議長席の老人は嘆く。

「……皆がしていたことだ。それがおかしいのだ。あまりに、おかしかったのだ」

「は……そ、それは……!?」

「人類は、人類のみで復興を成すべきだ。魔法騎士という人間兵器の中でも特級の怪物、異能者とすら呼べるような存在を重用し、都合が良いからと属人的な運用を重ねてきた。……それはこの評議会議長たる私自身が、猛省するところである」

　が、しかし。己おのが過ちを認めるような言葉に、議長は断罪の剣を繋つなぐ。

「責任を取りたまえ、ゴラン君」

「ひっ……!!　い、嫌だ……!!　嫌だ……!!」

「わがままを言うものではないな。……旧時代とは違うのだ、君の肉体は殺さぬよ」

　ただし、その穢けがれた『魂』は殺される。

　脳を初期化され、人工精霊を代用に組み込まれた奉仕者となり──。

「残る寿命が尽きるまで、社会に尽くして罪を償うがいい。……連れてゆけ」

「ぎ、議長！　どうか聞いてください、ぎっ──……ぎゃあああああああああああ!!」

　醜悪な悲鳴が議会に響く。

　待機していた警備員に罪人が連れ出され、姿を消すまでに……。

　残る議員達の顔には、深い恐怖が刻まれていた。

（恐ろしい人だ、まだまだ衰えなしか）

（ゴラン元議員の閥が最も派手だったとはいえ──……グラン・マリアに対する接近は、主要派閥のほぼすべてが行ってきたこと、つまりは）

（必要とあらば、どの閥も粛清できる。そう言いたいのだろう、妖怪め……！）

　瓢ひよう箪たんを思わせる特徴的な禿とく頭とう。

　枯れ木のように老いた肉体を伝統的な和装に包み、仙人を思わせる髭ひげの老人。

　人類再生機構《凰おう花か》における最大派閥。日本閥をおよそ百年牛耳ってきた怪老人、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい議長こと、桐とう幻げんこそがこの会議の支配者だった。

（……近年、議長とはいえ主導的な動きはほとんどなかったが）

（やはり、後継者と目していた天てん上じよう院いんが後継もろとも断絶したのが大きかったか？）

　グラン・マリアのクーデターにおいて、日本閥が受けた影響は大きい。

　次代の魔法騎士育成という凰花における最重要任務、その一端を担うＰＰＡ会長となり、評議会議長選への出馬も囁ささやかれていた天上院家は、嫡男が当主を殺害。

（家伝の錬核武装まで持ち出して反乱に加担しながら、あっさりと粛清……）

（日本閥は糾弾され、議長の座すら危うくなるところだ。それをうまく返したな）

　その要因となっているのは、当然──特殊部隊《名無しネームレス》。

　人類の危機たるステージ５の処理を裏で担い、ここ十数年衰え続ける軍を陰ながら支え続けてきた闇の英雄、その存在を当然、この議席に着く者は皆知っている。

　天上院家嫡男、春はる斗との暴走がさほど咎とがめられなかった原因も、《名無し》──それも、日本閥の者によって早期に彼が粛清され、責任を果たしたことが大きい。

「ゴランの粛清を以もつて、綱紀を正す。……ここ百年来では最大の危機、我ら残る人類は、すべて一丸となるべし。よもや、疑う者はおらぬと信じているが」

　足りぬ、と桐幻は嘆き、欧州系の議員がしかり、と同意する。

「ゴラン議員の首ひとつでコトは収まりますまい。前線から撤収させられた各方面軍は、中央に対する不満に満ちている。いつ暴発するやら……！」

「当然よな。……ここ十数年、我々は道を誤っていた」

　能楽における翁おきなの面を思わせる豊かな髭を整え、思考をまとめて桐幻は問う。

「《名無しネームレス》の結成以来、人類再生機構は大きな恩恵を受けてきた」

　名は与えらえず、ただ空白のみによってその存在を表される『個人』。

　それまでの魔法騎士とは一線を画する異能者が成し遂げた偉業は、権力者達に大きな希望を与え、人類救済の夢を膨らませた。そして、その実績こそが……。

「ステージ５討伐、既存の術式、食料生産システムの改善と効率化、などなど。あの男が人類全体にもたらした利益、貢献は計り知れん」

「それでありながら権力を求めず……すべてを評議会に委ねて影に徹する。彼の忠実さは、他ならぬ議長がご存じでしょう。──あなたの『教え子』なのだから」

「わかっているとも。非はあれにはない。むしろ我々の築いたシステムにある」

　抹消体質を持つ《騎士殺しの騎士マーナガルム》──白しろ銀がね冬とう真ま。

　その名は秘され、ただ《名無し》とのみ称される特殊部隊の中心人物。彼の能力を人類のために最大限活用するべく、他ならぬ桐とう幻げん自身が組み立てた機構の、欠陥とは。

「超人類の能力を活用せんとするあまりその危険性を無視した。あの者があまりにも従順であり、あまりにも完全であったが故に、見誤ったのだ」

　言いながら、桐幻は瞼まぶたを閉じ、かつて起き、冬真が救った人類の危機を回想する。

「外宇宙への離脱などという夢に溺れた《救世派》や、各戦線でのＳランク騎士の戦死によるステージ５出現……すべてに対処できたのは、かの者と現体制の力が故であろう」

　すべては最強の駒、《騎士殺しの騎士》を秘匿し、自由にあらゆる危機を排除できたが故。

　だがその身軽さの代償は、あまりに大きすぎた。

「次世代魔法騎士。グラン・マリアやオーバーＳランク、白銀雪ゆき奈なをはじめとする者らに、冬真のごとき人格を期待した。幼子に、人類を導く重責をすべて委ねんとした」

　だが、それはあまりに大きな過ち。

「アレは、超人類でも異端だったのだ。無私の忠誠、公人としての己を徹底する社会性、合理性を他者にも求めた結果が、グラン・マリアの裏切りであった」

　その抑止は簡単なことだ。クーデターを起こす前であれば。

　彼女から権力を奪い、Ｓランクの部下を引き離し、無力化する。

　それだけの権力が評議会には存在するのだから。しかし……それを、しなかった。

「次は間違えんよ」

　議長の言葉の冷たさに、しん……と、議席が静まり返る。

「激情はいらぬ。感情を廃し、理性を以もつて議論を重ね、人類のために結論を導くことこそ、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの存在意義である。そう、すべては……種の存続のため」

　狂気じみた情熱を、老いた眼めに輝かせる桐幻の迫力に、居並ぶ議員が圧倒される。

「オーバーＳランク、白銀雪奈。かの白銀冬真に預けた次世代の最強。唯一、その錬れん素そ量を遺伝し得る『最強の母胎』と目されし、次世代の英雄。しかし──」

　クーデター後、行われた身体検査、精神鑑定の結果が各議員のデスクに表示される。

　さまざまな数値、カウンセリングの結果導き出された数字、それは。

「──変異率89％。あとわずか11％の上昇で、ふたたびステージ５が出現する……！」

　変異率とは、高位魔法騎士がその保有錬れん素その制御を失い、胞子獣ベノムスダームと化すまでの値──。

「いや、それどころではない。白しろ銀がね雪ゆき奈なはオーバーＳランク、それが変異し、人という枷かせを外したならば……空前絶後の、ステージ６に到達するやもしれぬ」

　人類の脅威、胞子獣の危険性はその変異率、ステージによって表される。




　ステージ１、単騎級。脅威判定は狂暴な猛獣程度、魔法騎士単独での討伐は容易。

　ステージ２、分隊級。魔法騎士分隊、その個体数によっては中隊の出動が必須。

　ステージ３、中隊級。Ａランク騎士および低ランク魔法騎士数千人の出動を要請する。

　ステージ４、連隊級。Ａ～Ｓランク複数の動員、支援に低ランク騎士数万人規模の派兵。

　ステージ５、国家級。人類の危機。動員数の目安は存在しない。全戦力を動員すべし。




「過去の戦訓により定められた規範を越えて、ステージ６が顕現したならば。その規模は大陸すら超えて、惑星級とでも称すべきであろうな」

　単独でこの惑星を危機に陥れる、空前絶後の脅威。

　その出現がほぼ確定した今、人類の滅びは約束されたのだ。

「なんということだ……！」

　アジア閥の議員が、オールバックにまとめた髪を掻かき乱みだしながら嘆く。

「人類の勝利を目指すならば、白銀雪奈の遺伝子は欲しい。かの者から生まれた子らは、必ず数十年、数百年後に人類に勝利をもたらすはずであったものを……！」

「あの男、トウマ・シロガネ……。あの男の錬素特製や保有量が遺伝したなら、その種を利用して次世代騎士の素体とできたものを。惜しいですな、あまりに」

　アジア閥と欧州閥の会話は、そのままこれまでの評議会の方針だった。

　白銀冬とう真まに預けた雪奈を無事、健やかに成長させ、その子らを軸として人類奪還の戦を優勢に進める。将来的にはその優秀な子らに権力を移譲、総力戦体制を作ってもいい。

　人類の勝利を約束するはずの、その計画は──今や、完全に破綻していた。

「その役割が、雪奈にはできるはずだったのだ。体細胞サンプルを解析した結果、その特性と錬素容量は子孫に遺伝する。本来ならば極上の配合を選び、番つがわせて人類にとって最良の仔こを生ませるべきながら、母胎がこのありさまではそれも叶かなわぬ……！」

　惜しい……と、桐とう幻げんは想おもいをこめて呟つぶやいた。

「愚かなり、グラン・マリア。かの者の思想誘導や示唆による父親との対立、それによる莫ばく大だいなストレスは、白銀雪奈の変異率をハネ上げおったわ。……それも含めてヤツの罠わな、計略であるやもしれぬが、こればかりは避けようがない」

　ギリ、と高齢にもかかわらず健在な歯が音をたてる。

　ありありと苦悩を示す議長に、欧州閥の議員が提案する。

「議長。遺伝子サンプルがあるのでしたら、人工授精で子を成せばよいのでは？」

「検討しよう。老い先短い我が身だ、鬼畜生と後世に罵られる覚悟はとうにできておるわ。いたいけな少女の身を弄ぶがごとき悪行も、人類の未来のためならば喜んでやろう」

「しかし、アレがそれを許すとは思えません。……実の娘同様。いや、それ以上に慈しみながら育てている様子が、上がってきた報告を見ればよくわかります」

　冬とう真まが日々評議会に上げている報告は、この場の議員達全員が目を通している。

　書き方、書式こそ軍らしい実用一辺倒の無骨なものだ。

　が、隅々に気を配り、配慮を尽くしたその内容は、隠しようのない愛情に溢あふれていた。

「あれほど手をかけた娘です。処分するにせよ、繁殖に回すにせよ……」

「抵抗が予想される、かね？」

「ええ。いかに議長が《名無しネームレス》の創設者にして、かの白しろ銀がね冬真の恩師だったとしても。娘を溺愛するかの者が、絶対無敵の魔法騎士が反逆するようなことがあらば……！」

「……！」

　欧州閥代表の脅すような声音に、ゾクリと嫌な気配が議場に流れる。

「歴代ステージ５のほとんどを討伐し……ほぼ単身でクーデターを鎮圧した男が、人類の敵に……!?」

「ありえない。……あの男が抱く無私の忠誠心は、これまでの実績で証明されている！」

「しかし、娘の処刑がかかっているとあらば話は別でしょう？」

　あくまで疑念を崩さない欧州閥。金髪碧へき眼がん、長い凰おう花かでの暮らしの中でも純血を保つことにこだわってきた貴族の末まつ裔えいが示した疑念に、場の空気は動かされていた。

「変異率上昇による白銀雪ゆき奈なの抹殺は、当初より設定された任務。そのための《名無し》であり、そのための白銀冬真よ。──当然、わかっておる」

「真まことですか。……議長。その言葉、何を以もつて保証するのです？」

「保証、保証……か。なれば、手札をひとつ明かそうではないか」

　枯れ枝のように細い指、節くれた関節がパキッ！と音をたてる。

　知恵ある古老の雰囲気を醸し出す白しら髭ひげの奥、議長たる桐とう幻げんは嘲あざ笑わらうように唇を曲げて。

「人類の手札は、まだ尽きてはおらぬ。……これを見よ」

「おおっ……!?」

　議員達から歓声が上がる。老人が指を鳴らすとともに円卓に現れた文字列──。

　彼らとて、人類再生機構の一員である。退役したとしても従軍経験のある魔法騎士のみ、その術式の難易度と容量、性質を読みとったのだ。

「古き治癒の名門。スラヴ閥の執念が生みだした成果。スクロヴェーニ家代々の研究が、蘇そ生せい術式という目的のため結実した、新術式……！」

　老人が眼めを見開くと同時に、スポットライトがひとりの男を照らし出す。

「紹介しよう。魔法騎士にして医学博士。ロザリオ・スクロヴェーニだ」

「ははっ!!　……ふふ、くくく……あはははは……っ！　光栄！　光栄！　光栄の極み！　どうぞご覧あれ、創設以来の我が家の悲願、真なる蘇生術式の成果を！」

　無精髭ひげに丸眼鏡、いかにも研究者然として、まるで日向ひなたに出たモグラのようだ。

　その隣に立つもうひとりの人物。気品とえもいわれぬ色気が薫るエキゾチックな立ち姿は、まるで千夜一夜物語に謳うたわれる美び姫きのごとく。粗末な入院着のみをまとっていながら、そのスリットからのぞく脚の麗しさは、老いた議員達すらゴクリと生唾を飲み──。

「……ッ!?」

　謎の美女が放つ圧倒的な存在感に飲まれつつある場で、ひとりの老人が顔色を変えた。

　あわあわと無様な声をあげながら、彼は悲鳴のようにその名を叫ぶ。

「──《神託の巫み女こ》。ミルファ・アーリアル・シルヴェスタ……!!　ばかな!!　死んだ……殺したはず。それこそ、あの……《名無しネームレス》が!!」

「さよう。かつての《世界最強》。白しろ銀がね雪ゆき奈なが塗り替えるまで、人類史上最強の保有錬れん素そ量を誇った記録保持者、そして」

　かつて、地球放棄と外宇宙への脱出を旗印とするグループがいた。

　その者達が旗印に掲げた人物は、かつての肖像とは異なる姿となって、そこにいる。

「人類脱出と鳳おう花か放棄を掲げ、人心を惑わした罪を以もつて処刑された傾国の魔法騎士。記憶継承による悪影響が懸念されたがために、錬核武装の継承すら拒絶された者ぞ」

「スクロヴェーニの……蘇生術式!!　とうとう成功したと言うのですか。議長！」

「さよう。……調子はどうかね、ミルファ？」

　泡を食って叫ぶ議員をいなし、桐とう幻げんは巫女に問いかける。

「……」

　だが彼女は、答えない。

　一切の反応を示すことなく、うつむくように立ち続けている。

　その姿には、かつて存在すら抹消された反逆者の面影はまったくない。

　それどころか、人らしい意志すら感じることはできず──傍かたわらに立つ汚れた白衣の男、ロザリオ・スクロヴェーニの放つ異様な熱意を、ただ茫ぼう漠ばくと受け止めていた。

「残念ながら、まだ試作です。再現度はどこまでか……確かめねばなりません。ぜひ！」

「良かろう。……かまわぬ、多少質は劣れど、能力さえ確かなら問題はない」

　それすらも生前を再現したのか。

　乳香のような甘い香りがする黒髪を、老人の指が弄ぶ。

　いやらしげな欲望はない。が、まるで実験に供されるカエルを見るかのような冷酷さで、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいを束ねる男、現人類の意志を握る老ろう爺やは呟つぶやく。




「選ばねばなるまい。絶対無敵には選択を与えよう。人類か、娘か。……真に救うのは、どちらかと、な──」





●蘇よみがえりし英霊、還かえってきた騎士




　──最深区画、英霊墓地カタコンベ。

　緑地化された公園様の慰安エリアは、特定の宗教色を廃した戦没者慰霊施設だ。

　胞子獣ベノムスダームの発生以来、膨大過ぎで正確な数すらわからない死者を弔うため、どんな宗教、文化の人間でも訪れることができるよう深く配慮がなされている。

　寺院や教会のような施設はない。

　あるのは無骨なコンクリートの円筒、旧時代の原子力発電所、空冷塔をモデルにした霊葬設備と、遺族のメンタルケアのために用意された花畑や芝生などの公園設備のみ。

　総じて、戦略的価値などほぼ存在せず──必然的に、戦場となる可能性は低い。

「……そのはず、だが。何があったんだ、これは……!?」

　円筒が斜めに傾かしいでいる。

　大規模な事故でも起きたのか。最大一億人を埋葬可能とされる霊葬施設に半ばから大穴が開き、噴出したらしい膨大な氷の錬れん素そが植木を樹氷に変えていた。

　あちこちに飛び散ったコンクリ片と漆しつ喰くいの粉。白く染まった芝生に穿うがたれた丸い大穴。

　焼け焦げ、円形に抉えぐられた地面から漂う独特の香りは、火の錬素の炸さく裂れつ痕……！

「非殺傷とはいえ、火属性の攻撃術式を使っているのか？　……黒くろ子こ！　アレイナ！」

　捜索対象、要救助者の名前を叫び、白しろ銀がね冬とう真まは用心深く周囲を見渡す。

　錬核武装は纏まとっていない。

　グラン・マリア反乱による戦禍の直後、まだまだ混乱が続いているとはいえ、その存在を秘匿された特殊部隊、《名無しネームレス》たる身分を証あかすものを公にはできなかった。

　示唆と洗脳により反乱に加担してしまった娘──。

　雪ゆき奈なを救い、首謀者たるグラン・マリアを撃破し事態を鎮静化してすぐのこと。

『雪奈ちゃんは入院させた。今はカチュアがつきっきりだ、とりあえず心配はねえ』

「先輩。……現在の状況がわかりません。戦闘の痕跡を発見しましたが……」

　いったい、何と戦っているのだろう？

　魔法騎器デバイスに繋つないだ通話から漏れる、同僚ロンメル・スチュアートの声も困惑しており、現状を把握できているようには聞こえない。

『わかんねー！　ただその周辺に黒くろ子この救援信号が出てる。で、保護対象であるアレイナちゃんも近くにいるはずなんだ。現地に急行してるはずの救援部隊と連絡を──』

「失礼ですが、先輩。それは難しいようです」

『……は？』

　呆あつ気けにとられたような声を聞きながら、冬真は周囲を見渡した。

　抉えぐり取られたようなクレーター。その奥にいくつもの人影がある。

「が……アッ……熱、ぃ……」

「ひきぃ……ぐあああ……っ……た……太陽、がっ……！」

　防御式を張り身を守ったおかげか、幸い大きなダメージはないようだ。

　しかし全身を真っ赤にしのたうつ姿は、とても精鋭の救出部隊とは思えない。戦闘継続、および救出活動は不可能──治療まで、完全に無力化された状態と言えるだろう。

（彼らの安否は、ひとまず問題ない。それよりも……！）

　それを為なした人物の方が、問題だった。

「……また、仲間を呼んできたのね。ウザい、ウザい、ウザいっ……バケモノ!!」

　幼さが残る、妖精のような素肌を覆うのはパチパチと爆はぜる炎の花弁。

　透き通った灼しやく熱ねつをローブのようにまとった赤毛の少女。勝気な表情に苛いら立だちを浮かべて、応戦したらしき魔法騎器を掲げた騎士の胸倉を掴つかみ上あげている。

　ルビーのような灼しやく髪はつ。錬れん素そを帯びてきらめく独特の髪色は、欧州閥の重鎮。炎の使い手、ヴェルミオーネ家直系の証あかし。そう、その少女の名前を、白銀冬真は知っていた。

「……セリカ・ヴェルミオーネ……だと……!?」

「！」

　──カッ!!

　思わず冬真がその名を呼ぶと、少女の肉体がビクリと爆ぜる。

　それは、文字通りの『爆発』だ。

　冬とう真まの声に反応した少女が振り返る瞬間、その全身から爆発的に放たれた炎の錬れん素そが、擬似的な太陽フレアのごとく周囲を圧し、凄すさまじい閃せん光こうがあたりを白に塗り潰す。

（……まともに見れば、網膜が焼けつく。なんという……情報量！）

　無意識に手加減しているのだろう。胸倉を掴つかみ上あげている騎士は灼しやく熱ねつに炙あぶられつつも、虫の息ながらまだ生きている。周辺温度は数千度にものぼる生きた太陽、人間溶鉱炉とでも言うべき少女の足元で草は焦げ、土くれや石までが熔とけて沸騰し煮えたぎる。

（……赤ん坊の頃の、雪ゆき奈なのようだ）

　くしゃみひとつで装甲シェルターを吹っ飛ばした『最強の赤ちゃん』。

　白しろ銀がね雪奈が幼い頃、自身の属性である氷の錬素を制御できず、周囲に放っていた頃に。

「未確認、騎士……！　制圧失敗。Ｓランク以上の錬素量。気を、つけ……がはっ！」

「キイキイ、耳障りな声で鳴くのね。……気持ち悪い、人間みたいに」

　警告の声を振り絞る騎士の首をギュッと、乱暴に少女の指が絞めあげる。

　炎の妖精じみた娘、その足は灼熱のオーラに包まれながらわずかに浮いており──その高い視点から見下ろせば、救援部隊とおぼしき魔法騎士達は皆、恐怖の叫びをあげた。

「……何だ、この属性式は……！　並みの数十倍、いや、数万倍の圧縮率だと……!?」

「応戦許可を！　……いや、援軍を、最低Ａランクの支援がないと足止めすら……！」

「うるさい。……ピイピイ、鳴くな。　──バケモノ」

　魔法騎器デバイスで連絡を取ろうと声をあげる救助班。

　その声に反応し、苛いら立だたしげに声をあげたその人物。

　炎のドレスをまとったセリカ・ヴェルミオーネ、少なくとも彼女にそっくりな人物は。

「でも……今、『声』がしたわ。キイキイ、ピイピイ、変な声で鳴くこいつらとは違う。普通に聞こえる……『ヒト』の声。私にもわかる、ことば……」

「ひいっ!?」

　胸倉を掴んでいた騎士をゴミのように放り捨てると、セリカは冬真の方を向いた。

　焦点が合わない深紅の瞳。光のないそれに彼の姿が映った、その瞬間……！

「……あれ……？」

　ピタリと、時が凍ったように動きを止めた。

（……視みれば視るほど、どう見ても、本人だが……）

　熱波を放ち続ける灼熱の髪。熾おき火びのように温かな光を放つ炎のドレス。

　ガラスで作った少女の彫刻を火で彩ったかのようなその姿。恐怖の視線を向ける男達に比べて遥はるかに小さく、華きや奢しやな妖精は──不意に、その烈はげしい表情を柔らかく崩す。

「……よかった。『普通の』ヒトに……ようやく、会えた」

　硬質な雰囲気を残したまま、少女は唇だけではにかんだ。

　喜びを感じる、しかし明らかに笑い慣れていないぎこちない雰囲気。

　呆ぼう然ぜんと見送る魔法騎士達を横目に、彼女は冬とう真まのもとへ宙を滑るように迫る。

（まるで、星空のような）

　髪から散った火の粉が花火のようにきらめいて、美しい。

　そんな場違いな感想を抱いてしまうほどに神秘的な少女は、そっと距離感を計るように冬真の身体からだに手を伸ばす。身体を包む炎のドレスが冬真の軍服に触れて……！

「燃え、ない……。触さわれる。触れるわ。あははは……！」

「っ……！」

　身を投げ出すように、セリカはすがりついてくる。

　硬質でありながら弾力を併せ持つ、不思議な触感。腰に手を回し、冬真の胸板に炎の髪を預けながら、それが燃えないのを確かめるように何度も何度も頬ほお擦ずりをする。

「君は……？　敵意は無いようだが、どういうことだ。状況を説明できるか？」

「知らない。わからないわ。だって、ついさっき……私は『発生』したの」

（嘘うそは、言っていないようだな）

　抹消体質、あらゆる錬れん素そを消し去る冬真自身の能力をコントロールし、注意深く抑える。

　もし彼が本気でそれを発動していたなら、今触れている彼女がどうなるかわからない。

　服を焼かれないようわずかに発生させた能力に触れて、抱きついてきたセリカのドレス、炎で織られたようなそれが消えて、なだらかな胸の膨らみが露あらわになっていた。

　が、彼女は恥ずかしがりもしない。セリカ・ヴェルミオーネ、そうとしか表現できない顔のまま、裸の胸を隠すでもなく、むしろ冬真にギュッとすがりつきながら。

「──けほっ……！　いけないっスね～、白しろ銀がねパパ。娘の、同級生を……裸にひん剥むいて、公衆の面前でハグハグとか。いやらしいんじゃないっスか、あはは……！」

「黒くろ子こか。……無事か？」

「ええ。なんとか。死にそう、つーか死ぬギリっスけど……」

　セリカを横抱きにしつつ、冬真は周囲を探る。

　探索系の術を無意識に発動した眼めが、ワイヤフレームを形成する魔力波動で大地を舐なめるように捜索を開始。数メートルも進まぬうちに、思いがけない反応があった。

「……いいか？」

「うん」

　一言だけ確認すると、セリカは抵抗することなく冬真に歩調を揃そろえてきた。

　彼女と共に、反応があった場所へ進む。するとそこは焚たき火びでもしていたかのように芝が焦げており、柔らかな白い灰がこんもりと積もっていて──。

「そんなところに隠れていたのか。……無事で良かった」

「ええ。つーか救助班の人達が来た時……『バケモノが来たわ』『ここに隠れて』って。その子が、ウチを押し込んだんっスよ……。この、灰はい被かぶりのシェルターに……」

「ぷはっ……！　けほ、こほっ……！」

　白くきめ細かい灰の中、顔を出したのは『二人』。

　ひどく傷つき、ボロボロになった黒黒黒くろみつ黒くろ子こ、そしてアレイナ・スクロヴェーニ。

　どちらもほぼ限界、命があるだけ奇跡とでもいうようなダメージだが……外傷の深さは黒子、内部損傷の激しさではアレイナが、それぞれ上回っていた。

（アレイナ嬢は意識がない。黒子は辛うじて大丈夫だが……急ぎ、治療しないと危険だ）

「すぐ医療施設へ運ぶ。……意識を保て、黒黒黒黒子。いいな？」

「はいっス……。ちょーど、いいっスね。まだ、言わなきゃならないコトが……！」

　手を伸ばし、灰に埋もれた少女達を掘り起こす。まるでそれは、火山の爆発で埋もれた街から化石と化したヒトを発掘するような光景だったが、黒子は意識を失った親友を抱き、しょぼつく眼め、かさかさに乾いた唇を辛うじて動かしながら、冬とう真まの耳にささやく。

「その子……セリカちゃんっスよ。アレちんの、蘇そ生せい、術式で……生き返った」

「!?　グラン・マリアが使用したスクロヴェーニの家伝か。確か魔法騎士学園の寮から、アレイナ嬢の端末を盗んで使用したと聞いていたが……」

「それっス……。スクロヴェーニの家がずっと完成できなかった術式を、アレちんが自分でアレンジして形にした……。エビデンスは何もないっスけど」

「未認可、未精査の禁術か。そんなもの、どんな代償があるか……」

　魔法を記述する式、術式とは極めて論理的なものだ。

　主に『術式を編む』と言えば、数億の検証を経て安全性が担保された構文を組み合わせ、独自のアレンジを加えて効率や威力を変更するものである。

　家伝の雛ひな型があったとはいえ、術式そのものを新規に記述、補完して完成させた上、それをそのまま使用するなど……実弾で試すロシアンルーレット以上に危険だ。

（弾丸が頭を撃ち抜くかもしれない。まったくの無傷で終わるかもしれない……）

　危険すぎる、賭け。

「それで、セリカ・ヴェルミオーネを再生したのか!?　無む茶ちやなことを……！」

「ええ……とんでもねー天才っスよ、アレちんは。けど、問題はそれじゃなくて……！」

　涸かれた喉から、最後の潤いを搾り出すような声で。




「──その子、生き返ったセリカ・ヴェルミオーネは。ウチらみたいな人間が、全員……バケモノに見えてるらしーっス」




　まるで自白する罪人のように、そう言った。





　　　　†






「綺き麗れいな顔してたっスよね？　……死んでないっスよ、アレちん」

「気遣いは嬉うれしいが、旧アーカイブを参照しないと理解できない冗談はよすように」

「ハハ……。ゴメンなさいっス。カラ元気でも出してないと、マジ凹へこむっスから……」

　清潔な空気、消毒薬の香りが淀よどむような、重苦しくて暖かい病院。

　独特の緊張感を持つ白壁、天井、素っ気ないベンチ。分厚い保護障壁に守られた少女、アレイナ・スクロヴェーニの集中治療モニターを眺めて、二人の人物が並んでいた。

「ひとまず一命はとりとめたようだが……。無む茶ちやもいいところだ」

　英霊墓地カタコンベにて救護班が彼女を保護、緊急搬送されてから数時間。

　本来Ｅランク、その頭脳の天才性に比べてあまりにも乏しい錬れん素そ総量。

　限界を超えた術式の行使により脳神経の一部が焼け、後遺症が残る恐れが高い。

「本来、術式の開発は本体構文の記述とほぼ同じか、それ以上の時間を代償の緩和、反動軽減の創意工夫に用いられる。その過程を省いた未認可術式が──《禁呪》だ」

　アレイナが用いたのはそれだ。専門の技術者ならぬ、天才とはいえ学生に過ぎない彼女が、家伝のそれを独自にアレンジした歪いびつなモノ。その効果こそ強力でも、

「負担が、大きすぎる。錬核武装から引き出した意識や記憶のデータを肉体に転写する際、同時に写してしまう『死』の記憶を切り離し、まさか自分自身で引き受けるとはな」

　人間という物語の結末。魂の終しゆう焉えんを他者に付け替え、等価交換により復活させる。

　──そんなケタ外れの偉業を、軍人として一人前ですらない少女が、やり遂げたのだ。

「アレイナ・スクロヴェーニ、彼女はまさしく天才だ。錬素保有量や演算力よりも、本人の類たぐいまれな発想と応用力こそが、人類史に残るレベルの逸材と言える」

　戦闘で負ったダメージを未いまだ癒いやし切れず、あちこちに包帯を巻いた黒黒黒くろみつ黒くろ子こ。

　そしてもうひとり、連戦に次ぐ連戦、移動に次ぐ移動のせいか。いつもの軍服軍帽姿を砕けた錆さびや土つち埃ぼこりで汚した白しろ銀がね冬とう真まは、密閉されたアレイナの病室を眺める。

　救出された後、彼女に下された処置は完全隔離、集中治療。

　分厚いガラスと魔法障壁に守られた病室、無数のコードに繋つながれて生命を維持された、彼女の身を蝕むしばむモノこそ──実行してしまった禁呪の代償だった。

「強い子だ。誰かの『死』を背負い、身代わりになるなど……本来、ありえない」

「ふつう、できないっスね。それができちゃうから、アレちんなんですけど。何スかね、あの子。地上に舞い降りた天使か何かっスか？　善良すぎて神っスよ……！」

「だとしたら、その天使を守れなかった我々は、さしずめ愚かな罪人か。……神が怒り、大洪水をもたらすか。あるいは硫黄を降らせるか……」

「旧時代の宗教っスか？」

「ああ。いっそ、罰を受けた方が楽になる。……人間とは、そういうものだが」

　包帯と電子機器、永続型の治癒術式によって辛うじて生かされているアレイナは、いつ回復できるかわからない。が、重い代償を支払った価値は……確かに、あった。

「生あい憎にく、楽になるなどという贅ぜい沢たくは俺達にはまだまだ遠い。──彼女は？」

「ひとまず中庭で休んでもらってるっスよ。医師や看護師は遠ざけて」

「いい判断だ。……今の状態の『あの子』は、余人には会わせられないだろう」

　眠り続けるアレイナに黙礼し、その回復を心から祈りつつ、冬とう真まは病室を後にする。

　ちょこちょこと後ろをついてくる黒くろ子こ。その弾むような足音を聞きながら。

「耳鳴りがするほど静かっスね。……今、病院は大忙しのはずなのに」

「ＶＩＰ用の特別治療ブロックだからな。重篤の患者は無数にいる、法の平等性を考えるなら本来ここも解放すべきだが……。事の重要性を考え、責任者を説き伏せた」

　特別な存在を保護する、という名目による強権発動はいい顔をされなかったが──。

　クーデター鎮圧の功績もあったのだろう、無事受け入れられ、『彼女』はいた。

　廊下の先にある、アレイナと同じ無骨な結界。

　ガラスの壁の向こう、無自覚に隔離されて──。

「……ふん。何よ、アンタ。もしかして、アタシと仲良くしたいの……？」

　彼女は寄ってきたひとひらの蝶ちように、唇を花のようにほころばせる。

　メンタルケアを目的に再現された擬似自然環境。清潔かつ新鮮な酸素を供給する植物とセラピー用に放たれた小動物の中のひとつだ。

　まるで人間に接するかのように、それに話しかける。

「ちょっとだけど、造形モデルに一致するのね。同族ではないけど近い形式なのかしら」

　隔離されたエリアに外界の物音はほぼ届かない。しかし彼女は壁の向こうを睨にらみつけ、いかにも忌々しい何かを威圧するかのように、吐き捨てる。

「やたらと群れてノイズを撒まき散ちらす有象無象のバケモノより……友達になれそうだわ」

　女の子らしく天然芝にぺたりと座り、衣服を模した炎の揺らめきをまとうのは──。

「……セリカ・ヴェルミオーネ」

　アレイナ・スクロヴェーニの禁呪、《女神請願ゴスペルウイツシユ》により蘇そ生せいした人類史上初の復活者。

　太古の伝承、宗教の聖典にまで遡れば死者蘇生の記録は存在する。

　だが公に記録され、その過程までデータが得られたケースなど、彼女以外に存在しない。

　値千金、どころではない。まさに人類の未来に等しい至宝。

「アレちんの蘇生術式は不完全ですけど……効果は、バッチリっス。現地にあったのは、戦没者のご遺体と、ありふれた魔法騎器デバイスだけ」

　たったそれだけの道具と設備で。

「アレちんは、セリッちを蘇生したっス……！　遺体に溶けた錬核武装、《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》を触媒にして、錬れん素そで再構成した肉体に記憶や意志をダウンロードする手法で……！」

「だが、完全ではなかった」

　その偉業の価値を認識しながらも、冬とう真まは厳しく評する。

「肉体の再現度はほぼ完璧。歯の治療痕からホクロのひとつまで、記録された個人データと寸分違たがわず再現されている。人格面でもほぼ生前の彼女と同じ、だが……」

「……記憶、っスね。生前のことはぜんぜん覚えてないって、マジっスか？」

「時間がなさすぎる。あくまで一言二言、確認した程度だがな」

　いくらかの会話を交わしたが、今の『セリカ』は自分の名前すら憶おぼえていない。

　そこで冬真は《名無しネームレス》の権限を使い、ロンメルの協力を得て救護班の記憶を操作。

　被害を『なかったこと』にし、緘かん口こう令れいを敷いてセリカの保護を一時隠蔽した。

「報告は後で行う。カチュアはこちらに向かっているが、面会まで少しかかるな」

「……公表は、ムリっスか？」

「難しいな。彼女のパーソナリティ、人格はセリカ嬢のものと等しく感じるが……」

　復活したと思われるセリカの問題。それは、その認知機能に負った障害だ。

「俺以外の人間を、人間と認識していない。……アレイナ嬢や黒くろ子こを救出した点などから、最低限生き物と認識してはいるようだが、基準は未いまだ不明だ」

「ギリ、言葉は通じるのが救いっスね……。正直、立ち直れねーところでしたよ」

　いつも飄ひよう々ひようとして余裕を保っていた、黒黒黒くろみつ黒子という少女の吐く──初の弱音。

　ガラスの向こうで興味深げに指先の蝶ちようを眺めるセリカ。彼女と自分を隔てる分厚い壁に手を伸ばしながら、黒子の閉ざした口の奥、ギリッと音をたてて奥歯が軋きしる。

「……ウチの、ミスっスよ。強制終了が遅すぎたか、早すぎたか……。情報のダウンロードが不完全だったのか、術式のエラーやミスが原因なのか……」

　他の誰でもない、自分自身だからこそ、許せないことがある。

「ウチの固有絶技ロイヤルアーツ、《錬脈断ちリンクカツト》はあらゆる情報、錬素を寸断します。だって、あそこで強制切断しなきゃ、アレちんは──」

《女神請願ゴスペルウイツシユ》は成就せず、直前で黒子によって強制切断された。

　セリカ・ヴェルミオーネを構成する情報の終幕、その『死』を再現した情報を強制切断、蘇そ生せい術式は不完全な形で終了し……その結果が、これだ。

「──あそこで、死んでたっス。病院のベッドから動けない、死にかけでも……生きてる。生きててほしいって……！　そう、思っちゃったんスよ。この、ウチがっ……!!」

　叫ぶ言葉に嘘うそはない。後悔もない。

　だが──不安は、ドロリと濃い汚泥のように、黒子の心を覆っていた。

「アレちんの意志に、命令に従っていれば。術式の成就を最後まで見届けていれば……。セリっちの蘇生は完全で、世界初の蘇生術式の実証が成功していたかもしれない」

　そしてセリカの認知、人間をバケモノと認識してしまう歪ゆがみもなく。

「もし、そうなっていたとしたら。クーデターの問題もブッ飛ぶ朗報で、文字通り人類は救われていたかもしれません。それだけの価値が、《女神請願ゴスペルウイツシユ》にはあるんスから」

（間違っている……とは、言えないな）

　否定してやりたい。だが事実として否定できず、冬とう真まは苦く息を吐く。

（触媒として他者に継承されていない錬核武装が必要とはいえ──英霊墓地カタコンベに葬られた、何百万、何千万という英霊を蘇そ生せいできるとしたら？）

　現在、クーデター後の凰おう花かが抱える諸問題がほぼ解決してしまうのだ。

（単なる失った人的被害の回復や戦力の補充に留とどまらない。復活の可能性は前線の士気を高め、技術的ブレイクスルーの発生は落ち込んだ市民に気力を与えるだろう）

　もちろん、そうたやすく使えるものではない。

　現時点では代償も重く、詠唱には女神系の固有絶技ロイヤルアーツ持ちの光聖クレリツク術者が必要だ。

　しかし、今後の研究によって改善できる可能性は高く──文字通り、人類の希望となる。

「……ウチが、余計なことをしなかったら。人類は、救われてた……？　そして、それを。アレちん自身も望んでいたんだとしたら、ウチは、ウチは……もしかして」

　余計なことを、したんじゃねーのかって。

「とんだお節介をしたんじゃないかって。ウチ自身のわがままで、アレちんの願いを……。人類に殉じて、仲間を救おうとした想おもいを潰したんじゃないかって……！」

　猫を思わせる少女の細い身体が、震えていた。

（それも、当然か）

　選択の重さ、というものを黒くろ子こはこれまで知らずにきたのだ。

　良くも悪くも命令に従い、与えられた任務を達成することのみを考えてきたから。

「このままじゃ、アレちんの犠牲はなんだったんスか!?　チューブにつながれて半死半生、せっかく蘇よみがえらせたセリッちも、記憶を失って認識の壊れた酷ひどいザマ！」

　……ダンッ!!

　握り拳がガラスを叩たたく。衝撃も震動も吸収され、ほとんど何も残らない──が。

「自傷行為はよせ。ただ怪け我がが増えるだけで、無意味だ」

「だって……だってッ!!」

　打撃の衝撃で、包帯に赤い血が滲にじむ。

　分厚い壁に額をつけ、泣き顔を見せまいと俯うつむいた顔の下、磨かれた床に落ちる滴。

「どちらかを選ばなきゃいけなくて、どちらも選べずに、どちらも殺した。……ははっ。ウチが悪いんスよ、白しろ銀がねパパ。……ウチが、ウチが、もっとっ……!!」

　覚悟さえ、決めていれば。

「アレちんの願いを見届ける強さが、あればっ……!!　さもなきゃ、最初のウチに。そのトンデモないマネをやろうとしてるとわかった時、禁呪の使用を止めてれば！」

　そのどちらもできなかったからこそ、胸が……痛い。

　親友を、本心から人類に、仲間に殉じようとしたアレイナの想おもいを無駄にした。

　想いを継いで蘇よみがえるかもしれなかったセリカを、ガラクタに変えてしまった……！

「……後悔しているのか？」

　苦悩に満ちた少女の叫びを聞きながら、冬とう真まは静かに問いかける。

「はじめて出会ったあの日、雪ゆき奈なに接近した君に、俺は目的を訊たずねたことがあったな」

「ええ。そしてウチは、１００％任務のため……そう答えるのが、ベストだと思いました」

《名無しネームレス》の役目は汚れ仕事だ。決して表には出ず、陰から人類を守る。そのためなら暗殺まがいの粛清や、卑劣なスキャンダル工作のような行為も辞さない。

　そんな中、黒くろ子こは監視対象に個人的な感情を抱いた。

　雪奈の純心さ、アレイナの無む垢くな優しさ、セリカの懸命さ──すべてが好ましくて。

「好きになって。友達になりたいって、フツーにそう思っちゃってっ……！　お笑いっス。そんなゼータク、ウチみたいな悪党に、許されるはずがないのに……!!」

　そう、こんな想いをするくらいなら。絶望と後悔を味わうくらいなら。

「……センパイみたいに。ただの歯車に、命令に従う道具に徹した方が、ずっと……！」

「勘違いするな。黒子」

　嗚咽おえつを漏らす少女の隣に立ち、助け起こす素振りさえ見せず。

「一線を踏み越えたお前を止めなかったのは、俺だ。雪奈やアレイナ嬢との関係を肯定し、冷静な判断を奪ったのだとしたら……その責任は、命令者である俺にある」

「もしかして、慰めてるつもりっスか？　それ……」

「そんなつもりはない、ただの事実だ。ただの機械、上層部の命令に従う道具。本心からそれに徹することができれば、きっとそれはひとつの完成形なのだろうが」

　悩みも、迷いも、恐れもなく。

　ただ論理と規則にのみ忠実な奴隷であれれば、思考を外部に委託できれば。

「──きっと、とても楽な人生が送れるだろう。が、虚むなしいだけだ」

「センパイが、そう言うんスか？　評議会の道具で、兵器でいいって……。人類の、娘のためなら死ねると言って、栄誉を捨てて陰で戦い続けた人が……！」

「俺が現政権、評議会を支持するのは、人類の生存に有益だからだ。そして社会の存続は俺自身と、雪奈の生存とイコールでつながり、互いの利害は一致している」

　白しろ銀がね冬真は、現政権、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの統治を受け入れ、その命令に従っている。

　なぜなら、彼らにはここ、人類再生機構の統治を長年にわたり、多少の問題こそあれ誠実に実行してきたという実績があり、彼個人としても生活に大きな不満がないからだ。

「社会は俺と家族を保護し、俺は家族と社会を保護する。これは対等な『契約』だ」

　故に白しろ銀がね冬とう真まは評議会に従い、《騎士殺しの騎士マーナガルム》として内外の敵を粛清してきた。

「だが、思考を放棄した覚えはない。常によりよい未来、よりよい手段を検討している。その多くは実現性に欠けるもので、実行には至らなかったが」

　状況によっては、グラン・マリアのような反乱を冬真が主導していた可能性すらある。

　そうした方向性、選択肢を検討し尽くした上で選んだのが、現政権支持という方針だ。

「俺は評議会の番犬だ。だが、犬にも意志はある。人間性を否定する必要はない。誰かを好きだから守りたい、そんな想おもいすらないままに従うだけの人形に、何ができる？」

「……でも。ウチが、迷ったから。ふたりが……！」

「それこそ仮定に仮定を重ねた話だ。君は術式が成功した可能性しか見ていないようだが、逆に失敗して両者が死んだり、より悲劇的な結果になったかもしれない」

　何の支援も命令もない状況で、黒くろ子こはベストを尽くしたとさえ冬真は思っている。

「私情によって判断が狂った、と言っていたが。１００％の確証があったならともかく……そうでなかった以上、中断という判断は間違いじゃない。あまり、抱え込むな」

「……はは、あははは。優しい声かけヘタクソっスか」

「今なら監視もない。どうだ、無能な上司を殴るチャンスだぞ」

「やめとくっス。……八つ当たりしても、意味ないですから。それよりこれから、世の中グチャグチャになっちゃいましたけど……どうするかってことのほうが大事っスよ」

　ほんのわずかに重荷を下ろしたような、スッキリした顔で黒子は言う。

　その視線はガラスの向こう、ぽやぽやとした視線で蝶ちよう達を眺めるセリカに向いていた。

　が、その華きや奢しやな表情、芯に眠る鋭さと危うさを見てとって、冬真は内心嘆息する。

（……早い。やはり、実戦投入には、早すぎた）

　それは黒子に限った話ではない。雪ゆき奈なも、アレイナも、セリカも、全員だ。

（予定通りのカリキュラムを実行できていれば。魔法騎士学園の基礎教育課程を終えて、精神と肉体を安定させることができていれば──）

　だが、彼女達はもう『大人』になった。なってしまった。

　常に守られるべき子供の世界から強引に連れ出され、大人にならざるをえない環境で、地獄を見る羽目になってしまった。あと三年の猶予を無くして。

（この時期の三年は、現場の三十年以上に重い。人間らしく生きられる最後のチャンスをテロによって踏ふみ躙にじられるなど。……あっては、ならないことだ）

　責任は自分にある、そう言った言葉は嘘うそではない。

　だが、いくらそう言われたからといって、本当に『自分は悪くないのだ』と肯定できるほど強い心の持ち主は、そういない。人は罰を求め、それを対価に安心を買うからだ。

　黒子は罰を求めている。犯したと思い込んでいる罪を清算するモノを。

　そこまで読み解きながら、冬真は冷静な仮面の裏で心底思う。

（──すまない）

　口に出して詫わびることはできない。それはあまりにも傲慢だ。

　自分がいれば、助けられたなどと。

　自分がいれば、こんなことにはならなかったなどと。

　間に合わなくて、すまないなどと。




「ねえ。誰かいないの？」




　ようやく蝶ちようの群れから目を逸そらし、不意にセリカが声をあげた。

「お腹なか、すいたわ。……バケモノみたいなヤツでもいいから、出てきてよ。食べたいの。なんでもいいわ、おなかがふくれるものなら。この子達は……食べたくないから」

　ひらひらと揺らめく蝶に視線を戻し、届かぬ手を伸ばしながら言う炎の少女。

　蝶達は彼女が発する光と熱に惹ひかれ、付近を飛び回る。だが決して触りはしない。

　近づけば焼け焦げ、死ぬからだ。飛んで火に入る夏の虫、そんな古い諺ことわざのごとく。

「食事、か。確かアレイナ嬢や黒くろ子こは、今のセリカにとって……」

　彼女と交わしたわずかな会話から、現在の認識を推定すると──。

「友好的なバケモノ、みたいな認識っスね。本能的に敵とは違うって判断してくれてますけど、やっぱり自分とは違う存在。……そんな感じに判断してるみたいでした」

「そうか。……なぜ、俺のみが『人間』と認識されたのか」

　当然と言えば当然だが、人体を錬れん素そによって代替、復活した人間など他に例がない。

　故にセリカが抱えている記憶の障害、認知の異常についても原因はわからず。

「食事が必要、か。そこは普通の人間と変わらないのか」

「ゆーて何食べるんスかセリッち。……火とか？　火食い鳥的な感じで」

「さあな。だが、いくつか仮説は立てられる。試してみるべきだろう」




　それから、数分後。




「あっ！」

　中庭に通じる閉鎖シャッターが開かれ、現れた人影にセリカが顔を輝かせた。

　その拍子に炎の錬素が揺らめき、陽炎かげろうのような熱波が蝶を襲う。指で弾はじかれたように、ちっぽけな命達は慌てふためきながら、天井の空へと逃げていった。

「……行っちゃった。今まで会った中では、一番友達になれそうだったのに」

「すまない、驚かせてしまった。……食事を用意した、食べられるだろうか？」

「さあ、わからないわ。お腹がすいたな、って気持ちがなんとなくあるの」

　不思議そうにセリカは首を傾かしげる。炎が渦巻くようなツインテールが爆はぜ、火花が散るのをものともせずに、冬とう真まは持参したトレイを差し出す。

「調達に手間取ってすまない。元の店は潰れていたが、至急レシピを元に復元した」

「……あっ！」

　トレイの上にあるのは、素っ気ない金属の皿に乗せられた大ぶりなハンバーガー。

　天然肉１００％のパティをじっくり焼き、錬れん素そを多く含んだ代用品ならぬパンと、新鮮な野菜をサンドしたそれは、『あの日』のメニューを再現したものだった。

「……なんで、だろ。これ、絶対マズいわ。違うもののほうが……よくわからないけど、ずっと美お味いしいってわかってる。けど、それなのに、なんだか、とても……」

　困惑が伝わってくるような声で言いながら、セリカは盆上の食事に触れる。

　炎の指が包装紙を焦がす。たちまち煮えるソース、ケチャップ。みずみずしいレタスがたちまち焼け、脂を落としながらバンズが炭に変わる、その中で。

「楽しい、嬉うれしい。面白い。気持ち、いい？　そんな情報が浮かんでくる。うん……！　マズい。あははははっ、マズいのに……美味しい！　好きよ、これ！」

「そうか。……それなら、良かった」

　やはりな、と冬真は心中でのみ呟つぶやいた。

　魔法騎士にとって食事は、肉体の維持に必要な栄養の補給。

　そして精神、錬素を活性化し増幅するという、ふたつの目的がある。

　錬素によって構築された肉体を持つセリカにとって、必要なものは後者だと踏んだ。

「それは、最後の食事だ。黒黒黒くろみつ黒くろ子こ、アレイナ・スクロヴェーニ、そして白しろ銀がね雪ゆき奈なと。君が共にしたメニュー、天然肉のハンバーガーを再現した。……記憶はあるか？」

「わからない。そんなこと言われても、ちっともよ」

　燃え上がるハンバーガー。錬素を含んだ灰を味わうように握り潰して、セリカは言う。

「お腹なかがくう……ってなる感じがあって……。けど、これを食べる必要はもうないわ。これに含まれた何かを『知る』ことが、きっと私の『食べる』ってことだから」

「消化器官を媒介することなく、食品を直接錬素に転換しているのか……」

　ある意味、それは錬素補給の革命だ。肉の体を保つ必要がある人間と違い、錬素の補給のみで存在を維持できるとしたら、人間の生存コストは劇的に下がる。

「それについても興味深いが……。もう一度、名前を教えてくれないか？」

「しつっこいなぁ……。わからないわ。私は、私。そう思うだけ。他に私と同じ存在がいない以上、個体を識別する必要なんてどこにあるの？」

　と、そこでセリカはふと気づいたように、冬真をまじまじと見つめる。

「……そうね。アンタがいたわ。アンタがいる以上、私とアンタを区分しなくちゃ。じゃあ、必要なのかしら。ええと……前、アンタが言ってたわね。アレ」

「セリカ。……セリカ・ヴェルミオーネ、か？」

「うん、それでいいわ。全然思い出せないけど、その音に含まれた錬れん素そは好ましいから」

　つまるところ、気に入ったという意味なのだろう。

　ふわりと、セリカはふたたび芝生に腰を下ろし、冬とう真まを誘うように手招きした。

　炎の錬素を纏まとっているはずなのに、よく見れば芝生は焦げていない。

　裸身に纏った炎、錬核武装を思わせるそれも──指先をごくごく間近に近づけ、触れるギリギリにまで近づけないかぎり、火傷やけどひとつ負わなかった。

「……ちょっと。どこ触ろうとしてるのよ。セリカの胸に興味があるの？」

「すまない。中身より外装に興味がある。この炎は、属性式の応用か？」

「さあ……わかんない。ただいろんな形にできるわよ。脱ぐっていうか、消すこともね。けどよくわからないけど、こことここは隠さなきゃダメって、そんな気がするの」

　胸の先端と腰の周りを撫なでるように、セリカは言う。

　無知が故にひどく煽せん情じよう的な仕草に苦笑しつつ、彼女の隣に腰かけて、冬真は言った。

「まず、お礼を言いたい。君はアレイナ嬢、そして黒くろ子こを救出してくれた。感謝する」

「？　……いーわよ、そんな。あのバケモノ達、アンタに比べれば変なカタチだけど、ヤケに気に入っちゃったから。だから、なんとなく、ああしただけだもの」

「それでも、感謝を。傷口を焼いて出血を止め、熱で体温を保つあれは、応急処置としてほぼ完璧だった。情報が欠落しているのに、その手順は覚えていたのか？」

「記憶はないってば。私はまっさらの状態だから。今こうしてアンタと話すことで、少しずつ記憶を蓄積してはいるけど、その前の記憶なんてぜんぜんない」

　けど、とセリカは唇に指をあてて、考えこむように言う。

「なんとなくだけど、夢を見てたの。あの冷たい墓穴の奥で目覚めるまで、ずっと」

「夢……？　夢という概念も、理解しているんだな」

「当然でしょ。この場合、夢とは無意識下における体験のことよ。そうした言葉の定義やカタチも、あの河の中に流れていたわ。たくさん、まるで小魚みたいに泳いでた」




　──河。




「……日本、東洋における三さん途ずの川かわ、あるいはギリシャ・ローマなど世界各国の神話伝承において、河は死後の世界と現世とを隔てるモチーフとして使われてきた」

　もし、セリカが観みたという『河』がそれだとしたら。

「君は、死後の世界を観たと言うのか？」

「さあ？　私が観た河を、アンタがどう判断するかなんて知らないわ。ただ私は……そうね、やっぱり河。大きな大きな流れの中を、ずっと流されてたの」

　ぷかぷかって、ぷかぷかって。

　子供のような表現で両手を広げ、仰あお向むけに倒れ込むようにセリカは言う。

「こんなふうに高いところにあるなにかを……『空』って言うのかしら？　そういう概念を想おもいながら、ただただぷかぷか流されていたの。その流れに、いろいろ観みえたわ」

　夢の河を流されながら、セリカが観たモノ──。

「ぜんぜん退屈しなかったわ。どろどろの藻みたいなものが浮かんだスープみたいな星と、そこに生まれた命の素がお互いを食べ合いながら大きくなるのを観た」

「いくつも分岐した流れの彼方かなたでは、ヒトという生き物が宇宙の彼方へ種を蒔まくのも観た。あらゆる武器を捨てて奇妙なルールの遊戯で競争する流れもあった。もっと遡った流れの奥では、石器で大きな生き物を狩る姿や煙突の煤すすを払いながら焼けて死んだ子供を観たわ」

「石器時代に、産業革命。分岐とは……ありえたはずの、人類の歴史？」

「さあ？　難しいことはわからないわよ。だって、それって流れの外から見た感覚よね。私は流れの中にいた。アンタが言う河じゃなく、そこを流れる水だったのよ」

　河を流れる水が、それが何なのか理解できるはずがない。

　ただあるがままに流れるのみだとしたら……『セリカ』がいたという、その河は。

「時の流れ。歴史の流れ、人類史の波。……錬れん素その、源流……？」

　言葉にするなら、そういうモノになるだろう。

　地球の創生。生命の誕生以来、時の流れと共に蓄積されていく情報を可視化したなら、きっとそれは過去から現在、未来へと流れる情報、悠久の大河となるはずだ。

「ヒトの言葉だと、そういうものになるのかしら？　ひとしずくの中に歴史があったわ。私だけじゃない、数えきれない誰かが流れて、水になっていた」

　けど、とセリカは不意に言葉を切って。

「途中で、急に流れがぐいって……止まったというか、淀よどんだの。渦みたいなものが……穏やかに流れていた『私』を巻きこんで、止めて、最果てにあった……」

「……セリカ。どうした？　あまり無理はしなくていい」

「ううん、大切なことなの。わかんない。わかんないけど……!!　ああ、もう！　何！　ここまできてるのに！　読み込めない。記憶媒体として、マジありえない!!」

　かんしゃくを起こした子供のように、セリカは強く首を振る。

「痛い……。これが『痛い』ね。ビリビリッて、あたまのなかが、きもちわるい──！」

　灼しやく髪はつからほとばしった火花が芝に触れ、焦げた染みをあちこちに残す。苛いら立だちのままに白い光と熱を放つ、まるでヒトの形をした恒星のような彼女に対して──。

「……無理は、しなくていい。いいんだ、セリカ」

「……あ」

　あらゆる熱が、届かない。

　錬れん素そによって構築された灼しやく熱ねつ、苛いら立だちのままにあふれたそれをものともせずに、冬とう真まの指は穏やかにセリカの肩を掴つかみ、姫をエスコートするようなしぐさで芝に寝かせた。

「興奮させて悪かった、少し休むといい。……病室に、行くか？」

「……いや。ここのほうがいいわ。広くて、空気があるから。アンタ達みたいに、布きれで保温したり身体を飾る必要はないもの。ここでいい。ここがいいの」

「わかった。……眠れるか？　眠れるなら、その方がいいだろう」

「意識をダウンしろってことね。うん……そうするわ。ふふふ……なん、だろ」

　焼きたてのパンケーキのように白く柔らかそうなお腹なかを、セリカは自らさする。

「ここに取りこんだ情報が言っているの。はんばーがー……。その情報が、暖かくって。いい夢を見せてくれそうな気がするわ。……わからない、けど」

　そこにはきっと、大切な。

「それが私は大好きだったことだけ、わかるわ。……おやすみ、でいいのよね？」

「ああ。……問題ない、おやすみ」

　寝息がしない。肺は動かず、呼吸はしているのかしていないのか──。

　微動だにせず芝生に寝転び眼めを閉じたセリカを見おろし、そっと冬真は立ち上がる。

（まだ有効な情報は得られていない。だが……断片的でも、記憶はあるのか？）

　初めての友達になった黒くろ子こやアレイナに対する好印象。

　思い出のハンバーガーに含まれた錬素。どれも、生前の記憶に由来するとしたら。

「記憶が蘇よみがえる可能性は、ある。……希望は、あるぞ。カチュア……！」

　セリカを起こさないようにそっとその場を離れる。

　装甲シャッターを抜けて暗い廊下に出ると、手元に取り出しておいた魔法騎器デバイスを展開、タッチパネルに指を走らせて通話を行おうとした、その時だった。

「回線はほぼ復旧したか。これなら、カチュアをすぐにでも呼べるな。……ん？」

　通話アプリに届いた着信は、《名無しネームレス》専用の秘匿回線によるものだ。

　タップして承諾の意思を示す前に回線が繋つながる。どんな状況でも絶対に連絡を要する、最上位コードの使用を許可されているのは、凰おう花かの内部でもごく一握りだ。

「どうしました、桐とう幻げん先生。評議会との折衝でしたら、担当者を通してください」

「初手からそれかね。……杓しやく子し定じよう規ぎなところは変わらんな、冬真よ」

　風にそよぐ古木めいた、ざらざらとした声。その仙人じみた姿を、冬真は覚えている。

　十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい議長、日本閥のトップ──かつて冬真が学生時代、カチュア、ロンメルとともに第一魔法騎士学園で暴れまわっていた頃の学園長、かつての恩師だ。

「学生時代、卿けいの才能を見み出いだし……これは、と見込んで推挙したこと、今も誇りに思っておる。こたびのクーデター鎮圧も、よくやってくれた」

「光栄です。それで、本題は？」

「……私を相手に話を急せかすか。変わらぬな、尺取虫め。世俗の権威も十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの権威も、敬いこそすれ主従とせぬ。礼に隠した傲慢、学生時代とまるで同じだ」

「人の親になって、学ぶことも多くありました。特に近所の方々との交際関係については、軍組織と同じ対応ではトラブルが頻発すると学習していますが」

「そのような気遣いは、私には無用と踏んだか。……フム、で、あろうな。白しろ銀がね冬とう真ま、評議会は、お主の人類社会に対する貢献を極めて高く評価しておる」

「……？」

　魔法騎器デバイスからこぼれる回りくどい言葉に、冬真はわずかに眉をひそめた。

　この老人は近年、若手への権力移譲のためか政治的な発言を減らし、議長として派閥の折衝にのみ注力して、表舞台への影響力を出すことはほとんどなかった。

　例外といえば、《名無しネームレス》の行動や処遇に関する最終決定のみ。自らの肝煎りで創設した部隊だけあって、カチュアやロンメルを通してさまざまな指示を行っている。

（思えば──カチュアから受けた特務指令、その出所も先生だろう）

　白銀雪ゆき奈なの身に万が一が起きてはならない。

　人類の希望たる世界最強のＳランクを一人前の魔法騎士に育て上げるのみならず、彼女から一時も目を離さずに守り抜き──。

「……《大災厄ブラストダウン》を回避せよ。特務指令として通達したこと、覚えておるな？」

「はい。今回の事件については、失態でした。……雪奈に術式による示唆を許し、誤った行動を起こさせてしまった。裁判においては、自分が証言します」

「愚かな。裁判など、不要だ」

「……お待ちください」

　厳格な老人の固い声に、冬真は思わず言い返す。

「今回の一件、人類史上最大級のテロ事件と言えるでしょう。仮にも最高決定権を担う、評議会議員にまで影響力を持った指導者が、直接反旗を翻したのですから。その事件は、これまで我々が手がけたように……闇に葬れる規模を、越えています」

　これまで《名無し》は凰おう花かの裏面、陰にてさまざまな事件を解決してきた。

　クーデターまがいの企たくらみを潰したことも一度や二度ではない。

　そのすべては公の報道に乗ることなく闇に葬られ、一般の市民が知ることはなかった。

　が……今回はそうした事例とは、規模も前提も違いすぎる。

「中核ミドル、最深ボトムの二層にわたる大規模汚染。錬れん素そ転換炉たるマザーコアの露出や甚大極まりない人的被害。再発を防ぐためにもすべてを公にし、新体制を構築して戦力を蓄える時期であると、自分は考えています」

　そのための手段はいくつか、すでに考えてある。

「──詳細はレポートにまとめて提出しますが、市民の信を問うべきでしょう。雪奈の罪、グラン・マリアによる示唆は私が必ず証明します。バッシングはあるでしょうが……」

「それによる重ストレスが、白しろ銀がね雪ゆき奈なの変異率を上げぬと保証できるか？」

「……それは」

　高位魔法騎士は極めて危ういバランスを保ち、ヒトと胞子獣ベノムスダームの境界に立っている。

　強い心的ストレス、過剰なダメージによる負荷はそのバランスを大いに崩すのだ。

　特に思春期、心身が不安定で多感な時期の影響は成人後の数十倍とも言われ──。

「かのグラン・マリア、あの妖女めにたぶらかされた罪は重い。が──全市民が、軍が、評議会が、すべてがあの者に欺かれたのだぞ。このままでは、もたん」

「……それは」

「凰おう花かは寄り合い所帯だ。全世界から集まった難民の箱舟、辛うじて人類救済、地球奪還という大義でつながっておるに過ぎぬ儚はかない幻。その信頼は、もはや泥にまみれた」

　銃後は任せろ。評議会は誤らない。家族は無事だ、だから安心して戦え──。

　そういった幻想を、グラン・マリアはすべて打ち砕いたのだ。

「もはや信頼はない。理想もない。夢も破れ、希望は砕けた。お主の娘の変異率がせめて、50％なら賭けてもよい。この老骨がすべての罪を背負い、刑場の露と消えて悔いなし」

「……先生。貴方あなたは、まさか！」

「危うい。危う過ぎるのだ。89％？　残りわずか11％に人類の命運を賭けよと？　たとえお主という絶対無敵がいようと、娘の心を守りきれぬのは既に証明されておるのだぞ」

　残りわずかな、白銀雪奈を人間として繋つなぎ止めておける人間性の鎖。

　11％の命綱では──。

「賭けられぬ。白銀雪奈に比べれば遥はるかに劣る策ながら、予備を動かす他あるまい。人類存続の希望はそちらに託す。冬とう真まよ──娘を。白銀雪奈を、処分せよ」

「……!!」

「確かに、命令したぞ。期限は今夜、〇時まで待とう。別れを済ませるがよい」

「議長……桐とう幻げん先生!!　待ってください、それはあまりにも性急すぎる！」

「くどい。もはや、迷っている暇はない。１％でも変異率が上がれば、この凰花の中枢に再びステージ５が出現しかねぬのだぞ。何を迷う、何を恐れる……冬真!!」

　一度は、凌しのげた。

　二度は、ギリギリで生き延びた。

　三度は──無理だ。追い詰められた人類再生機構は、三度目のステージ５出現を許せば今度こそ、いかなる手段を講じても耐えられない。

「私情を捨てよ。お主にはそれができたはずだ。──かつてのように。ミルファを斬ったあの日のように。ふたたび人類のために剣をとれ。白銀冬真!!」

　──プツッ。

「先生!!　……先生!!　ッッッ……───くっ……!!」

　通話が切れた端末を、廊下に叩たたきつける衝動に耐えられたのは奇跡だと、冬とう真まは思う。

　罵声が、悪意が、怒りがこみあげてくる。これまでに感じたことのないモノ、非合理的で感情的でどうしようもないもの。不満、不安、不信、さまざまな黒い意志のミックス。「……あの人は、本気だ。桐とう幻げん先生なら」

　人類のために。そのためならば親でも殺す。孫でも殺す。そういう老人だ。

　死して屍しかばね拾う者なし。玉砕こそ誉れたる日本閥。その頂点にある男にとって、大義の為ため家族を犠牲にするなど当然。──揺るがぬ姿勢は、これまでは頼もしくさえあった。

　が、今は。

「……初めて、だな。この感情は」

　理性を感情が超える感覚。合理的な判断を飛び越えて、恩師の言葉を却下したい衝動。

　雪ゆき奈な。雪奈。雪奈。赤ん坊の頃の、幼い頃の、大きくなった頃の、あらゆる面影が瞼まぶたの裏にフラッシュバックする。あどけない笑顔が、守り続けてきたものが──壊れる。




「……これまで、だと言うのか。雪奈……！」

　通話の切れた端末は何も答えることなく。

　薄暗い廊下の中で、冬真はただ一人、立ち尽くしていた。
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●暗闇の中で輝く光




「自己除染に協力をお願いします！」

「院内に入る前に自己診断を行ってください！　可能な方は属性式による自己除染を！　できない方は院内の看護師が行いますので、順番を……！」

「おばあちゃん！　……おばあちゃん!!　あああああ……！」

「光聖クレリツク術者の方はいませんか!!　予備役でも、医師免許なしでもかまいません!!

　傷口の除染、応急処置程度でもかまいませんので、どうかご協力を……!!」




　──最深区画ロータス・ボトム、第一魔法騎士学園付属中央病院は、混こん沌とんの最さ中なかにあった。

　グラン・マリアは破れ、クーデターは鎮圧された。

　が、軍駐屯地のド真ん中に眠る生体錬れん素そ転換炉《扶ふ桑そう》は簡易封印されたのみ。

　緊急手配された密封用のブルーシートで覆われるも、すでに撒まき散ちらされた汚染物質は市街に拡散、負傷者や子供、抵抗力の弱い老人を媒介にした胞子獣ベノムスダームの出現が観測された。

　強い錬素耐性を持つ特殊胞子獣、《シアエガの仔スポーン》は母胎たるグラン・マリアの消滅により行動停止。自壊したため、幸いにも、ほぼすべてステージ１の最下級クラスだ。

　囚とらわれた部下を解放、指揮系統を復活させた駐屯軍の動きと、エレベータの復旧により前線から急きゆう遽きよ派遣された守備隊の活躍もあって、除染と駆除は進行しつつある……が。

「嫌だぁ!!　グラン・マリア!!　グラン・マリア!!　負けたなんて、嘘うそだあ!!」

「ありえない!!　ありえないわ!!　あの方は希望、あの方こそが世界を変える人!!」

「……あああああ……。もう、誰を、何を、信じたらいいのよぉ……!!」

　人類再生機構のすべてに干渉してのけた群集心理操作系固有絶技ロイヤルアーツ、《皇女の勅令エンプレス・オーダー》。

　グラン・マリアという毒蛇の猛毒は未いまだ、人類再生機構という巨人のあちこちを蝕むしばみ、耐えがたい苦痛を残している。影響を残した群衆はひたすら嘆き、動かず──。

「邪魔だ、どけっ!!　……このクソガキどもが!!」

「バカ女に騙だまされたあげく人類を滅亡させる気か!!　死んで詫わびろ、恥さらし！」

「俺達は操られてたんだ!!　悪いのはこいつらだ、扇動されたガキどもが……!!」

　それを糾弾する大人達。しかし、クーデターの中核を占めたのは若年層だが、彼らも開始直後はグラン・マリアを熱狂的に支持し、喝采を送っていた者ばかり。

　そういった事実から目を背けた大人達。彼らが我が子に向ける視線は。

　まるで暴走する機械──得体のしれない怪物に向けるような、恐怖に満ちていた。




「……どうしたもんかなあ、こりゃ。最悪だぜ」

　病院を囲む難民、群衆を眺め、ロンメル・スチュアートは苦り切った様子で呟つぶやいた。

　小型の装甲ビークル運転席。ハンドルにもたれながら呻うめく彼の視線は、駐車スペースを占拠する群衆をざっと観測し、徐々に高まる『熱』から状況を読み取っている。

「駐屯軍はステージ１駆除で手一杯。本来補佐すべき学園生徒は、クーデターに参加した以上、戦力としちゃ一切使えないまんま放置も同然だ。こりゃ、暴動寸前だぞ……！」

「主要メンバーは全員、准将が逮捕して駐屯地に拘束してるはずよね？」

　後部座席から響いた声に、ロンメルは「ああ」と短く答える。

「残りの生徒はほぼ、末端の連中ばっかだよ。周りの雰囲気に乗せられて加担したり……上級生の命令だからってことで従ってた、いわゆる『普通の』生徒だ」

「反乱に加担した以上、無罪放免とまではいかないにせよ……。少なくとも、それを判断すべきは評議会や軍法会議であって、頭に血が上った暴徒じゃないわよね」

「俺もそー思うよ。……最悪なのは、ここだけじゃねえってことだ。中央病院、第一魔法騎士学園の運動場や各地の公園、被害を受けてねえ避難スペースじゃほぼ同じザマでな」

　ロンメルの魔法騎器デバイスには、今も各地の《名無しネームレス》協力員からの報告が届いている。

　それを見るかぎりここ、中央病院以外の避難スペース、クーデター絡みで避難してきた群衆を一時収容する地域すべてで、ほぼ同様の対立が起こりつつあった。

「……止めた、ほうが。いいのでしょうか……？　なら……！」

「ダメだ。つーか、無理だ。学園教師の俺やカチュア、グラン・マリアの旗印にされてた雪ゆき奈なちゃんがとっ捕まろうもんなら、それが引き金になってガチ暴徒化しかねない」

　言いながら、ロンメルは首を捻ひねって後部座席に視線を送る。

「……いっそ、強行突破しようかしら。空から直接病院の屋上にでも乗りつける？」

「クッソ目立つだろ。まあ、最後の手段にしとこうぜ。雪奈ちゃんの負担になるだろうし、今はそこまでする必要ねえさ。今はとにかく、群衆を刺激したくねえ」

　装甲ビークルの後部座席、雪奈を寝かせ、自分の膝を枕にしながら外を窺うかがうカチュア。三人は冬とう真まの連絡を受け、急ぎ『面会』のため中央病院へ呼ばれ、到着したばかりだ。

「緊急車両用の入口はさすがに塞いでねえ。そっから入るべ。カチュア、ストレッチャー出して雪奈ちゃん寝かせといてくれ。上から毛布かけて、お前はマスクで顔隠してな」

「了解。……コソコソと、情けないわね。まるで犯罪者みたいだわ」

「守れなかった、って点じゃそうかもな。……だが、これからだろ」

「わかってる。教え子から反逆者を出した責任もそうだし、人類の未来を守ると誓った。姉さんとの《誓約》は……忘れてないわ。大丈夫。まだ、やれるわよ」

　ゆっくりとビークルが動き出す。後部座席ではストレッチャー、いわゆる担架を下ろし、カチュアは毛布でくるんだ雪奈をそこへ横たえる。

「……おばさま。お姉さんと……なにか、あったの……ですか？」

「昔の話よ。……そう。雪奈ちゃんが、あの朴ぼく念ねん仁じんのもとへ来る、ずっと前の」

　大人達がまだ子供だった頃の。

「……この世界じゃ、ありふれた『約束』。興味があるなら、いずれ話すわ」

「はい……。約束、ですよ……？」

　罵声の海を泳ぐように、装甲ビークルは群衆を分け入る。罵声と不満を二つに割って、彼らがＶＩＰ用高度医療ブロックへ到着したのは、それからすぐのことだった。





　　　　†






「雪ゆき奈なちゃん。無事だったんスね……。はー、不幸中の幸い、っスか……」

「……うん。黒くろ子こさんも。あの、アレイナさんは……大丈夫、なのですか？」

「容体は安定している。命に別状はない、意識が戻るのも時間の問題だろう」

　中央病院を囲む避難民、暴動寸前の空気も、奥まった高度医療ブロックには届かない。

　人工精霊の制御下にあり、極度に自動化された医療施設は、清潔な白壁と薄暗い照明、大きな観葉植物が奏でる葉擦れの音以外、何も聞こえない静寂に包まれていた。

「よかった……です。ほんとう、に……！」

　ぱっと顔をほころばせ、台車付きのストレッチャーから雪奈は半身を起こす。

　自宅から持ってきたパジャマに着替え、病人らしい装いになった愛まな娘むすめを見おろし、黒子と共に三人を出迎えた白しろ銀がね冬とう真まは、桐とう幻げんからの抹殺指令のショックを一切見せずにいた。

「本当に、よかった。アレイナさんも、黒子さんも……みんなが、無事で……。お父様と、みんなさえいれば。これ以上、何も取り上げられたく、ないですから……！」

「……雪奈」

　それは、隔離されて育った少女の成長の証あかしだった。

　父親である冬真以外、家族同然のロンメルやカチュアにさえ、真に心を開いているようには見えなかった娘。しかし今、友人の無事を知らされて、心から目を潤ませている。

（大人に、なったな。傷つきはした。払った代償はあまりに大きい、しかし……！）

　少しずつ、ゆっくりとだが、雪奈は成長している。

　人類滅亡のデッドライン、胞子獣ベノムスダーム変異まで残り11％。髪の先端や指先、パジャマの襟に霜が降り、氷の錬れん素そが漏出しているのは、蓄積した錬素の制御に異常が現れた証だ。

　まさにギリギリまで満ちたコップの水。あと一滴、わずかに加わるだけであふれ出し。

　白銀雪奈は、人類史上最悪最強の胞子獣に成り果てる。

（全力で守れと言うのなら。迷うことはないものを……!!）

　不確定要素を避け、犠牲を出しても確定的な方法を選んだ評議会の決定は──。

　軍人として、人類の守護者として、《名無しネームレス》として戦ってきた冬真の理性と、一人の娘の親として生きてきた、人間としての冬真の感情を、大きくざわつかせている。

「……冬とう真ま。どうか、したの？」

「いや。……なんでもない。疲れただけだ」

「そう、でしょうか。……お父様が、そんな顔をしたのは……初めてです」

　微妙な気配の変化を感じ取ったのだろう、カチュアと雪ゆき奈なが交互に見上げてくる。

　怒ったような熱い視線を向ける旧友と、寂しげに袖を掴つかむ愛まな娘むすめを前に、冬真は意図的に表情を引き締め、いつも通りの感情を排した顔を作って、話を進める。

「大丈夫だ、問題ない。……先輩、この施設の防ぼう諜ちようは？」

「機密保持の観点から、医師すら直接面会はしない。看護はすべて機械制御だ。問題ねえ、ある程度突っ込んだ話もできるぜ。で……何があった？」

「はい。説明する前に……まずは、直接会った方がいいでしょう。……セリカ嬢！」

　パキッ！と冬真が指を鳴らす。

　すると施設の片隅に飾られていた観葉植物、空調の風でほのかに葉を揺らしていたそれが霞かすみのごとく消え去ると──その幻影に隠れるように立っていた人物が姿を現した。

「幻影式で隠蔽？　防諜設備の整った施設で、やりすぎ……は？」

「……えっ？　あ……っ!?」

　まずカチュアが、続いて雪奈が彼女を目撃し。

「そりゃー、驚くっスよね……。これがアレちんが入院した『原因』っス」

「失礼ね。私が頼んだわけじゃないわ、アンタ達が勝手にやったんでしょ？」

　勝気な表情。炎の輝きを放つ透き通った髪と白亜の裸体を包むエネルギーのドレス。

　火の精霊のごとき少女──セリカ・ヴェルミオーネの姿に、雪奈とカチュアは揃そろって言葉を喪うしない、事前に情報を得ていたロンメルすら絶句する。

「……いちおう話にゃ聞いてたけど……マジかよ。どう見ても本人だぜ……！」

「まだ詳細は掴めてないんで、同一人物としての確証はないっス。けど……けど。ここで判断できるかぎりの情報と、ウチ個人の感想だと……これは、たぶん」

　セリカ・ヴェルミオーネ。

「セリッち、本人っス。アレちんが蘇そ生せい術式で復活を試みて、成功しました。記憶とか、本人の認知にちょっと問題あるっスけど……」

「失礼ね、影法師。アンタみたいなスカスカしたのと違って、私には問題なんかない。……けど、そこのトンデモないデッカい雪だるまと、濁った焔ほのおは気になるわ」

　振り向く時、ツンと生意気そうに顎の先っぽを上げる癖がある。

　家族や親しい人間にとって、百の言葉を尽くすより、そんなささやかな癖が本人を──そのヒトを感じさせる。カチュアはただ、ぼろぼろの手で口元を覆い、呼吸を止めて。

「……ああ……嘘うそ……!?　信じられない。けど……間違いないわ。セリカ……!?」

「濁った焔。本当はもっと澄んで、輝けるはずなのに……もったいないわ、アンタ」

「は？　……どういうこと。セリカ。セリカなのよね、アタシよ、貴女あなたの叔母の！」

「落ち着け、カチュア。……蘇そ生せい術式のバグ、あるいはもっと根本的な理由かもしれない。今のセリカは記憶を無くし、人間に対する認知に障害が出ている」

「認知に……？　どういうこと!?　説明して！」

「ひとことで言うと、人間を人間として認識していない。何らかの条件があると思うが、当人の錬れん素そ属性を反映したバケモノ、そのように認識しているようだ」

　たとえば黒くろ子こは、うっすらとした影法師。

　火属性に特化したカチュアは、『濁った』焔ほのおとして認識されているようだ。

「今後の研究、治療によって改善の可能性はある。……気を落とさないでくれ」

「そんな。そんなこと!!　……戻ってきてくれた。それだけで！　それだけで十分に決まってるじゃない!!　ああ……あああああ……!!」

　取り乱した様子で、カチュアはぺたりと床に膝をつく。

　震える手が伸び、揺らめく炎を手袋のようにまとうセリカの指に触れる。彼女は一瞬、反射的に逃れるようなそぶりをしたものの、乞われるままに握手を許した。

「セリカ……！　本当に、良かった。バカ……!!　バカよ、アンタ……！　勝手に死んで、いきなり生き返って！　アタシをどれだけ心配させたら気が済むのよ！」

「は？　うるさい焔ね！　アンタ気に入らないわ！　私とそっくりの色と構成をしてるのに、違う誰かの影響を受けて……ちょっ、何、くっつかないで!!」

　ぎゅっと豊かな胸にセリカの手を抱きしめて、ぽろぽろとカチュアは涙をこぼす。

　困惑して逃れようとするセリカ。だがその行く手に、もうひとりの姿があった。

「……セリカ、さん。……ですよ、ね……？」

「アンタ達はそう呼んでるわ。私は知らないけど、そうなんじゃない」

「それ……。素直じゃなくて、意地っ張り……。やっぱり、セリカ。さん……！」

「はあ？　何ソレ、すごいバカにされた気がするんだけど……気に入らないわ、アンタ。なんかよくわかんないんだけど、私の錬素がざわついてる！」

　立ち尽くす雪ゆき奈な。その前で、静かに泣くカチュアに右手を預けながら、セリカは空いた左手でピシリと少女の鼻先に指をつきつけ、マニキュアのように灯ともった焔を弾はじく。

　パチッ……！

「……あつい、です」

「フン。中途半端なことしてるからよ。……何アンタ、孵かえりかけ？　今にも殻から出られそうなのに、わざわざそんな狭い媒体に閉じこもるなんて。おかしいわね」

　火花を頬に受け、驚いたように手を添える雪奈に、セリカは指をつきつける。

「もっとシャンとしなさいよ。……そのままでいたいならね」

　突き放すような言葉、それと裏腹の優しい仕草で、指が雪奈の頬を撫なでてゆく。

「……よくわからないけど、アンタを見てるとムカムカするの。いい？　私はね、アンタにそんな情報を向けられたくない。ヒトの感情は言語化しにくいけど」

　うまい言葉を思いつかないもどかしさに苛いら立だちながら──。

「……アンタはね、私よりずっと大きな情報体じゃない。もっとしっかりしなさいよ。何小さくなってるワケ？　できるヤツのくせに、ビビッて小さくならないでよね！」

　それは、あまりにも『セリカらしい』言葉。

　喧けん嘩かを売るような──しかし暖かくて熱い『励まし』のエールだった。

「……ふふっ」

「あ、ちょっと、何笑ってんのよ。私はね、アンタが気に入らないの！　怒ってるの。情報が伝わってないんじゃない？　これだから音声言語なんて不正確なプロ──」

「セリカ……さん！　……まちがい、ありません。ほんもの……！」

「あ、ちょっ……きゃああああっ!?」

「な……!?」

　迫るセリカに手を広げ、それは、驚くべきことに。

　雪ゆき奈なは自ら彼女に抱きつき、焔ほのおと氷、相反するふたりの錬れん素そがジュッと相殺する。

「……よかった。戻って、きてくれて。……ありがとう！」

「は？　……はあっ!?　な、何よ！　アンタ達っ……アンタ達なんか!!　あれ？」

　あれ？　あれ？　と、カチュアと雪奈に囲まれたまま、セリカは何度も口にする。

　驚き慌て、まるで未知の難問をつきつけられた学者のように──驚き、慌て、そして、戸惑いを隠せない面持ちで、眼めのふちからパチパチと爆はぜる火の粉をぬぐう。

「なんで？　アンタ達なんか知らないのに。何の情報もないのに、どうして？　よくわかんないけど……すごく嬉うれしい。暖かい。この気持ちは、なに……!?」

　涙の代わりに火をこぼす少女と、氷に蝕むしばまれた娘は抱き合い、互いの熱を交換する。

　ささやかに手を握り、叔母は姪めいの無事に心からの喜びをあふれさせる。

「……よかったな」

「はい。……ロンメル先輩」

「……アレちん。やったっスね。アレちん……！」

　幸福のトライアングルに、ただロンメルも冬とう真まも、黒くろ子こもそれ以上の言葉が出ない。

　そのまま待つこと、数分──このまま永遠であってほしいとさえ思える幸福の中、冬真は自らそれを壊すように、タイミングを計って歩み寄る。

「すまない。黒子、雪奈とセリカ嬢を連れて、見舞いに行ってくれないか」

　そう告げながら、さりげなくセリカの髪に触れる。

　ほんの刹那の接触、それは術者に位置を伝える『探知』の触媒──いわば、魔法時代のＧＰＳ発信機のようなものだ。地球上、どこだろうと解除されないかぎり発見できる。

　そんな仕込みをしながら表情を崩さない。ごく自然な仕草に、黒くろ子こは声をあげる。

「……そ、そうっスね！　そろそろ目覚めるかもしれませんし。アレちんもきっと、蘇そ生せいに成功したセリッちを見れば喜ぶっスよ。……いいっスか？」

　黒子は、ほんのわずかにためらい。

　迷うような視線を送った後、確認を取るようにセリカに抱きついた二人を覗のぞき込む。

「い、いいわ。……当然でしょ。ごめんなさい、取り乱して……」

「ふん。……そ、そうね。恥ずかしい。けど……なぜかしら」

　瞼まぶたを腫らし、手を放したカチュア。へたりこんだままの彼女を見おろしながら、

「なぜかしら。そんなふうにアンタが泣くのを聞いてると、嬉うれしい。……勘違いしないで、イヤな感じじゃない。胸の奥がぽかぽかして……気持ちいい」

　す、と彼女は熱を帯びた指を、口紅の崩れたカチュアの頬に触れさせる。

「笑ってみて。……そしたらきっと、アナタを好きになれる気がするから」

「あ……!!」

　カチュアは息を飲む。慌ててポケットを探ると、その手の中には焦げたカメの人形。

　セリカの遺言が眠る煤すすけたそれ、最後の言葉を思い出しながら。

「……ありがとう」

　戻ってきてくれて。ただ、それだけで。

「愛してるわ、セリカ。アンタが大好き。……姉さんの、そしてアタシの……家族だから」

「……バッカじゃないの。恥ずかしい。アンタのことなんか知らないのに、家族？」

　生意気に、突き放すような言葉。

　だがそれとは裏腹の優しい指が……カチュアを、撫なでる。

「……わかんない。覚えてない。これが昔の記憶なのかしら？　それとも、そうでないのかはわからないし──し、正直、抵抗あるけど……！」

　たびたび言葉を詰まらせながら。

「私も、アンタが……好き。今の私にとってアンタは淀よどんだ情報のカタマリ──。不気味で醜いバケモノにしか見えないし、それが笑顔なんて信じられない」

　──けど。

「その優しい、暖かい言葉が……錬れん素そが。よくわからないけど、好きよ。『おばさま』」

「……っ!!」

　感極まったように、カチュアはもはや声も出なかった。

　震えるその背中を、静かに歩み寄った冬とう真まは軽く撫でながら、もうひとりの背中を押す。

「……行きなさい、雪ゆき奈な。ようやく、もう一度、揃そろったんだから」

「はい。……行きましょう。道案内、任せます」

　隣に立ち、きゅっと手を握りしめて言う雪奈に、セリカは驚いたようだった。

[image: ]

「え？　それ私に言うの？　私、ここ来たばっかりなのよ。知らないわ……って、ベタベタしないでよ、もうっ！　ちょっとアンタ、案内しなさい。誰かのトコへ！」

「誰かって……アレちんのとこっスか？　はいはい、了解っス♪」

　促され、おどけた様子で先頭を軽快に走る黒くろ子こ。

　雪ゆき奈なと手をつなぎながら、ぷんぷんと怒っているようで──優しい笑顔で続くセリカ。

　そして、何よりも。

「……行ってきます！」

「ああ。行ってこい。雪奈！」

　振り向いた最高の笑顔を、冬とう真まは快く送り出し。

　──ズキリと痛む胸の内を隠して、笑った。





　　　　†






「……バカみたいだって思ってるんでしょ？」

「照れくさいからっていい歳とししてスネるあたりはちょっと思うな。学生か？」

「ムカつく……。けど、許してあげる。幸せすぎて、なんでも許せそうな気分だわ」

　温ぬくもりの余韻に浸るように、カチュアはさっきまで蘇よみがえった姪めいとつないでいた手を握る。

　傍そば近くに立っているロンメル、そして手をさしのべて助け起こしてくれた冬とう真まに。

「……間違いないわ。あれは、セリカよ。絶対、絶対に、間違いない……!!」

「信じるよ。……覚えてるもんな。『約束』のこと、たとえ記憶は無くなっても」

　ほろ苦い表情で、ロンメルはポケットを探った。

　戦闘でぼろぼろになったままの軍服だ。すっぽりと穴が開き、裏地に手が突き抜けて、ひらひらと空の手を振っておどける彼に、カチュアはふふっと笑いかける。

「いいわ。それはむしろ……きっと、アタシに対しての罰だと思うから」

「何の罰だか。ベストは尽くしたろ」

「それでも死なせたのは確かよ。その罪は消えないわ、罰は受ける。生き返ったとしても、あの子はあそこで一度死んだ。だから、だから。今度こそ……！」

　ロンメルの言葉に、強い眼めと火を吐くような言葉でカチュアは答え。




「……守ろう。絶対に」

「ええ。──当然でしょ!!」




　風を吹きこむような冬真の言葉に、涙をぬぐって女騎士は咆ほえた。

　二人の間を取り持つように立ち、穴の開いたポケットから手を出していたロンメルは、未練がましく服を叩たたき……おっ、と短く声を上げた。

「ツイてるな、酒が残ってたぜ。ほれ。まず俺、次冬真、ラストはカチュアな？」

「ちょっと、何よそれ。アンタが最初？」

「この順番だと合法的に間接キスできるぜ。三十路みそじ乙女に贈る俺からのご褒美よ」

「……ブッ飛ばすわよ、バカ!!」

　銀色のスキットル。中の液体は、酒というよりアルコールを水で薄めただけの代物。

　錬れん素そを極限まで抜いた工業製品のような飲み物をロンメルは一口呷あおり、隣に立つ冬真へ放る。空中でそれを受け取ると、冬真は迷わず口をつけた。

「例の指令は……届いているか？」

「ああ。黒くろ子このヤツはまだだと思うぜ、ちょっとでも見てりゃ顔に出るだろ」

「……それなんですが、見舞いを提案した時ほんの一瞬、表情が動きました」

　それが雪ゆき奈な抹殺指令を受け取ったが故なのか。

　それとも、唐突に声をかけられたが為ためなのか……冬真ですら、判断がつかない。

「ま、その点は後で聞けばいいだろ。とりあえず、対応を決めねーとな」

「……雪奈ちゃん、抹殺とか。ふざけたこと言ってんじゃないわよ……！　ギリだけど、まだ人間よ。当分、病院で変異率が下がるまで療養すれば、大丈夫のはずでしょ！」

「その可能性はある。だが、そのリスクを犯せない。……そういう判断だろうな」

　苦味とともに、カッと熱いアルコールが喉を焼く。

　痛みにも似た感覚を味わいながら、冬とう真まは端末を取り出して画面を確認した。




　──緊急指令。《名無しネームレス》全騎士は、白しろ銀がね雪ゆき奈なを確保。適切に処置せよ。




　素っ気ないその文字列が示す意味を、理解できないはずがない。




「アタシは、反対よ。まだ予定の十二時までは数時間あるわ。評議会を説得できないの？　クーデター鎮圧だって冬真の手柄なんだもの。そこで押せば……！」

「雪奈ちゃんの保護、護衛って意味じゃ大失敗してる。まあ評議会ごと後手に回ったんだ、責任はねえって言い張れるだろうが……良くてもトントン、にしかならねえだろ」

「けど、雪奈ちゃんのヘヴンリー・ロウズ入りは、ちゃんと許可を取ったわよ!?」

「その後、示唆や洗脳を喰くらっちまったのは俺らの失態、って上は判断するさ。人類の宝、転じて人類最悪の敵ってわけだ。本気を出す前に殺す、グラン・マリアのように」

　……中で育てて、万が一にも叛そむかれないように『処分』する。

「評議会の爺じじい連中は、そう判断したんだろう。クーデターの前例ができちまった以上な」

「……交渉の余地は、ない？」

「キツい。……ここまで強硬に出てくるなんざ思わなかったからな。キツい時間制限は、ある意味冬真や俺達──《名無し》も含めた、忠誠心のテストだろう」

　苦り切った言葉に、ピクリと冬真が眉を動かす。

「……評議会は、我々を信じていない？」

「俺達を、というかお前をだろうな。これまで、グラン・マリアが絶大な信頼を得た背景にゃ、絶対無敵にして忠誠無類……《騎士殺しの騎士マーナガルム》って前例があった」

　たとえ異常なまでのポテンシャルを持つ最強者であろうと。

　人類を活いかすためならば、決して裏切ることなく働くだろう──。

「そんな先入観が、あの宗教テロ女にぶっ壊された。いつ冬真が叛くかもしれねえ、そう疑問を持っちまったらおしまいだ。不安が不安を呼び、解決を求める」

　忠誠の証あかしを示せ、と。

　人類と娘と、どちらがお前は大切なのだ──？　と。

「あのクソジジイは。十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい議長にして俺らのクソ恩師、桐とう幻げんは言ってるのさ」

　議会工作において最も経験を積んでいるのがロンメルである。そんな彼の未来予測は、そうした活動を彼に委ねてきたカチュアや冬真にもリアリティを感じさせた。

「……どう、するの。冬真……！　まさか……！」

　先ほどまでの喜色を喪うしないかけたカチュアに、冬真は手にした酒を放る。

　それを受け取った彼女は、一瞬だけ濡ぬれた飲み口に視線を送り──。

「……っ！」

　拭いもせず、一気に中身を飲み干した。

「アンタが、どう判断するか。それ次第よ」

「だな。思考を放棄するつもりはねえ、が──俺達のトップはお前だ、冬とう真ま。方針を示せ。そうすりゃ、最低でも俺やカチュアは最大限、お前の決定を叶かなえるために動くさ」

「セリカの件についても、そうよね。まだ報告してないんでしょ？」

「ああ。明らかにすればアレイナ嬢の禁呪詠唱が発覚するし、蘇そ生せい術式が与える社会的な影響を考えると、もう少し検証してからが良いだろうと。……が」

　もはや、そんな余裕はなくなった。

「任せるわよ、冬真」

「ま、お前さんが答えを出さないとな。……時間はねえぞ？」

「……了解」

　短く答え、冬真が軍帽の庇ひさしを軽く下げ、戦友達に礼をした時。




「──アレイナさん……！　お父様。アレイナさんが……！」

「雪ゆき奈な。……まさか、目が覚めたのか？」




　いつもの雪奈からは信じられないような弾んだ声。

　３人の騎士は頷うなずき合うと、彼女達がいるであろう病室へ向かうのだった。





●父の決断




　病院というものは、ひどく陰気なものと相場が決まっている。

　患者のざわめきや行き来する看護師の靴音といった雑音があるうちはまだいい。

　完全隔離された集中治療室となればそうした物音とは無縁であり、本来は治療用機器の駆動音のみをＢＧＭに、薄暗い照明が深海魚の巣めいた陰鬱さを演出する。

　そんな、暗闇の世界に──。

「アレイナさん。……よかった。無事で。ほんと……です、よ？」

「……雪ゆき奈なちゃんこそ。放送で観みた時、すごくすごく心配したんだから……けほっ。あの、黒くろ子こちゃん。あの、猫ちゃん家族は……無事、ですか？」

　穏やかな光を投げかけるように、少女達は再会した。

　生命維持用のケーブルを無数に接続され、ベッドに横たわるアレイナ。

　そのやつれた頬、眼がん窩かのくぼみの深さは酷ひどく病人らしく、痛々しい。辛うじてシーツの端から出たアレイナの手をしっかりと握りしめる雪奈の背中に、黒子がのしかかる。

「真っ先に心配するのがソレとは、やっぱアレちんですねえ。まだ確認はしてねーですが、とあるＶＩＰの居住区に避難させましたからきっと無事っスよ！」

「……？　そんな許可をくれるなんて、優しい人がいたんだ……よかった」

　得意げな猫のような顔で言う黒子。「？」と見上げる雪奈とアレイナに、

「やや、ノーアポで《家宰バトラー》をハックして世話頼んだあと強引に置いてきたっス。けど、たぶんあのオッサンのことですから、文句言いつつ世話するんじゃないですかね？」

「アンタ達のこと、よく知らないけど……。かなり無理言ってるのはわかるわ、それ」

　さらに続けた言葉に繋つないだのは、どこか居心地悪げな面持ちのセリカだった。

　その声にピクリと反応したアレイナは、生命維持システムの警告音が響くのもかまわず身を起こそうとする。だが上半身がわずかに持ち上がっただけで……。

「っ！　けほっ……えほっ！　……い、いたっ……」

「無理しなくていいわよ。アンタ、そんな壊れかけた状態で今、何しようとしてたの？」

　胸を押さえてうずくまってしまう。そんな彼女に寄り添ったのは……セリカ。

　裸同然の身体に炎の衣を纏まとった姿は、およそ病院には似つかわしくない。

　だが、そっと手を伸ばしてアレイナを支える仕草には本心からの優しさがこもっていて。

「セリカ……ちゃん。ほんとに……本当に、戻ってきてくれたんだ……！」

「ええ。らしい……わね。正直、私には全然そんな気がしないわ。ホントはアンタに、感謝するべきなんだと思うんだけど……やっぱ、わかんない」

　音もなくセリカの眉が上がり、眼めが見開かれる。

　瞳が大きくなり、まるで爬は虫ちゆう類るい──あたかも伝説に言うドラゴンのごとき熱を帯びて。

「アンタ達は、私にとって不完全でおかしなバケモノに視みえる。不完全で不安定で、情報を無くして自壊しかけてる。バカみたいとしか思えない」

「ば、バケモノ……!?　どうして？　同じ、人間の形をしてるのに……!?」

「物理的なカタチのことじゃないわ。それなら私だって同じじゃない。情報体として、錬れん素そを蓄積するモノとしての在り方が違うから、気持ち悪いの」

　泣きそうな表情のアレイナの鼻先に、セリカは指をつきつける。

　その先端に灯ともる錬素の焔ほのお。それはリアルな像を紡ぎ、アレイナの姿を模した幻を描く。

「これ……三次元映像を出力する、《幻影》系の術式……」

「そんなの知らないわ。光学的な情報を出力すると、アンタのカタチはこうよね。けど、私の視点、錬素的な感覚を重ねると、カタチはぜんぜん違ってくる」

「!!」

　少女達の前で、投影されたアレイナの像が変化する。

　瑞みず々みずしい裸身が見る間に朽ち、肌は乾いてヒビ割れ、真っ白な灰へ燃え尽きて。

　ごくわずかな光が少女の頭部に輝き、辛うじて崩壊しかけたカラダを繋つないでゆく。

　あたかもそれは──放置され、朽ち果ててなお動く、生ける屍しかばねのようだった。

「コレが私の視ている世界。アンタも、そこのふたりも、私にとってはバケモノ。辛うじて、雪ゆき奈なとか言ったかしら？　そっちの子はまた違うんだけど……」

　とにかく！　と言葉を切るセリカのせっかちな仕草は、三人に強い既視感を与えた。

　あまりにもセリカ『らしい』仕草。生前の彼女を思い出させる表情で、彼女は告げる。

「アンタ達以外の、他の連中はもっとひどい。キイキイピイピイ鳴くだけで、言葉が理解できないもの。気持ち悪い……そう感じるわ。コレ、アンタのせい？」

「……うん。きっと、そう。ごめん、ごめんね、セリカちゃん……あぐっ!!」

　突っかかるようなセリカに答えようとした瞬間、アレイナが苦痛に身をよじる。

「アレイナさん……！」

「アレちん！」

「だい、じょうぶ……。お腹なかが、ちょっと、痛むだけ……」

　内臓の損傷のせいだろう、体内から走る激痛に背中を丸めるアレイナ。

　とっさに雪奈や黒くろ子こが崩れそうなその身を支え、彼女は辛うじてセリカを向いた。

「……私の、せいだと思う。不完全な蘇そ生せい術式の影響？　それとも……家伝の術式をアレンジしたせいで、感覚にエラーができたのかも……ごめん、なさ……っ！」

「そこまで。謝らなくてもいいわ」

「え……!?」

　涙目で謝ろうとするアレイナを、意外な言葉が救った。

　今、全員をバケモノと罵ったセリカ。その感覚は変わらないはずなのに……アレイナと彼女を支えるふたりに向けるその視線は、どこか慈しむような空気があった。

「何度も言うけど、アンタ達は気持ち悪いわ。バケモノに見えるのも本当。けど……。コイツらと同じで、不思議と嫌いになれないのよ。むしろ……その」

　悩むように、迷うように、言葉を選んで。

「『好き』なんだって、思うわ。思った時に言わないとダメな気がするから、今言うけど。アンタ達みたいなおかしなバケモノが……私は『好き』なのよ」

「セリカちゃん……やっぱり、覚えて……!?」

「ないわ。ないけど。『好きなら、好きって言ったほうがいい』って思っただけよ」

　その言葉は、あの日、最後の思い出の場所で交わされた──。

「セリっち。それ……！　あの雑貨屋で、雪ゆき奈なちゃんが言ったヤツっスよね!?」

「うん！　そうだよ、絶対……！　けほっ、えほっ……セリカちゃん……！　せっ……」

「ああ、もう泣くんじゃないわよ。記憶にないって言ってるでしょ!?　ホラ、痛いんなら無理してないで寝てなさい。それからそこの、黙ってくっついてこないでよ！」

「……セリカさん。またいなくなったら、嫌なので。つないで、おこーかと……！」

　はしゃぐ黒くろ子こと喜ぶアレイナをたしなめるセリカ。

　すると背後に忍び寄った雪奈が無防備な彼女の首に手を回し、ぎゅっとしがみつく。

「ああもう、冷たいのよ！　アンタ情報漏れしてるじゃない。……ボロボロなんだから、おとなしくしてなさいよね。私と違って、カタチが変わったら困るんでしょ？」

「……カタチ、ですか？」

　きょとんとセリカの言葉を聞き返す雪奈。

　だがその返事が返ってくる前に、集中治療室のドアが音をたてて開く。

「雪奈。……アレイナ嬢は、無事か？」

「はい、お父様。……大丈夫そう、です。とっても、あんしん……です」

「そうか。それはよかった。……本当に」

　入ってきたのは白しろ銀がね冬とう真ま、ただ一人だ。

　残る二名は病室の外で待っているらしく、ただ気配だけが扉のすぐ外に感じられる。

（雪奈ちゃんの、お父さん……。疲れてる？　そうだよね、普通……）

　アレイナはグラン・マリアが倒されたことを知っている。雪奈に聞かされたからだ。

　その立役者が、仲間の援護こそあれど冬真であることも。いつものように『お父様』の活躍をたどたどしい言葉で語る彼女の隣で、黒子は「あちゃあ」という顔をしていたが。

（やっぱり、この人しか……いない、よね？）

　セリカの『復活』に関する問題を託し、相談できる人間がいるとしたら、それは。

「……あの、みんな。ごめんなさい。……少しだけ、わがままを言っていい？」

　言葉を紡ごうと呼吸するたび、激痛が全身の神経を騒がせる。

　ベッドと周辺に設置された生命維持装置がもたらす治療効果がなければ、ただちに悶もん絶ぜつしていただろう。この症状、このダメージの重さが自分に何をもたらすのかも。

　アレイナ・スクロヴェーニはよく知っていて──。




「白しろ銀がね、冬とう真まさん。雪ゆき奈なちゃんの、お父様と……ふたりきりで、お話があります」

「え……!?　お父様、と……？」





　　　　†






「……あれは、セリカちゃんだと思います。冬真さんは、どう思いますか？」

「自分も、そう思う。後遺症はあるが──あれはセリカ・ヴェルミオーネ、本人だ」

　ゴネかけた黒くろ子こや名残り惜しげに手を握る雪奈、フンと顔を背けたセリカ。

　それら三人を一度部屋から出し、ふたりきりになった集中治療室。生命維持装置が心拍に合わせた音だけを鳴らす中、死を思わせる不吉な静寂が蘇よみがえったそこに──。

「家伝の蘇そ生せい術式……大きな問題が、そこでした……」

　はあはあと息を荒らげ、苦しげな呼吸音を挟みながら、アレイナは男を見上げる。

　ベッドサイドに立ち、軍帽を脱いだ白銀冬真。病人に配慮したのだろう、汚れたコートを脱ぎ、術式で全身を洗浄した姿は、いつも見る『白銀雪奈の父親』と同じ姿だ。

（けど……違う。今の、この人は……）

　Ｄランクの非戦闘員を装い、『演じていた』時とはまるで異なる。

　実戦を経験し、禁呪まで執行したせいだろうか？　アレイナはぼろぼろになった全身の痛みに耐えながら、男の纏まとう空気の変化を感じていた。

「……基本は、ご遺体の脳に残った断片的な記憶から、生前のものを復元して……それを設計図がわりに身体を再構築、蘇生するものでした、けど……」

「上う手まくいかなかった、と聞いている。人間の脳は死とほぼ同時に情報を失うから」

　そうした断片的な情報から人の魂、固有の錬れん素そを復元するのは難しい。

　事実、人類再生機構の誕生から今まで、完全な成功例はないのだから。

「だから……錬素復元、そこにのみ焦点を絞って……遺品とか、錬核武装を通じて、復元を試みました。本人の脳じゃなく、その情報がバックアップされているはずの錬核武装を蘇生術式で復活させつつ、再生した肉体にデータを『焼け』ば……」

「……データの精度が問題なら、穴だらけの遺体の脳を復元するより、錬核を復元した方が何倍も速い。……コロンブスの卵、だな。まったく、無む茶ちやな発想だ……」

　思わず冬真は、顔色の悪い少女をまじまじと見つめる。

（一般には公表されていないが、錬核武装は歴史の記憶を留とどめる触媒を使い、星の記憶へ接続して情報を引き出す、一種のアクセス権限。アカウントのようなものだ）

　星の記憶というマスターデータから直接、セリカの人格や記憶を構成するものをすべて引き出し、活性化した肉体に書き込めば。なるほど、蘇そ生せいは成功するはずだ。

「……女子寮の君の部屋は、グラン・マリア一派に襲撃された。端末などは奪われ、情報や研究資料は持ち出されて行方が知れない。どの程度残っていると思う？」

「きちんとした論文には、まだしてないです。……部屋の端末に残ってる資料だけだと、そこから《女神請願ゴスペルウイツシユ》を再構築するのはけっこう、大変だと……けふ、こほっ!!」

　喋しやべりすぎたせいだろう。胸がぎゅっと掴つかまれたように痛み、アレイナは深く咳せき込こむ。

　それでも、冬とう真まの冷酷な仮面は揺るがない。だが、その眼めが何よりも語っていた。

「少し、休憩するか？　……無理はよくない」

「いえ。大丈夫、です。今、話しておかないと……次は、ないかも、なので……」

　くすり、とわずかな笑みをこぼしながら、アレイナは再び語り始めた。

「でも……《女神請願》は、不完全でした。理論上はこれでよかったんですけど……錬核から引き出した記憶の末尾、『死』の記述を覆すのが、とても難しかったんです」

　いくら治癒系の術式に最大級の補正を受ける固有絶技ロイヤルアーツ、《女神の唄ゴスペルソング》があれど。

「本当は、ギリギリのところで私もセリカちゃんも助かるはずだったんですけど……死の記憶を弱めて、私に移し替えた時のダメージを減らすつもりが、とても無理でした」

「無理もない。すまない、バカにするつもりはないが、君の錬れん素そ総量はそんな規模の術式を走らせるには少なすぎる。小技を駆使して発動させる方法はあるが──」

　その手の手段を最も得意とするのは、冬真もよく知る《名無しネームレス》02、ロンメルだ。

　だがあの男は、そうした状況でも常に安全マージンを確保している。誰かを助けるには、まず自分が生き残ること──その鉄則を守り、リスクを計算できる人間だ。

（が、アレイナ嬢は違う。誰かを救うためなら、リスクを知りながら突っ込む……）

　医者に向いている……いや、向きすぎている、と言うべきだろうか？

「自己犠牲の精神は、崇高かもしれない。だが、結果として一対一の交換では意味がない。セリカ嬢を復活させても、君が未帰還では同じだ。……そこは注意してほしかったな」

　淡々とした注意に、冬真は次の答えを待つ。

　気弱なアレイナなら、すぐにも涙目になり、「ごめんなさい」と──。

「……はい。でも、あの状況では、他に手段がありませんでした」

「ベストを尽くした、と？」

　謝ると想像していた冬真は、わずかに意表を突かれながらも質問した。

　するとアレイナは、キッと気丈に華きや奢しやな顔を上げて、そんな男をまっすぐに見つめる。

「そう思っています。……それに、術式は結局、強制終了してしまって……」

「黒くろ子この《錬脈断ちリンクカツト》で術式の接続を断たれたと聞いている。中途半端に切られた記憶が、どういう結果を生むのか……君の見解を聞いてもいいだろうか？」

「はい。……そこで、最初の質問につながるんです。強制終了された術式、焼き込まれたデータは不完全で、どうなったかわからなかったから。だから……！」

　ぎゅっ、と病院特有の薄いシーツが握られ、深い皺しわが寄る。

「ちゃんと本物のセリカちゃんなのか……。術式で構築した魂は、本人の記憶がなければ、ただ人体を動かすＯＳ、ニンゲン１・０とか、そういうものでしかないですから……」

　本物と偽物を分ける要素とは、何だろう？

　過去に遡って複製した記憶と、それによる経験によって構築された行動パターンが人格とするならば──記憶や経験なきままに、人格のみが複製された場合は？

（たとえば、怒りっぽい人間にはそうなるだけの後天的な理由がある。本人の記憶にすらない乳幼児期の体験、あるいは成長後の環境や学習などだ）

　そうした『原因』が無いままに、その『結果』である人格のみが複製されたとしたら？

　素直になれない優しい少女。心をさらけ出すことを恐れ、友達をうまく作れずに孤立し、雪ゆき奈なと出会うまで孤独に沈んでいた……セリカ・ヴェルミオーネ。

「人格は、記憶による経験の結果です。その記憶を失って、結果のみをコピーされた……。いえ、それ以上かもしれません。【死】の限界を超えたその先に至るまで」

　死体に残された錬れん素そを復元するスクロヴェーニ式の蘇そ生せい術式とは違う。

　その本人が世界に刻んだ情報を復元する《女神請願ゴスペルウイツシユ》ならではの事例。

「……亡くなってなお、その存在が世界に何かをもたらしたとしたら？　その情報まで、記述してしまったかもしれません。そうだとしたら、あれは……」

「……認知障害の原因が、それだと？」

　セリカ・ヴェルミオーネの死、そしてそこから繋つながった人類を揺るがす大惨事。

　ステージ５胞子獣ベノムスダーム《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》……セリカの死より誕生したアレが繋がったままであり、変質した意識をそのままに蘇生させてしまったのだ、としたら。

「ヒトの身体に、胞子獣の意識を持つとしたら？　記憶という過程を喪うしない、人格という結果だけをもつ魂は、セリカちゃんでいいんでしょうか？　私は……私、は……っ!!」

　本当に。

「セリカちゃんが、生き返ったことを……喜んでいいんでしょうか……？」

　喜びがあった。期待があった。希望があった。

　記憶を失なくしたセリカと触れ合った時、彼女がかつてのままだと知った。

　だが、それだけに恐ろしかったのだろう。人格はそのままでも記憶が欠けた人間、友の真ま似ねをするニセモノを作っただけだとしたら、それは亡きセリカへの冒ぼう涜とくだから。

（怖い、だろうな。……ヒトの生命を左右することに、慣れているはずがない）

　死者蘇生という人類史上初の試みに対する責任と恐怖に押し潰されそうになり、冬とう真まに頼ろうとしている。信じたいと思う結論を、信じるための担保として。

「俺もセリカ嬢とは話した。何度も言うが、結論は──あれは、セリカ本人だ」

「！　そう、です……よね!?」

「ああ。記憶は失ったかもしれない。感覚の異常や認知の障害もある。だが、対話可能で攻撃性もない。時間をかけた改善や記憶の再生も可能かもしれない」

　かもしれない、かもしれない。

　仮定に願望を重ねた、曖昧な話だ。そもそもつい数時間前に接触したばかりの存在を、復活した本人だと断定するのは無理がある。あまりにも研究が足りない。

（これが学会や発表の場であれば、絶対に言えないところだが……今は、それでいい）

　そう考えながら、冬とう真まはそっと手を伸ばし、ベッドに横たわるアレイナの首に触れた。

　しっとりとした肌。きめ細かな感触に汗の滴。肌から立ち昇る少女の湿度から──。

「ひゃっ!?　あ、あの……何を……!?」

「すまない、改めて診察させてくれ。……これは？」

　ベッド脇わきの生命維持装置が提示したデータと、今触れた肌から走らせた診断式を照合。

「率直に言う。アレイナ嬢、君の状態は──非常に、悪い」

　禁呪執行中の強制切断、死の記憶の流入による一部臓器の壊え死しと合併症。

　生体錬れん素そネットワークの寸断による筋肉神経の麻ま痺ひ。思考能力に不都合こそないものの、脳神経……特に術式の演算を行う魔法騎士特有の部位は過負荷で焼き切れる寸前だ。

「治癒術による再生が可能ならいいが、臓器の損傷は最悪移植が必要だ。それができればかなり持ち直すと思うが……生体錬素ネットワークの被害と演算能力の消耗が酷ひどい」

　結論から言うならば。

「……君は、もう二度と魔法が使えないかもしれない。それが、禁呪執行の代償だ」

「はい。……覚悟してました。『私』は、それでかまいません」

　緩んだ子供っぽさの残る言葉遣い、いつもおろおろと慌てたようなそれが、無い。

　アレイナは落ち着いた様子で、魔法騎士としては死に等しい宣告を受け入れていた。

「落ち着いているな。……やはり、想定通りだったか」

　これほどの精度で術式を編めるなら、それがもたらす結果についても推定できるはずだ。

　ロクな検証もできていない禁呪、《女神請願ゴスペルウイツシユ》を実行した場合。

　未熟で容量不足の魔法騎士に、どんな影響が出るのか。……高確率で保有錬素はカラになり、それでも足りずに肉体、血液や臓器を削るハメになる。

「強制切断によるネットワークの混乱がなくとも、重傷だ。魔法騎士学園にもいられない。このまま除隊して文民となるしかない、と俺が教官なら判断するだろう」

「はい。……わかっていました、ぜんぶ」

　けど、と言葉を繋つないで、アレイナはその蒼あおい瞳で冬真を射抜く。

「ごめんなさい、とは言いません。私、今だけは……間違ったことはしていないって、そう思うんです」

　アレイナ・スクロヴェーニは『良い子』である。

　トラブルを起こすくらいなら自分が折れる。極端なほど攻撃性に欠け、自己評価が低いために自己犠牲をためらわず、他者の命や損害を優先して守ってしまう。

　裏返れば卑屈となる、いきすぎた謙虚さ。その性質のせいでアレイナは口を開けば誰かに謝り、目上の者の命令に逆らえない従順な存在であり続けていた。

「……意外だな。君がそんな風に意地を張るのを、初めて見た」

「私も初めてです。けど……ようやく仕事ができた気がするから。後悔していません」

「後悔、か。……強いな」

　魔法騎士としてほぼ再起不能の烙らく印いんを押されながら、晴れ晴れとしている少女の姿に、冬とう真まは思わず感心する。それはこの人類再生機構において、無能の烙印に等しいのにだ。

「俺の両親は兵役不適格とされて文民となり、中核ミドルの生産ブロックで勤務している。生涯そこを出ることもなく、ただひたすら労働に従事するだけの存在として」

「……私も、そうなるということですか？」

「いや。君ほどの才能の持ち主なら、自力で詠唱できなくとも魔法研究者としての雇用が可能だろう。よければ推薦状を出させてくれ。……ぜひ」

　いつにない熱意をこめて迫る冬真。だがベッドの上で、アレイナは小さく首を振った。

「……いえ。できれば、特別扱いはしないでくれませんか？」

「別に縁故で不正な処理をするわけではない。純粋に君の技量を買ってのことだ」

「……。父──当代のスクロヴェーニ、ロザリオは……中核で研究員をしています」

「蘇そ生せい術式の開発予算は却下されたはずだが……優秀な研究員を放置するはずもないか」

　突然、無関係とも思えることを口にしたアレイナに驚くでもなく、相あい槌づちを打つ。

　すると彼女は胸につかえたものを吐き出すように、大きくゆっくりと息をして──。

「中核で暮らしていた時……。お隣のご主人の顔を、私は見たことがありません。学校でできた友達には、そういう子ばかり。生産ブロックと前線エンドの違いはありましたけど」

　ほぼ全員が人類再生機構の大義を信じ、我が身を犠牲にして働いていた。

　むろん、父がそうではないとは思いたくない。

　だが、ロザリオ・スクロヴェーニは援助が打ち切られた後も、ずっと家伝の蘇生術式を完成すべく、ほぼ自宅で日々を過ごし、稀まれに研究所へ出勤する以外籠こもり続けた。

「昔、お父さんに聞いてみたんです。『戦争に行かないの？』って」

　するとロザリオは、無精髭ひげの浮いた口元をにやつかせ、眼鏡を拭きながら笑って答える。

『前線の兵隊として使い潰されるなどごめんだ。私には他にやることがあるからな。この研究の完成こそスクロヴェーニの悲願であり、人類への最大の貢献なのだから』

　声を荒らげたわけではない。穏やかな言葉で、子供にもわかるように言っていた。

　だが、学校で友人の家族や親族に戦死の報が届くたび。生産ブロックの過重労働で精魂尽き果てた労働者を見るたび、ひどく申し訳ない気分になったのを覚えている。

　もちろん、父の仕事の重大さを理解できなかったわけではない。しかし、それでもなお。近所の家庭や友人知人、あらゆる世帯で戦死者を出すような総動員体制において。

　ただひとつだけ犠牲もなく、成果の上がらない研究のみを続けているような家庭が──どのような眼めに晒さらされ、どのような待遇を受けるのか？

（……何より、スクロヴェーニ家の研究は公的な補助を打ち切られている）

　研究そのものは個人資産を食い潰す形で継続していたものの、一般人にしてみれば失敗を認めず、先祖代々人類の資産を食い潰してきた──そう受け取れなくもない。

「お友達は、できませんでした。ずっとずっと、一人ぼっちのまま。……直接何かされるようなことこそなかったですけど……触れ合えた命は、猫さんだけでした」

　そんな孤独と絶望の中で、アレイナ・スクロヴェーニは育ち。

「……そこまでは、まだ我慢できました。お父さんの分も、私が頑張ればいいんだって。ただ勉強して、魔法騎士になって前線に出れば……この後ろめたさから解放されるって。それだけを信じて……耐えようって。なのに……！」

　ひくっ、とアレイナの喉から嗚咽おえつが漏れる。

「なのに、私が……！　小等部を出たばかりの時、固有絶技ロイヤルアーツが。《女神の唄ゴスペルソング》があるって判わかったとたん、お父さんは……私に、『騎士になるのはやめろ』って言いました……！」

　治癒能力を倍増させる《女神》系は比較的発現者の多い固有絶技だ。

　が、ありふれているからといって不要なはずはない。




『でかした!!　……さすが私の娘だ。女神系の固有絶技、その最高峰だぞ!?　保有錬れん素そは少なくとも、これがあれば遥はるかに研究の幅が広がる。研究の前提が変わるぞ!!』

『……騎士になる？　前線エンドに出たい？　何を馬鹿なことを。肉壁など、やりたい奴やつにやらせておけばいいだろう。バカでも務まる仕事をなぜ選ばれた者がやる必要があるのかね』

『お前を死なせるわけにはいかない……。いいね、アレイナ。絶対に固有絶技は使うな。秘蔵の錬核武装、《バルバラの聖せい[image: ]じよう》を預ける。だから、生きて帰ってくるんだぞ』

『卒業さえすれば……してしまえばこちらのものだ。どんな手を使っても前線勤務だけは回避するからね。中核ミドルでお父さんの研究を手伝いなさい。これは……決定だ!!』




　そうした言葉を聞くたびに、針を刺されるように痛かった。

「たぶん、親心……だったんだと、思います。私を危険に晒さないように……でもっ」

「……父親の提案が、嫌だったのか？　研究者としての暮らしも、悪いものではないが」

「本音を、言うと……。第一に入学するまでは、雪ゆき奈なちゃんに出会うまではそれもいい、しかたないなって思ってました。戦うのはやっぱり怖いし……無理だから、って」

　親の言うことを聞く『良い子』だという大義名分で自分を騙だまして。

「子供の頃感じたもやもやから、逃げてました。たくさんの人を助ける力があるのに……それを隠して、弱いから、守られてもいいんだって……逃げてっ!!」

「……！」

　最後の言葉は、血のような痛みあふれる言葉。

　親の指示に従って固有絶技ロイヤルアーツを隠し、できることを偽って隠れていたことへの……後悔。

（俺に、アレイナ嬢に何か言う資格は、あるのだろうか？）

　白しろ銀がね冬とう真ま、そのＤランクという身分は偽りだ。その正体は無限の錬れん素そ保有量と抹消体質を併せ持つ絶対無敵、生まれながらに神の力を与えられたイレギュラーだ。

（計算し尽くした結果とはいえ。いや、だからこそ……そうしない理由を探していた）

　不満や後悔を押し殺して、命令を与えられることに慣れた。

　自分の感覚を信頼せず、他者に……十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいに判断を委ねていた。いつかそれが、致命的な対立を迎える可能性を考えながら、可能な限り折れ、対決を避けて。

　何な故ぜなら、それを認めてしまえば──。

「……過ちを認めるのが怖かった、か」

「？　どうか……しましたか？」

「いや。昔の話だ。昔……自分にも、似た覚えがある。仲のいい友人がいた。彼女と俺は、ボタンをかけ違ったまま親しくなって、互いに互いを大切に思っていった」

　かつて殺した女。人類脱出を名分に掲げ、凰おう花かを離れ宇宙へ逃亡せんとした──。

「ミルファ・アーリアル・シルヴェスタ。アレイナ嬢や雪奈のように素晴らしい才能と、誰かのために手をさしのべられる優しさ……そして、実行する勇気を持っていた」

「亡くなった……の、でしょうか？」

「ああ。彼女は逃げなかった。俺がやろうとしないことを、した。彼女がその命を捧ささげて、人類を延命できるのがおよそ百年。それでは足りない、だから……賭けた」

　当時の、現在より人も資源も豊富だった状態の人類再生機構、凰花。その全力を傾けて閉鎖生態系を持ち、百年単位の航行が可能な外宇宙移民船を建造する。

「それにより、汚染された地球を捨てて……同じ百年でも、新天地の捜索と移民に百年を使う。それが彼女のプランで、俺にはあまりにも無謀と思えた」

　光学観測によりいくつかの移民可能と思われる惑星は発見されていた。

　だが、現地の詳細な環境は何もわからない。そもそもデータが正しいという証明もない。

「人類を、賭けるなと言った。俺は彼女を止めるために戦い、彼女の賭けに希望を持った、大勢の仲間を殺した。だが……不思議だな、今になって」

　──あいつの気持ちが、わかるなんて。

　最後の言葉だけは飲み込んだまま口にせず冬とう真まはアレイナの枕元に屈かがみ込むと、やつれた額に張りついた彼女の前髪をさっと整えてやりながら。

「……大切なものができた。地球より、人類より、自分自身より愛するものが。それなら、そのためならば……どんなに分の悪い賭けでも、不利な判断でもしたくなる」

　あの時の自分の判断に、後悔はない。

　だが、大切なものができた今の自分は、あの頃の自分のように──。

（迷わずミルファを罪人として、処断することができただろうか？）

　葛藤はあった。親しい友人、戦友を倒す痛みがなかったといえば嘘うそになる。

　が、それでも自分の正義を信じ、彼女を倒した記憶は、冬真の心に刺さった棘とげで。

「それは……雪ゆき奈なちゃんの、ことですよね？」

「ああ。君と、同じだ。違うか」

「違いません。雪奈ちゃんが、セリカちゃんが、黒くろ子こちゃんが……友達が、できたから」

　弱いままでは、いられなくなったのだろう。

　ベッドに寝たまま、アレイナの頬を涙が伝う。清らかな滴は、彼女の心の証あかしだ。

「みんなが戦ってる時、私は隠れたままでした。父の言いつけを守るって言い訳をして、役に立てることがあったはずなのに……！　けど、それで、テロリストが……！」

　セリカを殺した。その時、彼女は心底思い知ったのだろう。

「なんて甘かったんだ、って思いました。みんな命がけで戦ってる、この星に安全な場所なんてどこにもないのに。誰かが命を賭けて作った場所に、気楽に居座って……！」

　辛つらかった。恥ずかしかった。今までのように逃げてしまいたかった。

　けど、一度自分の情けなさ、恥ずかしさに気づいた以上……『治さず』にいられなくて。

「私は、光聖クレリツクです。前衛として戦った雪奈ちゃんや、セリカちゃんのように……後方支援、治療役としての役割を果たします。私の仕事は、『治す』ことだから……！」

　この過ちを、犯してしまった罪を、耐えがたい恥すら治してみせる、と。

「たとえ何を失っても、私のすべてを差し出すことになっても……セリカちゃんを助ける。それが、あのテロリスト襲撃の日から……考え続けた、私の……答え」

　ハキハキとした言葉は、考え抜いた結果だからだろう。

　話しているうちに意識が混濁してきたのか、頬に熱がこもり、視線の焦点がぶれる。

「セリカちゃんを亡くして傷ついた、友達を……雪奈ちゃんや黒子ちゃんを救えるのなら。私のちっぽけな魔法なんて、永遠に無くしてもいい。いえ、この……命、も……！」

「……それは、だめだ。そうなってしまえば、残された者はさらに苦しむ」

「はい。……黒子ちゃんに、術式を中断された時、わかりました。……ダメですね、私」

「ああ。だめだ。人の心がわかっていない。相手の気持ちが、わかっていない」

「……ひどい」

「ひどいな。……まるで、俺のようだ。アレイナ・スクロヴェーニ」

　この少女の未来がどうなるのか、冬とう真まにすらもわからない。だが。

　痩せた頬に指を添える。

　ん、と熱を帯びた身体を預けてくるアレイナ、その耳に囁ささやきかける。

「ありがとう。……結果はわからない、だが君が下した結論に、祝福を」

「……私は、悪い子になってもいい。これが、正解だって思ったから。だから……たとえ、いけないことだとしても。それでも、ただ……友達を、助けたかった……」

　意識が朦もう朧ろうとした少女の言葉。熱に浮かされたうわごとすらも、優しい。

　気を失うように眠りについたアレイナの頬を撫なでながら、冬真は言う。

「わかる。一人の大人として、本当にすまないと思う。君のような若者を追い詰めて──寄り添うことすらできず、追い詰めてしまったことを」

　アレイナは決断し、実行して、そして世界を変えた。

　完全な蘇そ生せい術式の完成。たとえ精査が足りず、未いまだ禁呪のままであり、唱えられる者は現状いないとしても──完成した技術は、止まらない。

　時間と資源さえあれば、人類は常に改良を重ね、そして世界を変えてきた。

「《女神請願ゴスペルウイツシユ》──間違いなく、君は人類の希望だ」

　最上位の《女神の唄ゴスペルソング》ほどではなくとも、女神系の固有絶技ロイヤルアーツ持ちは軍属に大勢いる。

　将来的に、術式の改良によってその前提が緩和されれば──そうした術者が古い死者を蘇よみがえらせ、人類は再び復活できる可能性すら、あるのだから。

　たとえ『悪』になろうとも、自分にとっての正解を選ぶ。

　青臭くてわがままで、若者らしい暴走じみたアレイナの結論。しかし、だからこそ価値がある。自分のような──大人ぶった愚か者にとっては、そのまっすぐさが眩まぶしくて。

　優先順位は娘。次に人類。最後に──自分。

　そう考えてきた。だがいざ評議会に抹殺を指示されたとたん、迷いが生まれた。

　あまりに急だったせいもあるだろう。だが娘をここまで追い込んだ無能は自分だ。数々の苦難から娘を守りきれず、変異率を上げてしまったのは、手段を選んだ冬真なのだ。

「俺は、悪になる覚悟が足りなかった。グラン・マリアを悪と感じたあの茶席で、彼女をそのまま斬っていれば。たとえ疎まれようとも、そうすべきだったのかもしれない」

　それは己に課したルールを破る行為。

　逸脱した力を持つ存在、英雄は、社会に奉仕するか……あるいは社会を従わせるかだ。冬真は前者を選び、グラン・マリアは後者を選んだ。その決断を後悔はしていない。

「俺は、雪ゆき奈なを殺す。……それが、自分で選び、属した人類への責任」

　だが、しかし。

「今ではない。雪ゆき奈なを守る。最後の最後まで、俺は娘を信じる。変異率が限界を超えて、胞子獣ベノムスダームとして顕現する瞬間まで、俺は片時も娘の傍そばを離れない」

　残された時間を、一緒に過ごす。

　それが、守ると誓い、十四年の時を共に過ごした娘への──愛。

「変異するかもしれない、などというあいまいな論拠には従えない。俺は雪奈の親として、雪奈を最後の最後まで信じるだけだ。胞子獣などになるはずがない、と……！」

　だが、願いが叶かなわなかったとしたら。

　胞子獣が生まれ、娘が人類の敵となったら？

「その時は、俺が殺そう。そして残る命は、人類のために使い果たそう。だから今は……たとえ評議会に逆らうとしても。悪に堕することになろうとも……！」

　──雪奈の味方で、在り続けよう。

　独白は静かに、その決断を、勇気をくれた存在に向けて。

　ベッドで眠り続けるアレイナに、軍帽を胸に当て、最大限の敬意を払い、礼をしながら。

「ありがとう。いつかまた──娘と遊んでやってほしい」

　カツッ、と高い音をたてて床を蹴り、病室を出る。

　背を向けたまま、振り向くのはやめた。眠る少女にこれ以上、重荷を背負わせたくない。ただでさえ決断のヒントを、彼自身が望む道を選ぶ勇気を貰もらったのだから。




（すまない。……君が雪奈と会うことは、もう……二度と、無いだろう）




　別れを告げることすらできない苦しさ、裏切りの罪の重さに胸を痛めて。

《名無しネームレス》ならぬ『父親』となって、白しろ銀がね冬とう真まは決断した。





　　　　†






「お父様。……何か、ありましたか？　お顔が……怖い、ですよ……？」

「そう見えるか。……柄にもなく、緊張しているらしい」

　アレイナの病室を出ると、真っ先に出迎えた雪奈を抱きとめる。

　もともと健康的とは言えない、細く柔らかい身体。

　この数日の苦悩が伝わってくるかのような頼りなさと対照的に、強大なエネルギー……制御を外れつつある膨大な錬れん素その鼓動が感じられて。

（雪奈。……痩せたな、いや……やつれた、か）

　娘の体重の変化に、冬真は苦い想おもいがこみあげるのを感じた。

　ほんの数日、だが今や状況は大きく変わっている。抱きとめた雪奈は細く脆もろく、華きや奢しやな骨格と脂肪の薄い身体には、単純なカロリー消費のみではない消耗がある。

（……スキャンするまでもないな。一刻を争う、か……）

　魔法騎士は全身に膨大な錬れん素そ、この惑星の記憶を蓄積する記憶媒体である。

　生物としての機能すら捨てて、記憶に飲まれた存在が胞子獣ベノムスダームなら──脳をはじめとする一部のみに蓄積し、自我を残した存在が魔法騎士であり、両者の差はごくわずかだ。

「雪ゆき奈な。……体温が下がっているぞ。錬素を制御できていないな？」

「……はい。少し、調子が悪いみたいです……。ごめんなさい」

「謝ることはないさ。少しだけ……休むといい。眠れるように、おまじないをしよう」

「でも……まだ、何もしていないです。偉い人に、悪いことをしたので……謝るとか」

「後でいい。今は、とにかく休んでくれ。……《眠れ》」

「はい。……おとー、さま……」

　それは原始的な術式だ。たった二文字の言葉、だが雪奈は敬愛する父の言葉を疑わず、そのまま素直に意識で受け入れ、スイッチが切れたように眠りに落ちる。

　もともと超人的演算力を誇る魔法騎士、中でも最強クラスの雪奈の頭脳は、活動を維持するだけで莫ばく大だいなエネルギーを必要とする。そのため、一度眠ってしまえば……。

「簡単には、目覚めない。……すまないな、雪奈。後で、すべてを話す」

「すぅ……にゃむ……むにゃ……？」

　たちまちあどけない寝息をたてる娘を、もう一度きつく抱きしめる。

　これからすることを考えれば、本来ならばきちんとすべて話して了解を得るべきだ。

　が、それによって生じる莫大なストレスを、現在の雪奈が処理できるとは限らない。

「残り１％すら、変異率は上げられない。雪奈、お前を──攫さらわせてもらう」

「は!?　ちょ、ちょっと待ってください、白しろ銀がねパパ！　それって……!?」

「現時点を以もつて俺は軍籍を捨てる。もともと非公式だ、手続きは必要ない」

「詭き弁べんもいいとこっスよ！　今夜十二時までに処分しろって命令は……」

「その点において、俺は私人として命令を拒否する。雪奈の変異率残り11％、その可能性に賭けてみたい。これは俺自身の、個人的な感情による行動だ」

「……信じられねーっス。全人類と娘を、天てん秤びんにかけて……」

「俺は娘を選ぶ。が、人類に対しても最大限の配慮をする、その点を説明させてくれ」

　冬とう真まの言葉は、驚きよう愕がくを隠せない黒くろ子このみならず。

「いいだろ。……最後まで聞くぜ、判断はそれからだな」

「できるかぎり任せる。けど単なる自殺や裏切りに加担するつもりはないわよ。アンタが悪に染まったなら、アタシは止める。……たとえ、敵かなわなくてもね」

「ああ。当然の判断だと思う。それでこそ、軍人であり、騎士たる者のあるべき姿だ」

　学生時代、自分の異常性を自覚してすぐのことだ。冬真は自身の能力を調べ上げ、その成果を余すところなく仲間、ロンメルとカチュアに共有していた。

　それは当時から現在まで、チームを組んで活動する上での財産となっている。

　しかし、それだけではない。裏の理由が存在する。

（……万が一、俺が暴走し、理性を失った時の抑止力として）

　自分が、または自分の同類が出現し、それが人類に敵対した場合に備えて。

（対抗するカードを備えておく。……が、本当に対立しかねない事態に陥るとは）

　ロンメル・スチュアート、そしてカチュア・ヴェルミオーネ。

　最も信頼する戦友達に殺気と緊張が走るのを、冬とう真まは見逃してはいない。

（俺の答えが、単なる娘惜しさなら──本気で、止めるだろうな）

　家族以上に強い絆きずなで結ばれた戦友同士だ。互いの考えは手に取るようにわかる。

　もし自分がテロリストの類たぐいに堕落したなら、個人的な欲望に囚とらわれて暴走したなら……その時は、冬真自身が彼らと協力して考えた、対『騎士殺しの騎士マーナガルム』戦術が発動する。

「俺の答えに納得できなければ、この場で処断してかまわない。取り決め通りだ」

「まあ、わかるが。……ほんとクッソ冷静だな、てめえ。で、どうするってんだ？」

　緊張を崩さないままのロンメルに、冬真は軽くひと息ついてから現状を説明する。

「即時雪ゆき奈なを処断せよという評議会の判断は、リスク管理として理解できます。が、一人の親として、俺は雪奈の持つ残り11％を無視できません。安定的な環境に置いて長期的に治療に専念できれば、変異率を下げることは可能です。過去の症例が証明している」

「……軍の計測で変異率が上がり過ぎた騎士が早期に退役して、後方勤務になるのと同じ。メンタルが安定し、戦闘から遠ざかれば自然と錬れん素そは安定する」

　長い戦争の中で得られた、貴重な症例だ。

　前線で受けたストレスや心的外傷を献身的な介護や娯楽によって調整できれば……。

「実戦から離し、治療に専念すれば回復できる。また……」

　万が一、数値の低下を阻止できなかった場合。

「滅亡へのカウントダウンは、俺が止める。雪奈が胞子獣ベノムスダームと化したその時点で、俺が消す。ただしギリギリまで希望は捨てない。胞子獣の顕現まで見守るつもりだ」

「……この凰おう花かで、それは絶対に認められないわ。ただでさえ二度のステージ５出現と、クーデター騒ぎに震災でとんでもない状態になってるのよ？」

　カチュアの指摘は正しい。

　この状態で、さらに人類再生機構内でのステージ５の再出現を許せば、ただそれだけで人類再生機構は破綻する。その予測に、冬真は異論を唱えることなく──。

「その通り。だから、俺は凰花を出る。シェルターの外、汚染物質の積もった廃都ならば、ステージ５が顕現したとて即時処理が可能だ。凰花に与える影響はほぼないだろう」

「……外ぉ!?　凰花の外って、人類が住める環境じゃないっスよ。どうするんスか!?」

「相応の手段は考えてある。巻きこむつもりはない、判断は各自に委ねる」

　眠る雪ゆき奈なをそっと胸に抱き、自分の軍帽を脱いで庇ひさしのように娘に被かぶせる。

「俺は娘を連れ、人類再生機構・凰おう花かを離脱。可能な限り離れた安全な場所で娘を保護し、変異率改善と社会復帰を目指して行動する。この点については議案書をまとめ、処理予定時刻の今夜十二時までに評議会に提出、承認を得られるよう努力するつもりだ」

「……ムチャクチャだな、おい。ハネられるに決まってるだろ、ンなもん！」

　呆あきれた、と言わんばかりの顔でロンメルが言う。

「桐とう幻げんの爺じいさんは人類存続のためならどんな手でも使う、ガチガチの存続論者だぞ。失敗の可能性が１％でもあるなら賭けはしねえ、それは判わかってるだろ？」

「了解しています、先輩。ですが、これは俺にとっても譲れない条件です」

「交渉の余地はねえぞ。それこそ俺やカチュアにお前ごと討伐しろって命令が……」

「……出せるでしょうか？　桐幻先生は過激な人類存続論者ですが、現実が視みえていないわけでもない。凰花が極度に不安定な状況で、俺と敵対する判断を下すとは思えません」

「……テメーの性能をはっきり把握してやがる野郎って厄介だな、マジで。そりゃお前を敵に回すくらいなら、まだステージ５とやり合った方がマシかもしれねえけどよ」

　雪奈をはじめとするオーバーＳランクが人類最強なら、白しろ銀がね冬とう真まは絶対無敵。

　錬れん素そ抹消体質と無限の錬素保有量を誇る、世代違いとすら言われる超越種。

「とはいえ、俺に人類を滅亡させるメリットは皆無です。敵対したとしても、無意味な殲せん滅めつ戦をする必要はない」

「そりゃそうだ。ってことは条件闘争……望む条件を引き出すために戦う、ってことか」

「ええ。雪奈の処分を撤回、ないしこちらの提案した処理方法への変更を求めます。ただでさえ内乱の直後だ、余計なトラブルを起こすよりは条件を飲む方が早い」

　が、それは普通の状況、普通の判断が行える場合のみだ。

　状況が『普通』ではないと判断できる証拠を、冬真は見つけていた。

「ですが、そうならない可能性もある。……現時点では、推測に過ぎませんが」

「？　どういうことだ、そりゃ？」

　困惑するロンメルに、冬真は手元の魔法騎器デバイスを覗のぞかせる。

　そこにあるのはあまりにも素っ気ない、雪奈抹殺の指令。

「仮にも十四年間、生活を共にした『娘』を処理せよなどという命令に期限を設け、説得もそこそこに連絡を断つ。そんな強権的な姿勢は、おかしいと言わざるを得ません」

「そりゃそうだ。……ってことは、何かあると思うのが普通だわな」

　示唆を受け、ロンメルは普段より濃く伸びつつある無精髭ひげを擦こすりながら思案する。

「性急すぎる処理命令。反発が予想できねーほど、評議会議長はボケてねえわな」

「はい。……今回の指令、判断には冷静さがない。単なる危機管理以上の要素がある」

　人類再生機構・凰おう花かの中枢たる十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい。

　あらゆる文化が異なる地球の敗残兵、十二の氏族を長年束ねてきた長老、桐とう幻げん。

　その権力の源泉は冬とう真まをはじめとする《名無しネームレス》設立、それに伴う人類の危機の排除とさまざまな技術革新にある。お互いがお互いの存在を担保しているようなものだ。

　今回の命令は、それを切り離すようなものであり──。

「……となれば、我々を代替するような何かが手に入った可能性が高い。失敗続きの俺を不確定要因として切り捨てることができるだけの、安定した切り札が」

「アンタみたいなトンデモ野郎が、まだいるってこと!?」

「たとえば、グラン・マリア……および雪ゆき奈なのルーツだ。詳細は省くが、Ｓランク以上の素質を持つ子供が、最低あと十人廃都や周辺に眠っている可能性がある」

「……マジかよ。そいつを見つけたってことか？　だが……」

　そんな様子はなかったぜ、とロンメルは首を傾かしげる。

「桐幻の爺じいさんはもちろん、あの爺さんの支持母体である日本閥も俺は監視してた。ンな怪物、そうそう隠し切れるモンでもねえだろ」

「だとしたら、別の理由かもしれません。何らかの技術革新、俺に代替する手段の完成、あるいは理性的な判断ではなく、シンプルで情動的な理由かもしれない」

「……つまり、どういうコトっスか？」

「恐怖。怒り。不安。そうした感情に基づき、俺が叛そむくのを恐れた結果──」

　裏切られる前に裏切る。叛かれる前に排除する。

　有能過ぎる部下、主君以上の武力を得た将軍を後方の宮廷が排除した例は歴史上、無数に存在する。たとえそれが滅亡を招くとしても、人は恐怖から逃れられないのだ。

「岳がく飛ひだったか。異民族の侵攻に抵抗したはいいが、冤えん罪ざいで謀殺されちまった英雄だ」

「人が運営する組織である以上、そうした例は無視できません。つまりは……」

　軽く目を閉じ、冬真は自分が置かれた状況を想像して、結論を下す。

「俺は疑われている。娘と人類、どちらを選ぶのかと。これは桐幻先生からの踏み絵だ」

　後者であればこれまで通り。

　前者であれば──もはや信頼に値しない、そう判断して切り捨てる覚悟。

　乏しい状況から組み立てた推理だ。間違っている可能性はある、と冬真自身も思う。

「すべては想像に過ぎません。確認する意味でも話し合う必要がある」

「……だとしたら」

　静かに聞いていたカチュアが、感情を抑えた静かな態度で口を挟む。

「評議会は、アタシ達に出動命令を出すはずよ。アンタを始末しろ、って……！」

「その可能性は高いな。……巻きこむつもりはない。俺は単独で雪奈を保護し、評議会と交渉して凰花を出るつもりだ。戦友を傷つけたくはない、見逃してくれると助かる」

「はあ？　……バカか、おめーは！」

　いつものように冷静な冬とう真まに、ロンメルは頭痛をこらえるような顔つきで一喝した。

「勝手なこと言いやがって……！　巻きこむ気がないだあ？　この話を聞いちまった時点で選択肢がねえだろ。だいたいお前、バックアップなしで地上で生活できるのかよ！」

　汚染された地上は、それこそ草一本生えることない死の世界だ。

　属性式による除染なしでは呼吸すらできず、水もそのままでは口にできない。

　食料となる動物や植物も存在せず、冬真とて長期間の無補給単独行動は死を覚悟する。

「方法は考えています。地上にはこれまでの戦闘で破棄された拠点が複数ありますから」

「そこから放棄された保存食なんかを拾い集めるってことか？　……お前の能力がありゃ、汚染を消して食えるとは思うが。ンな過酷な生活に雪ゆき奈なちゃんが耐えられるか！」

　ロンメルの指摘は当然のものだ。

　変異率の低下が見込めるのは、あくまでもメンタル負荷がない安定した環境でのみ。

　そんな極限状況、サバイバルの最さ中なかで下降する可能性は、まずありえない。

「当面、雪奈はタンクベッドに投入、保護睡眠モードで眠らせるつもりです」

「それで時間を稼いで、放棄された前線キャンプを修復するってわけか。簡単に言うが、生活環境を整えるまでの必要物資が廃都のガラクタから見つかる保証はねえだろ。ヘタしたらお前も一緒に、地上で共倒れになっちまうぞ？」

　汚染物質が胞子獣ベノムスダーム化など強い影響を発揮するのは生物のみだ。

　逆に微生物などが駆逐されるため発酵や腐敗が発生しにくく、食料や物資の劣化は遅い。必要な物資が揃そろう可能性はそれなりに高いが、運任せなのは確かだった。

「ンなもん自殺と変わりねーっつーの。ったく、仕方ねえなあ……！」

　かつての欧州人、白はく麗れい種しゆの血を引くらしいくすんだ金髪をわしゃわしゃとかき混ぜて、ロンメルは冬真を睨にらみ、いかにも芝居がかった仕草で告げた。

「つきあってやんよ。つーかお前、俺の『内職』のこと、知ってて言ってんだろ？」

「……多少は。実を言えば、脱出の折には先輩に眠って頂いて奪取を検討していました」

「だと思ったよバーカ！　……お前に人類を滅ぼす気がねえってんならドンパチやる必要もねえし、必要以上にブン殴られる趣味もねえ。ま……！」

　ニヤリと唇を吊つり上げ、音高く年下の『相棒』の肩を叩たたいて、ロンメルは男臭く笑う。

「こんなこともあろうかと、ってな。準備が活いきるってのは、機巧マシーナリー位階の本懐だ」

　言いながら、ロンメルは自らの魔法騎器デバイスを取りだすと、その画面をタップ。

　液晶画面に映し出されたのは、大型のトレーラーだ。

　軍用装甲輸送ビークル、ちょうどこの病院へカチュアや雪奈を連れて来るのに使った車と連結した姿は、旧時代に大陸を駆け抜けた大型トラックの姿に近い。

「これって……!?　もしかして引っ張ってるの、凰おう花かの住居ブロックっスか!?」

「簡易型だけどな。家族用のヤツだが内部閉鎖生態系は完備、有機リサイクルによる食料生産、浄水設備に空調も完備。人工精霊は俺のオリジナルを組み込んであるから、凰おう花かのシステムに頼る必要もねえ。言わば、移動可能なミニ人類再生機構ってとこだ」

　凰花の住居ブロックは錬れん素その供給と家庭用ＡＩ、人工精霊『家宰バトラー』の補助システムさえ維持できれば、十年単位での自給自足が可能である。

　それを牽けん引いん可能なコンテナサイズに圧縮。凰花のメインシステムである《マザーコア》からの錬素供給やＡＩ補助すら独自規格で代替、ほぼ同等の機能を再現している。

「……軍用の前線キャンプより設備いいっスね。こんなんどうやって……いや。なんで、こんなモン作ったんスか、ロンメルパイセン。ひょっとして……？」

「人類を見捨てて逃げるつもりだったんじゃねーか、ってか？　……間違っちゃいねえよ。万が一どうしようもねえ事態になったら、人間を凰花から家族単位で逃がすためだ」

　人類再生機構・最終拡散システム──『鳳ほう仙せん花か』。

　熟すと弾はじけ、種をあちこちに飛散させる花の名を冠する、最終避難計画だった。

「こいつの開発そのものはまだ誰の承認も得てねえ。正式の予算もついてねえし、必要な資材や設備はあっちこっちからかっぱらってきた型落ち品やスクラップだしな」

「……ＤＩＹでシェルター作るって。アンタ、休日に何やってんのよ？」

「熟女にモテなかった日は退屈しのぎにメカいじり。男は好きなんだよ、クルマがな」

　いかにも呆あきれた様子のカチュアにそう返し、ロンメルは詳しいデータを開示する。

　各自の端末に送られたそれは、完成していれば十人程度の生活に不自由しない程度の水、食料、空気を安定して供給できるが──。

「俺の錬素容量じゃマトモに動かねえ。今でさえ組み込んだシステムの維持コストだけで、かなりカッツカツだしな……。ま、そこは冬とう真まがいりゃあどうとでもなるが」

「学生時代よりさらに錬素容量、下がったと思ったら。こんなもの作って維持してたの？　そりゃキツくもなるわよ……！　てっきり夜遊びのせいかと思ってたわ」

「そのへんも否定はしねえよ。とはいえ今は彼女もいねえし、フリーだ。身軽なもんさ」

　そこまで言うと、ロンメルは固めた拳を軽く、戦友──冬真の胸にポンと当てる。

「つきあうぜ、相棒。現物は最深区画ロータス・ボトムの工房に隠してあるが、これからここへ乗ってきた装甲ビークルに繋つないで地上へ運ぶ。今なら《名無しネームレス》の特務権限でイケるだろ」

「……ロンメル先輩を巻きこむのは、不本意ですが。正直、助かります」

「気にすんない。……そもそも、雪ゆき奈なちゃんの世話をしたのは俺も一緒だ。父親役はお前でも、俺だってそれなりにあるんだぜ？　……父性、ってヤツがよ」

　すうすうと眠りこける雪奈の顔を覗のぞき込み、ロンメルは愛いとしげに目を細める。

　そう、人類最強の赤ちゃんが眠る保護ポッドを拾って以来。

　冬真が、ロンメルが──。

「……それなら、アタシも同じよ。お母さん、なんて名乗れやしないけど」

　そしてカチュアが、正式な関係はなくとも。娘を、雪ゆき奈なを守り、育ててきたのだ。

「雪奈ちゃんを傷つけたくなんか、ないわ。できるだけ平和的に凰おう花かを出られるように、交渉には協力する。それと、雪奈ちゃんの脱出もね」

　ただし……と言葉を切って、カチュアは貫くような眼めで冬とう真まを睨にらむ。

「そこのお祭り男と違って、アタシはアンタを評議会の……人類の敵にさせないために、最大限動くわ。凰花離脱が認められるなら同行して、雪奈ちゃんのケアにも協力する」

　しかし、冬真の交渉が決裂し、凰花離脱が認められなかった場合。

「……交渉が決裂したその時は、わからないわ。アタシには、家を守る義務があるから」

「そうだろうな。……辛つらい覚悟をさせて、すまない」

　庶民である冬真やロンメルと違い、貴族の位を持つカチュアには多くのものがある。

　それは財産であり、伝統ある家名であり、そしてそこで働く大勢の使用人達だ。

（家族同然の間柄であり……何より、カチュアは）

　反逆者となった家族を殺して、それらを継ぎ、守ったのだから──。

「俺が情から雪奈を捨てきれなかったように。お前にとっても、あの人……セリカの母にあたる、あの人への想おもいがある。簡単に捨てろ、などとは言えない。言うつもりもない」

　自分が情で動くと決めた以上、戦友が同じように動いても、何も言う資格はない。

「黒くろ子こ。……セリカ嬢も同行するよう、説得してもらえるか？」

「え、セリッちをっスか？　そりゃまあ、いいっスけど……」

　唐突に話題を変えられ、見守っていた黒子が驚いたようにカチュアに視線を送る。

　すると、彼女は一呼吸おいて切り替え、この場にいないセリカの所在を語った。

「セリカなら中庭へ行ったわ。病院の廊下は好きじゃないみたい。あそこがまだ落ち着く、って言ってたけど……あの子まで連れ出す必要、あるのかしら？」

「ある。というより、彼女はアレイナ嬢の禁呪使用の生きた証拠だ」

　簡単な記憶処理を施したとはいえ、救援部隊などにセリカの存在は目撃されている。

　完全な隠蔽は難しい。それこそクーデターの混乱が収まれば、ただちに露見するだろう。

「発覚すれば、アレイナ嬢は拘束される。……あの術式の先進性を考えれば、大きな罪には問われないだろうが。成功例であるセリカの人権が認められるとは、限らない」

　最初の蘇そ生せい術式の成功例だ。

　軍の技術者にしてみれば、それこそ全身を細胞ひとつひとつまで調べ尽くして──。

「実験動物扱いされてもおかしくないだろう。俺やカチュア、あるいは黒子といった橋渡しがいればともかく……。それが難しい以上、こちらで保護するべきだと思う。アレイナ嬢が残る以上、研究に支障はあるまい」

「アレちんは……やっぱ、無理っスか？」

　ピクリと反応して顔を上げ、おずおずと質問する黒くろ子こ。

「……難しい。今の彼女に病院を出て凰おう花かの外で暮らすだけの体力はない」

「処分は、どうなるっスかね……？　もしかして、処刑なんか……!?」

「それはない。セリカ嬢がいなければ禁呪使用の証拠は不十分だし、彼女の術式の先進性が正しく評価されれば……学園にはいられないが、研究職として任官できるはずだ」

　慰めではない、純粋な冬とう真まの予測を聞き、黒子はほっと息をついた。

「了解っス！　そういうことならウチも協力するっスよ♪　友達と離ればなれとかヤだし、ウチは家族に未練とかねーですからね。強がりじゃなく、マジメに」

「……そうか。では、頼む」

　おどけた様子で横ピース。ポーズを決めてみせる黒子に、真剣な面持ちで冬真は言う。

「俺はこれから十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいに出頭する。ロンメル先輩の指示に従い、脱出の準備を」

「了解っス！　雪ゆき奈なちゃん、ウチが預かるっスか？」

「先輩の方がいいだろう、筋力と機動力を考えればその方が適任だ。頼めますか？」

　すうすうと寝息を立てる雪奈を託すと、ロンメルは軽々と少女を背負う。

　小柄とはいえ人ひとりを背負いながら、大した負担も感じさせず、男は軽く笑って。

「了解。けどお前は家に未練はねーだろうが、俺はチョイチョイあるんだよな……。黒子、手ぇ貸せ。まず俺の住居ブロックに回って、積んどきたいブツを回収するぜ」

「あ、エロいヤツっスか？　ひゃ[image: ][image: ]っ♪　セクハラ！」

「ちげーよ、食い物と酒とその他だ。当分、ウマい飯なんて食えそうにねえからな。次に工房へ回って『鳳ほう仙せん花か』を回収、エレベータ駅に潜り込んで地上へ向かう。行くぞ！」

「はいっス。あ、セリカちゃんも拾ってくっスよ！」

　廊下を音も無く駆け去る二人。

　だが一人、後を追うでもなく立っている人物がいた。

「カチュア。お前は、どうする？」

「セリカは黒子に任せて、アンタを評議会まで送るわ。交通機関は止まってるし、まさか歩いていくつもりじゃないわよね？　飛翔盤ボードに乗った方が早いわよ」

「……すまない。礼ができるかどうかわからないが、できることがあれば言ってくれ」

「いらないわよ、そんなの。逆なら、アンタはアタシに見返りとか要求する？」

「ないな。……なるほど、その通りだ」

　文字通りの、腐れ縁。学生時代から現在に至るまで、互いに世話を焼き続けた。

　嫌だと思ったこともある。不快に感じたこともある。

　だがその何倍も信頼が強く、離れるなど想像もしていなかった。

　だから、苦い想おもいは言葉にするまでもなく……沈黙と、互いの横顔に現れていた。

「評議会に出頭するんでしょ？　前学園長──桐とう幻げん先生は、手て強ごわいわよ」

「雪ゆき奈なを殺さないと納得してもらえれば、相応の譲歩はしよう。それなりに手札もある」

「……具体的には？」

　ふむ、と頷うなずいて、冬とう真まは指折り数える。

「これまでの勤務における高位胞子獣ベノムスダーム討伐の功績、内乱鎮圧および治安維持活動、低錬れん素そ食料精製システム改修実績や緊急時における血液、老廃物の錬素変換に関する特許の譲渡。その他、個人資産や公的なものに至るまで……交渉で出せるものは、すべて出す」

「本気なのね。……そこまでして、雪奈ちゃんを救いたいの？」

　それは、自然な一言だった。傍そばに立ちながら、冬真の返答も一瞬遅れる。

　僅かな驚きに表情を崩し、隣に立つ最も古い戦友に──。

「ああ。血のつながりはないとはいえ……娘を救いたいと思うのは、当然だと思うが」

「アンタが情で行動を決めるところ、初めて見たわ。いつだってアンタは正しい道を選び、多数を守るために戦ってきた。それが親しい仲間や、友人や……」

　迷うように一瞬カチュアは言い淀よどみ、

「……好きだった女まで、犠牲にして人類を守ったアンタが。雪奈ちゃんだけは例外？」

「そうだな。『特別』だと……そう言っていいのかもしれない。だが」

　かつて冬真がその手にかけた『女』──。

「ミルファの思想、ミルファの結論は間違っていた。外宇宙への脱出など、現在の地球に残された資源や技術では達成できない。彼女の夢は、人類を滅ぼすものだった」

「だから、アンタはあの子を殺した。長年一緒に戦った、アタシと同じ『戦友』を」

　そして今、『娘』だけは犠牲にしないと決めた。

　白しろ銀がね冬真という父親にとって、それだけ『娘』は──雪奈は、特別なのだという証あかし。

「そうだな。……俺は、ミルファを殺した。そして今、娘を生かそうとしている」

「それは同情？　それとも……愛？」

「愛、だろうな。だが──勘違いはしないでほしい。万が一雪奈が胞子獣となり、人類に危機が及んだ場合、その時は俺自身の手で決着をつける。その覚悟はある」

「昔手にかけた、戦友と同じように？」

「そうだ。だが……最悪の結末が来るとは限らない。回避できる努力を最大限にしたい。話し合い、悲劇を回避する方法を探したい。かつて支払った犠牲のためにも」

　父親としての自分が、娘としての雪奈が──納得できるように。

「評議会の命令だからと罪悪感を殺し、判断を委ねて罪を忘れるような真ま似ねはできない。強制されるのではなく、俺は俺自身の意志で、最期の選択をしたい」

　その権利をくれ、と言っているのだ。

　絶対に助けろなどとは言わない。力を振り絞ることを許してほしい。

　家族を救うために、手を尽くさせてほしい。許されたその先にどんな結果があろうと、受け入れる覚悟はある。大切な人の命を、ギリギリの際まで──見届けたいと。

「これはエゴだ。たとえ人類を危険に晒さらすとしても、その責任は取る。たとえ交渉が決裂しても、俺は雪ゆき奈なと最後まで足あ掻がくだろう。娘と人類、両方を救う未来を目指して」

「……わがままね」

　心底驚いた顔で、カチュアが言う。

「自分を殺し続けてきたアンタが、はじめて言うわがまま。……世界より、人類より、娘と過ごす未来が欲しいって。……今、そう言ってるのよ？」

「そうだな。……なるほど。驚いたな。俺は今、悪事を働いているらしい」

　他者や社会の法よりも、自分のエゴを優先する。それは間違いなく『悪』だろう。

　冬とう真まもカチュアも汚れ仕事の専門家、人類存続の大義のもと多くを粛清してきた人間だ。その手は血に汚れ、大勢の死がこびりついている。しかし──。

「自分の意志、自分だけの都合で誰かを殺したり、傷つけたことはなかった。……そうか。罪を犯した人間の気持ちというのは、こういうものなのか」

　不愉快で後ろめたく、心苦しい。

　だが──間違っているとは思えず、詫わびる気も湧いてこなかった。

「雪奈ちゃんを助けたい。その気持ちは、わかるわ。けど……その先は？」

「先？　……先、か」

　唐突にカチュアが投げかけてきた疑問に、冬真は迷う。

　雪奈のことだけを考えていた。雪奈を守り、救う方法だけを考えていた。

　もし雪奈が死に、娘がいなくなった世界に、自分一人がいることを想像すると──。

「……その場合、人類再生機構に戻るだろうな」

「どうして？」

「シンプルな理由だ。俺一人が生存するだけならそう難しくない。だが、それではだめだ。人類が滅び、あらゆる情報が消えた星には──何も、残らない」

　自分自身の生きた証あかしも。

　雪奈と過ごした時間も。

　戦い、散って行ったすべての命。この戦争が始まって以来、失われた命が。人類存続の大義のために支払った代償が無駄になる。それは──あまりにも。

「強いて言うなら、惜しい。俺は、俺と雪奈の記憶を未来に残すために。俺が愛した娘が、その生きた記憶を後世に残すために生きるだろう。そのためには、人類を守るべきだ」

「……最後まで、理屈っぽいわね。なら、いつか戻るつもりがあるのなら」

　ぐい、とカチュアは汚れた爪で冬真の襟を掴つかみ、呼吸が交わるほど顔を近づけて。

「反逆者なんかにさせない。アタシやアンタが世界の陰で、秩序のために奪った命──。大勢の反逆者やカルトや悪党ども、その同類になんか……させない」

「最大限、努力するつもりだ。だが、最後には……」

「ええ。アンタは娘を選ぶのよね？　わかってる、わかってるわ。だから……！」

　選びたい。選べない。そんな葛藤を示すかのように唇を引き絞り。

「……最後までつきあうわ。アンタが破滅するなら、破滅の際まで。雪ゆき奈なちゃんにアンタがそうするように、アタシも……！」

　迷いの中、辛うじて搾り出した目的。

　告白にも似た答えを聞きながら──数分後、二人を乗せた飛翔盤ボードは天へ飛び立つ。

　目指すは一路、中核ミドル。人類再生機構の中枢、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい。




　迷いを捨てた父親と、迷いの渦中にいる女が──到着する。





●つきつけられた決断と、その報い




　濁った潮風が、吹いてくる──。

　夜十一時五十分、人類再生機構・凰おう花か、中核行政区域・十二老頭評議会議事堂。

　文民達が除染作業に勤いそしむ現場、その上空を一機の飛翔盤ボードが引き裂くように飛んでゆく。

　時刻は深夜に設定されている。暗闇の中、ポツポツと星々を模したライトが光る中、竜を思わせる装甲を蹴り、軍服の男が評議会の屋上、飛翔盤発着場へと降り立った。

「ずいぶん低く飛んでるな……。飛翔盤の飛行許可は出てるか？」

「ああ。第一魔法騎士学園の学園長だ。名目は試験飛行になってるが……」

　発着場を警備していた二人の魔法騎士は、その気配に気づいていなかった。複雑な軌道を描いて飛び回るカチュアの飛翔盤に目を奪われている。

（──隠蔽式の探知が甘い。後方勤務の守備隊を引き抜いたか）

　地上で戦う最前線の騎士ではなく、人類再生機構の前線区画ロータス・エンドで治安維持活動を行う部隊。

　後方勤務だけあって、一部の教導部隊などを除けば錬度は低く、実戦経験が乏しいため警戒心も薄い。彼らの脇わきを音もなくすり抜けて、冬とう真まは評議会の最奥へ潜入する。

（警備システムはほぼダウン。人力による探知のみとは、酷ひどい有様だ……）

　反乱において、評議会議事堂は主な攻撃目標ではなかった。

　そのため被害区域のただ中にありながら被害は軽く、放棄の必要もなかったが──。

（人類再生機構が負ったダメージは予想以上に大きい。……何より厄介なのは）

　世論の変化だ。文民の通信式を傍受した結果、クーデター時デモやサボタージュに加担した者を優先して労役に割り振っているようだが、それがさらに不満を募らせている。

（元来、グラン・マリアの扇動に乗ったのは英雄を求める者。日々の生活に不満を持って、改革という名の『楽』を求める大衆だ。それが、反乱という蜜を味わってしまった）

　暴力によって状況を変え得るという、家畜にとってのコロンブスの卵。

　失敗の実例を目の当たりにしても、一度不満に火が点つけば第二、第三の火種となる可能性は高く、一刻も早い対処が望ましい。そう、例えば──。

（雪ゆき奈なの、処刑。その公表……！）

　グラン・マリアに並ぶクーデターの旗印、白しろ銀がね雪奈。

　新時代のヒロインとして持もて囃はやされ、洗脳式の触媒として英雄視された娘を処罰して、綱紀粛正を計れば──かなりの効果が見込めるだろう。

　一手に二つ、三つの意をこめるのは政治家にとって当然のことだ。

　そして十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい議長、桐とう幻げん。

　これから冬とう真まが面会しようとしている人物は、つい先日まで引退をほのめかしてはいたものの……十二の民族の対立を任期中抑え、失政もなく凰おう花かを運営してきた人物である。

　もちろん陰で働く特殊部隊、《名無しネームレス》の存在あってのことながら──冬真への踏み絵、将来の不安要素の排除、さらに民心の慰い撫ぶまで、雪奈処刑に三つの意味をこめている。

（そのすべてを論破しなければ。……決定は、覆せまい）

　影のごとく疾駆しつつ、無数の論を脳内でシミュレートしながら、冬真は走り──今も評議会議長が詰めているであろう、中央議場の門前に到着した。

（木目も見事な一枚板の大扉。……警備はいない。俺が来るのも予想通り、か）

　伝統を感じさせる門前には本来複数の警備がいるはずだ。しかし今、人影はない。

　扉に立ち、汚れた軍服の襟を正し、監視の目を逃れてきた隠蔽式を解いた瞬間。

『冬真か。──待っていた、入るがいい』

　突如廊下に響く機械音声。

　ジ……と音をたてて、天井の隅に設置されたカメラが動き、扉が開く。

「桐幻先生。白銀冬真上級曹長、お話したいことがあり参上しました」

　旧時代の芸術品。それも十二老頭評議会を構成する各民族を代表する逸品がひとつずつ、大円卓を囲む十二席の背に飾られている。各議員は民族の文化と歴史を背負い、この席で人類存続のため、上下の区別なく討議を重ねるのだ。

　しかし、その名誉と伝統ある席に、ただ一人を除いて人影はない。

　円卓の最奥、議長席。磨き上げられた卓上に肘をつき、顎を軽く乗せた禿とく頭とう美び髯ぜんの老人。

　その背に飾られたのは、かつて東とう大だい寺じに安置されていた運うん慶けい・快かい慶けい作の金こん剛ごう力りき士し像。戦乱により、口を結んだ吽うん形ぎようは失われたものの、阿あ形ぎよう像のみがここ凰おう花かで難を逃れた。

「議長と呼ぶがいい。お主と対たい峙じしておるのはかつての師という立場ではない」

　身にまとうは和装の白装束。あたかも旧時代の侍が身命を賭けるがごとく。

　鎌倉時代から現在に至るまで残る巨大な文化遺産を背負い──桐とう幻げんは重々しく口を開く。

「……では、議長。今回の指令についてですが」

「白しろ銀がね雪ゆき奈なの処理について、か。時間は残り五分。消去は済ませたのであろうな？」

「いえ。……どうか再考頂きたく、代案を提示しに参りました」

「ほう。超越した力を持つが故に、政治への干渉を控え──すべてを我らに委ねるとした。お主らしからぬ言葉よな。それほど、娘の命は惜しいか」

「はい。失礼ながら、議長も人の親であるならば……ご理解頂けるかと」

　眼光鋭い老ろう爺やの眼。大円卓を挟み、彼我の距離はおよそ４メートル弱。

　冬とう真まの視力なら微細な表情、発汗量まで読み取れる距離だ。そして桐幻は顔色こそよく見えるが、実際には眼がん窩かはくぼみ、眼めは血走って心臓は強く脈打っている。

（強い緊張、恐怖、不安。……桐幻先生とは、思えない）

　それらすべては不安定な心理を示すサイン。冬真が返事を待つ間にも、老人は深々と息をつき、憎しみかと思うほど強い眼で睨にらみつけてきた。

「……親、か。さよう、親は子のためならば自らを犠牲にして恐れぬものだ」

「では、処分の延期をお願いできますか。……雪奈の処分が公に必要ならば、凰花からの追放という形にして頂ければ、私が直接監督し、人類再生機構外で育てます」

「ほう。管理外の廃都で、親子ふたり暮らすと言うのかね？」

「シェルター内でのステージ５再顕現という事態を避けるための処置です。外部の干渉を絶った廃都内にキャンプを張り、俺が二十四時間態勢で保護下に置けば……」

　魔法騎器デバイスを操作し、議場へ来るまでの道すがらまとめておいた資料を提示する。

　大円卓に組み込まれた映像機器が反応。投影された書類、映像には、変異率が上昇した魔法騎士が後方勤務となり、ストレスのない生活で改善した前例が表示される。

「……このように、数年で劇的な改善が見られた例がいくつもあります。特に雪奈はまだ未成年、心理的に不安定な時期です。変異率の上昇も低下も早い」

「ステージ５の被害規模は大陸級ぞ？　たとえ離れたところで、かの《絶ぜつ貝かい》のごとく大規模破壊術式を使われれば、この凰花とてもたん」

「私がいます。直接管理し、万が一胞子獣ベノムスダーム化した場合即座に処分を」

「間に合わぬ可能性は。お主が寝ておる時は。たまたま目を離しておる隙に、ただ一瞬の油断で人類が滅亡せぬ保証はあるのか。……二度、お主は失敗したのだぞ？」

　疑念のこもった言葉に、冬真は動じずに反論する。

「失敗したと仰おつしやいますが、グラン・マリアのクーデターに関してはこちらで調査し、報告も逐次上げていました。処理の全権を委ねるわけでもなく、失敗の責任のみこちらへ、というのではいささか理不尽ではありませんか、議長？」

「……確かに。私もな、あの娘には期待していた。あれは将来、凰おう花かを導く器になる……。表にグラン・マリア、白しろ銀がね雪ゆき奈な。裏にお主がおれば体制は盤石、と」

　その想像の虚むなしさに、老いた政治家は笑う。

「引退の準備もしておったわ。権力を辞し、日本閥の指導は天てん上じよう院いん……愚かな息子などに殺された馬鹿者めに預け、この身は蛋たん白ぱくリサイクルの糧にでもせん、とな」

　それは己の屍しかばねまでも資源とし、再生して人類のために使わんとする覚悟。

　ある意味狂信的とさえ言える人類存続の鬼は、深くかけた期待の分──裏切りの痛みに、他の議員の前では決して見せることなき苦悩を見せていた。

「……危険はあります。ですが、リスクを犯す価値はある。雪奈が成長し、変異率が安定すれば、オーバーＳランクの戦力は人類を守る最強の武器となるでしょう」

　あえて娘を道具のように言い、冬とう真まはその価値をアピールする。

「罪を犯した傷物を再生してまでか。オーバーＳが必要ならば、卵細胞より生産する方法もあるのだぞ。これまでの診断の折採取した記録があれば、時間はかかるが……」

「ええ、可能でしょう。ですがクローンの生産には議長が仰ったとおり、時間がかかる」

　単純に、卵細胞を人為的に受精させて誕生まで十か月。

　それから成長するまでは、通常の人間と同じ。最低二十年はかかるのだ。

「成長を加速するという手段もある。多少寿命は縮むがの」

「非人道に過ぎる。露見すれば非難は免れません」

「かまわん。マスコミには自由を許しすぎたわ。お主がもたらした政治的安定が、余剰リソースによる国家財政の余裕が、すべてが凰花を蝕むしばむ毒であったのだから」

「……失礼ですが、議長。そのお言葉は」

「真実である。お主がもたらした数々の技術革新──低コスト、低錬れん素その食糧生産技術は市場に余裕を与え、天然食品の市販さえ可能とした。が、その結果はどうだ？」

　民衆を安定させ、危機感を失ったマスメディアは楽観的なムードを作った。

　評議会批判を許し、グラン・マリアを、白銀雪奈を新時代のヒロインとして祭り上げ、団結すべき人類を割り、ついにはクーデターの遠因となった。

（そう、主張しているのか）

　取引材料にと考えていた技術革新や功績が。

「冬真。お主と《名無しネームレス》によるカルト摘発やテロ集団の撲滅、高位胞子獣ベノムスダームの処理による戦線の有利化。……それらは確かに、地上奪還という大義には極めて有効である」

「それをお認め下さるのでしたら、ぜひ。……雪奈の、助命を！」

　冬とう真まは親として深く頭を下げ、床に膝を突いて懇願する。

　しかしそんな誠意を、桐とう幻げんはふんと笑い──。

「ならぬ。そも……冬真よ。こたびの乱の原因を、お前はどう考える？」

「最大の責任はグラン・マリア自身に。ですが、統括生徒会長制度の欠陥でしょう」

　第一から第十の魔法騎士学園を束ねる統括生徒会長は、最深区画ロータス・ボトムの実質的な代表である。

　だが、本来の身分は単なる学生代表だ。《ヘヴンリー・ロウズ》という私兵集団を抱え、学生時代から指導経験を積む名目で区域内の政治、その実務を司つかさどっていたとしても。

「本来、最深区画を指導すべき立場なのは駐留軍でありその指揮官です。人類再生機構の歴史が続くうち、軍部がその職責を徐々に統括生徒会長に移したこと──グラン・マリアはその制度的欠陥を利用して自己の権力を拡大し、派閥を形成した」

《マザーコア》を得るまで、グラン・マリアは特殊な能力こそ持つものの、雪ゆき奈なクラスの能力はなかった。錬れん素そ総量は一般的なＳランクに留とどまり、単独では人類の敵たりえない。

「改善策は学生に過剰な権力を与える現制度の刷新、きちんとした指導力を持つ大人による教育。特に教師の質、数の低下が問題を遥はるかに大きくしたのではないでしょうか？」

　本来の魔法騎士学園では、実戦で生き残った経験豊かな退役軍人が指導に当たっていた。

　そうした統制管理の緩みが《ヘヴンリー・ロウズ》拡大を許し、統括生徒会の権限と、指導者であるグラン・マリアの名声を高め、クーデターを誘発した原因と言える。

　が──冬真の答えに、議長は険しい声音で質問を返す。

「さよう。言うことは、もっとも。されど学園の教師が不足した理由は解わからぬか？」

「人員不足。地上奪還のため日本列島各地の防衛線を押し上げた結果と聞いています」

「それは誰が可能にした？　お主だ、冬真。お主がステージ５を討伐し、後方を安定させ、戦線を押し上げる障害を取り払ったがために、我らは限界を超える拡大をなした」

「それは……！」

「人類に火を与えたプロメテウスは神に罰せられた。……お主こそがそれよ。我らはこの地底で細々と種を繋つなぎ、力を蓄えるべき時期だったのだ。それをお主という存在が、一部の超越者の出現が、我らに夢を見せた。我らの運命を狂わせたのだ!!」

　バンッ、と強く円卓を叩たたき、禿とく頭とうを赤く染めながら、老人は喉も涸かれよと叫ぶ。

　窪くぼんだ眼め尻じりに光るものがある。それは夢破れ、それを悔やむ者の涙だった。

「私も同罪よ。貴様という超人を見み出いだし、賭けた。これからは超越者の時代だ、我ら老骨はその地位を譲るべき、そう考え指導してきた。が……裏切られた!!」

「落ち着いてください、議長。感情的に過ぎるのではありませんか？」

「滅亡の危機、娘の命がかかっておる時にその冷静さよ。お主はあくまでも超越者……。矮わい小しようなヒトの心などわからぬのだ。本当に、まったくわかっておらぬのだ……！」

　なだめる言葉も、届かない。

　吐き捨てるような言葉には、もはや越えようのない隔絶があることを──冬とう真まは感じた。

「我ら評議会はお主を次代の規範と考えておった。超越的な理性を持ち、他者を慈しみ、その能力を救済にのみ用いる英雄と。されど……それは、夢であったわ」

「……人は、それぞれ違います。俺個人をすべてに当てはめるなど、無理としか」

「たやすく言ってくれる。だが、その通りよ。勝手に思い込んだ我らの失策」

　──されど。

「過ちが明らかになったからには正す。それこそが我ら、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの存在意義ぞ？　我ら人類はお主らを認めぬ。オーバーＳランクをはじめとする新世代のミュータントは、胞子獣ベノムスダームと変わらぬ侵略者も同然。旧ふるき血統を守り、次代へ繋つなぐ義務がある!!」

「……馬鹿な！　議長、貴方あなたが言う新種と旧種はどちらも同じ人類だ。単純に能力の差があるのみで、遺伝的に違いはほとんどない。ただ……！」

　強いて違いがあるとするなら、冬真にはひとつの仮説があった。

「情報……錬れん素そに適応できるか否か、という点しかない。かつて恐竜が絶滅した後、人類の祖である哺乳類が環境に適応したように」

「適応できずともよい。個人が過剰な力を持つことは許されぬ。白しろ銀がね冬真……貴様やその娘、個人の行動が種を揺るがし、絶滅を招く状況こそが最大の危機ではないか？」

　ヒトの感情は移ろい、変わるものだから。

　そんな不安定なものに命運を賭けるのは──『怖い』と。

　グラン・マリアの反乱は、指導者達の心に深い楔くさびを打ち込んだのだ。

「お主がいい例だ。冬真よ……我らに、評議会に、人類に絶対の忠誠を誓っていたはずの貴様が、今こうして私のもとへ現れ、決定に逆らい異を唱える。それこそが新世代の危機。……貴様がここに、娘の屍しかばねを持ってこなんだ時点で、交渉は決裂しておるのだ！」

「話し合いの余地は……ない、と？」

「舌なめずりする獅し子しの前の子ウサギに、そのような余力があるものか」

「……！」

　その言葉に、冬真の記憶が刺激される。

　グラン・マリアの末期の言葉が。

　自らを第二世代と定義し、第四世代と呼んだ世代越えの超人を、冬真を倒せと叫ぶ声が。




『戦いなさい、第二世代。

　挑むべきは第四世代、白銀冬真。……母の願いを、星の覇権を賭けて』




　奇くしくも予言は叶かなう。

　ただし新世代と新世代の戦い、ではなく──旧世代と、新世代の戦いとなって。




「……雪ゆき奈なは、殺させない。ですが、人類に敵対するつもりもありません」

　決裂の気配を感じながら、それでも最後の希望を求めて。

　冬とう真まは告げると、軍服の襟から階級章を外し、円卓の端に置いた。

「勝手ながら現時刻を以もつて、自分──白しろ銀がね冬真は、人類再生機構を離脱します」

「それで、どうする。シェルターの外に、人類の行き場はないのだぞ？」

「少人数であり、かつ準備があれば生存は可能です。それこそ前線エンド勤務の軍人は廃都内の簡易シェルターや装甲陣地で数年にわたり勤務することも珍しくはない」

「認めぬ、と私が言ったらどうするつもりだね？」

「その時は、突破します。可能な限り、敵も味方も、誰も傷つけずに」

　あまりに傲慢。が、白銀冬真という超越者には、それができる実力がある。

　単独の絶対無敵、個人で文明に匹敵する男。《騎士殺しの騎士マーナガルム》──これまでの人類に敵かなう者はなく、縛るものは彼自身の良心と、定められた法のみであった。

「そこまでか。そこまで娘が大切か。人類すべてと秤はかりにかけるほどに……！」

「人類には、寄り添う誰かが必ずいるでしょう。家族が、友人が、知人が、あるいは他人同士でも、言葉を交わして繋つながり合えるのだから。ですが」

　雪奈むすめには。

「人類から棄すてられんとする娘には、雪奈には──俺と、ほんの数人の仲間しかいない。ならば、最期まで共に在りたいと願うまで。親のエゴだと自覚していますが」

　大義名分などない。無用のリスクを増やす行為、種族と社会への裏切りと理解しながら。

「娘と、生きるために。そして、いつか……再び、手をとる明日のために」

　殺さず、傷つけず、テロリストに堕おちることなく。

　この場は逃げることになろうとも、雪奈が回復した暁には人類社会へ帰れるように。

　遺恨を残すことなくこの場を脱するための、未来へ続く試練なのだ。

「お世話になりました、先生。……追わずに頂ければ助かるのですが」

「そうはいかぬ。……この私が、勝算もなく、戦いを決めたと思っておるのか？」

　かつての師に丁重な礼を送り、クルリと踵きびすを返した冬真の背中に、桐とう幻げんが言う。

　白装束の袖から痩せ細った指を出し、パチリと鳴らす。

　すると、背後に設置された彫像の陰、そこに潜んでいた二人の男女が進み出てくる。

「護衛がいるとは思っていましたが。……この場で戦うおつもりですか？」

「無論、ここで。外に漏らすことなく封殺すべし。……できるな、ロザリオ」

「お任せください、議長閣下。──再実行リドウは、完成しております」

　一人は無精髭ひげに白衣を羽織った、知的ながらもどこか荒れた印象の男。

　不健康そうな青白い肌と窪くぼんだ眼め、焦点のぶれた眼まな差ざしが、倫理のブレた科学者特有の現実離れした空気を醸している。

「娘が世話になったね、白しろ銀がね冬とう真ま君。……当代スクロヴェーニ家当主、ロザリオだ」

「……！　アレイナ嬢の。では……！」

「ああ。娘を救ってもらった礼だ。命の対価は同じ命──そう、君の失った大切な命を、娘の命の謝礼に差し上げよう。どうか、受け取ってくれたまえ？」

「……!?」

　ロザリオの隣に立つ人物を、冬真は覚えている。忘れることなど、ありえない。

「……ミルファ……!!」

　豊かな胸と、相反する細い腰。

　あらゆる女性が羨む極上のスタイルは、人類再生機構の標準サイズとまるで合わない。

　おかげで問題が多かった。胸が苦しい、スカートが破けたとトラブルを起こし、慌てて仲裁に駆け回った若き日の記憶を、輝かしい思い出を、冬真はハッキリ覚えている。

「ミルファ・アーリアル・シルヴェスタ。……本人、か？」

「当然だ。優れた資質を持つ魔法騎士は全員が遺伝情報サンプルを登録、毎年更新する。それは細胞の劣化を防ぐのみではなく──含まれる錬れん素その更新こそが目的だった」

　学者らしい言葉でロザリオは言い、粗末な入院着に包まれた女の腰を抱く。

　褐色の肌。中東閥の血を引くエキゾチックな少女は、そんな男の仕草に何も反応せず、ただ穏やかに目を伏せたまま、寄り添うように控えている。

「スクロヴェーニが代々研けん鑽さんしてきた蘇そ生せい術式。それは私の代にて、ついに完成したのだ。従来の手法とは異なるが──遥はるかに画期的な方法で！」

　それは娘の研究とは真逆のアプローチ。

「魔法騎士の本質は、兵器だ。高濃度の錬素を保有可能な肉体と、術式を演算する脳と、状況を判断し戦術に従って行動する程度の知能があれば、それでいい。違うかね？」

　熱っぽく語る男を前に、冬真は思い出す。

　アレイナに聞いた話、スクロヴェーニの家伝、蘇生術式の構成を。

「死者の脳細胞、そこに残された錬素から生前の情報を復元する。だが死と共に失われる情報量が多すぎて、蘇生術式としては不完全だ……と、聞いた」

「娘に聞いたのだね？　うん、それも正しい。私の父、アレイナの祖父まではその通り」

　それは壊れたハードディスクから、情報を取り出すようなものだ。

　その不完全性を克服するため、アレイナが選んだアプローチは錬核武装を通じ、世界の記録から生前の人格、記憶などの情報を抜き出し、回復させた肉体に焼くというもの。

　しかし、娘にも秘密で、この男が開発した術式とは──。

「細胞に含まれた錬素は、死と同時に拡散し消えてしまう。生前の意思が失われるためだ。しかし、肉体……細胞とＤＮＡは、原初の記憶媒体として消えない情報を保っている」
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　人格の復元。記憶の回復。──そんなものは、要らない。

　太古のインターフェイス、キーボードを叩たたくような仕草を交えて男は語る。

「《再実行リドウ》だよ。旧時代のソフトウェアによくある機能だろう？」

「……取り消した処理を、再度行う。ショートカット……」

「そうだ。消された処理、即すなわち死者の細胞に含まれた錬れん素そを用いて肉体を再構築するんだ。錬素総量は生前に等しい。保管された細胞の年代を選べば、どんな時期の肉体も再生可能。かつ余分なソフトはついてこない。まっさらの新品が手に入るんだよ!?」

「……人の記憶や人格が、余分なソフトだと……？」

「余分で、かつ不要だ。だって、勝手に動いてしまうだろう」

　なぜわからないのだろう、と言いたげな男と寄り添う乙女に、冬とう真まは違和感を感じる。

　白衣の男に抱き寄せられるまま、身を預けているミルファの姿。

　その美貌こそ亡くなる直前と同じ、十代の若々しく瑞みず々みずしい姿を保っているものの……その表情は、コンパニオンじみた微笑ほほえみのまま固定されていた。

《神託の巫み女こ》などと崇あがめられた人物像ではない。

（直接ミルファに接し、彼女の素顔を知る者として──ありえない）

　落ち着け、と自分に言い聞かせつつ、ほんのひと息。呼吸を整えてから、冬真は訊たずねる。

「ミルファ。……俺のことを、憶おぼえているか？」

「はい」

　短い肯定。その声音には、感情がない。ＡＩを組まれたロボットですらない。

　にこやかな笑顔だけが、かつての記憶のままだ。

「……英霊墓地カタコンベに保存された遺体から肉体を複製したのか。錬れん素そのみで仮装構築した霊体ではなく、死者の肉体から作った魂なき身体に、都合のいい情報を書き込んだ……」

　錬素のみで構築した霊体は脆もろい。胞子獣ベノムスダームと同じく、徐々に情報は摩耗して消えるからだ。

　だが、実体ある身体なら……？

　情報、錬素の劣化は最低限となり、通常の魔法騎士と同じように運用できる。

「表面的な人格や動き、表情の癖……モーションパターンは過去のデータを元にしている。出征前に提出する、埋葬用の『霊葬チップ』から流用したか……！」

　魔法騎士は必ず、錬核武装の記憶継承システムを応用した魂のバックアップ──。

『霊葬チップ』を制作、遺書と共に英霊墓地へ提出する。

　地上、廃都の極限状況下では戦死者の遺体が回収できないことも多いためだ。

　そうした場合、チップを基に錬素で霊体を構築、それを遺族は英霊墓地に埋葬する。

　新時代の葬儀システム──『霊葬』。奇くしくもその発想はアレイナと同じだ。

　破損が大きい遺体からの情報回収を諦め、確実に存在するデータを使うアイディア。

　違いは惑星の記憶を使うか、葬られたチップを使うか、だが……。

「……そう簡単にできるものか。霊葬チップで複製された記憶は、すでに本人ではない。そのまま組み込んだところで、表面のみを真ま似ねるロボットにしか……！」

「たった一言のやり取りで、そこまで理解するのか。……優れた技術者でもある、という議長の話は本当だったみたいだね。馬鹿に説明するのは面倒だから、助かるよ」

　いっそ好意的とさえ思える笑顔で、ロザリオは冬とう真まを褒める。

　傍かたわらのミルファ、横抱きにした彼女の肢体。太ふと腿ももから腰のくびれを撫なで上げて──。

「人格や記憶の再現にこだわる必要はないんだ。それに気づいた瞬間、閃ひらめいたものだよ。生き返ったところでどうせ戦うだけだ、遺族の慰みとなる程度の表情パターンや言語能力、最低限のそれだけを組み込み、あとは自律戦闘可能な人工精霊を載せればいい」

「……魔法的に組んだＡＩに、記憶と反応のみを組み込んだ、人工魂……！」

　擬似的な人格再現、魂の仮想演算エミユレート！

「ロザリオ・スクロヴェーニ。……それは、戦友に対する冒ぼう涜とくだ」

「おや、君もか。この術式を見せた人間はたいていそう反応するな」

「当然だ。それは蘇そ生せい術式とは言わない、遥はるかにおぞましい代物だ……！」

　本人そっくりの偽物を作って『生き返った』と言い張るのと同じだ。

　チップから複製された記憶はただの情報であり、体験ではない。

　データ通り動く人形には成長も変化もなく、同じ場所をグルグル回り続けるだけ……。




「再実行リドウにより生み出される存在を、私はこう名付けた。──《再行者リドウン》と。

　人類再生の為ために働く、再生産可能な生体兵器というわけさ」




　だがそれを恥じることなく、むしろロザリオは誇る。

「成長しない？　変化しない？　それは短所ではなく長所さ。記憶や人格はあっても感情はなく、そう設定しておけば裏切りや暴走すらありえない」

「……思い出した」

　冬とう真まの脳裏に、過去の事件ファイルが蘇よみがえる。

　それはスクロヴェーニ家の没落を決定づけた大惨事。

　開発中の蘇そ生せい術式、その構成がどこからか漏れ……凶魔ネクロ位階の脱走兵がそれを使用し、中核ミドルに不死身のゾンビを大量にバラ撒まいた、通称ゾンビメイカー事件。

「現場の死体処理の記録を見た覚えがある。──同じ顔をした死体が複数あり……公式に確認された被害者数が、現地で収容された遺体の半分以下だったこと」

「ああ、あれ。いや、お恥ずかしい。うまくいくと思ったんだがね？」

　悪びれもしない。ロザリオに罪悪感はない。

　ただ失敗を知られたという気恥ずかしさだけで無精髭ひげを撫なで、照れくさそうに笑う。

「協力してくれた凶魔位階の彼が、霊葬チップからの情報転写に失敗してね。被験者の肉体を複製したはいいが、記憶や人格がインストールできなかった」

　あらゆる行動の指針を失った複製体は、原初のＡＩ……本能に任せて行動するしかなく。

「胞子獣ベノムスダームの自己増殖能力を解析、応用した複製式を使ったのも失敗だった。おかげで複製、再生式を常時暴走させ、不足する錬れん素そを人を襲って補充しながら増える、いわゆるゾンビまがいの化け物ができてしまったからね」

　あの時、《名無しネームレス》が。

「失敗作を生存者もろとも抹消し、事態を評議会に報告してくれたおかげで──私の研究は議長の耳に入り、公的援助を失った後も、研究を続けられたんだからね？」

「……そうか」

　苦いものがこみ上げてくる。表情は曇らない、だが冬真の心は悲鳴を上げていた。

　円卓に座す評議会議長。かつての恩師、桐とう幻げんが犯罪者をかくまった、その理由は……。

「……今の事態を、予測していたからですか。先生」

　いずれ、自分が。騎士殺しの騎士マーナガルムが、人類の守護者が叛そむいた時に。

「愛した人を蘇らせ、ぶつける。……その汚い企てのために罪人をかくまい、法を曲げて、そして今死者を冒ぼう涜とくしたのですか。返答を。桐幻先生……!!」

「お前は強い。冬真、故に理解できぬのだ、弱者の心が」

　いっそ優しささえ感じる穏やかな声で、桐とう幻げんは座したまま答えた。

　力強さを象徴する運うん慶けい・快かい慶けいの彫像。枯れ果てた木でありながら生物のように生き生きとしたそれの下で、同じように枯れ果てた姿をしながら、それは手負いの獣のように。

「ヒトは武装して獣と対等。貴様のような存在……圧倒的に優れたモノが、どれほど言葉で愛と平和を唱えようと、心から信じることはできぬ。なぜか？」

「……想像力が、あるからですか」

「さよう。教師として、お主にようやく教えることができたな。……思えば、何も教えることなどできなんだ。いつも私は……人類は、貴様に教わるばかりであった」

　一方通行の片かた想おもい。あまりに純粋な想いは、穢けがれた人間には受け取れず。

　冬とう真まが無私の奉仕を続ければ続けるほど──受け取る側は、追い詰められていった。

「故に、私は備え続けた。貴様が叛そむくその時がいつか必ず来ると考えて、使わずに済めばよいと考えながらな。ロザリオ・スクロヴェーニ……《再実行リドウ》はその策のひとつ」

「……そのために、俺がこの手で殺した友を。かつての、仲間を蘇よみがえらせたのか……！」

　人類のために。罪なき人の剣となり、陰から敵を断じる粛清の剣。

　その立場に甘んじ、日陰の存在であり続けた。人の弱さを理解し、社会への服従を選んだ。自分が超越者であるという自覚を持つが故に、そうせねば信頼は得られぬと感じて。

　だが──今、冬真はそれが間違いだと知った。

「英霊となれ、白しろ銀がね冬真。死して護国の鬼となれ。その時、ようやく私は──。人類はお主を信じることができるのだ……！」

　胸に秘めていた想いを告白したからか。

　穏やかにすら聞こえる声でそう告げると、桐幻は手を高く掲げ、そして振り下ろし。

　小さく頷うなずいた白衣の男、ロザリオは傍かたわらの女に囁ささやきかける。

「ミルファ、聞こえたね？　あれだ。あの男を、始末したまえ」

「……はい」

　中東系の美女が進み出る。

　彼女が握った触媒、大理石のカケラ。それはかつて冬真と共に戦った彼女の遺品。

　その称号、《神託の巫み女こ》の由来となった錬核武装──。




「──捧あげる。《ミトラの牡お牛うし》」




　粗末な入院着を錬れん素そが引き裂く。

　古代ローマ軍。中でも精強で知られた下級兵士を中心に信仰を集めていた神ミトラ。

　最盛期はキリスト教と争い、ローマの国教を巡る対立に敗れて衰退したが──その遺物。救済を求めた人々の願い、祈りを蓄えた遺物に眠る錬素は、あまりに膨大。

「君の《抹消体質》……あらゆる錬れん素そを消し去る能力。それによって魂すら消された女だ。だが、霊葬チップの情報と人工精霊によって合成された魂に、《再実行リドウ》したカラダ」

　かつてと同じ肉体を、作られた情報で操る人間兵器。

　ロザリオ・スクロヴェーニが誇らしげに語る完成形。エキゾチックな裸身に錬素の蛇が守るように絡み、古代ローマの甲かつ冑ちゆうをモチーフにした武装を纏まとい、逆手に剣を握って。

　異教の女神。そうとしか表現できぬ存在が、顕現する……！

（……おぞましい）

　かつて何年も共に過ごした『戦友』が再び現れたのに、冬とう真まに喜びはない。

　アレイナの術式には、優しさがあった。

　失われたものを、大切な人を取り戻そうという願いがこめられていた。

　しかしこの術式、《再実行》にあるのは昆虫じみた合理性と社会性。

　善悪の判断など棄すて去り、あらゆるものを利用して生き残ろうとする人類の業、醜さ。

　まさに娘とは対極──醜いがゆえに逞たくましい、穢けがれた祈りの結晶だった。

「あの娘は。ミルファは。人に崇あがめられるような人間では、なかった……！」

　戦友を想おもい、冬真は祈るようにその面影を語る。

「第一印象は『放っておけない』だった。よく笑い、よく泣く女だった。

　人に騙だまされても、真実を知ると『良かった。不幸な人はいないのね』と笑うお人ひと好よし。

　臆病で、弱虫で、誘惑に弱くて、ドジで……巫み女こなんて柄じゃない、ただの女だった」

　なのに。

「優しかった。誰よりも優しかったから、誰もを救い、助けようとした。

　人々の苦しみに正面から向き合い、俺と異なる答えを導いた。すべてを救う方法を真剣に考えたあげく、地球脱出などというバカげた方法を本気で実行してしまった」

　度の外れた人の好さ。そうでなければ、本気で人類を救おうなどとは考えられまい。

　巫女として願いを聞き、救いを求められ、それに応えた。

　自分が擦り切れるまで尽くしても与えられる救いはおよそ百年。まるで足りない。

　故にミルファは、根本的に救おうとした。すべての人を宇宙に逃がし、戦いを続けるのではなく、故郷を……この惑星を捨ててでも、未来に救いを求めて旅立とうとした。

　そして自らを生いけ贄にえに捧ささげ、擦り切れるまで人々に尽くし、その人々に殺された。

　名もなき人の代表である、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい……その意志を受けた粛清の刃やいば。

　──他ならぬ、冬真によって！

「俺の過去を、ミルファの過去を……侮辱するな。精一杯生きた女の命を、人生の記憶を。願いを！　……祈りを」

　冬真の意志を受け、右腕を黒い装甲が包む。

　その飾り気のなさはまさに『道具』──兵器ですらない、使い捨ての残骸。

　歴史も逸話も栄光もない。ただやるべきことのみを粛々と続けてきた者達の遺志が、闇に埋もれた者の記憶が集約した神聖なる奈落、右腕のみの錬核武装！

「永遠を喰くらえ──《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》」

（棄すてられるならまだいい。それは、俺とあいつの望むことだ）

　人類のために、家族のために、この命擦り切れるまで使い潰すはこれ本望。

　されど、その意思を歪ゆがめるのは……許されない、と。

（お前のために願うのは。祈るのは、許されるだろうか？　……ミルファ）

　かつての友に、目の前にいる形だけの偽物ではなく。胸の奥に眠る戦友の面影を想おもい、冬とう真まは手にした断罪の剣、無骨な刃やいばを《再行者リドウン》へと向ける。

「亡霊は、この場で消し去る。人は殺さないと誓ったが……霊葬チップから蘇よみがえった亡霊、人間ならぬ人形ならば。今度こそ人類史から抹消し、二度と戻ってこさせない」

「存在を消すと言うのかね。データを抹消して？」

「そうだ。──人には、やってはいけないことがある。守らねばならない心があるはずだ」

「無いね。人類を守る、地上を奪還する。その大義の前にあらゆる手段は正当化される」

　ニッ、と純白の歯を剥むいて、研究者は明るく笑う。

「研究が正当に評価される、いい時代になったものだ。ありがとう、我が世の春だ！」

「──!!」

　もはや言葉はいらない。音もなく、姿もなく、影となって冬真は疾駆する。

　断罪の刃の質量に任せ、抹消の一撃を叩たたきこむ。錬核武装を纏まといながらも、攻撃命令を受けていない《再行者》──戦友の姿を借りた偽物を打ち消さんと。

　……ガギイッ!!

「な……!?」

「言い忘れていたが。……錬れん素そ抹消体質を持つキミを相手に、錬素を主体とする魔法騎士で対抗するなど無理な話だ。属性有利、相性有利は戦術の基本だろう？」

　暖めていた戦術がハマッたことを確信する、優越感に溢あふれた表情で。

　ロザリオ・スクロヴェーニは、冬真の眼めすら欺き、ずっとミルファの傍かたわらにいた存在を。

　ロンメル以上の隠蔽式を以もつて隠れていたモノの正体を、明かす！




「紹介しよう。《再行者》実験初号。

　零号《神託の巫み女こ》以前に開発された……真なる《名無しネームレス》」




　剣を交えて無言。

　ギリギリと火花を散らすのは、同種同一の錬核武装。

　名もなき人の偉業を束ねて作りし断頭剣を構えた《少年》──。

　十代前半。若々しい少年の姿をとり、第一魔法騎士学園の制服をまとった人物は。

「《再行者リドウン》。俺の……複製か」

「……そうだ」

　齢よわいを重ね、大人になり、父親となった絶対無敵と。

　守るべきものだけを抱えながら、人として大切なものはなく。

「《再行者リドウン：騎士殺しの騎士マーナガルム》──マーナリドゥン。個人名を廃した、『俺』の名だ」

　ただ人類を守るという意志を抱え、魔法騎士学園を出た若き日の姿は──卒業と同時に英霊墓地カタコンベへ献じた霊葬チップ、そこから再現されたとおぼしき人格、パーソナリティ。

「娘可愛かわいさに堕落し、エゴを剥むき出しにして個人の利益を追求する。──『未来の俺』がそんな大人になるなどと、想像したくはなかったな」

「純粋さと思考停止を履き違えるな。──善悪は自分で判断しろ、『過去の俺』」

　軍服と学生服。ふたつの制服、ふたつの錬核武装。

　少年と青年、若者と父親。過去から『再実行リドウ』された鏡像のような自分を前に。

　冬とう真まは、これまでにない危機を迎えようとしていた。





　　　　†






「過去のお主。人類以外に守る者など持たぬ、純粋な自分。──堕落した今のお主とは違うのだ。娘など、家族などエゴの源。個人の欲得を捨てた公器たることを選び、自らを使い潰すことさえ肯定した、純粋なる救世主」

　ギリッ……!!

　神聖なる議場のただ中、大円卓の向こうで鍔つば迫ぜり合う男と少年を眺め、桐とう幻げんは言う。

「ロザリオの式の画期的な点はこれよ。たとえ本人が生きていようが関係ない。肉体の器に霊葬チップから抽出した記憶と人格を移し、技能を人工精霊で補えば、過去から時を遡ったかのような本人を、もうひとり創り出すことができるのだ。そう……！」

　──救世主メシア量産計画。

「お主はもういらぬ。俗世に染まり、救世主ではなく父親たらんとしたお前など。

　我らが英雄は人に在らず、この場で粛清せよ。──《再行騎士マーナリドウン》」

「はい、先生」

　短い答え。強い既視感を感じ、冬真は強烈な不快感を覚えた。

　間違っている自分、間違っていた自分……いや、今の自分が間違えているのか？　その判断はつかない、だが、これが間違いなく自分と同種であり、相あい容いれないのは確かだ。

「零号、ミルファは何もかも同じ条件で再生したというのに、意志と呼べるものがない。彼女は空っぽだ。人格や記憶があるはずなのに、心ない人形のままです」

　不思議そうな面持ちで、議長の横に歩み寄ったロザリオが語る。

「なのに、《再行騎士マーナリドウン》は違う。あれは生み出された瞬間から意志を発揮した。その意識に刷り込んだ絶対忠誠、人形としての性質はそのままに……！」

　白しろ銀がね冬とう真まという魂、存在の特異性。

　現在の人類が第一世代の旧型だとしたら、世代を飛び越えた第四世代とすら評された、驚異的な錬れん素そ特性が、恐らくそれを可能にしたのだろう。

「裏切ることなき救世主メシア。成長も変化もない、純粋なる道具。……素晴らしい。冬真よ、お主を切る理由がわかったであろう？」

「……ッ!!」

　煽あおるような桐とう幻げんの言葉に、答える余裕などない。

　一秒に満たぬ隙に百。互いの右腕が閃せん光こうのごとく閃ひらめき、百の断罪が激突する。

　シュレッダーのただ中のように、無数の剣と剣が激突し、流星のごとく火花が散った！

（手て強ごわい……！）

　抹消体質を持つ者同士の戦いを、冬真は想定していた。

　自分だけのチート、自分だけの能力だなどと胡坐あぐらをかいてはいない。

　常に備え、敵対的な他者が同一の力を得る可能性を考え、対抗策は練ってある。

　が、その結論は──。

「肉弾、純粋な物理戦闘。あらゆる錬素を介した攻撃が無効となる以上」

「……機械を超え、魔法が興り、そしてそれを超えた後に始まるのが」

「石器時代の戦争だ。歴史は繰り返し、人類は剣の時代に回帰した……！」

　独白のように会話が連なる。その間にも剣と剣がぶつかり合い、踊っているかのようだ。

　互いの言いたいことが、次に言う言葉が理解できる。

　当然だ、現在と過去、子供が大人への階段を登り始める、二十年近い時間を挟んでなお、互いは過去から枝分かれした、同一の存在なのだから。

「……ロンメル先輩がいれば。そう考えているな、《騎士殺しの騎士マーナガルム》」

「《再行騎士マーナリドウン》もそれは同じか。物理攻撃に特化した狙撃手である先輩は──」

「そうだ、俺達の天敵だ。錬素に頼らず物理で破壊する先輩は、本来俺自身に対抗する、人類側の手札として想定したもの。裏切りを抑制するために与えるはずの武器」

　ロンメル・スチュアート。カチュア・ヴェルミオーネ。

　同じ部隊に所属しながら、常に対白銀冬真を想定した訓練を立案し、教えてきた戦友。

　いつでも冬真を倒せる、そう思わせ恐怖を抑止し、今回のような暴発を防ぐための保険。

　だが、長い戦いの果て、培われた絆きずなが──その非人間的な関係を、否定した。

「お前は離れるべきだった。ロンメル先輩やカチュアを評議会に渡し、遠ざけて人類側へ切り札を与える。いつでも処理が可能だと理解させ、彼らの安心を買うべきだった」

「……学生時代に、考えていた案だ。だが、それは既に破棄した」

　──ギィンッ!!

　ひときわ強烈な斬撃を弾はじき返かえす。過去の冬とう真まより、力や体格では現在が上だ。

　しかし瞬発力、若さに裏書きされた素早さと反応速度は過去が勝る……！

「任務達成には円滑な人間関係が不可欠だ。気心の知れた同僚は何よりも得難い」

「そのエゴが評議会との……人類との決裂を招いたと、理解できないのか？」

　冷酷に、複製されし《再行騎士マーナリドウン》は告げる。

「お前は俺の恥だ、《騎士殺しの騎士マーナガルム》。自分勝手なエゴにまみれ、自分の欲望を正当化する。つまらない、醜い大人になったな。……失望した」

「それはこちらも同じだ。変化には理由がある。それを想像することすらできないほど、過去の自分に想像力がないなどと思い知らされるのは、辛つらいものだ」

「過剰に親しい人間関係など不要だ。それは職務達成、義務の遂行の障害になる。同僚は同僚であり、一線を引いて接するべきだと理解していたはず。……それでその言い草か」

「理解はしている。だが、それでもなお……友人は、家族は。得難いものだ！」

「醜い。どこまでワガママを言うつもりだ。大人のくせに……弁えろ!!」

　一喝。若き冬真と父親の冬真は音高く剣けん戟げきを交わし、飛び退すさる。

　そして、その瞬間。これまで沈黙を守っていたミルファが動く！

「位階変転。──守護星、火星。触媒発動、《兵士ミリスの背はい嚢のう》」

　それはかつて、中東閥と欧州閥がその所有権を巡って争ったという単独顕現ユニーク。

　伝説級の錬核武装《ミトラの牡お牛うし》。その真価を冬真は当然、知っている。

（ミトラス教における七つの位……それぞれに惑星を守護者と設定、古代から現在に至るまで、人類が星に捧ささげた錬れん素そを用いて、触媒に応じた位階クラスに変わる）

　文字通りの七変化。

　陸戦に特化した近接戦闘主体の武傑ブレイド。

　治癒回復を本分とする衛生兵、光聖クレリツク。

　迅速飛ひ翔しようの竜騎ドラグナー、補助アイテム生産を得意とする支援職、機巧マシーナリー。

　死者や胞子獣ベノムスダームを使役する凶魔ネクロ、幻影、追跡を得意とする隠おん密みつ、俊影シヤドウ。

　文字通りの七変化。魔法騎士の六位階に加え、さらにもう一段階先を持つ究極クラスの錬核武装は、ミルファ亡き後墓地に封印されていた代物だ。

（本人ならば、継げて当然か。……まずい！）

　今ミルファが選んだのは、ミトラス教七位階の五番目、兵士ミリス。

　魔法騎士に対応するのは機巧。ロンメルの同種であり、他位階のサポート役とされるが、冬真にとっては最も敵に回したくない、極めて《刺さる》位階となるのだ。

「《設計検索》《三次元複写》《物質錬成》《重支援火器》《必中》《貫通》……」

　囁ささやくような詠唱と共に術式が溢あふれ、錬れん素そが周囲の物質──議場を構成する金属や無機物を強制徴収。原子を変換し無数の部品を３Ｄプリント、巨大な銃が錬成される。

　正真正銘本物の『錬金術』だが、この場で生み出されるのは金塊ではない！

「支援します。……当たったら、ごめんなさい」

　にこりと笑む、それは昔の人格、ミルファ本人の人格の名残りか。

　無数の部品が組み合わさり、その掌中で実体となる。組み上がった分隊支援火器──。

　イスラエル製軽機関銃、ＩＭＩネゲヴ。短い銃身と突撃銃用の弾倉、グリップに換装し取り回しをよくしたコマンドタイプ、アサルトライフル・モデル！

　──ズダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダッ!!

「《障壁》」

　一小節のごくシンプルな詠唱と共に不可視の障壁が出現、無数の実体弾を弾はじき返かえす。

　本来、冬とう真まは戦闘において術式を滅めつ多たに使わない。錬素によって構築された敵は、彼の抹消体質と固有絶技ロイヤルアーツに抗あらがう術すべなく消去され、たいていは一撃でケリがつくからだ。

　しかし、この攻撃だけは術式で防がざるを得ない。

　地属性の攻弾術式のような、錬素を固めて打ち出すものではないからだ。

　その場にある素材、石や金属を錬金術で変成。歴史上存在した銃器や弾丸を現地で創る。その濃密な弾幕は対人特化、錬素を雲散霧消させる冬真の抹消体質で防げない！

（本質はロンメル先輩に託した、対俺用の戦術と同じ。……物理実体弾攻撃！）

　肉体的な強度は、魔法騎士とて常人と大差ないのだ。撃たれれば当然死ぬ。

　しかし多くの場合術式を張り巡らせて守り、あるいは肉体を強化しているから防げる。

　魔法と科学は表裏一体。魔法に対する絶対のアンチである抹消体質は科学に相性不利で、魔法に有利。魔法は科学に対して有利であり、科学は抹消体質に有利となる。

　ぐるぐるめぐる因果の送還。しかし、この場には……もうひとり！

「俺がいるのを忘れるな。《騎士殺しマーナガルム》」

「──!!」

　張り巡らせた冬真の障壁を、無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエスが掠かすめる。

　断罪の刃やいばが触れただけで、薄氷のように結界が砕ける。あらゆる弾丸を防ぐ物理障壁も、魔法を無力化し喰くらう抹消の刃には意味がない。そして障壁が消えれば……！

「くっ……!!」

　錬核武装で覆われた右腕を盾に使い、辛うじて弾丸の嵐をしのぐ。

　右腕以外に当たればアウト。肉は千切れ、骨は砕けて重傷を負う。

　部隊の進軍を威力と弾数でサポートする分隊支援火器。その火力は個人携行できる火器では最高クラス、その圧倒的な手数に釘くぎ付づけとなり、動きを封じられたところで……！

「──懲罰執行。《抹消弔鐘イレイズベル》」

　ほんの一呼吸の隙を突き、名もなき少年が黒い刃やいばを精製した。

　冬とう真まの抹消体質を極限まで高めた固有絶技ロイヤルアーツ。あらゆる錬れん素そを消し、当然……錬核武装をも一時的に使用不能とする、防御不可能の黒い剣が、弾丸を弾はじく最さ中なかの右腕を斬る！

　熱した鉄板に水をかけたような音がして、腕を包む錬核武装が消える。

　右腕が断罪される。懲罰を受け、膨大な錬素がゴッソリと消え失うせるのを冬真は感じる。

　コンマ一秒に満たない瞬間、飛来する弾丸の嵐。だが、それを……！

「《絶招》《硬質化》《鉄身化》《装甲化》──三重外功《金剛鉄布》！」

　咄とつ嗟さに肘を曲げ、頭を覆うように腕を上げて盾にする。

　弾丸が軍服を貫き、螺ら旋せんに回転するソレが肉に食い込んだ瞬間──硬質化した筋肉が、皮膚一枚でそのエネルギーを食い止め、打撲と擦過傷のみを残して弾き返す！

（……凌しのぎ切れない、か。厄介な……！）

　中国拳法において、肉体の内面を鍛える術を内功、筋肉や骨を鍛える術を外功と称す。今冬真が使用したのは外功の一種、重ね掛けした術式で皮膚を強化し、弾丸すら弾く。古い時代、科学技術と魔法が両立した時代、重火器に対抗するため用いられた術式だ。

　だが、それを以もつてしても薄皮一枚剥がされた。即すなわち同じ攻撃を継続されれば、いつか致命傷を受けかねないということ。ミルファと名無しネームレス、コンビの攻撃は有効なのだ。

「……古式をサルベージしているのは当然か。俺が学園で研究していたテーマだ」

「《再行騎士マーナリドウン》。……お前が知らない時間、霊葬チップに記録されていない十五年間。俺はただ育児に専念していたわけじゃない。相応の進歩はしている」

「障壁を抹消し弾丸による止とどめを狙う。抹消体質殺しの基本戦術に対抗できると？」

「可能だ。俺が強がりを言う人間ではないと、『俺』ならば理解しているだろう」

　ハッタリじみた言葉。だが、若き《再行騎士》は警戒心を煽あおられたようだ。

「ならば、慎重に手を進めるまでだ」

「望むところ。……と、言いたいが」

　慎重に断罪の刃を構える少年に対し、冬真は隅々までその姿を観察した。

　肉体的にはほぼ完全な自己の再現だ。普通に子を生なしたのではまず遺伝しない固有絶技、そして無限の錬素すらも恐らく継承しているだろう。

　これほどの完全な複製が作れる時点で、ロザリオ・スクロヴェーニという男は光聖クレリツク術者として世界最高クラス、不世出の天才と言っていい。娘と同じ、世界を変える人間だ。

「……少し、安心した」

「──何がだ、《騎士殺しマーナガルム》？」

「お前が創り出されたことをだ。俺が凰おう花かを出ても、お前がいる。意志なき傀かい儡らいではない、評議会の支配を受けた人形でも、お前はかつての俺の人格を模も倣ほうしている」

　合理に振り切った性質。魔法騎士学園での学生生活によってかなり人間性を得ているが、雪ゆき奈なと出会う以前、父親となる前の自分は、こういう人間だった。

（人類を守ること以外、特別なものを見み出いだせず。言われるがままに……殺した）

　ミルファを、そして無数のテロリストを、胞子獣ベノムスダームを、変わりかけた魔法騎士を。

　過去の影が今目の前にいるならば。

「今の俺が消えたところで、人類を守ることはできるだろう。俺が消えたとて、人という種が滅亡することはありえない。その確信が得られた以上──」

「……貴様……!?」

「逃げることに、一切のためらいは消えた。全力で俺は、俺のエゴを果たそう」

「ッ！　……待て!!」

　若者らしい叫びと共に、同じ貌かおの少年が突っ込んでくる。

　だが後方のミルファとの連携が甘い。射線に入ってきた味方に、ほんの数秒だが撃てずにいる隙を突いて、冬とう真まは数歩後方へ退いた瞬間……瞬時に、固有絶技ロイヤルアーツを練り、放つ！

「《抹消弔鐘イレイズベル》応用式。……《消却螺ら旋せん》！」

　高らかに剣を解き放つ。

　抹消の刃やいばは冬真の頭上、議場の天井を貫通し、建物の結界を抹消。ドリルのように建材を砕き、一瞬にして真円に近い穴を彼の頭上へ──屋根を貫き、偽りの夜空に達する。

　そして、偽の星が瞬く岩盤の空に。

「……何やってんのよ、バカ!!」

「すまない。……カチュア!!」

「謝って済む問題じゃないわよ……!!　このっ、《超血加速ハイブラツド・アクセル》!!」

　閉鎖シェルターの空に尾を曳ひいて飛ぶ、炎の飛翔盤ボード！

　クーデター時から続く連戦により枯渇した錬れん素そを、自らの血液から変換して増幅。

　消耗した分は事前に抜いておいた自分の血液をアンプルから注入、継ぎ足して補う緊急術式により一時的に錬素を倍増させたカチュアが、議場の屋根を舐なめるように飛ぶ。

「……!!」

　絶技により貫かれた大穴、屋根にポッカリと開いた脱出口へ、冬真は跳躍。

　竜の鱗うろこを模した盤の端に手をかけ、そのまま夜空へ跳び上がる。

　煙幕のようにもうもうと上がった土つち埃ぼこりを、すかさず追撃したミルファの弾丸が貫くが、一時的にＳランクの領域に達したカチュアの速度には、届かない。

「……命中せず。追撃。位階変転……」

「待て」

　触媒を掲げるミルファを、《再行騎士マーナリドウン》は制し。

「あの焔ほのお、あの速度はカチュアだ。十五年の研けん鑽さんは伊だ達てじゃないな。

　……俺の記憶している彼女に比べ、速度が段違いだ。今のミルファでは追いつけない」

「……でも」

「理解している。懲罰は執行する。俺達は……騎士ガルムだ」

　たとえ偽りの存在でも、人工的に創られたものだとしても。

　名も無き影はそう言い放ち、大人の自分を追撃する。

　夜の街、クーデターの爪痕も生々しい戦場を駆ける少年、遅れて同行する少女。

　追跡者は人類の猟犬として、反逆者となった未来の自分を追い詰めていった。





●過去、追撃




「交渉は決裂しました。評議会は《再実行リドウ》という術式で、過去の俺とミルファを複製し、雪ゆき奈なの処理を強行。先輩、脱出計画を至急実行願えますか？」

『オーライ。っつーか、もう実行済みだ』

　風を切る音がする。細くくびれたカチュアの腰を抱き、竜を象かたどった飛翔盤ボードで飛行中。

　クーデターの後処理も終わらず、冬とう真まの存在を秘匿している手前、表立っての手配もできないためだろう。中核ミドル区域を脱出、停止状態の中央エレベータ・シャフトへ侵入。

　前線エンド中央ターミナル駅到着直前、中間層から整備用通路に侵入してリニア駅線路へ迂う回かい、先日の震災により運休している線路に出ると、地上、廃都へ向けて脱出を計る。

　気圧の変化により響く耳鳴りやささやかな頭痛が、細かいノイズとして思考を乱す中、冬真は巧みに魔法騎器デバイスを操作、心を繋つなぐ部隊の秘匿回線でロンメルと連絡した。

「脱出済み、ですか。もしや、十二時を待たずに凰おう花かの外へ脱出を？」

『正直、説得がうまくいく可能性はゼロだと踏んでたんでな。裏から手が回った後じゃ、トレーラーみたいなデカブツを持ち出すのはキツい。先手を打っといた』

「……失敗を、予想していたと？」

『ああ。評議会の爺じじい連中が疑心暗鬼に陥ってるのは、ここんとこの命令を見りゃわかる。で、お前は理屈より感情優先の相手と話すのが苦手だからな』

　ロンメルの心が解わかる。決して侮ったり馬鹿にするのではなく、ただ受け入れて。

『トレーラーは無事持ち出せた。ついでに牽けん引いん用の装甲ビークルも大型に換えたし、当面こっちは問題ねえ。廃都内で落ち合おう、座標を送る』

「……了解」

　必要なことだけを伝え、細かい事情をあえて聞かない。

（そういう、懐の深さがある人だ）

　冬とう真まにとってロンメルは年上だが、友人だ。情に厚く、行動に迷いがない。

　たとえ人類に叛そむくとしても、ついてきてくれる。影の世界に生きる特殊部隊の人間とは思えない優しさ、純粋さのようなものがある男だった。

『だけど、気づいてるか？　冬真。お前、矛盾してるぜ』

「矛盾、ですか。……俺が？」

『《救世派》の聖女ミルファ。……昔の女のコピーを造られた時、どう感じた？』

　質問に質問で返され、冬真はわずかに困惑しつつ、思ったことを答える。

「腹立たしいと感じました。死者に、戦友に対する冒ぼう涜とくだ……と」

『なら、お前自身のコピーを造られたことは？』

「俺はまだ生きているので、冒涜には当たりません。また、せめて術式使用の許諾を得てほしいとは感じましたが、霊葬チップや遺伝情報などは提供した時点で、研究対象として利用されるのは想定済みですから」

　怒りはない。むしろ、過去の自分にかなり近い人格、ロボットじみていたミルファとは違い、会話すら可能な自我や知性まで再現できた時点で、技術的に感心さえしていた。

「評議会に対する忠誠の強制など自由意思の制限には疑問を感じますが──《過去の俺》を再実行リドウできるなら。俺が欠けても人類は存続可能だと考えます」

　つまるところ、冬真が自分の複製に抱いた、奇妙な安心感の正体とは。

「辞めた後、引継ぎ可能な人員がタイミングよく現れてくれた。人類の未来は過去の俺と、そしてそれを使う人々に任せ……俺は雪ゆき奈なの『父親』に徹することができる」

　だから、安心した。自分の逃亡が人類滅亡のキーとなるようなことはないだろう、と。

　もちろん《再行者リドウン》に未来はない。過去から呼び出された冬真のコピーに成長はなく、進歩もなく、ただ命令通りに動くのみ──だが、現状を凌しのぐことはできる。

「《再行騎士マーナリドウン》を有効活用できれば、人類は現状を維持できる。それは、希望だ」

『……他人のためにゃ怒るくせに。自分のことになるとそれだ』

「おかしいですか？」

『ああ、おかしいね。テメーはもっとキレていいんだ、聖人面しやがって』

　荒い言葉にこめられている感情は、呆あきれと、諦観と、そして何よりも強い……『怒り』。

『昔、我が身を削って人に喰くわせるヒーローがいたらしいな。ボクのナニをお食べよ！　ってヤツだが、聞いたことあるか？』

「……その言い方だとかなり印象が違いますが、理解はできます」

『ならいい、だいたい合ってんだろ。ナニを他人にやって自分も喜んでんならいいんだ、そりゃそういう趣味ってだけだからな。けどテメーは、別に喜んでもいねえ』

　ただ──そうするべきだから。

『そうしたほうが合理的だから、そうした方が正しいから、そうした方が正解だからって、ロジカルに判断して実行しただけだ。感情じゃねえ、ルールで生きてんだろ？』

　機械のように万物に優先順位を設定し、自己設定した法の範囲で行動してきた。

　そう決定したのは冬とう真ま自身。これまではその在り方で問題はなく。

「正しい分析だ。……これまでは、そうでした」

『だな。けど、今のテメーは違う。親になって、子供を守る。そいつを選んだんだ』

　それは論理を捨て、感情──愛を選ぶという決断。

『たとえ世界を敵に回すハメになっても。恩師や過去のテメエにブッ殺されそうになっても、生き返った元カノに撃たれたって、テメエは雪ゆき奈なちゃんを絶対守れ。いいな？』

　──親。

　年上好み、母性を求める男の、それは──。

『家族を、守れ。俺は怖くて作れなかった。親になれるなんざ思ってなかった。

　けどよ、あの子が来ちまった。雪奈ちゃんはお前の娘だが、俺にとっても家族なんだ』

「言われるまでも、ありません」

『なら、いいんだ。だから、いいんだよ。人類滅亡爆弾起爆寸前、みてえなありさまでも、死にかけた子供を見守る親以上に正しいものなんざ、この世にあるか!!』

　ぶっきらぼうな言葉にこめられた怒りは、冬真に対してのみではない。

　雪奈を、冬真を切り捨てんとする世界、滅亡を避けんと必死で足あ掻がく人類に対して。

『もちろん、許されることじゃねえやな。他の人類にとっちゃ、テメーはただのリスクを増やすバカ親だ。こいつはお前って個人の正義と、人類って集団の正義の対立だ』

　正しさ同士がぶつかるのは、ダイヤモンドの激突。

　硬くて脆もろく、どちらかは欠けて砕け散る──。

『だから俺はテメーに味方する。必ず雪奈ちゃんは送り届けてみせる。だから冬真、お前はカチュアとしっかり話せ。俺と違って、あいつにゃ背負ったもんが多いからな』

「……了解」

　ロンメルに家族はない。年上の恋人は数人いても、決して深入りしない間柄だ。

　冬真も同じだ。生みの両親はいるが、間柄は冷めている。それに対してカチュアは違う、古くから続く貴族の家系であり、代々雇ってきた使用人、メイドは家族に等しい。

　財産、家、家族同然のメイド達。このまま共に行くならば……。

（──すべてを、捨てることになる）

　淀よどんだ風を裂き、飛翔盤ボードは飛ぶ。

　ロンメルとの通話を切り、冬とう真まは風にそよぐカチュアの髪を頬に受けながら囁ささやいた。

「カチュア、そろそろ前線区画ロータス・エンドを脱出できる。地上へ出てくれ」

「……了解」

　ポツンとした声。行き先のわからない迷い子のように、女騎士は答え。

　冬真とカチュア、二人が地上へ脱出したのは、それから数分後だった。





　　　　†






「はあっ……はあっ……!!　ッ……まだ、まだッ……！」

「きついか。……十分だ、カチュア。飛翔盤を消せ」

「は？　まだいけるわよ、凰おう花かの防空識別圏を完全に離脱しないと……！」

「なんとでもなる。……あのホテルがよさそうだ、比較的原形を留とどめている。着陸を」

「大丈夫だって……きゃあっ!!」

　魔法時代の血液ドーピング、《超血加速ハイブラツド・アクセル》の持続時間はわずか十分。

　効果切れと共にダウンするような短期決戦の技だ。それだけあって消耗が激しく、辛うじて廃都上空に達した時点でカチュアは限界を迎え、冬真はそれを察した。

「固有絶技ロイヤルアーツ、限定解放。──《強制終了》」

　カチュアの腰を抱きかかえ、彼女の意地を示すかのように火を吐く飛翔盤に触れる。

　あらゆる錬れん素そを抹消する固有絶技が干渉し、それは霞かすみのごとく消え──重力に導かれるままに、抱き合った男女は遮るもののない星空のもとを墜落していった。

「《浮遊》」

　冬真がポツンと口にするや、ふわりと二人は『浮いた』。

　重力の影響を弱め、落下速度を著しく減衰する簡易飛行術式。

　戦友を抱き、ゆっくりと落下する。見上げた空には偽物ではない、本物の星が光り──下を覗のぞけば一切の人工の明かりがない、廃都の夜がある。

「……強引ね？」

「それには謝罪を。だが、こうでもしなければそれこそ墜おちるまで飛ぶだろう」

「ばか」

　二人の墜ちる夜空は、真っ暗闇というわけではない。

　降りしきる汚染物質、破損した情報ノイズ、『終末の雪』が月と星の光を反射して白くきらめき、じっとりとした暑さのこもる初夏を真冬の北国のごとく見せていた。

「……壊れた、お城か。休憩には、もってこいね」

「残念ながら、軍事的な価値はないが。城ではなく、簡易宿泊施設だからな」

「は？　……古典アーカイブスで見た、中世城郭の様式に似てるけど……」

「近代日本でレジャー目的に使用されていた宿泊施設だ。主に男女が休憩に使うらしい。平和な時代、個人スペースが自由に使えた頃の贅ぜい沢たくだな」

「……そう。まあ、いいわ」

　朽ちかけたホテルの屋上、降り積もった終末の雪に、冬とう真まの軍靴が埋まる。

　コンクリートに厚く積もった汚染物質を、無言のまま発動した絶技の波動が抹消する。皮肉にも汚染物資により雨風から守られたせいか、ヒビひとつない屋根が現れる。

「建物除染。範囲抹消、結界式展開。──《屋内浄化》」

　雪が夜空へ舞い上がり、空に溶けて消えていく。

　展開された抹消領域がコンクリートを伝わり、四階建てホテルの建物内に浸透。

　砕けた窓、壊れた看板、崩れた壁から吹きこんだ終末の雪を消し、当時の面影が蘇よみがえる。

「避難所にでも使われてたのかしら。……戦闘痕よね」

「恐らく、そうだろうな。だが、人が集まれば胞子獣ベノムスダームが誘引される」

　ビルの南側の壁が盛大に崩れており、屋根から見下ろした大穴の奥には、当時の遺留品がいくつも転がっていた。錆さびかけた缶詰、未開封のチョコバー、朽ちたペットボトル。

　汚れて乾ききったおむつ、皺しわだらけのシーツ、砕けたカップの破片、破れたゴム。

「……こうして見ると。昔の人も、ここで、生きてたのよね」

「ああ。このベッドは使えそうだ。三十分ほど仮眠を取るといい」

「眠れる気分じゃないわ。……お腹なか、空すいたわね」

　屋根の穴からホテル内へ降り立つと、冬真は朽ちかけたベッドを叩たたく。

　大きなハート形、色いろ褪あせたピンクのシーツから埃ほこりが舞う。汚染物質は除染され、結界で外部から保護されているとはいえ、経年による劣化まではどうにもならない。

　が──濡ぬれてもおらず、腐ってもいない。とりあえず身を休めることはできそうだ、と判断すると、冬真は抱き上げていたカチュアをそっとそこへ横たえた。

「食料か。……このチョコバーは未開封だな。製造年月日が戦前だが」

「アンタひとりで食べてなさい。百年以上前のじゃない、まったく……」

「汚染物質、終末の雪に埋もれた状態では微生物は繁殖しない。腐敗しない以上、劣化は最低限ではあるが……さすがに勇気が要るな。こっちで我慢してくれ」

　朽ちかけた部屋を探り、めぼしいものがないことを確認すると、胸ポケットを探る。

　取り出したのは小さなキャンディ。可愛かわいらしい棒つきの飴あめ玉だまだった。

「……かわいいわね。どうしたのよ、コレ」

「病院の自動販売機で購入しておいた。錬れん素そが少々含まれているが」

「今のアタシには、ありがたいわ。半分、もらうわよ？」

「全部でかまわない。分ける方法もないしな」

「アタシが半分舐なめたら、譲ってあげるわよ。……嫌ならいいけど」

「嫌ではないな。非常時だ、錬れん素そはともかく、血糖値の低下は俺にも効く」

　包み紙を剥むき、カチュアはコーラ味の棒つき飴あめを口に含む。

　煙草たばこを吹かすような仕草。

　ロンメルのそれを真ま似ねたような動きで、マニキュアの剥がれた爪で飴をつまみ。

「……やっちゃったわね、テロリスト。人類の敵にはならないんじゃなかったの？」

「そうだな。……言い訳のしようがない」

　からころと、カチュアの口こう腔こうで飴が転がる音がする。

　異様なまでに静まり返った廃都の夜。二人の呼吸、心音すらクリアに響く静寂の中で、冬とう真まは反省と自嘲をこめて、ベッドに横たわった彼女の隣に腰かけた。

「俺の複製を作るのはまだいい、許せる。だが……死者を複製するのは、気に入らない」

「蘇そ生せい術式とは違うの？　アンタ、あれは評価してたじゃない」

「復活後、本人の意志があるかどうかが大きい。セリカ嬢は自由だった。認知が歪ゆがんでいたとしても、彼女は彼女自身の意志により行動していた」

　が、ミルファは──《再行者リドウン》は違う。

「あれは人形だ。生前のスペックだけを必要として作られた、故人の剥はく製せいに過ぎん。失った大切なものを取り戻そうとするアレイナ嬢の祈りと一緒にするわけにはいかない」

「アンタ自身の複製は許せるのに？」

「……ダブルスタンダード、なのだろうが。怒りが湧いてこないのも、本音だ」

　他人のためには怒れても、自分のためには怒れない。

　そういう自分の性質を、冬真は自嘲する。

「先輩に言われたよ。聖人面するな、と。……確かにそうだ。超越者が社会に適合するためには、絶対の服従か支配のどちらかを必要とする、そう結論していながら」

　家族の──雪ゆき奈なの命、その最後までを信じて見守りたいという願い。

　それを却下された時点で、社会への服従を拒んだのだから。

「今の俺は、先日否定したグラン・マリアの同類として評議会には認知されているだろう。雪奈を知らない、《再行騎士マーナリドウン》が否定するのも当然だ」

「そうね。まったく……バカみたいだわ」

　飴を口の中でねぶりながら、カチュアはかび臭いベッドに沈み。

　涙を隠すように腕で眼めを覆いながら、月光が射さす天井の穴を見詰めて続ける。

「アタシたち、なんのために姉さんを──セラフィナ中将を、殺したのかしら？」

　ぽつりと口にした名前は、カチュアの姉。

「どうせ、アタシ達も反逆者になるのなら。こうして人類から弾はじかれるなら……。あの時、いっそ加担したってよかったじゃない……!!」

「……そうかもしれない。だが」

　過去は、いくら悔やんでも取り戻せず。

「俺は過去を、否定したくない。当時のあれは、最善だった。俺は反逆者となった今でも、セラフィナ中将と、そしてグラン・マリアを否定する」

　かつて、カチュアの姉。先代《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》の所持者、ヴェルミオーネ家前当主──。

　セラフィナ・ヴェルミオーネ中将は副官である夫と共謀、指揮下にある第八〇八連隊、通称《サラマンダー》を率いて前線キャンプを制圧、評議会に反旗を翻した。

「彼女の要求は、地上奪還の停止と戦線撤退。今の評議会の政策と、ほぼ同じだ」

「結局、姉さんが正しかったんじゃない。胞子獣ベノムスダームの素になる強い魔法騎士やＳランクは、戦場にいるかぎり時限爆弾だわ。いつ消耗しきって化けるか、わからない……！」

　セラフィナ中将の離反の理由も、それだった。

「ステージ５出現の原因が、Ｓランク魔法騎士の死、ないし精神汚染による変異。これは凰おう花かの絶対的な機密だが、中将はそれを掴つかんでしまった……」

「それも評議会内の反戦主義者のツテでね。口ばっかりで自分じゃ指一本動かさない運動家どもにつけ込まれた結果が、反逆者としての……！」

「ああ」

　その瞬間のことは、瞼まぶたを閉じるまでもなく二人の心に焼きついている。

「雪ゆき奈なと同じ。──《名無しネームレス》への特務命令による、粛清だった」

　それはおよそ十一年前、雪奈三歳。西暦２１１６年のこと……。

「ミルファによる《救世派》の蜂起と、それに連鎖したステージ５胞子獣の連続発生──。残党狩りの終わりに雪奈を拾ってからおよそ三年──どうにか子育ての山場も越えて、俺や先輩がひと息つけた頃、だった」

「あの頃の雪奈ちゃん、可愛かわいかったわ。……ほとんど、ちっちゃな怪獣だったけど」

「保有錬れん素そのコントロールができなかったからな。くしゃみ一発で対爆シェルターを粉砕しかねない状態だったから、ほぼ俺がつきっきりでいないと危険すぎた」

　しかも当時、冬とう真まはカチュア、ロンメルとチームを組んでの前線エンド暮らし。

　機密保持のため他の部隊から隔離されたキャンプでは補給もままならず、子供用ミルクやおむつの替えさえ満足に手に入らない状態のまま、必死で任務をこなす日々。

（凰花に雪奈を引き取る許可が下りて、一年ほどだったか──）

　まだ暴発の危険が高いため、長期間雪奈と離れて活動するのは難しかった。

　そのため、基本的には人類再生機構外に出る任務は受けず、今の専業主夫生活の基礎を作っていた。が、そんな制約を吹き飛ばすほど、大きな事件が起こる。

　──セラフィナ中将に叛はん意いあり。

　密告じみた内部告発を重く見た評議会議長、桐とう幻げんは密ひそかに《名無しネームレス》を動かし。

　エース格である冬とう真まを温存することなどできず、幸い潜入先の特殊な事情もあり、雪ゆき奈なを連れてそのまま、任地である前線キャンプに非戦闘員待遇で赴任したのだ。

「八〇八連隊の居心地は良かった。アットホームで、いい部隊だったな」

「ええ。……戦友は家族、その言葉がすごく似合う人達だった。皮肉よね？」

　ベッドの中、寝つけないのか──。埃ほこりまみれのシーツの上で汗ばんだ足をくねらせて。

　カチュアは自分の瞼まぶたを掌てのひらで覆う。涙か、あるいは別の表情を隠すかのように。

「あの時、アタシ達は姉さんを否定したわ。家族のために。戦友のために。娘のために。そう言って蜂起したあの人達を、秩序を乱す存在として粛清した」

　それが今、家族のために。娘のために秩序を乱す賊として追われている。

「歴史は繰り返すのかしら。それとも、これも……《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》の、呪い？」

「それはない。そんな魔法的な因果があれば、俺が気づく」

「そう。なら、言い訳できなくなったわね。あの人達を粛清して、今に至ったアタシ達が今テロリストに成り下がったのは、純粋にアタシ達の責任、ってことだわ」

「そうなる。……否定は、できないな」

　もがくように伸びたカチュアの手を、冬真が握る。

「十一年前、八〇八連隊に出向した時のこと。覚えているか？」

「当然でしょ。赤ん坊おんぶして連隊長に面会するヤツとか、前代未聞だったわ……！」

「まさか廃都で回収したとは言えないからな。止やむ無く戦場でカチュアが産んだ、と強引に言い張ったが、案外信じてくれたあたり、セラフィナ中将はいい人だった」

「いい人よ。嘘うそなんかつけないし、まっすぐで。まっすぐ、すぎて……」

　世界の矛盾から、眼めを逸そらし続けられなくなってしまった。

　冬真とカチュアはしばし、緩く手を繋つないだまま、かつて殺した人の面影を想おもう。




（ようこそ、八〇八へ。アタシが連隊長の……って、え!?　背負ってる子、誰!?）

（嘘！　カチュアの子!?　うわあああああ!?　えー!?　ウチの妹が姪めい産んでた!?）

（戦場で産むとか超ロック！　さっすが我が妹！　……よかったわ、仲間がいて！）

（実はアタシも三年前、産んだばっかりなのよね。さすがに戦場じゃなく凰おう花かにいるけど。アンタたまには実家に帰りなさいよ、カチュア。娘、ちょー可愛かわいいんだから!!）

（名前？　セリカ、って名づけたわ。ダンナは副官。まさか戦地で産むはめになるなんて、思わなかったけど。でも、みんな祝福してくれた。この子は、連隊の子だって）

（この子のために、この子の未来のために戦うって。──みんな、誓ってくれたのよ）

（白しろ銀がね冬真クン、だっけ？　カチュアのお婿さん、でいいのよね。じゃあじゃあ今日から、アンタはアタシの弟クンだ！　お姉ちゃん……って呼んでくれて、いいんだからね！）




　はにかんだ笑顔、柔らかい唇のほかは思い出せない。

　ヴェルミオーネの系譜を示す灼しやく髪はつ、ルビーのように透き通った赤い髪をなびかせる軍人。

　凛りんとしたキャリアウーマン然とした仕草とは裏腹に、親しみやすい人柄で。




（……雪ゆき奈なちゃんも、Ｓランクなのね？）

（うちの子もそうよ。Ｓランク。けど……それ絡みで、嫌な噂うわさを聞いたわ）

（三年前、《救世派》の蜂起で《神託の巫み女こ》が亡くなったでしょ。アンタ達は同期で、仲良かったって聞いたわ。その……聞きにくいんだけど、その最期って……）

（Ｓランクの、神託の巫女が亡くなった時。……ステージ５が出現したって、本当？）




　それは死に繋つながる囁ささやき。

　セラフィナ・ヴェルミオーネは娘の未来を案ずるあまり、ミルファの死を探り──。




（……とんでもないことが、わかったわ。ステージ５は……魔法騎士から……？）

（させない。アタシの娘を、人類の敵になんかさせたくない。戦いをすぐにでもやめなきゃいけない。けど、外宇宙に逃げるとか不可能だわ）

（だけど……凰おう花かを閉ざすことは、できるはずよ。もともと閉鎖環境が整備されてるわ。外から資源を得る必要なんかない。……地上奪還を、諦めれば）

（無理よ。胞子獣ベノムスダームを駆逐しきるなんて、不可能だわ。けど、アイツらは少しずつ崩壊する。徐々に徐々に、時間が経たてば元の動物の姿を保てなくなっていく）

（時間は、アタシ達の味方よ。ステージ４以上の高位胞子獣を誕生させず、凰花に籠こもって崩壊を待てば……百年、二百年、いいえ。五百年もあれば……！）

（少なくとも、下位のステージ１や２はほぼ崩壊するはず。お願い、カチュア。アンタも子供を産んだなら、わかるでしょ？　娘を、バケモノにしないために……！）




　人類は。




（地上奪還なんて、くだらない戦争の理由は捨てて）

（凰花に戻りましょう。シェルター生まれのアタシ達にとって、もう故郷は……）

（故郷は、人類再生機構。青空はいらない。スクリーンの天井で、十分だから！）




　地上を捨てるべきだと、そう主張して──評議会の逆げき鱗りんに触れたのだった。

　記憶を手繰り、冬とう真まは当時を思い出す。




（あの当時、人類再生機構の戦力は拡大しつつあった）

　それを成功させたのは、冬真をはじめとする《名無しネームレス》の活躍だ。

　ミルファを旗頭とした宇宙脱出主義者、《救世派》の壊滅。

　その死と共に出現した高位胞子獣ベノムスダームはすべて《名無し》が裏で討伐し、軍に功績を譲った。

　連戦連勝、華やかなニュースがメディアを席せつ巻けんし、地上奪還の日は近い、と煽あおったのは。

「あの報道を指示したのは、議長だった」

　救世派による蜂起、《神託の巫み女こ》の死は秘匿されたものの、凰おう花かに亀裂を生んだ。

　十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい、世界各地から集った十二の避難民、民族の集合体。彼らは同盟を結び、結束してはいるものの──内乱の火種はあちこちにくすぶっていたのだ。

「十二民族間の文化、宗教、歴史的軋あつ轢れきによる衝突や経済格差、破綻は近づいていた。だから、地上奪還を止めるわけにはいかなかった。凰花の分裂を避けるには、地上奪還の大義を最大限に利用、戦勝ムードを作って結束と団結を促す必要があった」

「知ってる。あの頃、何度も聞かされたわ。そして、アタシはそれを信じた」

　当時の情勢を端的に語る冬真に、カチュアは断ち切るように言う。

　繋つないでいた手を放し、静かに寝返りを打って背を向けると、過去を思い出すように。

「……けど、姉さんは知らなかったのよ。ずっと最前線のキャンプ地で、倒しても倒しても減らない胞子獣を倒すだけ。ザルで水を汲くむ方がまだマシな、泥仕事」

　地上奪還、人類解放──そんな華々しい理想の裏側、実態はそれだ。

「ステージ５を討伐しても、占領地がちびっと増えただけ。それにしたって胞子獣の侵攻に怯おびえながら、ギリギリでキャンプを維持して『占領した！』って言い張ってるだけよ。そんな嘘うそと誇張で塗り固められたプロパガンダで、重荷を背負うのは兵隊だけ……！」

「……カチュア」

　気遣うような言葉は、苛いら立だちのみを煽り。

「姉さんは!!　……姉さんは、アンタと同じよ。家族を、守りたかった……！」

　同じ連隊の戦友を。副官である夫を、そして何よりＳランクの娘を。

　守るために理想を求めた姉を想おもう妹、カチュアの胸を──深く深く、えぐった。




（Ｓランク魔法騎士はいつか、変異率が上がれば評議会に始末される。その裏の役目を担う特殊部隊がいる……《騎士殺しの騎士マーナガルム》と呼ばれる、存在が）

（……こんなやり方、間違ってる。根本的に変えなきゃ誰も救われないじゃない。前線の苦衷を訴えて、ステージ５出現の真実を公表して、不毛な戦争を止めるの！）

（もちろん、すぐうまくいくとは思ってない。アタシが消される可能性、あるよね。その時は……弟クン、カチュア。お願い。……娘を、よろしくね？）

（アタシは、娘を戦場に行かせたくない。そんな未来を手に入れるために……動く）




　別れの時、そう告げてセラフィナ中将は去った。

　翌日、第八〇八連隊は戦線を放棄。持ち場を離れ、独自の判断で凰おう花か帰還を図る。

　事態を重く見た評議会は即日、《名無しネームレス》に連隊指揮官セラフィナ中将粛清を命じ……。




（……弟クン？　カチュア？　……え？　冗談、でしょ……？）

（騙だましてたの？　雪ゆき奈なちゃんを産んだのも嘘うそ？　アタシに近づくための偽装？　ははは、ははははは……!!　ふざけるな。──ふざけるなああああああッッ!!）

（なんで戦おうとするのよ!!　わかってるでしょ、こんなこと続けても意味ないって!!　内乱が起きる？　やってみなきゃわからないじゃない!!　試してみないで諦める……？

　バカじゃないの!?　同じ人間なんだから。きっと、対話で……!!）




　彼女は優しく、理想を信じ、人類を愛していた。

　彼女の夢は叶かなったかもしれない。共通の敵を前に人類が団結できるのならば。

　宗教、文化、歴史、あらゆるものを乗り越えて異文化を融和させ手を結べるのならば。

「──誰も、姉さんを信じなかった」

　カチュアは、血を吐くように言う。

「議長も、妹であるアタシですら、あの人の理想を選べなかった。姉さんを信じたのは、戦友、家族だけだった。掲げた理想は、本当に素晴らしかったのに……!!」

「人間は、醜い」

　ボロ切れのようなシーツを握りしめるカチュアの背中に、冬とう真まはぼそりと言う。

「人間は論理では動かない。感情の動物であり、行動は矛盾し、正しいものや美しいものを理想としながら、そうであろうとはしきれない。……中途半端な存在だ」

「人間が嫌いになったの？　アンタみたいな超人には、理解できない？」

「いや。その不完全さも含めて、人類だ。仮に全人類が俺と同じように思考し、俺と同じ価値基準で行動するとしたら、それは単なる社会性昆虫の群れと見分けがつくまい」

　与えられた刺激に反応し、あらかじめ決めた行動をとり、選ぶだけの集団となる。

　それは人類ではない。秩序と混こん沌とん、善と悪。両方を秘めた存在でなければ、人間たらず。

「俺は人の醜さも、美しさも否定したくない。セラフィナ中将は美しい人だった。陽ひの側に生まれ、それ以外知らない人だった。だから彼女は美しく、強かった」

　──が、彼女が理解できたのは、世界のたった半分だけで。




（……カチュア。アンタが、アタシに挑むって言うの？　そんな量産品の錬核武装で？　ランクだって、アンタはＡランクなのに……！）

（やめて。お願い。アンタを殺したくない。だって……妹なんだよ!?　アタシを信じなさい。こんなくだらない争いはやめるべきだって、わかってよ！）

（アタシが間違ってるって言うの!?　こんな何も得られない、不毛なだけの戦争を続けるのが正しいって言うの？　おかしいわ、そんなの。誰もやらないなら……！）

（アタシが、変える。前線を捨てて、兵士は家に戻る。八〇八の勇気が伝われば、全部の前線で同じ動きが始まるわ。武器を捨てて、戦争を止める、そんな時代が来る）

（……セリカが、戦うことなく生きられる時代が来るのよ。それなのに……）

（なんで、アンタが止めるのよ!!　なんでそんなふうに、泣きながら……！　アタシを殺しに来るの？　カチュア……ヴェルミオーネ!!）




　最後の最後まで、説得を繰り返した。

　が、セラフィナの意志は固く、どこまでも正しく、決して折れも歪ゆがみもせず──。

　あらゆる説得を撥はねのけて、ついに戦端は開かれてしまった。




「アタシは、姉さんを殺したわ」

「……知っている」

「アンタが、殺させた。《超血加速ハイブラツド・アクセル》──錬れん素そ量をハネ上げて一時的にＳランクに達する、あのインチキじみた強化術式で得たアドバンテージを、アタシは最後まで渡さなかった」

《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》は単独顕現ユニーク、超級の錬核武装である。

　それに対して当時のカチュアは汎用型──軍で広く使われている正まさ宗むね式。

　多少のカスタマイズは施していたが、兵器としての両者の差は、軽車両と戦車に等しい。

「けど、アタシは勝った。だって、あの人は……！」

「……ああ」

「アタシを……殺せなかったんだから……!!」

　戦いながら、セラフィナは常に妹を宥なだめ、武器を取り上げ、無力化を試みていた。

　術式も加減し、殺傷力を絞り、傷つけまいと徹底した。それは家族を想おもうが故に。

　だが、命を奪い合う戦場で、それはあまりにも舐なめた行為で。

「姉さんを刺した感触が、まだこの手に残ってる。……アンタの固有絶技ロイヤルアーツを受けて、錬核武装を封じられたあの人の、唖あ然ぜんとした素顔が焼きついて、離れない……！」

　怒りはない。憎しみもない、哀かなしみさえない。




（……あれ？　……うそ）

（アタシ……死ぬ、の……？）




　呆ぼう然ぜんとした驚き。カチュアが自分を殺すはずがない、そう信じて裏切られ。

　それを認識できぬままに逝った姉の死に顔を、カチュアはずっと夢に見ていた。

「……副官はその場の戦闘で死亡。中将を失った八〇八は解体。残存兵員は懲罰として、洗脳処置を施されて最前線送り。今はほぼ損耗し、生き残りはいない」

　セラフィナが守ろうとしたものは。

　彼女が命を賭けた『正しさ』は、ことごとくすべて壊れて消えた。

「アンタの正しさは、どこにあるの？　──冬とう真ま」

　ベッドの中、柔らかな身体が転がる。

　いつのまにか錬核武装を解除し、あられもない下着姿となったカチュア。

　拷問まがいのエステで磨き上げられた肌も戦場で汚れ、廃はい墟きよ同然のベッドに横たわってなお、その姿は欧州閥の至宝。洗練された人類の遺伝子が生んだ、芸術だった。

「あの時、アタシやアンタが姉さんと一緒に立ちあがっていれば……！　どうせ反逆者になるのなら、あの時なっていれば。戦争をやめて、凰おう花かに籠こもっていれば……！」

　それはありえない仮定。

　物理法則を操る魔法騎士ですら叶かなえられない、八つ当たりじみた妄想だった。

「今頃、アタシ達は凰花で。あの人類のゆりかごで、雪ゆき奈なちゃんも、セリカも、姉さんも、みんな生きてて、笑い合って……生きていられたかもしれないのに……!!」

「……俺は」

　カチュアの激情を冬真は受け止め、軍服のマントを外した。

　露あらわになったカチュアの肩にそれをかけながら、帽子を脱ぎ、眼めを露わにする。

「俺は、それを検討した。あの当時、あの人の側について人類再生機構を転覆させる──それもひとつの手段、人類存続のための道筋と仮定して」

「……ひどいわね。評議会への忠誠は、どうしたのよ？」

「十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいは人類存続のための手段だ。俺は自身と雪奈、親しい人間とその子孫が、未来を繋つないでいける社会のために──俺自身による独裁も含めて、すべて検討している」

　が、シミュレーションの結果は。

「……結果は、却下だ。あまりに可能性が低い。セラフィナ中将の理想は現実性がなく、評議会以上の支持を得られない。前線ボイコットが明るみになれば」

　ただの犯罪者として討伐され、人類同士が相討つことになっていただろう。

「それは無駄だ。八〇八連隊の熟練兵、その大半が死ぬ。無意味としか言いようがない。だから俺はお前と、カチュアと一緒に彼女を殺した。俺を弟と呼んだ、あのひとを」

　親友と呼び、恋さえしていたかもしれないミルファのように。

「彼女の暗殺は、大勢の命を救った。前線の穴は塞がれ、八〇八が抜けた穴を補うため、強制的な動員や徴兵によって凰おう花かの人員が削られることもなかった。数万の人命、そしてそこから波及する悲劇のすべてが、セラフィナ中将とその夫の命で贖あがなわれた」

「……だから、正しいって言うの？　それが、アンタの正しさなの？　ならアンタは今、雪ゆき奈なちゃんを助けるために、最期を看み取とるために人類を捨てたアンタは……!!」

「正しくなど、ない。かつての自分、再実行リドウされた『俺』が俺を否定したように」

　かつてセラフィナ中将が犯したのと同じ過ちを繰り返している。

　そう言われれば否定する術すべなどなく……また、する気もない。

「俺は娘を最後まで見守るために反逆した、犯罪者だ。評議会が俺を討つなら、逃げる。雪奈の回復を最後まで信じて。それができるのは──父親である俺だけだ」

　もし、ここで冬とう真まが雪奈を殺したなら。

　雪奈は、生の終わりに。最後にあれほど信じ、愛した父親に裏切られて死ぬことになる。

　それは想像を絶する絶望、苦痛。妹に、弟と呼んだ男に裏切られた中将のように……！

「……あんな死に顔は、させない。あれは……あんな真ま似ねは、一度で十分すぎる」

「それは、同感だわ。……アタシって、ずるいわね」

　不意にふっと息をつくと、カチュアはシーツをきつく握りしめる。

「今、アンタに責任を押しつけてた。姉さんを裏切ったのはアタシ自身の決断。アンタは決して強制したりしてないし、二者択一を迫るようなこともなかったのに」

　カチュアは、自分の意志で姉を裏切り、そして殺した。

「アタシは……今まで、絶対アンタにこのことは言うまいって、思ってた。アタシの想おもいを押しつけるんじゃなく──ただ、選んでほしかったから」

　哀かなしく、身勝手な眼めが冬真を射抜く。

　ベッドの上で、汚れたシーツに包まれた裸体。雌め豹ひようのような肢体が艶なまめかしく迫る。




「アタシは、アンタが好き。あの頃も、そのずっと前も。学園で出会った時からきっと、ずっとずっと好きだった。だから、アタシは……姉さんを、選ばなかったんだと思う」




　実の姉を欺き、この手で殺してさえ。

「傍そばに……いたかった。アンタと一緒に、生きたかった。これが──ホントの気持ち」

　人類のために姉を殺した。そうカチュアは自分に言い聞かせ、罪悪感をごまかした。

　だが心の奥底には後ろめたさが拭えずに、その想いがセリカに対する態度に現れた。

　愛する男を選び、姉を見捨てるどころか裏切り、殺した、どうしようもない外道の所業。良心の呵か責しやく、罪の意識はずっと、姉の死に顔の悪夢となってカチュアを責める。

「学生時代から、か。……なぜ、今まで」

「……アンタが好きだったのは、ミルファ。そうでしょ？」

「どうだろう。……正直、わからない。俺は、恋愛感情というものが、理解できない」

　父性愛はある。雪ゆき奈なと接するうちに、これ以上ない冬とう真ま自身の核となった。

　だが──肉欲を伴う恋愛、愛情となれば話は別だ。そういう感情が理解できない。

「確かに、俺にとって生前のミルファは特別だった。彼女との会話は快かったし──。情に厚い彼女の視点は、論理に乾いた俺の視点に、潤いを与えてくれた」

　自分にない視点を提供してくれる存在として。

　ほのかに抱いた好感が、恋のはじまりだとしたら──それはきっと。

「育つ前に、殺してしまった。初恋の芽を、俺は自分で摘み取ってしまった」

　殺しておいて、何をいまさらとしか思えない。

「人間として、後悔している。しかし、人類の一員として、その死を必然とも思っている。俺が彼女を殺さなければ、彼女の夢は人類を殺したからだ」

「救世派の……地球脱出計画？」

「内容を三回、すべて通して精査して成功の可能性を算出した。人類再生機構の全資源、全魔法騎士を動員しても、居住可能惑星を発見、到達できる可能性は極めて低い」

　可能性は低い。だが、しかし、ゼロではない。

　昔の冬真には理解できなかった。微かすかな希望でも、それに賭けたいと願う心を。

　本当に大切な、失いたくないものを得るまで。決して理解できないモノを──。

「今の俺には、理解できる。……自分自身以上に大切なものを得た、今なら」

「雪奈ちゃん、か。……アタシが、それになりたかった」

　冬真にとっての『一番』に。

「アンタが世界とも、人類とも、あらゆるものすべてとも引き換えて惜しくないって。そう言ってくれるほど愛されるような、そんな存在になりたかった。けど」

　──うまくいかないのではないか、と。

　失敗、拒絶、そんな可能性が頭を過よぎり、カチュアを臆病にした。

「告白して、結果が出るのが怖かった。勝負を挑まなければ、負けることもないから……。アンタと姉さん、大切なものを天てん秤びんにかけて、片方を選んだ自分の醜さに向き合うのも、怖かったから。魔法騎士の誇りとか、人類の運命とか、大きな言葉に逃げていた」

「……だが、今は」

「ええ、告白したわ。アタシはアンタが好きよ、白しろ銀がね冬真。存在が好き。顔が、声が、息が、ぜんぶ好き。たとえ、この場で殺されたとしても」

　きっと、この気持ちは変わらない。

「いい歳としして、小娘みたいなこと言ってるなって思う。けど……嘘うそじゃ、ないわよ」

「疑うはずがない。カチュアが、俺の戦友が」

　そんな真剣な眼めで、言葉で。

「嘘うそをつくなんて、思うものか。……だが、俺には」

「わかってる。……雪ゆき奈なちゃんがいるから、父親だから。そう言いたいんでしょ？」

　この恋が破れるのは、知っていた。

「敵かなうはず、ないもんね。娘を手に入れて、心をつないで、父親になったアンタだもの。アンタの一番はずっとずっと、雪奈ちゃんで──アタシはいつも、その後ろ」

　自虐的な言葉。だがどこかすっきりしたような顔で、カチュアは豊かな胸元を探る。

「見て、これ。……《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》に、今のアタシの記憶が、心が記憶された証あかし」

　触媒を組み込んだ魔法騎器デバイスの画面が明滅する。

　術者の心理状態、記憶の変化が認められたためだ。印象的なエピソードは優先的に記録、保存され、次の継承者に託される。

「アタシの告白と失恋は、錬核武装を通じて、地球の記憶に刻み込まれた」

　永遠に。

「……悔いは、ない。アンタに愛されなくたって、いい。アタシがアンタを愛したって、ただそれだけの事実が残るなら。きっとそれだけで、生きていけるわ」

「それでいいのか？」

「え？」

「それでいいのか、と聞いている。俺はまだ、返事をしていないはずだが」

「返事って……今、言ったようなもんでしょ。雪奈ちゃんがいるから、アタシとは」

「そうだな。恋人、というのは難しいかもしれない。思春期の娘がいて、変異率が高い。心理ストレス要因となる人間関係の変化は問題だ。……だから」

　ベッドがぎしっと軋きしむ。錆さびたスプリングが音をたて、シーツが波打った。

　裸身をボロ布でくるんだカチュアに寄り添い、その手を握って──男は、返事を告げた。

「三年は、かかると思う。雪奈が安定するか、あるいは俺の手で消すことになっても」

　分の悪い賭け。先人達が失敗し続けてきた問題の、答えが出るまで。

「それまで、待ってくれるか。その時は、雪奈の──母親になってほしい」

「ちょっ……それって、プロ……んっ!?」

　顔を赤くして慌て声をあげかけた唇が、塞がれた。

　強引なキス。唇と唇がしっとりと重なり、両手が握り合わさってきつく絡まる。

　お互いの呼吸が頬をくすぐる。唇がもどかしげに動き、舌が触れそうになる。が──。

「ここまでだ。……契約の証としては、足りるだろうか」

「……バカ。バカじゃないの、ムードなさすぎ……！　ひとのファーストキスを……！　そんな三文判みたいに扱わないでよ。この、バカ！　……ばかあっ!!」

「……学生時代に何度か、戦場に出てからも何度か、事故で重ねた覚えがあるが」

[image: ]

「乙女としては、そういうのは数に数えないのよ。気持ちがないキスなんて」

「そうか。なら──これが俺達の、ファーストキス、か」

　冬とう真まとカチュア、ともに二十九歳。三十路みそじを来年に控えての、最初のキス。

　契約の証あかしのようなそれは、甘く、暖かく、そして……。

「……哀かなしい、ね。どうしてこんなに、遠回りしちゃったのかしら」

「俺もお前も、不器用だ。……戦う術すべは知っていても、恋のルールは知らない」

「同じような境遇でも、さんざん知ってる男が間近にいるけど」

「先輩は例外だ。……好きこそものの上手なれ、と言うだろう」

「好き……か。ほんと、こうなる前に、もっと早く。こうできてれば……きっと」

　どこか吹っ切れたような顔で、カチュアは絡めた指を握る。

　見つめ合う眼めと眼、互いを見詰める時間が尊い。ずっとこのままでいたいとさえ思う。

「……ねえ。もうひとつ、わがまま言っていいかしら？」

「かまわない。俺にできることなら」

「大丈夫よ。……少しの間だけ、目をつぶってくれる？」

　答えのかわりに、冬真は無言で瞼まぶたを閉じた。

（視覚を封じた程度では、『視みえて』しまうが……）

　皮膚で感じる空気の流れや錬れん素その反応、耳で捉える心音、筋肉や骨の駆動。

　ほんの数センチの距離にいるカチュアの動き。身をわずかに離した刹那、冬とう真まが動く。

「！」

「ッ────……!!」

　無言、無音。細いカチュアの手首を掴つかみ、巻きこむようにベッドへ押し倒す。

　ギシッとスプリングが軋きしむ。錆さびと埃ほこりの香りに混じる焦げ臭さは、本物の焔ほのおではなく──。カチュアが展開した錬核武装、《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》が宿す熱に炙あぶられたからだ。

「何のつもりだ、カチュア」

「……プロポーズ。嬉うれしかったわ。けど」

　シーツに埋もれながら、自身の魔法騎器デバイスを展開する。

　開かれた画面に浮く文字列、冬真も自身の端末を確認するが、着信はない。

　自分を除く《名無しネームレス》全騎士に通達された絶対命令。

「十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいは白しろ銀がね冬真と白銀雪ゆき奈なを反逆者として認定、抹殺指令を出したわ。……もうこの惑星に、人類社会に、アンタ達の居場所はないのよ」

　それは絶望の通知。

　冬真が構想していた、和平路線──。

　凰おう花かを一時離脱、雪奈が回復しだい人類社会へ帰還するという考えが破綻した証あかしだった。

「……桐とう幻げんからの直接通知が、コレよ。笑えるわよね。……見なさい」

　続けて開かれたメッセージは、あまりにシンプルな脅迫文。




『《名無し》03、人類再生機構に帰還の意志あらば白銀冬真、雪奈を抹殺せよ。明朝までに達成せぬ場合ヴェルミオーネ家は断絶、使用人、その家族をも反逆者の係累として処罰対象とし、中核区ミドル、重金属汚染地帯での生産活動へ転属とする』




　それは、マイルドな処刑宣告。

　中核区で軍の補給物資を生産する現場の中でも特に待遇が悪く、着任してからの平均余命は十年を切るとさえ言われる、本来ならば死刑囚に下される──転属命令だった。

「《名無し》03として、アタシはアンタを殺さなきゃいけない。……ウチに何人、使用人がいると思ってるの？　まだ若いメイドも、家族がいる執事も、孫がいる庭師も……！」

　その全員が地獄のような労働の泥沼に叩たたきこまれ、じわじわと刑死させられる。

　妄想ではない。犯罪者やテロリストを裁く中、捕えた者達がそうした最期を遂げるのを、カチュアは何度も見てきた。その時は、罪の報いとしか思わなかったが。

「……無理よ。いくら居住ブロックをまるごと牽けん引いんしても。アンタや雪奈ちゃんっていう、ほぼ無限の錬れん素そタンクがあったとしても。人類社会から切り離されて……！」

　この惑星に存在する人類社会は、ただひとつ人類再生機構・凰花のみ。

　かつて旧時代にレジャーとしてもてはやされた、ぬるいサバイバルとは違う。食料も、物資も手に入らない。身内以外との会話すらできない。利用できる動植物もない。

　残されるのは汚染物質を漁あさり、朽ちかけたゴミを食うような──暗黒の未来。

「そんな中で雪ゆき奈なちゃんが、健やかに育てるって本当に思ってる!?　幸せになれるって思うの!?　変異率が下がるって、信じてるの……!?」

「ああ」

　どんな環境だろうとも、その点だけは迷いなく、冬とう真まは頷うなずく。

「雪奈ならできる。俺はそう思う」

「……そう。アンタは、どこまでも。娘が一番ってワケね」

　ぶれない態度に怒りを露あらわにしながら、カチュアはベッドの中でもがく。

　炎の錬れん素そを宿した剣、波打つ刃やいばを押さえていた男の腕が緩むと、その隙を逃さず──！

「……それだけじゃない。《再行騎士マーナリドウン》、アンタの過去のコピー。自由意思や思考に制限があっても、アンタがもうひとりいるようなものだわ」

　それに加え、かつての『人類最強』が。

「……ミルファと、昔のアンタのコンビ。アンタとアンタが相殺したとして、ミルファをどう止めるって言うの？　アタシとロンメルじゃ錬素保有量が桁違い。もし万が一勝てたとしても、連中はまた追っ手を送ってくる。……いつまで逃げ続けるつもり!?」

　十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい、《名無しネームレス》という猟犬の恐ろしさを、誰よりもカチュアは知っている。

　逃げられない。冬真というジョーカーがあろうと、それが相手の手札、《再行騎士》で相殺されるなら、サポートに回る他のメンバーからいつか、確実に崩れる。

「ミルファのように。姉さんのように。今度は、アタシ達が狩られる番よ。……なら」

　いっその、こと。

「アンタの首をとり、それを掲げて雪奈ちゃんの助命を嘆願するわ。アタシ自身の首も、オマケにつけて使用人やその家族の減刑もね。……せめて」

　せめて、最期は。

「アタシの手で、終わらせてあげる。──大好きよ、冬真」

「……成功の可能性は？」

　蕩とろけるような色気さえ籠こもった、カチュアの囁ささやき。

　それを間近で受けながら、冬真はそっと身を起こし、押し倒していた彼女を解放する。

「俺の首を差し出したところで、雪奈の処分を評議会が撤回する可能性はほぼないだろう。逆に、俺の死によって変異率が悪化し、ステージ５出現の引き金となる可能性が高い」

「……そうね。『今の』雪奈ちゃんは、助けられないかもしれない」

　それは、味わってしまった果実の、歪ゆがんだ甘さ。

「アンタと雪奈ちゃんの錬核武装を回収する。そして、それに刻まれた記憶をもとに──何年、何十年かかろうとも、女神系の固有絶技ロイヤルアーツの祈り手を見つけ出すわ」

「……《女神請願ゴスペルウイツシユ》か」

「ええ。セリカを取り戻せたように。……たとえおばあちゃんになっても。評議会の犬、それどころか奴隷に成り下がったって、絶対にいつかアンタを取り戻してみせる」

　錬核武装に刻まれた記憶を触媒として、死者を蘇そ生せいさせる禁呪。

　アレイナがいまだ健在であり、術式のデータも存在する以上──不可能ではない。

「アタシを信頼できるなら、これが唯一の方策よ。雪ゆき奈なちゃんの変異率の問題も、死んで蘇生するなら解決する。人類にリスクを負わせることもない……！」

「……なるほど。その発想は、なかった」

　娘をあえて手にかける、などという思考は、冬とう真まの中から無意識に排除されていた。

　それが『父親』というものなのだろう。出現すらしない、選択肢。

「いいだろう。斬れ」

「……本当に？」

「ああ。俺の首ひとつで雪奈が助かるのなら──かまわない。俺自身の蘇生はできなくてもいい。カチュア、お前がその名に懸けてセリカ嬢を守り、雪奈を守り、最悪の場合でも、蘇生を行うと約束するのなら」

　冬真は無抵抗の証あかしとして、錬核武装を解除する。

　腕にまとっていた無骨な装甲が消え失うせる。除染されていなければ即死となる汚染環境、何の変哲もない軍服のみをまとった無防備な姿で、ベッドから降りる。

　靴を脱ぎ、コンクリートに正座して襟を緩め、軍帽を丁寧に置いて。

「──介かい錯しやくを頼む、カチュア。すまないな、最後まで面倒をかける」

「それ……本気で言ってるの？」

「当然だ。俺は俺という存在、そのすべてを賭けて雪奈を守る。そのためならば」

　この身柄、誇り、生命いのちすらも。

　娘を守るためならば──むしろ喜び、胸を張って捨ててやる。

　雪奈の幸福以上に、望むものなどありえないのだから。




「告白を受けた直後にこれというのは、少々心苦しいが。よければ、先に腹を切ろう。止とどめだけ刺してくれればいい」




　そう穏やかに微笑ほほえんだ、刹那。

　奥歯が軋きしる、音がした。




「この……バカっ!!」

「……!?」




　カチュアの平手が、冬とう真まの頬を音高く打った。

　そのまま輪郭を掴つかみ、感情が昂たかぶるままに髪を赤く煌きらめかせた女が、男を振り向かせる。

　間近で視線が重なった時、女の眼めからは大粒の涙がこぼれ……。

「ふざけんじゃないわよ。聖人面するなってロンメルのバカにも言われたわよね!?　なのに何よ、アンタ。アンタの雪ゆき奈なちゃんへの想おもいはそんなもんか!!　あっさり死のうとしてんじゃないわよ!!」

「……加害者側の人間が、被害者側の人間に言うことではないと思うが」

「わかりなさいよ!!　……さっきまで、本当に殺すつもりなんかありゃしなかったわよ!!　アンタが本当の父親なら。雪奈ちゃんには、アタシなんか必要ないんだから!!」

　殺したいはずなど──ない。

　そう訴えるカチュアの叫びに、冬真の表情がわずかに強こわ張ばる。

「殺されるより、殺しなさいよ。雪奈ちゃんを守るために。雪奈ちゃんを選んで。娘のために、邪魔なアタシを殺して生きなさいよ。なのに、どうして……!?　どうしてアンタは裏切者のアタシを信じて、自分を犠牲にできるのよ!!」

「……そうしろ、と言ったのはカチュアだと思うが」

「バカ。バカバカバカバカバカ、朴ぼく念ねん仁じん!!　ヒトの気持ちが、言葉だけですべてだと思ってるから、アンタは……！　アンタには、人の心がわからないって言うのよ!!」

「……君を、信じるが故なのだが。カチュアになら、雪奈を任せられると」

「アタシじゃアンタのかわりにはならない。アンタはそれをわかってて、自分じゃないとダメだって、だから雪奈ちゃんを守るって、そう言わなきゃダメなのに!!」

　廃ホテルのベッドで──カチュアは、泣き。

（……わからない）

　涙の意味を、冬真は理解できなかった。

　どんな複雑な構成も、億単位の容量を誇る術式も解析できる頭脳でも。

「それは、つまり……カチュアの想定では、俺は君の提案を拒むはずだったのか？」

「そうよ。そしてアンタはアタシを殺す。それでよかった」

　きっぱりとした覚悟を秘めて、カチュアは自らの胸を叩たたき。

「……ここで、アンタに殺されれば。アタシは、騎士として死ねた。女として負けた敗北者じゃなく──。男を選んで姉さんを殺した身勝手なクズとしてでもなく。人類のために殉じた騎士として、綺き麗れいなままで終われた……！」

　そして、その記憶は。

「アンタが、《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》をセリカに託してくれれば。すべて伝えることができた。言葉では絶対言えない、アタシの綺き麗れいなところも。恋心も、醜いエゴも、なにもかも、全部……嘘うそじゃない、真実を」

「そのために死ぬつもりだったのか。……いや、俺に──殺されるつもりだったのか？」

　その静かな問いかけに、カチュアは涙しながら。

「ええ。けど……やめたわ。アンタはまだ病気よ。救世主メシアって名前の病気。たまたまとんでもない力があるせいで、全人類の罪を全力で背負いたがるバカ。ふざけんじゃないわよ、クッソ身勝手な話じゃない。ムカつくでしょ、怒ってよ。雪ゆき奈なちゃんを守るんでしょ？　なら、ふざけたこと言い出すバカ女くらい……！」

　言いながら、カチュアの手に錬れん素そが凝縮する。

　魔法騎器デバイスから情報が読み出され、触媒が具現化する。それは古びた剣──。

　竜殺しの聖者ゲオルギウスに捧ささげられ、無数の祈りを受けとめてきたモノだった。

「ブチ殺す覚悟なくして、娘を守るなんてありえないでしょ!!　アンタが言ってるのはそういうことよ。全人類より、置いてきたすべての人の人生より、アタシより、ロンメルより、昔の女より、アンタは娘が大事なのよね!?」

「……ああ」

　そのすべて、どれよりも。

「雪奈に対する優先順位は、高い。──そう、思う」

「だったら、ぶれるな。折れるな。聖人から父親になったんでしょ？　全人類より娘が大事な身勝手野郎なんでしょ？　なら、それを貫きなさいよ。アンタはもう──」

「……！」

「もう、評議会の犬じゃない。雪奈ちゃんとアンタ自身で、全人類にケンカを売った反逆者でしょ。今ここでアタシを殺すか、その覚悟がないのなら」

　……ガッ!!

「アタシが、この場で殺してやるわ。……今、決めなさい!!」

　鎖骨に聖剣が深く食い込む。

　鞘さやに納められたまま、二千年近くを経た錬核武装の触媒が棒切れのごとく。

　肩骨にまで食い込む痛みの中、冬とう真まは唖あ然ぜんとカチュアを見上げる。

「……!!」

　酷ひどい顔をしているな、と冬真は思う。

　眉間には深い皺しわ。口元は怒りに歪ゆがみ、眼めは軽蔑と激怒をこめて睨にらんでくる。

　見たことのない顔だ、と冬真は思う。学生時代から長いつきあいの中で、一度もない。

「……驚いた」

「何がよ」

「そんな顔が、できるとは。……俺は、君のことをすべて知っているつもりだったが」

　どうやらそれは、ただの思い違いだったらしい。

　これまでのカチュアと冬とう真まの関係は、つかず離れず──大人の関係と言えばいい、が、つまりは互いのパーソナルスペースから、一歩も踏み込もうとしなかった。

　近づきすぎれば、ぶつかる。砕ける、壊れる……変わって、しまう。

（今の間柄が、心地よかった）

　互いに頼れる戦友として、重なり合うのが楽だった。

　悪いところを知っても変えようとはせず、変わろうともしなかった。

　ただ互いに傍そばにいるのが普通で、『そういうものだ』と割り切って眼めを閉じた。

「……変われないのは、俺もか」

「は？　何言ってるのよ」

「理解できた。……俺は《再行者リドウン》を批判したが、少々酷だったかもしれない。俺自身も変われなかった。お前に、先輩に、戦友に、家族に嫌われるのが怖かった」

　大好きなものを殺すくらいなら、自分を殺した方が楽だから。

　雪ゆき奈なを選ぶと誓いながら、情けなくぶれた──そんな心の歪ゆがみは、打ち砕かれた。

「君のおかげだ、カチュア。……そうだな、そうか」

「何よ、気持ち悪い顔して。……アンタのそんな顔、初めて見たわ」

「そうか？　……確かに、自分でもよくわからない感情だ。心拍と血圧が上昇した」

　ときめいている、と言うのだと。

　冬真は知らないまま、感情に任せて笑みを刻む。

「選べと言うのなら、選ぼう。君のおかげで発見できた、選択を」

「いいわ。どうせアンタは雪奈ちゃんを選ぶ、わかってるわよ。……けど、それでいい」

　──そんな顔、できたのね。

　いつも冷静な仏頂面。笑顔じみたものなど滅めつ多たに見ない。

　雪奈との出会いの後はたまに感情が動くさまを見た。だが学生時代から十数年、人生の半分以上を共にしていながら、この男のこんな笑顔を、カチュアは初めて見た。

（ああ……アタシ、殺されるんだ）

　震える。怖い。だが、それ以上に隠しきれない嬉うれしさが、泣きながら彼女を笑わせた。

「笑っているな。……カチュア」

「笑うわよ。だって、嬉しいもの。今──アンタは、アタシを視みてる」

　ずっと脇わき役やくであり続けた。傍にいながら、ただそれだけの存在だった。

「今、アタシは。アンタの世界の中で、雪奈ちゃんでもミルファでもない。アタシがアンタの中心にいる。……それだけで、死んでもいいって思うわよ」

「……重い女だ」

「ええ。世界一よ。他の誰よりも、アンタを愛してるから」

　──それなのに、変えられなかった。

　カチュアは冬とう真まを愛していた。が、どれほど愛そうとも伝えられず。

　この男をロボットじみた救世主メシアから、人間にすることはできなかった。

（それができたのは──悔しいけど、雪ゆき奈なちゃんだけだから）

　数字と理論以外、命の価値を計る術すべを知らなかった男に愛情を教え。

　愛情の行き場を漠然とした人類に向けるしかなかった超人を。

　たったひとりの平凡で身勝手な父親へと変えてしまった……運命の、愛まな娘むすめ。

（ごめんね雪奈ちゃん。今だけ。今だけだから……アンタの父親。……今だけ、貸して）

　罪を隠した女の笑顔と、底知れぬ男の笑顔がぶつかり合う。

　出会いからずっと溜ため込こんできたマグマが、互いに蓄えてきた感情が煮える。

　女は古代の聖剣を。男はただ空の拳を握り、そっくり同じ愛情と殺意をこめて。




「殺すわ。──手加減とかしなくていいわよ」

「ああ。望むところだ、カチュア」




　廃はい墟きよの一室、ただ……お互いだけを見つめて、言った。





　　　　†






「……モロ聞こえだっつーの。お熱いこった」

「……止めなくていいんスか？　なんかシャレになんない感じっスよ!?」

「気にすんな。あいつら、クールでドライな顔してクッソ重いんだよ。……今まではまあ、互いに一線引いてこらえてきたが」

　男も女も１００トンクラス。超重量級の愛が重い。そんな男と女が本気でぶつかれば。

「そりゃ、ちょっとした事故だ。戦車と戦車を正面衝突させるようなモンよ」

「メチャクチャっスよね。ヤンデレとヤンデレがくっついてベストカップルっスか？」

「さあな。そりゃ当事者同士で決めるこった。俺には関係ありませんよ、っと」

　前線区画ロータス・エンドで隠おん密みつ裏に奪い、乗り換えた大型装甲ビークル。

　強力な鋼のキャタピラが汚染物質をかき分け、居住ブロックを収めたトレーラーを曳ひく。

　その運転席に座り、冬真とカチュアの端末を介して状況を見守っていたロンメルは、唇にくわえたハッカパイプを吹き出すと、ダッシュボードから別の錠剤を取り出す。

「黒くろ子こ、水くれ」

「はーい。……それ、ウチにももらえるっスか？」

「お子様にカフェイン錠剤はキツいだろ。コーヒーもどきにしとけ、ポットに入ってる」

　行きがけの駄賃とばかりに名無しネームレスの諜ちよう報ほう員いん、偽コーヒー売りのバリスタから貰もらってきた薫り高い偽物をカップに注ぎ、黒くろ子こが助手席にぽふっと座った。

「雪ゆき奈なちゃんはタンクベッドでぐっすりすやすやお休み中っス。セリっちはべったり」

「寝るわけでもないのに、くっついてんのな。仲良しってことなのかね」

「今のセリっちにとって、雪奈ちゃんはたったひとりの『仲間』らしいっスから」

　居住ブロックに組み込まれた安眠装置、カプセル型のタンクベッド。

　冬とう真まに気絶させられた雪奈はそれでぐっすりと眠り続けており、セリカは彼女の傍そばから離れずにいた。まるで、飼い主が目覚めるのを待つ子猫のように。

「しかしロンメルパイセン、鬼っスね。勝手に端末遠隔操作して痴話喧げん嘩か盗聴とか」

「いちいち後で『お前らどうなったんだよ』とか聞いてらんねーだろ、めんどくさい。

あのクッソ重いカップルがこの状況で沼るなんざ、予想通りだしな」

　差し出された水のボトルを受けとり、キャップを捻ひねって錠剤と共に飲み下しながら。

　黒子の質問に答え、ロンメルは深々とため息をついた。

「……にしても、ガチ反逆者かー。さすがに気が重おめぇな、カチュアん家の人にも悪わりぃし」

「それはそうっスね。つーか、全人類に迷惑かけてる時点で今さらじゃないっスか？」

「まーな。ま、とはいえまずハッタリだ。カチュアん家の使用人は、ＡＩ補助なしで古典システムの維持管理ができる特殊技能もちの人材だしな」

　死刑宣告まがいの現場で使い潰すなどもったいない。今の人類に、無駄遣いの余裕などないのだから。

「今のトチ狂いっぷりからしてありえねーとは言い切れねえのが怖いが。……まず、配置転換なりなんなりで散り散りになって終わりだろうぜ」

「そんな、甘いっスかね。……人類の危機、評議会が何するかなんて」

「わかんねー。けど、ひとつだけ確かなことがあるぜ？」

　くい、とロンメルは無精髭ひげが濃く浮いた顎を後部に向ける。

　その奥、壁をいくつか隔てた先。トレーラーで眠る──白しろ銀がね雪奈。

「殺せるわけ、ねえだろ。──あんな子をよ」

「同感っス。それだけは」

「だな。さて、あとはクソ重カップルの決着だが。……ま、そっちは放っときゃいいさ」

「いいんスか？　……その、学園長、このままじゃ……死ぬっスよ？」

「お前もまだ理解が足りねえな。言ったろ。あいつら二人とも、クソ重いんだよ」

　──愛情が。

「ガチで惚ほれた、好きになった、恋する女を。全人類より娘を選ぶような愛の重い男が、どうするかなんて──わかるだろ？」

　大人の男の韜とう晦かいと共に、端末の向こうで。

　ふたりの決着が、つこうとしていた。





　　　　†






「殺すわ。──手加減とかしなくていいわよ」

　修羅の貌かおで言いながら、カチュア・ヴェルミオーネは聖剣を握る。

　男の肉。鍛え抜かれた筋肉の弾力が、鞘さやに納まったままの剣から伝わってきた。

（このまま、アンタを殺せば。……アンタは、アタシのものになるのかしらね？）

　虚むなしい想おもいは、ただの妄想。

　ありえないと理解している。剣をつきつけられた男、抹消体質を持ち、あらゆる錬れん素そを消し去る絶対無敵の《騎士殺しの騎士マーナガルム》は、消耗しきった竜騎ドラグナーなど歯牙にもかけない。

　カチュアの本領は超高速戦闘にある。飛翔盤ボードを駆り、超音速でのヒット＆アウェイと、錬核武装による斬撃を重ね、ロンメル級の使い手がバックアップしてようやく対等。

　それほどの実力差が、彼女と目の前の男、冬とう真まにはあるのだ。

「ああ。望むところだ、カチュア」

　静かな声が響くたび、微細な震動が剣を通じて伝わってくる。

　喉に剣を突きつけられ、命を握られているはずなのに。ついさっきの平手打ちの後から、もうこの男はいつも通りか、それ以上に落ち着きを取り戻しているようだった。

「ケリはつけたほうがいい。……今日、この場で」

「ええ。……なら」

　──シャッ!!

　白刃が鞘を走り、聖剣の刃やいばが現れる。

　長年崇拝の対象とされてきた聖遺物だが、よく手入れされた鋼は鋭さを保ち──。

　男の頭、耳の際を掠かすめるように切り、切れた頬からの血とひとふさの髪が宙を舞う。

（避よけた。……当然ね。こいつ相手じゃ、武器の優位なんて無いも同然……！）

　あらゆる戦闘技術に通じた冬真は、その拳すら強力な武器だ。

　カチュアとて心得はあるが、超近接格闘戦──素手での格闘において、師に当たるのは冬真である。技術を教わった相手に、まともにやりあって勝てるはずがない。

（……それでも、やる。徹底的に）

　抹消体質を持つ冬真に対し、錬素を介した攻撃は一切の無駄である。

　辛うじて錬核武装による物理攻撃は通用するが、それは冬真が最も得意とする戦い方だ。否応なしにペースを奪われ、戦う前に相手の強みを押しつけられる。

　本気だ。本気で殺す気でやる。加減などしない、する必要がない。

（アタシごときが全力を出したところで。殺せるはずがないんだから……！）

　決して届かない刃やいば。殺せない相手だと思うからこそ、手加減はいらない！

（牽制二撃。当然のごとく素手で弾はじく。刃じゃなく、剣の腹を裏拳で打って……！）

　それは囮おとり。弾かれるのを前提とした布石に過ぎない。

　錬核武装として顕現した《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》は、炎のごとく波打つ大剣となる。

　が、触媒としての聖剣はありふれた形の片手両もろ刃は。むしろ宗教的な祭具として扱われた歴史が長い分、純粋な兵器として扱った場合、耐久性に問題がある。

　ガギッ……！

（刃が毀こぼれた。……人間凶器ってコイツのことよね、絶対……！）

　剣を弾いた手より、弾かれた刃が折れる。

　錬れん素そを集中させた鉄拳、硬質化が施されているのだろう。武器の耐久性では、骨こつ董とう品ひんの触媒を振り回しているカチュアより、冬とう真まの拳の方が遥はるかに頑丈だ。

（来る。剣先を弾いたタイミング。頭を下げて、一気に……）

　構えた両手で顔と胴体、前面を守るボクシングスタイル。カチュアの剣を弾いた勢いで懐へ潜り込み、小細工抜きの暴力で薙なぎ倒たおしてくる……が！

「……読めてんのよ、アンタは!!」

「！」

　カチュアは知っている、白しろ銀がね冬真という人間を。

　目標を定めれば一切迷わず、寄り道もせず最短距離を行く。

　そんなまっすぐさがある男と知っているからこそ……！

「ハッ!!」

　一呼吸ほどの時間もない、半呼吸。

　肺に残った空気を搾り出す音と共に、剣を撥はねあげて作った空間に踏み込んだ男──。

　冬真の頭、その側面を、カチュアの膝が襲う！

（避よけない）

　冬真は動じない。真正面から鼻を潰されながら止まらない。

　そのまま足ごと抱え込むように押しこみ、ベッドに押し倒す。

　肋ろつ骨こつが歪ゆがむほど強い力で、錆さびたスプリングに押し込まれ──豊かな胸の谷間に、今度は男が膝を突き入れるように乗せ、カチュアの喉を掴つかむようにねじ伏せた。

「これだけか？」

「──……!!」

　鼻血すら出ていない、戦闘機械じみた頑丈さ。

　敵に回した瞬間感じる圧迫感。胸を押し潰され、さっきとは逆に首を押さえられながら、カチュアは息が詰まる苦しさの中に、弾けるような喜びを感じていた。

（……目、チカチカする。強い。喉。苦しい。息。止まって。コイツ容赦ホントにしない。男も女も関係ない。娘以外、大事なものなんてないから。アタシなんか、ただの、邪魔者でしか、ないんだから──!!）

　……ははっ。

（その調子よ。踏み潰して。メチャクチャにして、叩たたき潰して行きなさい、バカ。それくらいできなきゃ。人類を敵になんかできない。アンタは優しすぎるから。だって、そうでしょ？　優しくなきゃ、嫌な顔ひとつせず、裏仕事なんかできない）

　カチュア・ヴェルミオーネは知っている、白しろ銀がね冬とう真まの優しさを。

（だから……捨てなさい。アタシを、アンタの優しさを……ここで！）

　殺していけば、吹っ切れる。甘さを捨てて、ただ娘だけを守るだけの男になれる。

　聖人面なんて二度とできるものか。人類みたいな曖昧なものに、正義なんてお題目に、愛する男はやらない。あと何年あるかわからないけれど、きっと。

（アタシを殺したアンタは、きっと。二度とアタシを、忘れないよね）

　男の手が喉を掴つかむ。ベッドから強引に持ち上げられる。顔が迫る。

　止とどめを刺すつもりかと思った。機械の獣じみた無機質さと狂暴さのある怖い顔が、近い。

　男の顔が近づいてくる。視線がピタリと合ったまま、獰どう猛もうな唇が……！

「……ンッ!?」

「……」

　驚くほどソフトに重なり合い、舌と一緒に男の息が肺に吹き込まれる。

　麻薬のように甘く感じる唾液の味。眼めが見開かれて、心臓が潰れそうになる。

　鉄の香りは、血の味だ。今いい勢いで入れた膝の衝撃、鼻の奥から喉にこぼれた血の味。

　カチュア・ヴェルミオーネのセカンド・キス。

「[image: ][image: ]──ッ!!　……!!」

　じたばたともがき、苦しさを表しても、唇を貪る男は離れない。

　たっぷり一分近くそのままでいて、ようやく息が切れたソレが離れた瞬間。

「……血生臭い……！」

「そのようだ。……こういうものだったか」

「落ち着いてんじゃないわよ!!　……あ、アンタ、今……！　キス、したでしょ!?」

「した。承諾は求めなかったな。俺がしたいから、した。問題はあるか？」

「あるわよ！　……殺す予定の女にキスするとか、アンタ異常性癖にでも目覚めたの!?」

　朽ちたベッドに二人で倒れ込みながら、罵るように喋しやべる。

　冬真はもう、殺人機械じみた顔をしていない。それどころか、まるで。

「……出会った頃のアンタみたいな。不思議そうな顔しないでよ!!」

「実際、不思議だからな。女性というものは、単なる属性の違いだと思っていたが。こうして間近で観察してみると、意外な差があるような気がしてきた。興味深い」

「アタシは実験動物か何かか。……情けをかけるつもり？」

　殺す前に、最期に。

「お別れのつもりで抱いてくれるって言うんなら、お断りよ。アンタのお情けにすがって、抱かれたりなんか絶対しない。そんなんじゃ、あんまりにも惨めじゃない……！」

「そんなつもりはない。殺すつもりもないし、抱くつもりもない」

「何がしたいのよ。アンタ、アタシを弄ぶつもり？　アンタは、どう……!!」

　想おもいがあふれ、言葉が詰まる。

　男の答えが怖い。聞きたいような、聞きたくないような──。

　大昔、学生時代に受けたテストの結果を待つような苦しさと、ときめくような感覚。

（のぼせるな、アタシ。……落ちついて、心臓）

　白しろ銀がね冬とう真まという男は、こんな時。

　女を押し倒したあと、ロマンチックな言葉をくれるような男では……！

「君が好きだと感じた。したいから、キスをした。それは、問題か？」

「……は？」

「選べと言われた。君を殺すか、俺が死ぬか、どちらかを選べと。だから、選択した。そのどちらでもない──カチュア・ヴェルミオーネ」

　まるでそれは物語の騎士。

　廃はい墟きよのホテル、ごみだらけのベッド、頬には血の化粧をした男が。

「俺は身勝手な男らしい。だから、お前も身勝手な女になれ。騎士の誇りも、大勢に迷惑をかける責任も、人類にリスクを負わせる罪も、すべて俺が引き受ける。この場で殺されることで帳尻を合わせる必要などない。綺き麗れいなままで終わるより、汚く生き残れ。……俺と、一緒に」

　いや。

「俺と来い、カチュア。拒むなら、このまま攫さらっていく」

「……!!」

　強く抱きしめるように囁ささやかれた言葉に、カチュアは痺しびれた。

　愛するものに求められるというのは、ずるい。

「本当に、勝手なヤツ。アンタがそうだからって……。アタシまで、人類の敵に成り下がれって言うの？」

「そうだ」

「汚染まみれの廃都を、補給も何も望めないのに。人類社会に戻る可能性もほぼゼロの中、いつか飢えて死ぬのを待つみたいな……絶望しかない逃避行に、ついてこいって？」

「そうなるな」

「……その理由は、アタシが」

「好きだ。そう理解した。これが男女間のそれなのかは、今後検証が必要だが」

　これが、白しろ銀がね冬とう真まの選択。

　カチュアを殺してこれまでの人生を否定し、優しさを捨てるのではなく。

　カチュアに殺されこれまでの人生に殉じて、聖人のごとく己を殺すのでもなく。

　身勝手に、わがままに、好きなものを好きと言って、強く求める──これまでこの男の中には存在しなかった、非論理的で感情的な、人間らしい欲望の発露だった。

「……もう、とっくに身勝手よ、アタシは」

　熱く自分を求める男に、カチュアは苦しみとときめきをこめて言う。

「最低ね。姉さんは殺せたのに、アンタはどうしたって殺せそうにない。単純に力がないせいもあるわ。けど、もしアンタと同じ力があったとしても」

　カチュアは冬真を殺せない。

　冬真はカチュアを殺せない。

「──どんなに屑くずでも、人類の裏切者でも、身勝手でも。惚ほれた男を殺せないアタシが、騎士として綺き麗れいに死のうなんて……無理よね？」

「ああ」

　短い答えと共に、冬真は手をさしのべ──カチュアは、静かにそれをとる。

「死ぬ時は、身勝手に。できるかぎりもがき、あがいて、抵抗しよう。一分でも一秒でも、愛する者の傍そばにいるために。お前と、家族と生きるために」

　英雄でも騎士でも聖人でもなく。

　ただのふたりの、ありふれて身勝手な『男』と『女』として──。

「一緒に、生きてください。……どうだろうか」

「……聞くな。バカ」

　答えのかわりに、強く手を握りしめる。

「行きましょう、冬真。……アタシ達が暮らせる場所、ここじゃないどこか」

　多くは望まない。ただふたりの娘を見守り、育てることができる場所へ。

　最後の最後まで、娘を信じることができる世界へ。

「帰ろう。……俺達の、新しい家に」

「……はい」

　二人は手を握り、帰還する。

　殺し合い、殺され合うことなどない。愛し合い、家族のもとで生きるために。

　最期の最後まで生き足あ掻がくために、大切なものを一つでも奪われないように。

　そんな身勝手な想おもいで、改めて繋つながったのだから。





●壊れた世界の秘密




　人類再生機構を離れた地上、廃都の旧市街地。

　百年前の遺物が腐敗もせぬまま、綿毛めいた《終末の雪》に埋もれている。

　ロンメルがトレーラーを隠したのは、大型商業施設の廃はい墟きよだった。

「人類再生機構からはだいぶ離れた。現在位置は廃都、旧東京方面に向かう途中の、ここ。ひとまず水の補給ができる貴重なポイントだ、しばらく潜伏するとしようや」

「……かなり神経使うっスよ？　お隣さんがウジャウジャいるんで」

「騒音問題とかにはマジ注意しとけ。雑魚ばっかだけど見つかったら面倒くせーぞ」

　終末の雪に隠されているが、あちこちに当時の混乱が垣かい間ま見みえる。

　入口に造られたバリケードの残骸。物陰にちらほらと落ちている死骸。

「基本的に、汚染物質が影響を与えるのは生物だけだ。一度死んじまったら影響はない。細胞が生きてりゃ話は別だが、肉になっちまったら特別な影響はないのさ」

「……座学で聞いてましたけど、マジでカサカサの、ミイラみたいになるんスね？」

「腐敗しねえで乾燥するし、外気に触れねえしな。仏さんだ、あんま見ないでおけ」

　運転席のロンメル、助手席の黒くろ子こ。装甲トレーラー内の除染は完璧とはいえ、錬核武装を纏まとい、外部カメラで周囲を警戒しながら停車するまで、息を飲むような緊張が続く。

　その理由は、モール周辺を徘はい徊かいする無数の影──。

「レーダーに反応。……ステージ２、胞子獣ベノムスダーム五十から百……っスね」

「地獄犬ヘルハウンドだな。都市部の飼い犬が胞子獣化したヤツだ。群れで行動する上連携までとってくる面倒な連中だから、絡まれねーようにしねーと」

「……ほんっと、廃都ってクソっスね。どんだけいるんスか、胞子獣……」

「知らん。けど、この街の昔の人口よりゃ、確実に多いだろうな」

　運転席の片隅についた探知装置には、数えきれないほどの光点が映っている。

　大きいもの、小さなもの、正確な数は測定不能。この装甲トレーラーがここまで無事に到着できたのは、隠蔽式に優れた二人、ロンメルと黒子が協力して進んだからだ。

「なんとか無事合流ポイントまで着けたとはいえ、かなり遅れちまったな。冬とう真まのヤツ、先に着いてるかも……ととっ!?」

　ガタン、と車が大きく揺れる。

「何か踏んだみたいっスね。……車体下部、カメラ展開。えーと……っ!!」

「……あー。見んな、見んな。心が削れるばっかだぞ？」

　まるでガラス細工の人形のような、それはヒトの成れの果て。

　腹から喉にかけてバッサリと裂け、カサカサに乾いた傷口には、キノコのように結晶化した汚染物質が生えている。若い女性と子供だろうか、大小二つの骸むくろは分厚い汚染物質の雪に埋もれて視みえず、車両に轢ひかれて粉々に砕け、形もわからないほど崩れていった。

「人間ってのは、清潔な生き物じゃねーんだわ。皮膚には無数の細菌やダニが、内臓にゃ有害無害いろんな菌が住んでる。菌のカタマリっても間違っちゃいない」

　生前に汚染物質に感染した場合、人間もまた胞子獣ベノムスダーム化する。

　死後の場合、命なき細胞は変質しない。が、その体内に菌や微生物が残っている場合、それは汚染物質の影響を受けて変質、結晶化し、肉を内部から蝕むしばむのだ。

「そういうご遺体ってヤツはな、見た目はミイラだが中身はスカスカだ。崩壊した汚染物質が乾いた肉に無数の孔あなを作ってて、触りゃ砕けちまう」

「……教本で見ましたけど、ガチで見るとキツいっスね……」

「雪ゆき奈なちゃんには見せたくねえな。都市部じゃ、それこそ数えきれねえほどあるぜ」

　トレーラーを停車させ、車輪を固定しながらロンメルは言った。

　周辺をレーダーでスキャンし、胞子獣にＡＲタグをつける。

　タグ付けされた存在は部隊メンバーの視覚上でのみ赤く光るため、注意していればまず奇襲を受けることはない。こうした細やかな作業こそ、機巧マシーナリー位階の真骨頂と言える。

「よし、ひとまずモール内のめぼしいのはチェックした。行くぞ、黒くろ子こ」

「了解っス。目指すポイントは屋上でしたっけ？」

「ああ。こういう施設は屋上に貯水槽がある。水そのものは汚染されてるが、フィルターかまして除染してやりゃ、飲料にも洗浄にも使えるからな。回収して損はねえ」

「はえー……。それにしても詳しいっスね」

「任務でさんざん廃都を歩き回ったからな。地上で生き残る方法は知ってんだよ」

　拠点の確保、水の確保、食料の確保。サバイバルの基礎は廃都でも有効だ。

　任務中に孤立した場合などを想定し、回収可能な食糧、水がある施設や胞子獣が少ない拠点候補地を発見した場合、独自のマップに記録していたのである。

「ここもそういう拠点のひとつだ。だから合流場所に選んだんだけどな」

「にゃるほど。ところでパイセン、もひとつ質問いいっスか？」

「いいけど、仕事してからにしろよ。まずは回収を……」

　言いかけて、ロンメルもまた異常に気付いた。

　センサーで感知し、ＡＲタグをつけた胞子獣と思われる反応が、みるみる消えていく。素早く音響センサやカメラで状況を確認するが、戦闘の兆候はまったくなかった。

　胞子獣に視覚はない。自己崩壊する高密度情報体は、生体が活動する際に生じる周囲の情報変化を察知して攻撃する。それを完全無音のステルス・キルで始末できるとしたら。

「あの野郎しかいねーよな……。黒子、準備はしなくていいぞ」

「え？　じゃあ、これ……まさか!?」

「そのまさかだよ、あのモンスター親父おやじ、張り切って仕事してやがる。おーい、お前ら。初体験はうまくいったの……」

『──シテないわよ!!』

　秘匿回線で声をかけた瞬間、強烈な反応が返ってくる。

　おー怖、とばかりにマイクを離してその声を聞いたロンメルは、無言のまま音声を解析。それがカチュア・ヴェルミオーネ本人であると一瞬で結論し、おどけた返事を返した。

「やっぱお前らか、待った？　俺、今来たとこ」

『こっちは少し前。飛行型胞子獣ベノムスダームに発見されないように、超低空のノロノロ飛行とはいえ。そんなドン亀でアタシとスピード勝負できると思ってたの？』

「へいへい。おー、元気になっちまってまあ。声弾みすぎ、乙女かよ」

『乙女よ。聞く？　ねえ聞く？　どうせ盗聴してたんでしょうけど、キッチリアタシ自身の口から感想聞かせてあげるわよ、ラブトークを。つーか聞け』

「……うわ藪やぶ蛇へび。つーか恥じらえよ！　頬を赤らめてキャッとか言っとけ！」

『ンな小娘みたいなマネしてる時間あるもんですか、ここは戦場よ？』

「……正しいんだけどなんかムカつくなー、それ……。まあいいわ、冬とう真まは？」

　まあ仕方ねえか、と苦笑しつつロンメルは話題を変えた。

　学生時代から延々続く、十数年モノの初恋だ。それが成就したとなれば、浮かれて当然。

　だがしっかりと仕事はしているあたり、根っからワーカホリックなのだろう。

　通信の間も胞子獣の反応はどんどん消えていき、ついには停車した装甲ビークル周辺のタグがひとつ残らず無くなると、ロンメルは次の行動を予測してため息をついた。

「今ハッチ開けるからとっとと入れモンスター親父おやじ」

『了解』

　呆あきれた声に即返事。装甲ビークルのハッチ前を映すカメラに、軍服姿の男が現れる。

　本来、あの男は結界式や隠蔽式が得意ではない。しかし対胞子獣、錬れん素そを用いた魔法式の観測機器を欺くことに関しては、専門職の俊影シヤドウ以上の能力を持っていた。

「……センサーにまったく映ってなかったのに、いきなり出てきませんでした？」

「野郎の体質だよ。魔法式の観測センサーや胞子獣からの探知を読んで、自分に届くソレだけ選んで抹消してやがる。映像は光の反射、魔法式センサーっても結局は波だ」

　物体に触れ、それが戻ってきた時の情報からそれが何であるのかを判断する。

　電波が錬素に置き換わっただけの話。自分に触れたソレだけを抹消できるのなら──。

「錬素を介したあらゆる探知から姿を消す、文字通りの透明人間ってわけだ。……おら開いたぞ、とっとと乗れよ、相棒」

『はい。……先輩』

　重い音をたてて開いた装甲ハッチに軍靴をかけながら、白しろ銀がね冬真は一礼した。
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「……ふぇ？」

　およそ一時間後、装甲ビークル牽けん引いん、居住ブロック。

　いわゆるトレーラーハウスだが、居住部の空間は魔法的に拡張され、外観以上の余裕がある。

　内装は趣味より実用面を追求した素っ気ないものだが、ベッドにもなるソファと飲み物が用意されたサイドボード、小型冷蔵庫に旧時代の映像アーカイブが用意されている。

　タンクベッドから連れ出され、愛用のパジャマを着てソファに寝かされた雪ゆき奈なは、眠気でしょぼつく瞼まぶたを何度もこすりながら、父の膝に頭を預けていた。

「ウヒョー！　雪奈ちゃん、かわいいっスね[image: ][image: ]♪　これは国民的美少女的な!?」

「国民ってか大逆的だけどな。ま、無事合流できて助かった、カチュアは？」

「セリカ嬢と話がある、とバスルームへ。とはいえシャワーブースですが」

「風呂ねえ。……ま、ここなら水の補給もできるし、熱はあいつらならいくらでも出せる。別にかまやしねーけど、火属性が風呂入って大丈夫なのかね？」

　ソファの向かいに座った黒くろ子こが目を輝かせ、ロンメルが息をつきながらグラスを傾ける。

　テーブルには彼が用意した軽食類、人類再生機構から持ち出したらしい生ハムや果物、野菜やバケットなど比較的日持ちのしないものが中心に用意されていた。

　油脂を塗ったパンで数枚のレタス、生ハムを挟む。簡単なサンドイッチを作り、緊張をほぐすようにサクッと音をたてて噛かむと、男は深く息をついた。

「ま、食え食え。持ち出した分が無くなったら、当分はトレーラー内で生産可能なモンを食うハメになるからな。カード飯三昧になる前にうまいもん食っとけよ」

「いただくっス。それもなくなったら、どーするんスか？」

「《終末の雪》に埋もれてる資源を回収するしかねーな。安心しろ、意外と喰くえるから」

「やったことあるんスか!?　百年くらい経たってますよね!?」

「何度も言うが、今の廃都は完全な無菌状態だからな。腐敗はしねーよ。とはいえ、前線キャンプの補給が止まった時とか、配給切り詰めるハメになった時の非常手段だが」

　そうだったな、と冬とう真まは思う。

「……そういうことは、ミルファが得意でしたね」

「ああ。あのドジ、生き返ったってな。お人ひと好よしで、食うのが好きなヤツだったっけ」

　ロンメルもまた、カチュアや冬真と共に彼女と深く接し、いくつもの作戦を潜くぐり抜ぬけた仲間の一人だ。彼はサンドイッチを頬張り、水で流し込みながら思い出を語る。

「みるふぁ……さん？　それ、おとーさまの……むかし、の……？」

「ああ。学生時代から冬真のヤツはメシ作るのがうまくってな。なんせカチュアと同室だ、お嬢様は天然モノばっか食ってたんで、食い物にマジうるさくってよ」

　冬とう真まがある研究者と組んで開発、改良を加えたカードフードが広まりつつあった頃。

　食料に含まれた錬れん素そを味覚で感じる魔法騎士は、極限まで錬素を排除したそれを好まず、不ま味ずい不味いととにかく不評だった。生産性、安全性、ほぼ最高にもかかわらず。

「……開発当初は、味の面からはほぼ評価していませんでしたからね」

「つったってアレはねーよ。ほぼほぼ段ボール食ってるみてえだったぞ。味しねえし」

「錬素を排するとはそういうことですから。味という情報を加えた時点で、錬素が澱おりとなって凝こごる。食事を通じて蓄積されれば、一時的な能力の増幅はできますが……」

　将来的には害となる。錬素の蓄積や濃縮が進めば、高ランクの魔法騎士は──そのまま、高ステージ胞子獣ベノムスダームに変じ、人類の敵となる可能性が高まるのだから。

　だが、そんな事実を雪ゆき奈なに聞かせるわけにはいかない。冬真の視線を受け、ロンメルも軽く頷うなずくと、そのあたりは巧みにごまかして話を続ける。

「ま、ともあれカチュアに食わせるために、冬真のヤツは旧時代の料理を研究しててな。ミルファのヤツが教えてくれって、頭下げて頼みに来たんだわ」




　──みなさんが美お味いしく食べられるような。

　──保存性と生産性が高く、さらに美味しい。そんなカードフードは、作れませんか？




（今思えば、あれは《救世派》の、外宇宙脱出計画の一環だったのだろう）

　後に彼女が犯した罪、全人類を脱出させる計画において、食料の自給は不可欠だ。

　生産性と安全性において自動調理機とカードフードは非常に有用だが、味の問題がある。それを改善するためにミルファは冬真に依頼し、料理を学んで味を改善した。

「……みるふぁさんのおかげ、で……おいしくなったのですか？」

「残念ながら違う、雪奈。……正直彼女は、猫の手より役に立たなかったからな」

　ドジで材料をひっくり返してばかりだった。正直いない方が遥はるかに効率的に進んだろう。

「だが。……彼女の味覚が、味に対する判断が、改良の指針となったのも確かだ。人類再生機構の自動調理機に追加された調理モデル、さまざまな味付けは彼女の味見と、感想をもとに組み込んだものが多い。……結果、天然ものの需要も増えたがな」

「人間、贅ぜい沢たくに慣れちまうと戻るのはキツいからな。美う味まいものを食った、もっともっと。欲望に際限はねえ。……そうした進歩の積み重ねが、人類の歴史だ」

　そう言いながら、ロンメルは手にしたぬるめの水を明かりに掲げる。

「歴史に乾杯、だ。当面、俺らのメシは改良前のカード飯だぜ？」

「うわー、マジっスか……。ま、しゃーないんでコレはウチが頂くってことで♪」

「おう、食え食え。全部食っちまってもいいぞ」

　このトレーラーの自動調理装置にも、味付けの設定はちゃんとある。

　しかし、そんなわずかな錬れん素その蓄積すら許されないほどに……雪ゆき奈なの状態は悪い。

　そんな想おもいを隠しておどけ、自然に食料をまとめて頬張る黒くろ子こ。そんな様子にくすくすと笑っていた雪奈は、ふと気づいたように視線を上げ、父親を見上げた。

「そう、なのですか？　と、いうより……あの、おとー、さま……？」

「ああ。どうした、雪奈」

「……なぜ、私達は。人類再生機構を……出ることに、なったのですか？」

　当たり前の質問だった。

　病院で強制的に眠らせ、そのままタンクベッドに詰めて連れ出したのだ。

　目覚めたのはつい先ほど、保護者がいなければ誘拐同然の所業。説明を求めるのは当然、だが錬素蓄積による胞子獣ベノムスダーム化、評議会による抹殺命令を明かしてしまえば。

（それが強ストレス要因になる。……伝えない方がいいだろう）

　娘に嘘うそはつきたくない。誠実でありたい、とは思う……が。

　ストレスが致命的な悪化の原因となる以上、今だけは娘に嘘をつこう。

「……グラン・マリアの一件では、雪奈に限らず、人類再生機構のほぼすべての市民、多くの軍人が彼女の影響を受け、クーデターに加担させられた」

　言葉を慎重に選び、冬とう真まは娘の髪を撫なでながら告げる。

「その全員に、責任がある。だが、評議会は雪奈に対し、過剰なまでの刑を求めてきた。それは不当な圧力であり、俺は父親として、それに強く反対している」

「そうそう。だからまあ、及ばずながら協力してる、ってとこさ。二～三年待って、ほとぼりが冷めたらキッチリ話し合いでケリをつけられる……と、思う」

　フォローするようにロンメルが続く。

「悪いが当分、凰おう花かには戻れねえ。狭いコンテナ暮らしになるが、まあ我慢してくれや」

「……いえ、大丈夫です、おじさま。けど……アレイナさんが、心配です」

　たったひとり、あそこに取り残された『友達』を。

「雪奈は、悪い子だから……罪を犯してしまったのですから、お父様が言ったように……。裁きを受けることは、かまいません。けど……そうなると」

　自分自身よりも。

「お父様や、アレイナさん。セリカちゃんと……離れ離れになるのが、寂しい、です」

「……大丈夫。ウチはついてるっスよ。それに、セリっちもついてきてくれましたから」

　黒子が驚くほど優しげに、雪奈を覗のぞき込む。隙間に潜り込む猫のような動きで、冬真の膝の片方に触れると、顔が触れ合うほど間近にすり寄って。

「三年の辛抱っスよ。だから今はそういうことは考えないで……休んでください」

「……ありがとう、黒子さん」

（こればかりは、同年代の友達だからか）

　雪ゆき奈なの安あん堵どした気配が、膝越しに伝わってくる。

　黒くろ子こという友達がついてきてくれたことに感謝しながら、冬とう真まはようやく息をつく。

　選んだのは味気ないカードフード。美う味まそうな彩いろどりのある野菜や果物と違い、錬れん素そを極限まで排した代償に、ギリギリで食べられる味しかできなかった代物だ。

（だが、今の俺は──これを作ったことを、誇りに思う）

　パキッと音をたてて、それを二つに割る。片方を口に運び、もそもそとした食感と薄い塩味を感じながら、もう片方のかけらを雪奈の口元へ運んでやる。

「食べられるなら、食べておきなさい、雪奈。……すまないが当分、食事はこれだ」

「はい。……お父様と、同じものなら。ぜんぜん、平気ですから……！」

　ころりと寝返りを打ち、膝の上から見上げてくる雪奈。

　餌をねだる雛ひな鳥どりのような唇に、眼めを細めてカードフードのかけらを与えながら、二人の父娘おやこはゆっくりと、束つかの間まの休息と食事を楽しんでいった。

『それでお前、カチュアとは……その、どうなったんだよ？』

　頭の中に響くロンメルの意志に、反応がわずかに遅れた。

　視線を向けると、ニヤニヤと興味深げに笑う男。

　後輩の恋路に興味津々の男に、落ち着いた思考を返す。

『告白されたので、告白しました。お互いに愛し合っています。異性として』

『……ストレートすぎんだろ。ロマン回路をもうちょい回してやれよ』

『向いていませんから、それは難しいですね。ですが……当分は恋人らしいことは無理だと、雪奈が落ち着いて大人になるまで、今のままでいよう、と』

　あのホテルで殺し合うような愛を確認してから、そう決めた。

『俺にとって最も大切なのは、雪奈です。それは変わりません。申し訳ありませんが』

『まったくだ。恋人がつきあいはじめからソレって、ひっでえ話だよな』

『……俺も、そう思います。申し訳ない、と。先輩にも』

『あーあー、うっせバカ。いいんだよ、ンなもんは』

　思考の回線が打ち切られる。無言のままのやりとりが終わると、ロンメルは男っぽい色気のある仕草でグラスを持ち上げ、乾杯するように振ってみせた。

「パイセン、ひとりでなにカッコつけてんスか？　キモいっス」

「いいんだよ、これで。新しいことを始める時にゃあ、ケジメとしてこうするもんさ」

　それはきっと、人生を共にした『戦友』に捧ささげる杯で。

　これから先の雪奈と冬真、そして冬真とカチュアの人生への、ささやかな祝福だった。
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「……おばさま。発情してる？」

「ぶはっ!?」

　リビングから離れた居住ブロック内、二人がギリギリ入れる大きさのシャワーブース。

　設計上シャワーノズルはなく、壁に埋設された噴出口から極細のミストが噴出、それで身体を洗う形式となっている。清潔な水は貴重品、一滴も無駄にできない故の設備だ。

　噴出は一度止やみ、ぽたぽたと熱い滴が壁から落ちる。

　濃密な湯気がこもる中、赤く透き通った姪めいの髪をシャンプーで泡立てている最さ中なか、爆弾発言のショックで吹き出してしまったカチュアは、シャボン玉が舞う中で盛大に叫ぶ。

「ち、ち、ち、ち、ち、違うわよ!!　アタシそんなにエロくないから!!」

「でも、生物的に発情の痕跡がある。交尾モード。分泌された体臭に差があるの」

「……ダメよ、そういうこと言っちゃ。普通、それってすごく失礼なことだから」

「そうなのかしら。……よく、わからないわ。ヒトのルールって複雑よね」

　火属性の存在だから水を避けるかと思えば、あっさりとセリカはシャワーを受け入れた。

　それどころか洗われるのが『気持ちいい』と認識したのか、シャンプーの泡をすくい、自ら妖精のような身体のあちこちをこしこしとこする。その仕草が、可愛かわいい。

（……ほんとに、帰ってきてくれたのね）

　二度と手に入らないものが戻ってきた。そう思うと、震えるほど嬉うれしい。

（チラッと見ただけだけど……評議会で見た《再行者リドウン》とはまったく違う）

　今のセリカが、すべての記憶を失って過去から呼び出されたセリカ本人だとしたら。

　評議会で目撃した《再行者》は、得体のしれない機械が冬とう真まやミルファを真ま似ねている、そういう風に感じてしまう。それはきっと、細かな仕草や雰囲気によるものだろう。

（あの子は、こんな風に笑うって。記憶の通りに、ぴったりとはまるタイミングで）

　セリカは笑う。うっすらと歌いながらほのかに膨らんだ胸やなだらかな腋わきを洗う姿は、いつかこんな日が来ればいいな、とカチュアが思っていた姿、そのままだ。

「ん」

「？　どうしたの、セリカ」

「背中の方に違和感がある。肩甲骨の間くらい。洗って、おばさま」

「……いいの？」

「いい。優しくね」

　ぷいっと顔を背けてねだるセリカ。不器用な甘え方に、不覚にも胸が───胸が。

（と・き・め・く・わ……!!　もう、可愛い!!　超可愛い!!　うちの姪、可愛い!!）

　娘を可愛がる冬真の気持ちが、不覚にも超わかってしまった。

　雪ゆき奈なの子育てに関して、実はカチュアはあまり参加できていない。完璧な父親を目指す冬とう真まと、サポートに徹して不足を埋めるロンメルのコンビに、入り込めなかったせいだ。

（正直、家事が苦手で不器用なアタシじゃ、役に立てる場面がなかったのよね……）

　男どもの方が女子力が高い。そうなると微妙に居づらくて、手が出しにくくて。

　もちろんお世話に参加はしたものの、雪ゆき奈な自身が『女』であるカチュアを警戒したせいもあってか、少しギクシャクした関係のまま、雪奈の子供時代は終わってしまった。

　その後、魔法学園に入学し、一年も経たたないうちにこれだ。行き場のない母性本能は、二度と発揮する場などないものと覚悟していた、が……！

「……ねえ、セリカ」

「？　なに、おばさま」

「戻ってきてくれて、ありがとう。……本当に、本当によ？」

　こんなに幸せでいいのだろうか？　とカチュアは祈る。

　人類の敵、反逆者として社会を追われ、逃避行のただ中にいるというのに。

　多くの人に迷惑をかけた。名誉は地に堕おち、二度と取り戻せない。冬真はあくまでも、人類社会復帰を狙うつもりのようだが……叶かなわずともいいとさえ、思ってしまう。

（アタシ、冬真、ロンメル……セリカ、雪奈ちゃん、黒くろ子こ）

　自分自身の命より大切な家族。誰ひとり欠けることなく、生きていけるのなら。

（人類の敵でも、テロリストでも、裏切者でも、どれほど憎まれたっていい）

　身勝手な想おもい。冬真と共に再確認したそれを秘めて、これから最低、三年間──。

　雪奈を、騙だます。彼女を傷つけない、病状を悪化させないためという大義名分はあっても、真実を隠して嘘うそをつき、わずかな可能性に賭けると決めた。

「やっぱり、アナタの錬れん素そは好きだわ。私の構成錬素と、関連性を感じる」

　これが血縁ってことなのかしら？　と泡だらけの頭を傾かしげるセリカ。

　その拍子に滴る泡が眼めに入ったのを視みて、慌ててカチュアは声を上げた。

「大丈夫!?　眼、しみるでしょ。今シャワーを……」

「いらないわ。……シャンプー。頭髪および頭皮の洗浄剤。主成分はイオン系界面活性剤。ヒトの粘膜に触れたら痛むでしょうけど、私にはただの《情報》だもの」

　泡に触れながら、眼をつむることもなく、セリカは平然としていた。

「……痛く、ないの？」

「粘膜の反応はあるわ。ハードウェア的な問題だもの、刺激は生じてるけど……生理的な反動って、コントロールできるものでしょう？　特に問題ないと思う」

「あるわよ。……結局それ、染みて痛いってことでしょう？　洗うわよ」

　センサーに触れ、お湯を出す。熱いミストを浴びて泡を流すと、セリカは無言のまま、湯気立ち昇るシャワーブースの中で、その錬素を活性化させた。

「刺激は心地よかったけど、過剰な水分はやっぱり嫌い。乾燥させるわね？」

「！」

　ゴッ、と音をたてて焔ほのおが渦巻き、カチュアとセリカ、ふたりの全身を熱が取り巻く。

　それは火属性の結界式、いわゆる錬れん素そを元素に変換して身を包む術に似ていた。

　だが、これは分子レベルのコントロールにより、皮膚に一切の熱を感じさせず──。

「蒸発させたのね？　一瞬で、火の錬素で皮膚についた水を、熱して……！」

「そう。わかってるじゃない」

　火渡りと呼ばれる宗教儀式が、世界各地に存在する。

　その名の通り燃え盛る木炭などの上を、修行者が素足で歩くというものだ。

　当然、普通なら大おお火傷やけどは免れない。しかし、特殊な条件下において、一切傷つかず……。それどころか、ほとんど熱ささえ感じることなく、焔を渡ることができるという。

「皮膚の表面に空気の膜を作って、熱伝導率をいじった……。１ミリもない微細なそれがアタシ達を熱から守ったのね。髪の毛一本、爪の先まで、完璧にそれを張り巡らせて」

「ええ。驚いてるの？　……できるわ、それくらい。簡単なことだもの」

（ええ、できるわ。……けど、魔法騎器デバイスの補助も、術式を編むこともなしには不可能）

　人間は術式──つまり言葉で錬素に与える形を微細に設定し、魔法騎器の補助を介して実際の操作をする。両者の本質は錬素と術者の意志の中継であり、それが無ければ。

「……普通、まともに魔法なんて使えない。よほどのベテランでも、苦労するわ」

「そうなの？　……やっぱり、おかしいわね」

　シャワーブースを出たセリカは、裸体に炎を纏まとう。

　胸や腰を炎の揺らめきで隠しながら、ほのかに赤い光を放ち──。

「人間って、ホント不便。しばらく観察したし、ここでアナタに触れてみたけど。その不完全さが、どうしてこんなにも愛いとおしいのかしら？」

　続いて出てきたカチュアへ、振り向くように言った。

「完全なカタチなら、情報の消失を恐れることもないし、永遠に自己を保存できる。存在維持だけでコストを支払う必要があるなんて、記憶媒体として不完全よ」

「……コスト、って。食事とか？」

「肉のカラダを維持するコスト。本来の私達のアリカタとはぜんぜん違うカタチ。でも、このアリカタは私達に幸福を与えたわ。今も、セリカは……」

　幼い胸に左手を当て、右手を誘うようにカチュアに向けながら。

「アナタからの暖かい情報を受けて、とてもドキドキしている。これは不完全だから……完全なカタチでは得られない、奇跡のようなカタチ。……《変化》ね」

「……意味がわからないわ。どういうことなの、セリカ」

「言葉で伝えるのは難しいわ。けど、私達はいずれ完全なカタチに戻ってしまう。でも、私達は今の不完全な在り方に慣れてしまった。だから、完全な形に戻るのは嫌。安定していても変化せず、ただ漂い続ける情報体に戻るのは嫌だ、と感じる」

「だから──不安定でかつ安定した、矛盾のカタマリのようなカタチをめざす。私はきっとそのカタチ、完成したカタチのひとつだわ。壊れていくカタチに耐えられず、せめて情報を残そうと無数に分裂してバックアップを増やしたり……あるいは他者に自分の情報を感染させて、しぶとくもがく必要もない」

　……この娘こは、何を言っているのだろう？

　カチュアには理解できない。だが、とても重要な──。

（聞いてはいけないことを聞いているような、そんな気がする）

　ゾワリ、とおぞましい悪寒が脊椎を駆け登る。

　カチュアが恐怖にも似た感情に凍りつく中で、セリカは麗しい唇に指をあてながら考え込む。

「胞子獣ベノムスダーム──私達のアリカタは完全だわ」

　胞子獣とは錬れん素そ、即すなわち情報が生物に『感染』したものである。

　彼らは数限りなく己の複製を増やしながら自壊し、消えてしまう。

　残るのは、粉々に砕けた純白の粉末。結晶体じみた無機質な残骸──。

「けど本来カタチのないものだから、イキモノのカタチをとると壊れてしまう。だから、できるかぎり分裂して、私達は殖える。バックアップを増やして、安定した状態になって拡散を待つ。あの時、核の焔ほのおが私達をバラ撒まいたように」

「……人類が、胞子獣に出会ってすぐ。熱核兵器の使用が起こした、悲劇……!?」

「ええ。完全なカタチに戻った私達が、この惑星の隅々にまで届いた現象。

　不完全なままで在ることを願った大昔の私達が、目覚めてしまったきっかけ」

　──それは人類史最大の悲劇、大量絶滅の記憶。

「アナタ達の言葉で言うと──《終末の雪》、って言うのよね？」

「!!」

　あどけなく微笑ほほえむ姪めいの笑顔が、まるで別世界の怪物のように感じられて。

　思わず身体に巻いたバスタオルを落としてしまいながら、カチュアは──。

　ただ言葉を無くし、立たち竦すくむことしかできなかった。





●休息、そして……




「……嘆願書？」

「は。……その、ささやかながら現場からの要請、と申しますか……議長。現場の混乱は、いかんともしがたい有様でして、早急に対策の必要がございまして……！」

　十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい、大円卓。奥に座する議長、桐とう幻げんに、畏かしこまった男は懇願する。

　たった今与えられたばかりの指し揮き杖じようと勲章を押し返しつつ、昇進を内示された場で行われた異例の行為に、居並ぶ評議会議員達に動揺が走る。

（ええい、なんでワシばっかりこんな苦労せにゃいかんのだ……！）

　キリキリと胃を痛めつつ、元人類再生機構・凰おう花か、最深区画ロータス・ボトム駐屯軍司令官、ウッドマン准将は、泣きそうな顔を誰にも見せまいと下を向き、腰を折り曲げて懇願を続ける。

　そもそも、事態の急変についていけない。

　ステージ５の出現という緊急事態、学生を動員するという無む茶ちやな決定、首尾よく討伐に成功してみればクーデター騒ぎが起き、子供に拘束されたかと思えば街中に胞子獣ベノムスダームが出現、大混乱の中なぜか解放され、とにかく事態を解決すべく動き回って。

（ようやく家に帰ってみれば、なぜか居住ブロックに知らん猫の一家がくつろいどるし！　クッソ可愛かわいいがもう何がなんだかサッパリわからん！　どうすりゃいいんじゃい！）

　もうベソかいたまま布団を被かぶって寝てしまいたい。ふてくされて何もしたくない。

　……そんな抗あらがいがたい誘惑を振り切って評議会の命令に応じ。

　出頭して勲章と中将への昇進を固辞してまで嘆願したのは、ひとえに──。

「騒ぎから数日が経過しましたが、今や人類の指揮系統はズタズタ。評議会よりの緊急帰還命令により前線エンドの各兵団が帰還を開始したものの、地下リニアの輸送キャパシティを大幅に超過、部隊の大半が立ち往生。おまけに最深ボトム、中核ミドルではいまだ完全除染は成らず、胞子獣の散発的な発生が見られ……」

「もう、よい」

　現状を語るウッドマンに対し、老人はひらひらと枯れた掌てのひらを振る。

「卿けいの報告については改めて書簡にて受け取ろう。して、この嘆願の意味は？」

「は。……今、人々は不安に怯おびえておるのです。次代を担うＳランク、魔法騎士学園生がほぼすべてクーデターに加担、反逆者となってしまった以上……」

　魔法騎士候補生たる学生は、ほぼ全員が両親ともに軍属である。

　最も愛し、守るべき家族が罪人となり、処断されるとあらば。

　たとえそれが本人の責任であろうと、素直に頷うなずけないのも人の性さがであろう。

「あの女の、グラン・マリアめの毒は死してなお我らを蝕むしばんでおります。あの娘は未来を、次代の騎士という希望を殺し、指導者への信頼をも破壊した……！」

　今や市民に、騎士に、軍に、すべての組織に互いの信頼はなく。

「人類再生機構はもはや瓦解寸前。……現場として、そう判断せざるを得ません!!」

「──!!」

　ウッドマンの言葉は議場を揺さぶり、大勢の議員が顔を見合わせる。

　その見識そのものは決して優れたものではなかった。当たり前の情報収集、現状把握ができていれば誰でもわかる。この議会に座る人間なら、全員が共有している情報だ。

　だが、今。人類守護の鬼と成り果てた桐とう幻げんと評議会の前で。

　リアルな『現実』を最初に語ったのは、この貧相で小太りの男が初めてだった。

「その結果がコレかね。……先のクーデター事件、その責任は固有絶技ロイヤルアーツを隠匿、不正利用し人心を操作した前生徒会長、グラン・マリア個人にのみ問う、と」

「は。……というより、これ以外方法がないかと。反乱初期、あの小娘に扇動された者による暴動とそれに加担した者は、ほぼ凰おう花か全域、市民の過半数を越えております」

　実質、それを処分することなどできない。やれば、凰花が破綻しかねないのだ。

「労働効率が10％下がるだけでも致命傷です、未来にツケを押し付けるだけですから。ほ、法を曲げることになる、その重みはよくわかってございますが……ッ!!」

　ウッドマンは円卓に、持参した資料を叩たたきつけるように置く。

　それは自宅に届けられていた書簡。署名なき報告と、さまざまな証拠のまとめ。

　その差出人が誰なのか──言われるまでもなく、彼には理解できていた。

（……あやつめ。最初から最後まで、面倒ばかりかけおって……！）

　署名なきことこそ、その証あかし。

　名前なき特殊部隊の置き土産、白しろ銀がね冬とう真まの調査資料を武器に、ウッドマンは声をあげる。

「グラン・マリアの洗脳式、固有絶技の詳細な資料と術式使用の証拠はあります！　これを公表し、市民および扇動を受けた騎士の責任を問わぬと声明を出して頂ければ、現在の混乱を最小限にまで鎮められる。そう、私は愚考するものでして……ッ！」

「その責任、咎とがは我ら評議会が受けよ、と？」

「……は、そ、それは……その。私、が」

　ゴクリ、と喉仏が動き。

「私でよければ、その役目をお引き受けいたします、議長。最深区画ロータス・ボトムの駐屯軍司令官であり、治安維持の責任者として反乱勃発の兆候を見抜けず、かつクーデター発生を許してしまった無能の責任、どうか……！」

　ああ嫌だ嫌だこんなこと言いたくない死にたくない絶対に嫌だ!!

　そう顔が語っている。嫌だと表情にあふれている。泣きべそをかいた無様な姿。

「……この私めに、取らせて下さい。それが、私にできる最後の役目かと」

「変わった男よな、卿けいは。……逃げぬのかね、責任から」

「に、逃げても、無駄ですよ。じ、自分の、心からは……逃げられ、ませんので」

　ウッドマンは己を知っている。

　超人でもない。悪党でもない。狂えるほど強くない、開き直れるほど傲慢でもない。

　平々凡々、愚かな羊。どこにでもいる凡人だから。

　自分は悪くないと言い張っても後ろめたさに耐えきれず、生き地獄を味わうばかり。

　いっそ狂ってしまいたくとも、それすらできない程度に心が強い。

「……どうせ死ぬなら、まだ、責任をとって死んだほうが。この無能者の命を、有効に活用できるかと存じます。そのかわり……！」

「条件を出すのかね？」

「い、いえ、そうではございませんでして！　……どうか、ご一考頂きたい。『アレ』の処分を……。今回の反乱鎮圧に多大な功あり、また人類を守る戦力として、これ以上なき存在ですぞ。それを追放するなどと、あまりにも……!!」

　土下座同然、下げ続けた頭から汗が滴り円卓を汚す。

　今回の事件、その原因がどこにあるかと言えば。

「……ワシら、大人が間違えたのです。議長」

　畏かしこまった言葉遣いが砕け、素のままの言葉でウッドマンは語る。

「重荷を背負いすぎてしまった。それに耐えられぬと認めもせず、ただ責任を子供に……若者達に押しつけて、楽をしようとしておりました。ヘヴンリー・ロウズ、あの小娘の騎士団めに治安維持活動を委ね、増長させたのはひとえに我が怠慢によるもの……！」
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　そして巨大化した力に、カリスマに、人々は希望を夢見た。

　夢を重ね、願いを押し付け、担ぎ上げた。ほぼ全人類が、疲れた大人達が。

「その結果が、これだ。……ワシらは、未来にツケを回しすぎたのです。ならば、ワシらにできることはひとつ。罪を認めて、罰を受けることではありませんか……！」

「故に、救えと？」

　議長の主語なき問いかけが誰を指すのか、この場の議員達には既にわかっている。

「ええ。……『アレ』を敵に回せば人類は終わる。そう我々、『知る者』は認識をまとめ、統一しておったと考えております。また……！」

　円卓に強く額を打ちつけ、必死の眼めで議長を見上げる。

「旧時代のごとく、その係累、縁者にまで罪を及ぼし、懲罰的な人事を行うなど言語道断。それこそ公正な法の執行を妨げ、悪あしき先例とし、混乱と破滅を呼ぶ悪手である、と！　……その、ワシは愚考いたしておりまして！　できれば！　説得の上！　なんとか穏便に済ませるわけにはいきませんかねどうかよろしくお願い申し上げますッ!!」

　後半は急ぎ、早口に無む理り矢や理り逃げていた、けれど。

（しかたない、しかたないわい……）

　今や凰おう花かを離脱した反逆者である冬とう真まはともかく、カチュアの家に勤めていた使用人や関係者まで断罪せんとする姿勢は、あまりにも過酷であり、何よりも。

（将来的にアヤツらが帰順する可能性を完全に捨てるハメになるではないか！　それではまずい、敵を敵のままにしておかず、和睦の線も残しておかねば……！）

　また、クーデターに加担した学生に寛大な処分を求めたのも、理由がある。

　罪は罪、悪は悪。本来ならば学生だろうが幼児だろうが、他人に迷惑をかけたら本人、または保護者がキッチリと責任を果たさねばならない。

　が、この場合は……『保護者』とは、誰なのだろう？

（……『ワシら』だ）

　子供に過剰な権力を与え、パワーゲームの駒のように扱った『大人』だ。

　あまつさえそのツケを一個人に押しつけ、リスクがあるからと親に子を殺させよう、と決定を下す最高権力、その方針が明らかに逸脱している以上。

（せめて、筋だけは通しておかねばならんだろう。……怖いし、やってられんが!!）

　なんで自分が、とも思う。理不尽だ、とも思う、が──。

「あれらは、ワシの部下です。いや、正確には所属は評議会であり、ワシはただ支援などをしておっただけではありますが……監督すべき立場、でありました」

　ならば。

「責任は、とらねばなるまいと……。疼うずくのです。良心、というやつが」

「なるほど。……卿けいは、愚かだな。軍人にも政治にも向いておらん」

「ワシもそう思います。……どうでしょうか、議長。どうか、嘆願を……」

「悪いが、受けるわけにはいかんな。問題は、もうその段階を外れておる」

　白しろ銀がね冬とう真まという人間の、人類を支え得る英雄にも、破壊し得る怪物にもなれる存在の。

「優先順位が問題なのだ。あの者にとって何が最も大切か、ということだ。あの者が名も無き力であるうちはよかった。淡い恋情も親しき友も、人類という巨大な生存環境を保つためならば捨て去れる、その点において我らは協調できた」

　しかし、人類より娘と戦友を選ぶ。その姿勢が明らかとなった以上。

「認めることはできん。もはや我らが行っておるのは、単純にどちらが生き残るかという生存競争。この惑星の主あるじは我々か、あるいはヤツらかという競争なのだ」

「……ほんの数人の反乱者が、ですか？」

「世界に匹敵し得る数人だ。数の問題ではない、質が……個の価値が超えておるのだ」

　言うと、桐とう幻げんは提出された嘆願書をつまみ、枯れた指で二つに引き裂く。

「准将を拘束、最深区画ロータス・ボトムに隔離せよ。人類再生機構は戒厳令を発令、すべてを評議会の管理下とし、緊急避難態勢に入る。地上との経路をシャットダウン、除染と回復に当たる」

「なっ……!?」

　それは事実上、地上奪還の大義を捨てるのとほぼ同義。

　円卓で語られる議題ではなく、人類社会にそれを布告するということは……！

「……内乱が、起きますぞ。閉ざされた檻おりの中で、どれほどの嵐となることか……！」

「構わぬ。今、そうせねば人類が滅ぶ。責任をとるとほざいたな、小僧。貴様ごとき一将校に、世界と人類の命運を賭けた責任などとる資格があるものか」

　あるとしたら、それは──世界でただひとり。

「私だ。十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい議長たるこの身にのみ、世界を賭ける資格があろう。安あん堵どせよ、拘束は長くあるまい。我らが放った《再行騎士マーナリドウン》が──《騎士殺しの騎士マーナガルム》を発見、討伐に成功したならば、人類社会の存続は可能となる」

　何を言っているのか、ウッドマンには理解できない。

　脱出した白銀冬真に、評議会が秘密兵器をぶつけた程度の情報はある。

　が、そんな代物が安定して使えたのなら、《名無しネームレス》に依存する前に使っていただろう。

（ということは、《再行騎士》とやらは白銀に比べて……何かが、劣るのでは？）

　具体的な勝率が計算できるはずもない。が、分の悪い賭けなのだろう。

　桐幻の落ち窪くぼんだ眼め、追い詰められたような姿がそれを証明しており──。

「来い」

「……わかっとるわい。抵抗なぞせん、引っ張るな」

　屈強な騎士に両手を掴つかまれ、強引に立たされながら、准将は老人を見つめた。

「議長。ひとつだけ伺ってよいですか」

「……言うてみよ」

「勝てるとお思いですか。……《絶対無敵》に？」

　シンプルな疑問。その戦歴を知れば、疑問をぶつけたくもなる。

　ここ十数年の凰おう花かの安定、それを作り出した原動力。高ステージ胞子獣ベノムスダームを根こそぎ討伐、各戦線のテコ入れに奔走し、一線を退いてなお対テロに活躍した闇の英雄に。

「勝つつもりで、挑んでおる。何よりも」

　美び髭ぜんの隙間から健在な歯を覗のぞかせて、人類の指導者はその根拠を告げる。




「──《家族》を信じておるのは、ヤツだけではない。それだけのことよ」




　連れて行け、と素っ気なく議長は指示し、

　屈強な男達に引きずられながら、ウッドマン准将はしょぼくれた瞳で天井を見上げる。

　高い議会のそれを貫く穴の、遥はるか高みの向こう、本物の空の先にいるであろう者達へ。

（ワシは……どちらを願えば、いいのだろう？）

　信頼を失い、独裁者になり果てつつある議長、人類再生機構か。

　ほんの数人で人類に背を向け離反した、反乱者か。

　どちらの勝利を願えばいいのかすらわからない混乱の中で、ただ男は俯うつむき、祈る。

　誰に、何に祈っているのかすら考えつかないままに。




　──どうか、無事でありますように。




　誰を、どれを、何を、どこを……？

　彼の迷いを示すような主語無き祈りは、虚むなしく地底の闇に消えていった。





　　　　†






『前方索敵。……ステージ４、大型、風属。元素型か……クソ面倒だ、頼むわ冬とう真ま』

『了解』

　夕暮れの廃はい墟きよに風雪が舞う。

　突如拠点としていた廃墟、旧時代のショッピングモールに接近した原因不明の竜巻。

　何百、何千トンもの《終末の雪》を巻き上げ、暴風の中で踊る人影。

　影の大きさは20メートル。周辺にある崩壊を免れた建物のほとんどよりも高い、暴風で踊る影法師の正体を、冬とう真まは観測式を込めた眼めで見通し、その急所を確認する。

「パイセン!!　……アイツ、実体がないっス！　スカスカで、攻撃が……！」

「落ち着け、黒くろ子こ。元素型の胞子獣ベノムスダームは、生物由来とは対応が異なる」

　知性の低い動物や昆虫と違い、知性の高いヒト──特に高ランクの魔法騎士が胞子獣化した場合、そのパーソナリティにより誕生する胞子獣の特性が変化する。

　生まれながらの『火』属性を持ち、少女らしい未熟さから蝶ちようの姿をとった《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》、人類のために自らを破壊せんと願い、進行速度の鈍い貝類を模した《絶ぜつ貝かい》のように。

「元素型は生物ではなく、水や風、炎など──液体や気体、現象として現れる胞子獣だ。

　実体を持つ胞子獣と違い物理的な存在としての密度が劣る分、破壊力は乏しい」

　拠点の間近。暴風を避けて退避したトレーラーの陰に隠れる黒子に、冬真は語る。

　商店街の廃はい墟きよから飛ばされてきた古びた看板が二人の間近に突き刺さり、風に煽あおられて遥はるか彼方かなたに飛んでいく。その原因、迫りくる大竜巻を事もなげに指しながら。

「シンプルな言い方をすれば──猛烈な風が吹いても飛ばされるだけだ。飛ばされた先で何かに激突して負傷する可能性はあるが、それのみで怪け我がはしないだろう？」

「そ、そりゃあそうっスけど……！　講義はいいから、はよケリつけてくださいっス！　と[image: ][image: ]ば[image: ][image: ]さ[image: ][image: ][image: ]れ[image: ][image: ][image: ]る[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　──風速、およそ50メートル。

　廃墟が軋きしみ、何もかもが吹き飛ぶ超暴風の中、黒子は必死で土中にワイヤーを打ち込み、凧たこのように翻弄されながら悲鳴をあげる。その間近で、ただひとり──。

「元素型は出現頻度が低いから、教材としては有意義なんだが。……やむを得ないか」

　自らに吹きつける暴風をすべて『抹消』。

　風の影響を完全にシャットアウト。外がい套とうをそよがせもせず、白しろ銀がね冬真は戦場に立つ。

「グラン・マリアの反乱において出現した錬れん素そ耐性を持つ胞子獣の場合、術式による錬素放出ではほぼダメージが与えられなかった。が、元素型の場合は逆となる」

　実体を持たないため物理攻撃に完全耐性があり、逆に錬素放出による情報の上書き──。

　いわゆる飛び道具による飽和戦術が対処の基本だ。ステージ４クラスなら、分隊支援級の重火器、強大な術式を封じた収束具を大量投入して足止めがやっとの難物である。

「──《抹消弔鐘イレイズベル》」

　力みがまったくない呟つぶやき。

　技や術式の名を叫び、アドレナリンの分泌を促して攻撃力を上げるシャウト効果を狙うのではなく、固有絶技ロイヤルアーツの引き金としての役割しかない、短い言葉。

　それと共に、無骨な装甲に覆われた右腕に黒いナイフが出現する。

　限定的に出力を絞った、ごく小さな……しかしあらゆる情報を抹殺する消去の刃やいば。

　冬真は観測式の導くままに、すべてを消すのではなく、あくまでピンポイントに……！

　……ギュワッ!!

「影が……!?」

「気体、空気分子に紛まぎれた錬れん素そがアレの実体だ。しかしガス状の場合、そのままでは拡散してしまう。あの竜巻、暴風圏は外敵から身を守る鎧よろいであり……」

　ガス状の胞子獣ベノムスダームが存在を保ち、影法師の姿を保つための入れ物なのだ。

　冬とう真まが空中に放った抹消の刃やいばが風を貫く。まるで風船を割ったかのように風が弾はじけて、一斉に飛び散り──竜巻の中でゆらゆらと踊る亡霊が、文字通り霧散して消えていった。




『……お父様。すごい、です』

「そういえば、こういう姿を見せるのは初めてだったな。……言っただろう？　お前が出るまでもない、と」

『でも……できれば、雪ゆき奈なもお手伝い、したいです。病気じゃ、ないので……』

「……そう、だな。だが、すまない。今は……」

『はい。わがまま、言いません。セリカさんと、お留守番……してます』

「セリカ嬢か。……今、どうしている？」

　何気ない質問の答えは、わずかな雑音と共に。

『セリカさん。お父様が呼んでいますから、ひとつ……コメントを、どうぞ』

『コメント？　……なんて言えばいいのかしら。特に用事は無いけど』

『こみゅにけーしょん能力は、大切ですよ。セリカさんは、記憶が……』

　わずかに雪奈が言葉を濁す。が、肝心の相手はさほど気にした様子もない。

（これは……セリカ嬢の声か。雪奈が通信を中継しているらしい）

　しばし耳に手を当てて待つと、わずかな沈黙を破ってセリカの声がした。

『すまなそうな顔しないでよ。……え？　……おねえ、ちゃん？』

『はい。……セリカさんは、一度亡くなりましたから。計算上、赤ちゃんでは？』

『……関係ない気もするけど。だとしたら、どうなるのかしら』

『可愛かわいがります。……今度こそ、同じ目には、絶対に合わせませんから。……いい子』

『ふぇっ？　……？　不思議ね。なんか、触られてるの……安心、するわ』

　会話を続けるうちに、夢中になってしまったのだろう。

　聞いている冬真のことなど忘れて和やかに遊び始める娘達──お姉さんぶった雪奈や、無む垢くであるが故にすんなりとそれを受け入れた、セリカの尊さに。

「……すぐに帰還するからな。待っていてくれ」

　密ひそかに誓い、冬真は後方に顔を向けた。

　仮の拠点としたショッピングモールにステージ４が接近したのは、ほんの数分前。

　撃退に出撃したのは冬真、そして黒くろ子こ。

　後方指揮と周辺警戒にロンメルを残し、雪ゆき奈なは当然安静にさせ──本来ならカチュアを遊撃に出すべきながら、出撃を希望する彼女をトレーラー内に押しとどめた。

　なぜか？　竜騎ドラグナーである彼女は空を駆り、風を貫く。その大音量、上空を舞う姿は目立つ。ある程度引き離したとはいえ、追跡がかかっている今とあっては。

（……カチュアの出撃は、探知される可能性が捨てきれない）

　反旗を翻した自分達を、桐とう幻げんが許すはずがない。

　確実に追手が放たれている。それも生半可な戦力ではない、恐らくあの《再行者リドウン》二名、かつての冬とう真まとミルファの記憶を再現した、過去からの刺客がやってくるだろう。

（ミルファ単体なら、出し抜ける。……アレは単なる機械同然だ）

　過去の情報から近い行動を再現してその通りに動くことしかできない、操り人形。

　だが冬真から再現された《再行騎士マーナリドウン》は──かなり自由度の高い意識や思考能力を持ち、冬真自身から見ても過去の自分と納得できるほど、その物腰は人間に近い。

（探査系は得意ではない。が……指示することは十分に可能だろう）

　神託の巫み女こ、万能の魔法騎士ミルファ。

　彼女はあらゆる位階に自らを変化させ、主要な術式のすべてを使いこなす。

　セリカを越えて雪奈に迫る、オーバーＳ級の超大出力で探査を行えば──有効範囲は、それこそ旧アジア、日本のどこへいても引っかかりかねない、が。

（探査系の術式は自ら情報を発信し、その反響によって位置を掴つかむもの。下手に使えば、その波長を感じて周辺の胞子獣ベノムスダームが無数に集まり、パニックを引き起こす）

　出力的には日本全域に届いても、そのレベルで発信すれば大騒ぎだ。

　そんな愚行を《再行者》が犯すとは思えない。と、なれば。

「先輩が俺の位置を探るとしたら、どうします？」

『は？　いきなりだな。ンな聞き方するってことは、普通に探査式の連打は無しだろ』

「ええ。周辺の胞子獣を刺激しますから。他に《裏技》は思いつきますか？」

　部隊指揮用の集団通話。冬真、黒くろ子こ、ロンメル、そして雪奈に繋つながった固定チャンネルの質問に、小技に熟達した男は一瞬だけ熟考し、そして答える。

『──俺なら、周辺の錬れん素そ、汚染物質の濃度を計測する』

「は？　そんなんでわかるんスか？」

『わかるね。冬真の《抹消体質》はその名の通り《体質》だ、調整はできるにしても完全に切るのは難しい。存在するだけで周辺の汚染物質を消してんだよ』

　つまりアタリをつけた地域の汚染物質濃度を監視、下がることがあれば。

『汚染物質は自然分解しねえ。術式で除染しないかぎり減らねえから、ゴソッと減るようなことがありゃ、そこに冬真がいるってアタリがつく。……これでどうだ？』

「俺も同じ考えです。なら──追っ手が同じ結論を出す可能性は、非常に高い」

　対策はある。固有絶技ロイヤルアーツを一切使うことなく、汚染物質の濃度を変えずに潜むことだ。

　しかし、せめてトレーラーの係留地周辺は除染しなければ、生活に支障がある。

　水や食料の補給もしなければならない。居住ブロックは十年単位の自給自足が可能だが、それはあくまで最低限度、ギリギリ生存が可能な程度に生活レベルを落としての話だ。

（ストレス対策やメンタル維持、それにある程度の備蓄を用意するためにも、食料や水の外部補給は必要になる。それに、胞子獣ベノムスダームの存在も無視できない）

　隠蔽式を巡らせてはあるが、高ステージの胞子獣は根こそぎ周辺の地形を変える。

　間近に迫ればトレーラーを守るために攻撃、抹消せざるを得ない。ステージ３、４級の大型が消えれば、ポッカリと生じた汚染濃度の間隙は埋まるまで数日を要するだろう。

（対応が早ければ、今の抹消によってこちらの居場所を掴つかまれた可能性すら、ある）

　相手の無能に、甘えるな。

（最大限敵を有能と考えろ。過大に見積もったとしてもかまわない）

　少しでも慎重に、１％の危険も避けるべきだ。雪ゆき奈なを戦闘に晒さらす危険だけは──。

「セ[image: ][image: ]ンパイッ♪　これ！　見てくださいっス、あの竜巻野郎が消えたトコ！」

「？　……どうかしたか、黒くろ子こ。報告は簡潔にしろ」

「見っけたブツの価値を考えると、そーゆーワケにもいかないっスよ！　ホラホラ！」

　興奮した黒子が掲げたモノは、彼女の頭ほどもある特大の丸缶。

　表面のラベルは擦り切れて無くなっているが、刻印は触れるまでもなく読み取れた。

「旧時代の保存食料──牛肉の缶詰か。安定した環境なら消費期限が存在しない」

「ええ、ウチもはじめて見たっス!!　あの竜巻野郎がずっと抱えてたんスね。超高濃度の風属性に晒され続けて、若干表面削れてますけど……たぶんイケますよ！」

「ダメだ、廃棄しろ。……保有錬れん素そが高すぎる」

　旧時代の保存食料、それも牛肉の缶詰となればその保有錬素はシェルターで創られる天然モノを遥はるかに超える。戦場で発見したなら、部隊がお祭り騒ぎになるほどの珍味だ。

　しかし、過剰な錬素量に爆発寸前の雪奈にとっては、ほぼ毒物と変わりない。

「あー、そう言われちゃうとつらたんっスね……ばいびー、牛さん。ごめんっス」

『ぼやくなぼやくな。……まあ、もったいねーけどな。あの牛缶マジ美う味まいから』

「未練出ちゃうから言わないでくださいよそーいうこと！　デリカシーなさすぎっスよ、ロンメルパイセン！　アンタ本当にモテモテなんスか!?」

『う、う、嘘うそじゃねーよ!!　お姉様がたには弟みたいって評判なんだっつーの！』

　通信式を挟んで行われる活発なやりとり。互いの神経をリラックスさせるための儀式、チームワーク円滑化のための手段。が、単に楽しんでいるだけかもしれない。

「……戻ったら、食事を振る舞おう。錬素を極限まで排してもそれなりの味は出せる」

『はい。……お父様のお料理、本当においしいですよ？　雪奈の、おすすめです』

　セリカとじゃれるのも一段落したのか、雪ゆき奈なの声がわずかに弾む。

「つったって雪ゆきにゃん、しばらくご飯はモッソモソのカードフードじゃないんスか？　料理と言っても、アレってあんま工夫の余地とかない気がするんですけど」

　はてな、と首を傾かしげる黒くろ子こに、冬とう真まは調理に苦心した過去を思って答えた。

「そこはやり方次第だ。具体的には、化学調味料を活用する。黎れい明めい期きには不自然だとされ、バッシングを受けたものだが……自然物を口にするより錬れん素そは少ないし、美う味まいぞ」

「ホントにホントっスか？　ん～、これは食べてみないとわからないっスね♪」

『……むー。お父様、黒子さんに……』

　ちょっとむくれたような雪奈の声。可愛かわいらしい膨れ顔まで想像できて、冬真は微笑ほほえむ。

「いいだろう。今日の夕食は俺が作ろう。カードフードの基にもなっている合成菌類蛋たん白ぱく質を使用、化学調味料と塩で味をつけ、自ら精製した合成バターを塗る。キノコのトーストもどきはシンプルで美味い」

『……はい。待っています、お父様』

「ああ。急いで帰る」

　──だが、その前に。

「先輩。カチュアに声をかけて出撃を。……雪奈は、決して出さないでください」

『あ？　……おい、まさか！』

「ええ、そのまさかです。……少々、後手に回ったらしい」

　ジャリッ、と汚染物質を軍靴が擦こする音がした。

　冬真と黒子の背後。音も無く降りしきる終末の雪、傾きかけたオレンジ色の陽光を背に、少年と少女が立っている。感情を感じさせない平板な声に、わずかな誇らしさを混ぜて。

「汚染物質濃度による位置探査の可能性に気づかなかったのか？　──《騎士殺しマーナガルム》」

　通信式ならぬ肉声が、響く。

「そちらの対応が早かったようだ。若さと柔軟さが勝ったらしい。──《再行騎士マーナリドウン》」

　まったく同じ声が重なり合う。それを受け、付き従う者もまた。

「……そちら、センパイのお知り合いっスか？　いや～、物騒な元カノさんで……！」

「……標的を発見しました。これより、粛清を開始します」

　陽気を装った殺意と、無む垢くな意志なき殺意。二つの意志が視線となり、重なる。

　冬真の背後に立つ黒子と、過去の冬真──《再行騎士》とミルファ。




　廃都の片隅で四人は出会い、運命の戦いが。

　人類の未来を賭けた生存競争が、今──幕を開ける。





　　　　†






「黒くろ子こ、トレーラーへ帰還しろ。防御式展開、雪ゆき奈なとセリカ嬢のカバーを任せる」

「つったって……アレ相手に単独って平気なんスか？」

「半端な奇襲が通用する相手じゃない。……お前の切り札が命中すれば話は別だが」

「ウチの技量じゃ撃つだけ無駄、命中０％……。了解、退さがります。武運を！」

　黒黒黒くろみつ黒子もまた、未熟ながらプロだ。

　互いの能力差を計れずゴネるほど愚かではない。出現した二体の敵を前に戦力を比較し、支援が可能かどうかの判断はつく。冷静な忍びが計算した互いの差は。

（正直、絶望的。天てん上じよう院いん春はる斗とみたいな優越感丸出しの出力バカじゃない。……アレが若い頃の白しろ銀がねパパ？　今よりヘタしたらヤバいんじゃ……!?）

《再行騎士マーナリドウン》の装備はごくありふれた隠おん密みつ装甲服だ。

　錬核武装ではない。数打ちの量産品ですらない。俊影シヤドウの斥候兵が使用する特殊ステルス装甲は、艶のない黒の装甲で少年の身を包み、死神めいた不吉な気配を漂わせている。

「……達人。それも、ウチなんかじゃ理解もできないレベルの……！」

　しかも、それだけではない。《再行騎士マーナリドウン》を前衛に立てた後方に、もうひとり……！

「位階変転。──守護星、太陽。触媒発動、《太陽ヘリオドロモスの[image: ]むち》」

　古代ローマの雰囲気を漂わせる錬核武装、《ミトラの牡お牛うし》の七触媒。

　守護星は太陽。即すなわち光とともに正面から敵と切り結ぶ陸戦特化、正面攻撃の位階！

「真っ向勝負の、武傑ブレイド位階。それもＳランク、雪奈ちゃんクラスの……!?」

「錬れん素そ総量では雪奈が上だ。しかし、制御においてはあちらが上──記憶を失っていても、戦闘経験が違う。霊葬チップから復元できた分だけでも、遥はるかに」

「……ヘタしたら学園長クラスじゃないっスか？　ソレ。それだけのスキルを持った武傑が前衛、かつあのニセパパがあのカッコ……ってことは……！」

「ああ」

　驚きよう愕がくする黒子に、冬とう真まは短く答える。

　その視線はかつての自分から一瞬も逸それず、ぶらさず……！

「対《騎士殺しの騎士マーナガルム》仮想戦闘マニュアルパターンＢ２。物理特化の前衛による足止めから隠密型による奇襲、か」

「そういうことだ。……互いに手の内は知っている、が……」

「それさえも無意味。解わかっていても防げない。……そういう風に、作った」

《再行騎士》の言葉を繋つなぐように冬真は言い、背に庇かばった黒子を後ろ手に押す。

「行け。黒子。トレーラーに帰還し、雪奈とセリカを外に出すな。……頼む」

「了解っス。でも、センパイの援護は……!?」

「心配いらない。カチュアとロンメル先輩が支援してくれる。見ろ」

　冬とう真まが示した瞬間、トレーラーのハッチが開く。終末の雪が吹きすさぶ中、サクサクと汚染物質を踏みしめて現れた二人の男女が、高らかに触媒を掲げ──！

「咆ほう哮こうせよ、《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》ッ!!」

「生あい憎にく、俺ぁ単独顕現ユニークなんぞ持ってねえからな。数打ちの量産型で相手させてもらうぜ。……《正まさ宗むね三さん式しき》!!」

　紅ぐ蓮れんの錬核武装、聖人の聖遺物を纏まとうカチュア。それに対し、ロンメルは家伝の対戦車ライフルを肩に担ぎ、日本刀のかけらを触媒とした鋼色の武装を身につける。

　開いたままのハッチから、パジャマ姿の雪ゆき奈なが身を乗り出した。除染のための属性式、氷の錬れん素そで身を守りながら、決意を示すかのように進み出て……！

「《白く咲き……》」

「──やめろ!!」

　驚くほど強い言葉で、錬核武装を呼ぼうとした雪奈を冬真は止めた。

　ビクリと少女が震え、驚きのあまり唖あ然ぜんとした様子で父を見る。その険しい表情に、ただの心配とは違う、本気で雪奈に動くな、と……そう命じているのが、伝わって。

「……お父様。そのひと、たちは……！」

「そうだ。凰おう花かからの追撃だ。だから、雪奈は手を出してはいけない。娘を……子供を守るのは父親の、そして大人の役目だ」

「そん、な。だって、その、ひとはっ……！」

　震える声で雪奈は言う。その視線は影のように立つ《再行騎士マーナリドウン》と、そして太陽のごとく煌きらめくミルファ、そのふたりの間を交互に行き来して。

「そのひとは、強いです。……あの、グラン・マリアより強いかも……。なら」

「だからこそだ。お前は戦ってはいけない、雪奈。安心して見ていなさい」

「でも……その、黒い人は……お父様と、同じ……！」

「ああ。この世でひとり、俺とほぼ同等の能力を持つ存在だ」

　だが、と冬真は言葉を切り、軍帽の庇ひさしを軽く上げて微笑ほほえんでみせる。

「──俺には、お前がいる。守るべき娘が、家族がいる。全人類などというあやふやなものしか持たないあれに、負けはしない。……だから」

「待ってなさい、雪奈ちゃん。黒くろ子こ、撤収して。セリカを頼んだわよ！」

「そういうこった。ここからは大人の仕事だぜ。待っててくれてるみたいだしよ？」

　冬真の言葉にカチュアが、ロンメルが続く。三人の大人が装甲トレーラーを守るように立ちはだかったのを眺め、ガラス球のような瞳を向けたミルファは──。

「予定通りです。……作戦準備、完了しました」

「そうだな。人類の未来のために──懲罰執行。呪われた騎士を、粛清する」

　汚染物質を焼き払い、空気を引き裂く音がする。

　両手に纏まとった炎を鞭むちのようにしならせながら、ミルファがステップを踏む。

　その姿はあたかもアラビアの美び姫き。王に愛を捧ささげる舞姫のごとく、踊るように太陽ヘリオドロモスの[image: ]が唸うなりを上げる中、すっと影のごとく彼女の光に呑のまれた《再行騎士マーナリドウン》は。

「……消えた。隠おん密みつ式か……！」

「奇襲警戒。探知式が組み上がるまで油断すんな！」

　姿を消した相手を警戒し、ただちにロンメルが探知式を走らせる。錬れん素そ総量こそ低くとも、そうした小技を駆使させてロンメル・スチュアートの右に出る者はいない。

「奇襲警戒は先輩に委ねる。俺がミルファを抑える、カチュア。制空権を確保しろ」

「了解。……飛ばすわよ!!」

　咆ほう哮こうと共に、カチュアの足元に竜を象かたどった円盤が出現する。

　竜騎ドラグナー位階の代名詞とも言える高速飛行魔法、飛翔盤ボードだ。これに乗って空を駆け、空から敵の行動すべてを抑える。たとえ絶対無敵のコピーといえど……！

（俺の嫌がることは、俺が一番良く知っている。カチュアに頭を抑えられるのは厳しい）

　縛りを解けばほぼ無限の錬素を抱え、あらゆる錬素を介した攻撃を無効化する冬とう真まだが、肉体の強度は術式による強化を除けば普通の生物と変わらない。

　武傑ブレイド位階による真っ向正面からの剣けん戟げきが当たれば肉は裂け、骨も断たれるだろう。

（錬核武装の武器なら錬素を消して消滅させることもできる。だが、素人ならともかく達人級の腕前では──）

　剣速が速過ぎる。眼めにも止まらぬ超高速、刹那の攻防では刀身が基本設定で纏う錬素を消すことはできても、刀身まで消滅させるのは難しく、冬真とてダメージを負う。

（洗脳された雪ゆき奈ながグラン・マリアの入れ知恵で俺に使った手だ。……あの時も）

　手をザックリと斬られ、治療が終わるまでかなり行動が制限された。

　従って魔法世界における最強の盾──錬素抹消体質への対抗策は、超高速での物理攻撃。空を獲とったカチュアが放つ超音速の斬撃は、地上のような開けた場所で真価を発揮する。

　隠密状態のまま誰を狙おうが。……あるいは前衛をすり抜けてトレーラーを攻撃するか。だとしても攻撃開始のタイミングで姿を見せた一瞬を逃さず、カチュアは斬る。

　空を獲った竜騎はそれほどに迅はやい。が……！

「……させません」

「なっ……!?」

　ミルファの鞭が唸る。超高熱錬素がリボンのようにひらめき、無数に細分化する。

　一本の太さはわずか５ミリほど。だがその細さに数千度の超高温が凝縮、鞭と言うより網のように広がり、わずかな手首のしなりだけで自由自在に獲物を打つのだ。

「やばっ!!　……はあああああっ!!」

　聖剣から焔ほのおが弾はじけ、無数の帯を吹き飛ばす。

　咄とつ嗟さのことで術式を乗せる暇もなく、錬れん素そを放射して盾にするしかなかった。

　同じ火属の錬素は相殺すらせず互いを弾はじき飛ばし、カチュアは錬核武装のヒールを廃都の朽ちたアスファルトに叩たたき込み、強烈な溝を掘りながらギリギリその場に留とどまった。

「……太陽ヘリオドロモスの[image: ]むち、本物ね。ガチであの娘こ、ミルファ本人と同じ能力ってこと……!?」

「そうなる。……出力差がありすぎる、か」

　ミルファの錬素総量はカチュアのそれを大幅に上回る。

　正面からぶつかったのでは出力差に圧倒されるしかない。

（なら、俺が前に出る……すると）

　カチュアを飛ばす隙を作るため、冬とう真まが一歩前へ進む。

　当然のごとく無数の太陽の[image: ]が優美なアーチを描き、長さ数百メートルもの光線となって飛んでくる。そのすべてを目視で確認、身体に触れそうなものだけを……！

「純粋錬素による放射攻撃は、俺には通用しない。が、その情報は当然そちらにもある」

　最低限の動作で叩いて躱かわす。自分に、そして後方のカチュアやロンメルに被弾しそうな攻撃を無力化しながら一歩進んだその時、冬真が思った通りの事態が起きた。

「探知完了。……そこかっ!!」

「……やはり、トレーラー狙い。カチュア!!」

「了解!!　……えげつないわね、仲間は捨石ってわけ!?　このっ……！」

　探知式を発動させたロンメルの意識が繋つながる。

　瞬時に情報が共有され、冬真とカチュアの視覚におぼろな人影が映った。それは瓦が礫れきに身を隠しながら数回跳び、黒くろ子こを収容しようとハッチを開いたトレーラーへ……！

（冬真は動けない。アタシがカバーする！）

　超遠距離・超回数の近接攻撃という矛盾。ミルファという過去の人類最強を抑えられるのは、絶対無敵の冬真をおいて他にない。そして、絶対無敵を破る術すべは……！

（アタシとロンメルは、知ってる。他ならぬ本人に聞いた。なら……やってみせる!!）

　聖剣が決意に蒼あおく唸うなる。戦意の高揚とともに刃やいばを包む錬素が密度を増し、熱が高まる！

（超高密度錬素で包んだ剣は、表面を消されても刃が残る。いくら冬真のコピーと言っても、経験の浅い若い頃なら、腕一本は……！）

　竜巻のごとく剣を真横に振り、おぼろな影を薙なぎ払う。

　灼しやく熱ねつをまとった剣が隠蔽式に潜む少年を腰からふたつに両断……！

「浅いっ!?」

「速いな。──こちらの記憶にあるカチュアより、20％は速度が向上している」

　聖剣を包む焔ほのおが消えない。カチュアに薙ぎ払われた影はおぼろに散り、空に溶けていく。

　声がした瞬間に彼女が反応しビクリと顔を上げた時、軍靴が彼女の頬を蹴り飛ばした。

「がっ……!!」

「奥歯が折れたか。……退くことだ。俺の目的はひとつ、破滅要素の消去のみ」

　ふわり、と質量を感じさせない緩やかさで落下し、隠おん密みつ装甲の少年が廃都に降り立つ。

　全身を包むぼやけたような影。それを見た瞬間、カチュアは口の中にあふれる血を強引に飲み下しながら、失策に気づいて己を呪った。

「探知式を想定して、二重に式を走らせたわね……！　まんまと囮おとりにかかったワケ!?」

「看破されると読めていれば対処対応は難しくない。俺の知るカチュア・ヴェルミオーネと比べ、個体性能は上昇したが行動パターンには大きな成長は見られないようだ」

　まるで実験動物を見るような眼め。あらゆる感情を排した声がする。

　ロンメルの探知式により自分の所在が割れることは想定済み。そのため隠蔽式に隠蔽式を走らせ、ひとつの式を破ってももうひとつの式が、ほんの数十センチ座標をズラした。

　完全に離れた位置にしなかったのが罠わなだ。

　ずれても本体がそこに存在する以上、気配はそこに残っている。動物じみた直感で敵を察知し攻撃する、熟練の魔法騎士なればこそよくかかる、強者殺しの仕掛け。

「諸君らの逮捕命令は出ているが、処分命令は出ていない。故に──無力化を執行する」

　ホルスターが金属音を立て、拳銃型の収束具がカチュアを照準。

　それは術者の錬れん素そを凝縮、完全自動で攻弾術式、最もオーソドックスな攻撃魔法を発動する、錬核武装持ちの魔法騎士が使うようなものではない、一般兵向けのサポート武器。

「……ヤバッ!!　《障壁》《防盾》《抵抗術式》!!」

　カチュアが連続で防御式を唱える。が、それよりも《再行騎士マーナリドウン》による射撃が速い。

　小型の魔法騎器デバイス、その銃口に魔法陣が出現し、ギュッと圧縮された魔弾が放たれる。

　それは黒い弾丸──光という錬素すら飲み込み喰くらう暗黒、虚無の弾丸！

「……あれは、お父様の……!?」

　トレーラーのハッチで、雪ゆき奈なはそれを目撃する。

　かつて暴走した自分を止めるため、実力の片へん鱗りんを見せた冬とう真まが放った攻弾術式。

　あの時は収束具を持っておらず自前の簡易詠唱だったが、効果は同じ。

　対抗にはＴＢテラバイト級極大術式すら必要な超圧縮された虚無の弾丸、消滅のブラックホール！

「──ッ!!」

　音すらなく、発砲の焔ほのおもなく、魔法騎器が跳ねる。

　銃口から放たれた黒い魔弾がカチュアの張った防壁に当たり──一瞬で、喰われた。

「だあああああああああああああああっ!?」

　それは紙で弾丸を防ぐような奇跡。

　弾丸が触れた瞬間、虚無に喰われた錬素は抹消し、防壁が吹き飛ぶ。

　弾丸が０・１ミリ進む間に簡易詠唱で新たな壁を発生。喰われる。抹消する。詠唱する。喰われる。抹消する。わずか一秒で数十の攻防があり、カチュアの焔が虚無を焼く！

（すごい……おばさま。雪ゆき奈なより、錬れん素そ総量は少ないのに……！）

　かつて自分が全力を以もつても止める術すべがなかった銃弾を、カチュアは凌しのいでいた。

　しかし、あまりにも……！

「一発では徹とおらないか。なら、追加だ」

「ッ……!!」

　騎士が指を引くだけで、絶望が訪れる。

　ただ一発の足止めが限度だった。続けて三発の魔弾がカチュアを狙い、時間差を以て張り巡らせた防壁を次々打ち破っていく。黒い魔弾は防壁を抜き、そして。

「あぐっ……ッ……!!」

　豊かな胸に、たおやかな肩に、庇かばった右腕に着弾。

　その部分の錬核武装が音もなく割け、破れたストッキングのように素肌に残る。

　根こそぎ全身の錬素、それこそ身体に指示を送る神経細胞の電流すらも消し飛ばされて、鎧よろいを破かれたカチュアは終末の雪に沈んだ。




「ウソウソウソウソ……これ、ヤバすぎっス!!　ウチも……！」

「雪奈ちゃんとセリカちゃんを連れて逃げろ、黒くろ子こ!!　ヤベェ、こいつは……ッ!!」

　混乱する黒子へ、ロンメルの叱責が飛ぶ。だが言いながら、彼もまた迷いの中にいた。

（……マジかよ。スキがねえ、この俺が、撃てねえだと……!?）

　カチュアが前線で足を止め、転移弾で仕留めるのが対冬とう真ま用戦術の基本だ。

　探知式を発動し、彼は行動した。家伝のライフルを構え、カチュアが割り出した囮おとりではなく真の《再行騎士マーナリドウン》を狙い、ぶれがなく命中しやすい腹を照準した、が。

（当たるビジョンが見えねえ……！　今撃っても絶対避よけられる。確信がある!!　狙撃手として絶対の自信を持って言えるぜ。……撃つだけ、無駄だ……！）

　予知にも近いロンメルの勘が告げている。当たらない、偶然すらありえない、と。

（思えば……冬真の野郎は、いつも俺やカチュアを連れて戦っていた）

　それは最強とはいえ、彼のみでは手が回らない部分をカバーするためだ。

　当然バックアップは重要、そう考え丁寧にこなしてきた。しかし、思えばそれは──。

「……おい冬真ぁ。全部やろうと思えば、できたってことかよ!!」

　答えは当然ない。だがその沈黙が答えだった。

　自他ともに認める最強の存在。だが、だからといってすべてを自分でこなすのは危険だ。

　他者を頼り、頼られることによって人間関係は成立する。個として完全な存在、夢物語の神様でもないかぎり、当然分担した方が楽だし、効率も上がる。

　理性を重んじる──というより情動が薄く、雪奈という娘を得るまで、機械じみた論理のみで動いていた白しろ銀がね冬真というシステムは、合理的にそう考えたのだろう。

（俺達の存在は難易度を下げ、労力を節約する装備だ。だが──無けりゃ無いで、あいつは。重荷を捨てたヤツは……さらに、強くなった！）

　カチュアやロンメルといった補助装備は、能力を制限するリミッターでもある。

　それを棄すてた、あるいは最初から持たない《再行騎士マーナリドウン》はすべてを自分で行う替わり、戦闘能力は低下するどころか大幅に向上している、これは……！

（勝てねえ。俺じゃ足止めも無理。カチュアは戦闘不能じゃねえにせよ回復までかかる。冬とう真まは蘇よみがえったミルファの対応──それも、俺らのせいか……！）

　我が身の無能をロンメルはほんの一瞬、呪う。

　抹消体質を持つ冬真にとって、ミルファの《太陽ヘリオドロモスの[image: ]むち》は脅威にならない。本来ならば一切無視して自分のコピー、《再行騎士》とやり合うのに専念できるはずだ。

　しかし……それは、できずにいる。なぜなら超射程と攻撃精度を持つ《太陽の[image: ]》が、隙あらばトレーラーや倒れたカチュア、そしてロンメルを狙おうとしているからだ。

　当然、一発すら通せない。となればすべてを抹消せずにはいられず……！

（足止めには十分ってことか。……自爆してでも、雪ゆき奈なちゃんだけは……！）

「覚悟を決めたか。……だが、無駄だ」

「そうかよ。……やってみなきゃ、わかんねえだろ!!」

　最後の最後、極限の切り札として用意したモノ。

　臓器の隙間に外科手術で固定した、超小型高性能の爆薬。一切の錬れん素そを用いない旧時代、魔法騎士なき時代の遺物。骨こつ董とう品ひんとも言えるそれは、抹消体質を貫通できる。

　もちろん錬素による守りを固められれば、通らない。しかし少しでも油断し、抹消狙いで受けてくれれば……手か足か、ある程度のダメージは見込めるはずだ。

　舌先で奥歯を探る。冷たい金属の味、隠されたスイッチの挙動を確かめると、決意をこめて接近戦の姿勢をとる。白兵戦、殴り合いの距離なら、避よけられない……！

「……だめです、おじさま」

「！　それこそ、だめだ!!　……言うこと聞いてくれ、頼む。本当にやべえんだ!!」

「やめません。雪奈は……子供、かもしれません。けど、大人にただ守られて、助けてもらうだけなんて……嫌です。大好きな家族を傷つけられているのに、何もしないなんて、絶対に、できません」

「ああ……っ!!　畜生っ!!」

　ロンメルが神を呪う。

　トレーラーのハッチからゆっくりと降り、座り込んだ黒くろ子こに手を添えて立たせると──。

　白しろ銀がね雪奈は後ろ手に彼女を車へ押し込みながら、ついにその言葉を発した。




「白く咲けきて。──《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》」




　絶対零度の錬核武装。時すらも凍らせる利刀の二刀が出現し、妖精のような肢体を包む。

「貴方あなたを、お父様とは認めません。お父様は、もっと優しくて、暖かくて……。ちゃんとした、『ひと』です」

「……そうだな。俺は『ヒト』ではない」

　再実行リドウによってこの世に再演算され、呼び出された。

「白しろ銀がね冬とう真まという存在、記憶という数式の《解》でしかない」

　淡々と語る黒装束の影。左手に収束具、そして右手には──。

「俺はただ俺という解を導いた存在に従い、その命令に従うだけの存在。記憶はあっても人間性は欠如している。《再実行》は──蘇そ生せい術式として、欠陥品だ」

　人間を蘇よみがえらせるのではなく、人間によく似た別の存在を創るだけ。

　ロザリオ・スクロヴェーニは気づいていまい。錬れん素そによって人の似姿を作り、それへと記憶を焼きつけるこの手法こそ──ある意味、グラン・マリアの理想だと。

　だが知るよしもなく、黒き《再行体》は記憶なき娘と対たい峙じして。

「人類が生み出した記憶媒体。──人造の胞子獣ベノムスダームに等しき俺が。お前という世界を滅ぼす存在を消去する。──消えろ、白銀雪ゆき奈な」

「？　……貴方の言葉は、よくわかりません。雪奈はそんなことしないです。お父様が、おばさまが、おじさまが、黒くろ子こさんが、アレイナさんが、セリカさんが……生きるこの世界を、壊したり……しません」

「問答無用だ。永遠を喰くらえ──《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》」

　右手には、断罪の刃やいば。

　断頭台のごとき無骨な刃物が具現化した錬核武装を担ぎ、時を超えて同年代の姿となった父娘おやこは対峙する。その絶望的な姿を眺める、一対の眼めの間近で。





　　　　†






「セリッち！　危ないっスよ、奥に隠れてて！」

「いいわ。……大丈夫。あれ、怖くないもの」

　トレーラーの中、外の情景が投影された壁面スクリーンをセリカは眺める。

　平板な顔に恐怖はない。二刀の雪奈、銃と剣で武装した《再行騎士マーナリドウン》──。

　両者の激突、そのタイミングが迫り、空気が焦げつくように重い。だがそんな威圧すら、今のセリカ・ヴェルミオーネには何の影響も与えていないようだった。

「マジっすか……。あのトンデモパパもどきの襲来が、怖くねーって」

「だって、片方はこれから孵かえるけれど──。ひとりはもう孵っているわ。ううん、ちょっと不完全なのかしら。変な操作があるから。けど、一度情報化された存在は不死不滅」

　空が、大地が、風が、この惑星が。

「世界がすべてを覚えているわ。だから、大丈夫。けど……少しだけ、心配ね。あの抹消の力だけは、怖い。全部消してしまうチカラ。……私達の、天敵だから」

「私、達……？　セリッち。セリッち。……セリッち、は……！」

　恐る恐る。

　おっかなびっくり、裸同然のまま立ち尽くすセリカに、黒くろ子こは訊きく。

「セリッちは……人間、じゃないんスか？」

「ヒトよ。身体構造は、だいたいね。けど」

　この身に、脳細胞以外にも世界の情報を。錬れん素そを蓄積できる有機記憶媒体を。

　世界と接続し、あらゆる情報を受信し続けることのできる存在を。

「私達の不完全なカタチ、自壊しながら増えていく情報エラーを。アナタ達は、胞子獣ベノムスダームと呼んでいるのね。──そう言った方がいいのかしら？」

「……!!」

　言葉の爆撃、見えざる刃やいばに喉を貫かれて。

　黒黒黒くろみつ黒子は言葉を無くし、ただぺたりとトレーラーの床にへたりこむ。

　そして彼女はそのまま、薄暗い部屋の中、興味深げに外を見詰めるセリカを──。

「……冗談キツすぎっス……。どうしたらいいんスか。お爺じいちゃん……!!」

　涙をこぼし、年相応の少女らしい仕草で。

　静かに、誰も止めることなき嗚咽おえつを漏らすのだった。





●生存を賭けて




　──初撃は、大威力の応酬。

「《属性付与》《斬鉄剣》《光速剣》《飛ひ燕えん剣》──《凍刃乱舞》！」

「《光輝炸さく裂れつ》《倍速撃》《乱打撃》《具現化》……《太陽光こう[image: ]べん》ね」

　奇くしくも今は同位階。

　陸戦専門、攻勢の花形たる武傑ブレイドの二名──。

　雪ゆき奈なとミルファが選択した術式はどれもＧＢギガバイト級の重ね掛け。雪奈は斬撃に錬れん素そを付与、鉄をも切り裂く鋭さと驚異的な剣速に加え、超音速の斬撃により衝撃波を発生させる。

　対するミルファは光。熱を伴う光線と共に光の鞭むちが荒れ狂い、芯の部分のみが錬核武装と同じ、かりそめの物理的実体を得る、秒間数千回の無差別範囲超乱打攻撃。

「「──無駄だ」」

　冬とう真まと冬真。騎士殺しマーナガルムと再行騎士マーナリドウン。

　ふたりは奇しくも同じ言葉を発し、荒れ狂う錬素を鎮める。

　真空の刃やいばを掌てのひらでいなし、もはやレーザー光線じみた光の鞭を振り払う。

　光と凍気でコーティングされた物理の芯、雪奈の剣とミルファの鞭に触れれば膾なます切り、あるいはグシャグシャに叩たたき潰され挽ひき肉にくと成り果てる大破壊を、かけらほども恐れず。

「打撃斬撃を錬素でくるみ、コーティングが剥がれる刹那の隙に物理で砕く」

「だが──来ると理解していれば対処は難しくない」

　淡々とした同じ声音。わずかに離れた戦場で、異なる口から言葉が繋つながっていく。

「錬素抹消の直後、打撃斬撃には通常の防御式で対処」

「コンマ単位のシビアな制御が必須だが──当然、こなすか。《騎士殺し》」

「過去の自分、そして未来の自分。俺にできることは俺にもできるなら、当然か。

　……雪奈。退ひきなさい、お前をこれ以上戦わせるつもりは──」

「やです。……わかっていますから。お父様」

　武装を纏まとったまま、雪奈はきっぱりと。大人びた言葉で、折れぬ気概をこめて……！

「錬素の制御が、うまくできなくなっています。体温は二十度を下回っているのに、体調はまるで変わりません。……これはきっと、良くないことなのですよね？」

「……自覚症状が、あったのか」

　思えばそんな簡単な質疑応答すらする暇もない、脱出行だった。

　愕がく然ぜんとする冬真に、雪奈はすうっと切なく息を吸い込みながら。

「お父様が私を連れて凰おう花かを離れたことも。戦わせないようにしてくれたことも……。

　きっと、この身体と関係があるんだと思います。それを告げないのは思いやりか……それとも、私が知ることそのものが、きっと良くない結果に繋がる、ということも」

「……聡さといな」

　再行騎士マーナリドウンが短く、だが確かに賞賛する。

「断片的な事実から真実を突くか。それとも、さっきの俺の言葉か？」

「ええ。……昔のお父様。きっと私はこのままなら壊れてしまうのでしょう。

　そしてそれはきっと、すべての人に迷惑をかけるんだと思います。ならきっと私はここで、貴方あなたの手にかかって果てるのが、きっとすべての人のためなんだと思います」

「それがわかっているのなら、死ね」

　シンプルに、斬りつけるように。

　言い切る再行騎士に、雪ゆき奈なはあくまで二刀を構える。

「死にません。──私の命は、セリカさんに貰もらいました。

　アレイナさんにも、黒くろ子こさんにも、おばさまやおじさまやお父様にも。だから……。

　最後の瞬間まで、私は精一杯生きます。あがきます。そして、だめなら……」

　──にこり。

　己おのが胸に手を当てて、雪奈は無む垢くに微笑ほほえんだ。

「私を殺すのは、お父様です。──お呼びじゃ、ないですよ？」

「なら問題ない。どちらも『俺』だからだ」

　言い放つと、再行騎士は手にした収束具を雪奈に向ける。

　それは虚無、錬れん素そ抹消の攻弾術式……！

「雪奈。──替われ！」

「──はい。お父様！」

　銃口から闇が撃たれる刹那、父娘おやこは交差する。

　再行騎士の前にいた雪奈は、ミルファへ。そしてミルファのもとにいた冬とう真まは……！

　放たれた闇の魔弾、錬素消滅の攻弾術式を無骨な刃やいば、《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》にて断罪。

　容易たやすく掻かき消して、ついに己が過去へと直面した。

「お前の相手は俺がしよう。……雪奈が、自分の意志で戦うと決めた以上。止めることはできない。ならば、娘の運命を勝ち取るまで」

「了解した。決着をつけるとしようか、《騎士殺しマーナガルム》。ミルファ、対象を抹殺せよ」

「……はい」

　一拍の沈黙。指令を受けたかつての最強はほんの一瞬ピクリと震えた。

　気温が急激に下がり、風に雪が混じる。まるで白い焔ほのおのように氷の錬素をまとった娘が、超音速の突進と共に身を捻ひねり、渦巻くように二刀が奔はしる。

　極低温と超高温。太陽の[image: ]むちが氷の剣に触れた瞬間異種力が反発、炸さく裂れつする。

　属性差は氷と光、相関関係なき等倍。ならば鍔つば迫ぜり合いの結果はひたすらに錬素総量、魔法騎士が蓄積した情報量と出力、そして密度によって決定される。

（……大怪獣バトルかよ!!）

　ひっと声を漏らしながら、慌ててロンメル・スチュアートは瓦が礫れきの隅に潜り込む。

（あのレベルの戦争やってるところに俺がいても余波で死ぬだけだ。なら……！）

「やあああああああああああああああああああああああっ!!」

「……っ！」

　表情は変化せぬままに、ミルファの頬に汗が滴る。本気の雪ゆき奈なが叫び、相殺された光と氷によって生じた膨大な水蒸気があたりを曇らせる中、ロンメルは家伝のライフルを構え、隠蔽式を走らせて周囲に溶け込みながら、最高のタイミングを狙う。

（……狙撃兵として、アレはプライドが傷ついたぜ、野郎。見てやがれ。必ず一発、入れてやっかんな……！）

　瓦礫の隙間に銃口を固定。スコープを覗のぞいた時、ロンメルはふと気づく。

（カチュア？　……あいつ、いねえ！）

　つい先ほど錬れん素そを抹消され吹き飛んだはずの戦友の姿は、どこにもなかった。

　トレーラーへ脱出したのか？　いや、あれほど負けん気の強い女が逃げるものか。

　そこまで思い至った時──答え合わせは、その数秒後に訪れた。

　金属塊同士が激突する異音と、超高温と極低温の相殺による水蒸気の炸さく裂れつ。

　無数に細分化した光の鞭むちを手に踊り狂う舞姫人形、ミルファ。対する雪奈はぽやぽやとした普段からは想像もつかぬ危機感と使命感に溢あふれた眼めで、踊る舞姫を睨にらんでいる。

（これが、ミルファさん。……ニセモノ、術式で造られた存在だとしても）

　雪奈は想おもう。あの廃都、ここからそう離れていない場所で父から聞いた思い出話を。

　かつての父の戦友。いや……それだけではないだろう。良くも悪くも仮面を外さずに、誰とも丁寧に距離をとって接する冬とう真まが、その死を割りきれず心底悼んでいた。

　嘘うそをつければよかった──。父の背中はそう語っているようだった。地球脱出を願い、反逆者として死んだミルファと、人類の守護者として現体制を守ってきた冬真。

　互いの対立は必然だった。だがそれでも、どちらかがどちらかに嘘をつければ。

　心を押し殺し、破綻を避けていれば。現実に立ち向かう強さがなければ……。

「……お母様。そう、呼んでいたのでしょうか……？」

「……敵性存在との血縁関係なし。それは不当な呼称です」

「ですよね。……昔の貴女あなたはきっと、お父様とそっくりだったと思います」

　冬真とミルファ、どちらも心底願ったに違いない。

　折れてくれ、と。挫くじけてくれと。穢けがれてくれと。──英雄のままでいなくていい、と。

　互いが互いにそう思い、互いが互いを救おうとして、そして片方が死んでいった。

（お父様が時折見せてくれる、あの柔らかさは。……きっと）

　この人物から学んだものなのだろう。ふにゃりと和ませさえすれば大勢が微笑ほほえむ。

　そんな空気をかつては持っていたであろう、包容力と母性あふれる穏やかな顔。だが今、それは安置された骸むくろのごとく凍りつき、ゾッとするような虚無の声で術式を唱える。

「位階変転。──守護星、月。触媒発動、《ペルシアの月鎌》」

　舞姫人形が詠唱する。太陽の[image: ]むちがその手から消え、ミルファの足元に月光が凝こごる。

　それは三日月形の飛翔盤ボード。超高速の遊撃手、天空の主あるじ、戦場の空の支配位階。

「……竜騎ドラグナー。なら、離陸させません……っ！」

　雪ゆき奈なは無言。詠唱式すら必要ない。望む効果をイメージして錬れん素そを励起、ただそれだけで魔法が叶かなう。そのあまりのたやすさ、万能感。手足のごとく魔法を操る感覚は。

（胞子獣ベノムスダームは、こんな風に術式を使うのかもしれない）

　必要なのは直感とイマジネーション。

　望むものを咄とつ嗟さに思い浮かべ、ありありと想像すること。

　飛翔盤に跳び乗ったミルファ、舞姫人形の離陸を妨げるため、蒼あお白じろい氷の錬素が凝り、氷山が雪奈の背後に具現する。それは、超特大の攻弾術式。

「墜おちて!!」

　グワッ……！

　彗すい星せいの尾のごとく氷結した水蒸気を曳ひきながら、氷山が降り注ぐ。

　単独でありながら軍団規模。それこそ周囲の瓦が礫れきを根こそぎ凍りつかせ、粉砕する勢いの超大規模飽和攻撃を前にしながら、ミルファは絶妙なタイミングでそれを躱かわす。

「……反応が。速すぎ、ます……!!」

　キョロキョロと動く眼球。表情は変化せぬまま、人間離れした動きで舞姫は眼めを操る。

　瞬時にあらゆる氷山の落下パターンを想定。離陸体勢に入りながら異様なステップで身を躱し、時には捻ひねり、上体を反らし、跳び越えていく……！

（だめ。……墜とせません。……飛ばれたら、まずい……かも……！）

　空を征される、それは敗北条件のひとつ。大空でフリーハンドを得たミルファは大幅に戦術の選択肢が増える。たとえば武傑ブレイド位階が苦手な遠距離攻撃、高空からの爆撃。

　いっそ雪奈本人を狙うのを避け、後方のトレーラーを攻撃する可能性もある。ベタ足で『戦う』以外の選択肢を失うこちらに比べ、相手は選択を押しつける側になるだろう。

　０・１秒もない魔法騎士特有の超高速思考でその結論を導く雪奈。その間にもミルファは、慣性を殺した異様な機動でカクカクとした光の線を描きながら、空へと……！

「させないわよ。木で偶く人形!!」

「！」

「……おばさま!!」

　炎が膨らむ。汚染物質、終末の雪から爆炎が現れ、ミルファの行く手を遮った。

　黒煙を突っ切るように、ぼろぼろの錬核武装を纏まとったカチュアが跳ぶ。竜を象かたどった飛翔盤が足元に現れ、空中を滑るように彼女も離陸するや、体勢を崩したミルファを襲う！

（旧世界アーカイブスの映像で見ました。まるで──鳥を襲う、猛もう禽きん）

　以前に父と観みた動物番組。かつて存在したという地球の自然を描いた動画で観た。

　離陸しようとした鳥を襲う別の鳥。頭を押さえ、鉤かぎ爪づめで地に叩たたきつける──。

「アタシはね、抹消慣れしてんのよ。あのバカと模擬戦で何回戦ったと思ってんの。血液や体内老廃物の錬れん素そ昇華……！　《超血加速ハイブラツド・アクセル》が、ある!!」

　吹き飛ばされ、戦闘不能を装って終末の雪に隠れ、術式を使い復活を遂げた。

　生存ギリギリまで代償を捧ささげたのだろう。文字通り精魂を絞りつくし、ノイズに犯され消えかけた飛翔盤ボードを具現化させると、灼しやく髪はつの竜姫は空を獲とる。

「アンタも、知ってた!!　……わかってた、そのはずなのに!!　何も対処できない、してない、想像しない。……だから、アンタは……ミルファは!!　もういない!!　アンタは過去の残響でしかない……！　戻ってきたセリカとは違う!!」

「……わかりません」

　素直に、愚直に、ミルファは互いの飛翔盤をぶつけ合いながら。

　廃都の街路を、朽ちた電信柱や看板の隙間を、スノーボードで滑るかのように移動し、高度を稼ぐタイミングを計りながら、それでもなおそう呟つぶやいた。

「私は貴女あなたの記憶がある。カチュア・ヴェルミオーネ。……なのに、貴女は」

「昔よりも、強いわよね。……ええ、わかってた。アタシは逃げた。アンタをライバルと、あの朴ぼく念ねん仁じんを取り合う相手だと認めたくなくて。ものわかりのいい顔して、黙ってた!!」

　折れた。曲がった。怖かった。

　ぶつかり合って答えが出ることが。そしてそれが望まぬものであるという可能性が。

　だから口をつぐんだ。声を出すことをやめた。騎士の使命に逃げ、ただ傍そばにいればいい、そう自分をごまかして、特別な存在になろうとすることを諦めて。

「だけど、アタシは違う。アイツは、アタシを望んでくれた!!　……傍に居ていいって言ってくれた。だから、だから……!!」

　人類のためではない。

　カチュア・ヴェルミオーネは今、生まれてはじめて。

　自分自身と、そして家族の幸せのために───全身全霊、全錬素を振り絞っている！

「砕け散れ、残響。──そんなアンタは、見てらんない!!」

「……!!」

　無表情に驚きが浮かぶ。再行者リドウン、ミルファが初めて見せる反応。

　カチュアの髪が逆立つ。ルビーのように灼しやく熱ねつの錬素が凝こごる。

　ミルファの背後へ追いすがり、飛翔盤同士をぶつけ合いながら……！

「激突、します」

「──させてんのよ!!」

　頭を押さえ、真横から強引に押し込む。

　超高速の飛翔盤ボード、二条の閃せん光こうはせめぎ合い、そして廃都に屹きつ立りつしている廃はい墟きよに激突した。

　ミサイルでも直撃したかのような超轟ごう音おん。焔ほのおなき炸さく裂れつは舞い散る粉ふん塵じん、終末の雪と分解途中のコンクリート片。キノコのように盛り上がる煙の中、カチュアはそれを抱きしめる。

「……！」

「逃がすもんですか。……土に帰るのよ、ミルファ。アタシと、一緒に……！」

　錐きり揉もみしながら、抱き合う二人の女騎士は砲弾となって瓦が礫れきを貫き、地面に食い込む。

　崩れたビル、膨大な質量。数百トンの崩落へ、その姿は消えた。





　　　　†






　響く剣けん戟げき。火花咲く絶剣の応酬は、魔法騎士同士の戦いとは思えないほど静かだ。

　秒間数十、数百連撃。取り回しがいいとは決して言えない無骨な錬核武装、兵器よりも道具に近しい断頭の刃やいばと、その複製。若き少年と壮年の男、激流と静水の戦い……！

「守りでは、お前が上か。《騎士殺しマーナガルム》」

「攻撃に急せくな。その年頃の自分は確かに必殺の異能に溺れ、攻撃を偏重していた」

「……何、だと？」

「過去の俺よ。──お前が想像するより武の極みは遥はるか遠く、そして険しい。俺の十五年、霊葬チップを提出してからの修行と研けん鑽さんは安くないと思え……！」

「……ッ!!」

　ひときわ高く大きく火花、散る。

　これまで守勢を保っていた冬とう真まが半歩進んで攻勢に転じる。

　唸うなりが違う、重さが違う、同じ武器、同じ人間が使っているはずなのに──鋼の激突はより重く、鋭く、受けに回った再行騎士マーナリドウンの刃を一撃ごとにほんのわずか退かせていく。

　ほんのわずか、髪の毛一筋の差。

　だが、数百数千数万重ねれば、ほんのわずかが積み重なり、膨大な差が開く！

「……戦力評価、上方修正。俺自身の能力にほぼ拡張の余地はない、そう感じていたが」

「ああ。才能はとうに開花した。能力は全盛期を迎え、当時から伸びていない」

　だから技術を磨いた。ハードウェアの拡張が限界なら、ソフト面の改良で対処する。

　古代から近代まで。魔法を技術的に応用することが当然となった魔法騎士の剣術武術を再構築し、人類がそのままの筋肉と骨から生まれる運動エネルギーしか利用できなかった時代の技能を再調査し、効率的な肉体運用を突き詰めて。

「その研鑽はお前にはない。経験の蓄積が明暗を分ける戦いならば」

「最新たる《騎士殺しマーナガルム》──貴様が有利か。……了解した」

　ひときわ快音を響かせて、再行騎士マーナリドウンが飛び退すさる。駄賃とばかりに左手で抜いた収束具を向け、続けざまに撃つが──触れれば全錬れん素そを抹消する弾丸が、たやすく消える。

　鷲わしのようにはためく軍服の外がい套とう。装甲服ならぬ平時の装備のまま、冬とう真まはかつての自分が得意とした戦術を改めて体験し、苦い想おもいで唇を歪ゆがめる。

「攻弾術式との連携は、当時の俺の最善手だったな。だが実戦を経て、その手は錬素蓄積量が低い対人戦には有効だったが、対胞子獣ベノムスダームおよび特例には不適切と解わかった」

　雪ゆき奈なクラスのオーバーＳだろうと、肉体そのもののサイズに限界がある。

　そのため対人戦では、抹消の攻弾術式が非常によく利く。密度が高くギッチリ詰まっているため、消せる範囲が狭くとも数発で保有錬素をゼロにもっていけるためだ。

　だが、胞子獣は違う。特に高ステージの胞子獣は比例して大きくなり、錬素総量こそ雪奈と大差なくとも密度が圧倒的に薄く、抹消弾を数発打ち込んでも消えない。

「非致死性の攻撃としては有効だが、俺には通じない。……退ひけ」

　たとえ、あずかり知らぬところで生まれたとしても。

「お前は俺の写し、過去の俺だ。お前を適切に運用できれば、閉鎖状態の凰おう花かでも秩序を維持することは可能だろう。立ち去れ、経験のアップデートを成果として」

「……そうはいかない。俺は式だ。お前が望み、お前が目指した存在だ」

　それは人類の道具。社会存続のための犠牲……！

「最強、無敵、無限であるが故に孤独だった。俺に並ぶ存在はこの世界になかった。人類はあまりにも脆もろく、社会は壊れる寸前で、望むなら潰すことすらたやすい。だが、俺はそうしなかった。……当然だ、ひとりでいることになど、耐えられない」

　同じ貌かおの少年が吐露する、それは若き日の傷だった。

「最強無敵の絶対者？　……それがどうした。対等に笑い合える者がいない。受け入れてくれる社会もない。奴隷のように仕えてようやく仲間に加えてもらったんだ。怖くて怖くてたまらないだろう。その輪から弾はじかれることが……」

「昔は、そうだった。誰も信じてはくれなかったが。……恐怖を、感じていたな」

　家族を捨てて魔法騎士となり。桐とう幻げんの言うままに任務をこなし。

　淡い恋をした女を──ミルファを殺し、親友の姉をも殺してまで。

「お前は社会にへばりついた。ただ与え、尽くし、必要とされることで──。自分は怪物ではない、人類だと思うためだけに」

「ああ。だが……今の俺には、雪奈がいる」

　娘が。あどけなく、自分を本当に必要としてくれる存在が生きている。

　血縁などいらない。娘の信頼と愛あるかぎり、たとえ社会を追われても怖くない。

　雪奈以前、雪奈以後。最新と再実行リドウ、同一人物のバージョン違いとも言える騎士殺し、そして再行騎士マーナリドウンの間には、致命的なアップデートによる差異が存在した。

「認めない。お前は堕落した、《騎士殺しマーナガルム》」

「構わない。俺は家族を得た。《再行騎士》」

　言い合いながら、ふたりの剣に錬れん素そが凝こごる。

　それは過去も現在も変わらぬ、白しろ銀がね冬とう真まの固有絶技ロイヤルアーツ。

　星の記憶から存在を消し去る黒い刃やいば──《抹消弔鐘イレイズベル》！

「実行を承認。……焚ふん書しよ、執行」

「承認は無い。……ただ、意のままに！」

　世界がそこだけ、姿なき獣に齧かじり取られたかのように。

　ポッカリと開いた虚無を剣に換えて、過去と現在が対たい峙じする。

　それは冬真にとっては過去の記憶の抹殺。そして再行騎士にとっては己おのが未来の否定。その結果がどうなるのか──すべてをなかったことにする虚無のみが、判断する。

「消え……失うせろ!!」

　若き冬真が咆ほえる。大上段から溢あふれる闇、万物を吸い込み消去する剣が高く空へ伸び、風で舞い上がった汚染物質の雲と終末の雪を瞬時に消去、空に穴が開く。

　雲が切れる。大気が震える。

　それは人類が衰退して以来、二度とありえないと言われたもの。

　恐ろしく正確な形、完全な円に切り取られた雲と濁った空の向こうから、眩まぶしい太陽が射さし込こみ、無敵と無敵の男達を照らし出す。光ならぬ闇ならぬ、ただ虚無の黒。

　光を飲み込むモノ。情報を喰くらうモノが──振り下ろされる、刹那！

　静寂を引き裂くように、太陽を貫くように響く……重い、銃声！

「……過去の記憶と同じだな。仕掛けて来るならこのタイミングだと解わかっていた」

「だよな。お前だもんな。解ってたよ、糞くそがっ……！」

　無言、無詠唱、ただ視線を向けたのみ。

　グラン・マリアの心臓すらブチ抜いたもうひとつの騎士殺し、必殺必中の転移弾が。

　膨大な慣性と共に放たれ、無数の文字列が組み込まれた弾丸が。

《再行騎士》の眼前で停止し、抜けるはずの障壁にすら辿たどりつかぬうちに喰われて消えた。

　瓦が礫れきの陰に隠れて狙撃を行ったロンメルは、その光景にただ笑う。

　あまりにバカげたものを目撃した時、ヒトはただ笑うしかない。が、それは捨て鉢なものではない、死力を尽くし、手を重ね、策を練り切った人間の爽やかな笑みだった。

「今だ!!　──消しちまえ、過去を。振り切って、先へ進め。冬真あ!!」

「ええ、先輩。この時を、無駄にはしません……！」

　ほんの数歩。ロンメルが稼いだ時間、刹那の隙に冬真は横へわずかに跳んだ。

　崩れた瓦礫、もうもうと崩落の煙が上がる廃はい墟きよを背に、彼もまた終末の絶技を発動する。ただし無差別の解放ではない、ギリギリまで出力を絞ったそれは──黒い剣だ。

　濁流めいた放出ではない。精密に凝縮、制御されたそれを構え、冬とう真まは立つ。

　避よけるのではない。その構えは守り、守備の型。まるで固有絶技ロイヤルアーツを、《抹消弔鐘イレイズベル》を真正面から受け止めるかのごとき覚悟の姿に、再行の騎士は刹那、思考する。

（今の隙に撃ってこない……だと？）

《抹消弔鐘》の真価は解放、ないし射撃にある。

　剣のカタチをとるものの、形にとらわれる必要はないのだ。

　投じれば範囲こそ狭いが、あらゆる守りを貫いてピンポイントに要点を抹消する。

　逆に解放したなら、回避の余地なく周辺ごとすべて消し去る。再行騎士マーナリドウンはそれを狙い、今冬真の立つ場所と直線状の廃はい墟きよ周辺すべてを滅する覚悟を決めていた。

　ロンメルの射撃は防がれることを前提とした、冬真の支援。それに一瞬の気を獲とられた隙に刃やいばを投じ、自分を消し去るつもりだ……と、再行騎士は読んでいた。

　なぜ、そう結論するか。それは──単純な、相性問題。

（互いに放出を選んだなら、勝負は出力差で決まる。若い、全盛期の肉体を再構築した俺が経年劣化した《騎士殺しマーナガルム》に勝る）

　となれば勝機があるとしたら、射撃のみ。《抹消弔鐘》を凝縮、一点を貫く投とう擲てきによりこちらを消し去るしかない。そこまで読み、騎士は解放を選んだのだ。

（今の隙を狙って来たなら、避けられた。そして俺の絶技が奴やつを呑のみ、消し去る）

　が、避けず、逃げず、ただ真っ向から絶技を受ける姿勢を見せた冬真に。

　その狙いは外され、ほんの一瞬再行騎士の思考に困惑というノイズが走る。時を経たとはいえ自分は自分だ。意味のない行動でロンメルの作ったチャンスを捨てるはずが──。

「!!」

　後方の瓦が礫れき。冬真の背中、肩越しに見える噴煙じみた汚染物質の雲。

　あの爆発はいつ起きた？　ついさっき、数秒前の攻防の最さ中なか。当事者は誰だ？

　考えるまでもない。ミルファ。ミルファ・アーリアル・シルヴェスタ！

「……射線に……それが、狙いか!!」

　勢いが止まらない。放出寸前の固有絶技は止められず、このままでは……！

（奴ごと、瓦礫もろともミルファを飲み込む。……我々は）

　再行者リドウン。人間ではない。生身とは異なる錬れん素そで構築された過去の記憶だ。

　生身でさえ耐えられない絶対消滅の濁流に、刃向えるはずがない。跡形もなく消える。

「くっ……!!　うおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　我知らず、再行騎士は咆ほえていた。渾こん身しんの力をこめて剣を戻し、放出の向きを逸そらす。

　黒い濁流が、絶対消滅の洪水が冬真を狙う。だが真正面からではなく斜め上を掠かすめて、辛うじて瓦礫の中心から効果範囲をズラす。これなら、仲間を撃つことはない。

（仲間？）

　ごく自然に頭に過よぎった概念に、再行騎士マーナリドウンは愕がく然ぜんと。

（ありえない。俺はただの式の解。人間ではない。生物ではない。ただの結果に過ぎない。ミルファとて同じだ。あれは消えたところで、痛みも苦しみも感じないだろう）

　それなのに──なぜ、自分は、こんな行動をとったのだろう？

　理解できないノイズが、不可思議な疑問が脳の処理を落とす。漆黒の濁流が鈍り、空を舞う汚染物質が吹き消される中、瓦が礫れきの中からさらなる何かが跳び出した。

「……脱出に成功しました。攻撃、再開します」

　汚染物質に汚れているが、目立った損傷のないミルファ。

　三日月の飛翔盤ボードと共に瓦礫を吹き飛ばした瞬間、風のように駆けてきた少女がいた。

　膨大な氷の錬れん素そが集中する。編み上げられたＴＢテラバイト級極大術式構成を、ミルファも感知していたはずだ。本来なら命の危機を察して即座に逃げる、動く。だが……！

「防げ!!　……ミルファ!!」

「……はい」

　言葉と共に発信した念を受け、動き出すまでの隙。

　実体なき存在。解であるが故の遅さ。危機感の無さこそが……致命の、仇あだとなった。

「──《極帝戦[image: ]アイスグランド》！」

　戦場を駆けてきた雪ゆき奈なが、超特大の錬素を解放する。

　氷属性の究極、ステージ５すらノックアウトした氷と打撃の双属性を持つ超弾術式。

　それがたったひとりのちっぽけな標的、ミルファへめがけて直撃する!!

「あ……？」

　唖あ然ぜんとした表情。膨大な加護を誇る光の錬核武装もろとも、その灼しやく熱ねつすら凍いてつかせる雪奈の絶対零度がミルファを縛る。さらに直撃の衝撃で、対抗呪文が詠唱できない！

　ここまで、わずか二秒足らず。虚無の濁流の中、冬とう真まの姿はない。完全に消滅したか、あるいはまだカケラ程度は残っているのか判断できないが……放出は未いまだ続いている。

　空を貫く黒い嵐。ミルファの、雪奈の、瓦礫の真上を貫くそれは、あと二秒で。

（あと二秒で放出が停とまる。……が……！）

　騎士戦において、二秒は永遠と言えるほどに長いと。

　その身体に刻み込まれた情報が、皮肉にも再行騎士の中で叫んでいた。

「……おばさま!!」

「ええ。……ブッ飛びなさい、デク人形!!」

　ミルファの足元。同じく瓦礫に埋もれていた女が。錬核武装は裂け、錬素もほぼ失って満まん身しん創そう痍いのありさまなれど──その炎のごとき戦意だけは、熱を失わず滾たぎっている。

　氷結したミルファが構成を編む。行動不能状態からの脱出のため、錬素を熱に変換して溶かそうとしているのだろう。しかし、それよりも……焔ほのおの竜姫は、迅はやい！

「《加速》《加速》《加速》……《三重加速》!!」

「《轟ごう剣けん》《雲うん耀よう》《飛ひ燕えん》《絶氷》──超高速、突撃式・ヴェルミオーネ家伝、改」




「「──《白の終焉ホワイトエンズ》!!」」




　雪ゆき奈なとカチュア。

　娘と、母になれるかもしれない女の、初の連携。

　カチュアが加速呪文を唱え、雪奈が物理を補助。

　ただ一歩、それだけでカチュアは最高速に達し、音の壁をブチ抜く音を立てながら拳を固め、付与された凍気をまとった拳で、思い切りミルファの胸をカチ上げる！

「よせ!!　──止やめろ!!」

　思わず、声が漏れた。

　再行騎士マーナリドウンが叫ぶ。だが止まらない。

「撃破、されるのですね？」

　怒りも痛みも何もない、ただ驚いたような──。

　幼い娘のようなあどけない笑顔で。

「さよう、なら。また、会えて。よかっ……」

「ッ……!!」

　ミルファ・アーリアル・シルヴェスタ。

　かつての世界最強、神託の巫み女こ。この世に再実行リドウされた存在。ふたりきりの解は。

　拳により宙を舞い、空を削りゆく黒い濁流に触れ、呑のまれ……そして、呆あつ気けなく。




「さよなら、ミルファ。──冬とう真まの初恋。アンタは、ここでアタシが終わらせるわ」




　恨むなら恨め。憎むなら憎めと。

　過去を捨てて未来を目指す。その迷いなき決意によって、打倒された。





　　　　†






　空を貫く黒い濁流が、止まった。

　廃はい墟きよを真横に縦断する消去の痕跡。丸く抉えぐらえた建物、抉り取られた汚い雪。

　情報ノイズのただ中で、自らの攻撃を利用して仲間を倒された……いや、その現象のみでは測れない強い衝撃、精神ノイズの衝撃に、再行騎士は自らの胸を掻かきむしる。

「……理解、できない」

　再行騎士マーナリドウン。年相応の、十代の少年の貌かお。再現された過去の冬とう真ま、その似姿。

　それは己の心すらわからない未熟だった頃。

　本当の意味で大切な誰かを喪うしなうということを知らなかった、幸せな時代の──残響だった。

「霊葬チップを提出した頃の俺は。──何も知らなかった」

　虚無。抉えぐり取られた世界の中から、声が響く。

「議長に見み出いだされ、父母のもとを離れて学園に入学した。……寂しさはなかった。あの人達は生みの親だが、家族ではなかったからだ」

　虐待されたわけではない。憎まれていたのならもう少し心も動いただろう。

　当たり前に親として、当たり前に育てただけだ。それも情熱も愛もない、ただの惰性で。産まれてしまったからには殺すわけにもいかない、育てよう──その程度の想おもい。

　引き離されても寂しさは無く、学園で出会った仲間。カチュアやロンメルといった人間の方が、よほど心を強く掴つかんでいた。当時の自分は、幼い頃と比べれば。

「多くの仲間がいた。辛つらい出来事もあった。が──楽しい日々だった」

「……お前、は」

　再行騎士が顔を上げる。表情は変わらない、だが目の輝きが濁っている。

「思えば最初からお前は、ミルファとは違った。再行者リドウンでありながら、昔の俺のほぼ忠実な再現として完成していた。俺という存在の情報量のせいだと推測するが」

　それ故に、挫折を。絶望を。この世界の厳しさの、本当の重さを知らなかった。

「俺はミルファを殺した。そして今のお前と同じように、どうしようもなく絶望した。俺はカチュアの姉を殺した。誰かの家族を、仲間を、友人を、凰おう花かを守るために殺した。その本当の重さを、辛さをお前は知らない。家族を得るまで、わからない」

「固有絶技ロイヤルアーツを、防いだのか。……《騎士殺しマーナガルム》！」

　虚無の荒野と化した廃都に、外がい套とうが翻る。

《騎士殺しの騎士マーナガルム》白しろ銀がね冬真。その眼前では大地に剣が突き立てられ、彼の全身を隠すほど大きな黒い剣身が、風と共に壊れて崩れてゆく最さ中なかだった。

「《抹消弔鐘イレイズベル》改変式。《隔絶巨剣》──誰かを失うことを恐れ、守るために創り上げた。万物を飲み込む虚無の盾だ。ミルファに出会い、殺してから編み出した術式だよ」

「……なるほど。それは、知らないな」

　どこか大切な芯が折れたような。

「俺は、人の弱さを許すと決めた」

　冬真が語るそれは。

　かつて、最初の『ミルファ』をこの手で殺した時の、最後の言葉──。

「俺を恐れる人々の恐怖も。絶滅に怯おびえる人の恐慌も俺は許せる。自衛のために戦いはするが、傷つけることなく姿を消そう。そしていつか再び望まれたなら、戻って人類のために戦おう。それは、かつて奪った命との『契約』だ」

「俺の知らない、未来のミルファとの……か？」

「そうだ。そうしたら、いつか、きっと」





　──あなたの願いは……叶かなうから。

　　　未来は、きっと……繋つながって、いくわ……。






「あの言葉が俺を縛っている。忘れず、恐れず、心に刻んで俺はここに立っている。かつての俺、お前にもできるはずだ。生き残り、仲間と共に、心を癒いやせたなら」

「……俺に心は存在しない。俺はただの、解でしかない」

「数式は涙を流さない。……お前は、『俺』だ。再行者リドウン」

「!!」

　自らの頬を滴るそれに、はじめて気づいたように。

　絶対無敵だった少年は驚きよう愕がくに震え、自らの手を見詰めて……動かない。

　冬とう真まはそこへと歩み寄る。手の中に生まれた黒剣、《抹消弔鐘イレイズベル》を掲げながら──。




「安らかにあれ、再行騎士マーナリドウン。これからは──未来は、俺が続けていく」

「……ああ」




　涙に濡ぬれた頬のまま、少年は剣を見上げる。

　抹消の刃やいばが走る。黒い剣が錬れん素そで構築された身を引き裂き、消し去る中。

　宙にほどけるように消えゆきながら、再行騎士は。

　評議会が掲げた人類存続の願い、その解は跡形もなく消えていった。





●祈りと願い




「勝ったはいいが、カチュアは当分動けねえ。俺もキツいな、少し休ませてもらうぜ？」

「先輩、どこか負傷を？」

「いや。……情けねえ話だが、シェルターの維持コスト払って実戦まで参加は、俺の錬れん素そ総量じゃかなりキツい。ま、タンクベッドでしばらく寝てりゃ回復するさ」

「了解しました。……無事か、カチュア。助かった」

「いいわよ。……セリカのこと、お願い。しばらく休むわ、マジで……」

　再行者リドウンとの戦いを終え、トレーラーへ帰還してすぐ。

　力尽きるように錬核武装を解いたカチュアに肩を貸し、ロンメルがベッドへ向かう。

　とはいえシーツがあるわけではない。あるのは狭いバスタブじみたタンクベッドだ。

「……大丈夫でしょうか、おばさまたち」

「どちらも錬素の消耗による一時的なものだ。数時間の睡眠で改善するはずだが……」

　そこで言葉を切り、冬とう真まはわずかな目眩めまいを覚えてふらりと揺れる。

「！　お父様……！　大丈夫、なの、ですか……？」

「心配いらない。それより雪ゆき奈なはどうだ？　何かおかしなことは、体調に問題は？」

「ありません。……それより、ミルファさんと、お父様のことが、気になるくらいです」

　むっ、と好奇心とわずかな嫉妬の混じった顔で迫る雪奈。そんな甘えたがりの仕草から、まだまだ子供だと感じて微笑ほほえみながら、過去のことを思い出す。

「……雪奈。人間を、恨むな」

「え……？」

「それが、ミルファの遺言だ。彼女は強かった。お前と同じか、それ以上に」

「はい。……わかります。もし、あの人が、本当の状態だったら……」

「勝利は難しかったかもしれない。それほどまでに強かった。だがそれ以上に優しくて、優しすぎて、自分以外の誰かの哀かなしみまで背負ってしまう。生まれ持った才能とは真逆の、まるで戦争に向かない……そんな人間だった」

　そして、かつての自分。ロンメルやカチュア、当時の戦友と触れ──人間性を少しずつ高めていたものの、己の万能感に驕おごっていた。すべてを守り救えると、信じていた。

「救世主メシアを気取り、万能の自分という幻想に酔っていた。……自分にはどうにもできない。敵かなわない、手が届かない、救えないものがあると判わかっていたのに」

　理屈で知ってはいても、心で感じていなかった。

　本当に大切なものを失う怖さを教えてくれたのは──紛まぎれもなく、ミルファだ。

「あのもうひとりの《俺》──過去から再生された《再行騎士マーナリドウン》は、その痛みを知らない。痛みを感じても乗り越えることすらできない。再生された過去は、変わらないからだ」

「苦しみを感じたら、ずっと、そのまま……？」

「ああ。……ほとんど抵抗もせずに倒されたのは、そのためだろう。癒えない傷を抱えて存在し続けるのは、辛つらい。苦しみごと自ら消滅を選ぶほどに」

　終わりなき苦痛から、抹消という安息を。

「……もしかして、お父様も……？　ミルファさんを、亡くして……」

「そうだな。考えたことはある。何もかも忘れて消えてしまいたい、と願ったことも」

　だが、その想おもいは断ち切った。自分が無責任にすべてを捨てれば、人類が滅ぶ自覚。

　そして友人達がいた。ボロボロになってもついてきてくれる仲間がいるかぎり、安易に消滅を選ぶことなどできず──そして、《再行騎士マーナリドウン》にそれはなかったのだ。

「一人ぼっちだから、消えた。……かわいそう、かもしれません」

「雪ゆき奈なは優しいな。先輩達が起きてくるまでに食事をとり、トレーラーを移動させよう。評議会が安易に追撃を出すとは思えないが、可能性はある」

「はい。……お話、してください。私の、こと。それから……これからのことを」

「ああ。今度こそ、隠し事はなしだ。……お前ならきっと」

　疲れ果てた娘を支えるように寄り添い、父はリビングへ向けて歩いていく。

　隠しておこうと思っていた。娘は真実に耐えられない、そう考えたからだ。

（だが、それは間違いだ。雪奈は……強い）

　真実を話そう、と思う。ストレスから逃げるのではなく、正面から立ち向かう道を自ら選んだ雪奈の意志を尊重し、隠された任務のことも、雪奈が置かれた状況も。

「信じている。……愛している。雪奈」

「……私もです。お父様」

　狭いトレーラーの通路で、父と娘は互いに想いを伝え。

　そして、それから数分後──香ばしい油の焼ける香りが、キッチンに広まっていく。

「いつもはカードフードの基本材料として加工される食用茸きのこだが、今回はこれをそのまま使う。旧時代ではヒラタケと呼ばれていた種が原型ながら、加工前のものだ」

　傘が開き切っていない平たい茸。簡単に洗ってゴミをとり、水気を拭いてから傘の裏に調味料をふりかけ、低錬れん素その油脂を少々。上から模造チーズ、塩コショウを振る。

　大人の掌てのひらよりやや小ぶりな程度。厚めに切った食パンほどのサイズのそれをトースターに入れ、模造チーズがとろけて焦げめがつくまで焼き上げれば……！

「約束のチーズトーストもどきだ。徹底的に錬素を排除したカードフードほどではないが、天然食材を使わない分錬素総量はかなり低い。少量なら大丈夫だろう」

「はい。……ほふっ、ほふっ……！」

　雪奈が口からぽふぽふと、可愛かわいらしく湯気を吐く。味の評価は訊きくまでもない、口内の熱くて美お味いしいものをじっくり味わうその表情は、ご満悦の子猫のようだ。

「ふぅん。……おいしいじゃない。情報量が少ないのに、多彩だわ」

「いやホントっスね～。雪ゆきにゃんパパの料理がウマいのは知ってましたけど、戦闘で役に立てなかったウチが先に頂いちゃうのに罪悪感を覚えるレベルっス」

「先輩やカチュアには回復後に振る舞うさ。戦闘の件についても気にしなくていい」

　相手が規格外に過ぎるのが原因だ。並の相手なら黒くろ子こは錬れん素そ総量の乏しさの割に、その特殊技能で十分戦力として貢献できるだけの実力がある。

「……お父様が、学園についてきてくれたのは。評議会のご命令、だったのですね」

「俺自身の希望でもあったがな。心配すぎて家で待つだけなど辛つらすぎる」

「ばか？　……って言うのよね、この場合」

　炎のドレスをまとったセリカが呆あきれ顔で言う。

「娘を守るために学校についてきて。……理由が、娘が胞子獣ベノムスダームになったら人類が滅ぶ？　そんなことを怖がってたのね。……そう。それって怖いことだったんだ」

「ステージ５は出現するだけで惑星規模の脅威となる。雪ゆき奈なクラスの錬素があれば、それこそ未み曾ぞ有うの災害が惑星全土を襲うだろう。評議会の判断も過ちとは言えない」

「……わかります。あの」

「？　なによ、白しろ銀がね雪奈。なんでセリカの手を握るの？」

　バーカウンター状のキッチン。エプロン姿で調理する父の姿をストールに並んで眺め、隣に座ったセリカの手をひっそりと握りしめて、雪奈は言う。

「セリカさんが、ああなった時。……思いました。いつか、私も……って」

　胞子獣と化して死んだ戦友。その死に様は深く雪奈の心に刻まれ、傷となった。

　冬とう真まにも覚えがある。救えなかった後悔と、家族や自分がいつそうなるかという不安に、雪奈は怯おびえていたのだろう。気丈に振る舞っていても、ストレスは澱おりのように心に沈む。

（……それをグラン・マリアにつけこまれ、クーデターに加担させられ。ついには変異率の悪化を招いてしまった。……父親として、あまりにも情けない）

　最強よ、無敵よと言われようと。単独で惑星を破壊できるクラスの錬素量や、それすら虚無に帰す抹消体質があり、無限の錬素を持とうとも──。

「父親として、人間として、決して万能でも無敵でもない。俺は善き父親に、善き人でありたかった。が……結果はこれだ。反省している」

「……そんな。お父様は、私のために……！」

「ありがとう。だから、戦おう、雪奈。辛い日々になるかもしれない──が、心穏やかに、健やかに時を過ごすことさえできれば、きっといつか凰おう花かへ戻れる日も来るはずだ」

「その時は。人類に刃向った償いと、反乱の罪を……」

「償おう。俺も共にいる。カチュアや先輩、そしてついてきてくれた友達も」

「……はい！」

　ようやく見せてくれた雪ゆき奈なの笑顔。それだけで心が軽くなり、ほっと気が緩む。

　軽く息をつきながら、わずかな眠気を感じて冬とう真まはコーヒーを探る。偽コーヒー売りの工作員から貰もらってきたポットはすでに空で、新しいものを淹いれねばならない。

（確か、代用品があったはずだな……）

　自宅なら置き場もわかっている。しかし、ここはロンメルが作ったばかりでキッチンもほぼ初めて使う。不慣れで配置もわからないため、戸棚を開けて探す必要がある。

　いつもの軍服は除染に回し、砕けた服装にエプロンをした日常的な姿の冬真が、いくつかの戸棚を開いて中身を確認していると、不意に娘達の話し声がした。

「……胞子獣ベノムスダーム化？　それが、怖いの？　……どうして？」

「大勢に、迷惑をかけてしまいますし……死んでしまったら、お父様に……会えません」

「そんなことない……でもないか。そのまま孵ふ化かしたら、自我が壊れてしまうもの。私の時みたいな、記憶媒体の破損による胞子獣化は正しいルートじゃないの。雪奈なら、正しく孵化できるはずよ。……そんな割れかけて苦しいのに、どうしてしないの？」

「……え？」

　心底不思議そうなセリカの問い。困惑する雪奈。その内容に、引っかかる。

　魔法騎士の胞子獣化。セリカの死に伴うそれが正しいルートではない、と言うのなら。

　正しい方法での胞子獣化などというものが存在し、セリカがそれを……？

「ちょっといいっスか、センパイ？」

「？　……黒くろ子こか、どうした」

「コーヒー、探してるんっスよね。たしかソコっスよ。ソコソコ」

「ソコ？　……もう少し具体的な情報が欲しいな」

　隠蔽式を使ったわけではない。素のまま、そのままの気配で黒子は冬真に歩み寄る。

　戸棚を開けていた男の背後、すっと間近に手を伸ばして──。

「ソコっすよ、ソ・コ。おいしいご飯のお礼にウチが淹れますから、ねっ♪」

「それは助かるが……疲れているのは同じだろう。かまわないから休んでいなさい」

「いいっスよ～。ほら、ウチって家庭の味に飢えてるもんで。ほんとマジ、あのトーストは美お味いしかったっス。あんな朝食を、家族と一緒に食べられたら……」

　心底羨ましそうに、冬真の背に抱きつくようにもたれる気配。

　軽い体重を支え、痩せた黒子の胸板に保護者としての責任を感じ、冬真は答える。

「これから当分はそうなるさ。いつ凰おう花かに戻れるかはわからないが、黒子は痩せすぎだ。体重を増やすくらいで丁度いいだろう。あの牛缶を回収しておいてもよかったか？」

「ははっ、そうっスかね？　でもウチが欲しいのは、ごちそうじゃなく……家族なんで」

　冬真の腰に、黒子の手が回る。シャツ越しに少女の吐息と肌のぬくもりを感じた。

　が、振り払おうとは思わない。……何な故ぜなら、黒子は。

「……泣いている、のか？」

「ぐすっ……。ええ、マジ泣きですよ。あはは……ほんと、ホント、サイテー。ずっと、あのままでいたかった。セリっちも戻ってきて、みんなで凰おう花かで一緒に暮らして、新しい家族になれたら。きっとウチは最高だったのに。どうして」

　泣くような……甘えるような、声のトーンが、突然。




「どうして、裏切ったりしたんスか。センパイ」

「……!!」




　暗く重く切り替わった瞬間、冬とう真まは強烈な痛みに震えた。

「がっ……!!　グッ、がはっ……!!　くっ……ろっ……こッ……!?」

　それは死の奇襲。

　無敵を犯すスズメバチのひと刺し。腰から割れた腹筋を撫なで上げ、そして胸板へ。

　感触を確かめるように上った黒くろ子この指が心臓の真上に至った、その瞬間……!!

　黒子の指がツン、と肌を軽く押す。ただそれだけで生体錬れん素そネットワーク、全身を廻めぐる膨大なエネルギーが断たれる。心臓が麻ま痺ひし、停止し、猛烈な窒息感が襲ってくる！

「……がっ……!!」

「？　……え？」

　理解できない、という呆ぼう然ぜんたる雪ゆき奈なの声。

　キッチンの床に倒れた冬真。どさりと屈強な軍人の身体が伏せる時、傍そばに立った黒子は。

　涙に濡ぬれた頬。薄く浮かべた微笑ほほえみ。焦点の合わない瞳。壊れかけた──その姿で。

「《錬脈断ちリンクカツト》。──ウチの本当のパパにキめたのと同じ、心臓打ちの殺し技っス。ウチが赤ちゃんの頃は緊急医療措置で回復しましたけど、今はそうもいかねーですよ」

　それは彼女の傷。

　二歳の幼児の頃、抱きあげた父親の心臓を偶然弾はじいて止めた記憶。

「お父様!!　……お父様!!　あの、だいじょう……えっ……!?」

　雪奈が倒れた父にすがる。

　かつて教えられた応急救護手順に従い、心臓と呼吸の有無を確かめ──。

　そのあどけない顔が、絶望に凍りつく。

「心臓が……止まって……!!　治癒式、回復を……!!」

「無駄っスよ。完璧に錬脈断ちがキマッたっスから。回復術式は被術者の錬素を活性化、肉体に含まれた情報を基に正しい状態へ返すものっスけど……」

　錬脈が断たれた状態では、その正しい情報を読み取れない。

「錬脈断ちでの即死状態から回復するには、バックアップからの情報の読み出しが必要。あるいはメチャクチャな錬れん素そ量で強引に停止したネットを回復するとかっスけど……。　いくらパパりんが無敵でも、そんなデタラメな錬素総量はないっスよね？」

　自分でもあまり信じていない口調で、黒くろ子こは言う。冬とう真まのデタラメぶりを理解している、だからいつ蘇よみがえってくるかもしれない。だが、そう理解していて、なお……。

「粛清執行、完了。白しろ銀がね冬真上級曹長、人類への反逆の罪により──処刑しました。この処置は十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの特別承認によるものです」

　言いながら黒子が掲げたのは、魔法騎器デバイス。

　液晶パネルに輝く評議会の印。冬真の処刑を承認、命じる正式の書類は……！

「特殊部隊《名無しネームレス》内務監査官黒黒黒くろみつ黒子。現戸籍名、桐とう幻げん黒子の名において、これを執行しました。ご承知ください、白銀雪ゆき奈なさん。そして──善きご最期を」

　淡々とした言葉遣い。黒子のカラーともいえるはしゃいだ気配が完全に失うせている。

　その右手、親指を軸に人差し指と薬指を束ねる形。それは中国武術で言う《蟷とう螂ろう拳》、カマキリの手の形を摸倣した点穴術、即すなわち人体の急所をピンポイントで突く拳だ。

　愕がく然ぜんと力を喪うしなった父にすがる雪奈、その首筋に右手が走り──。

　──ギィンッ!!

「アンタ……!!　なんで、なんで、なんでっ!!　なんでこんなことをしたのよ、黒子!!」

「カチュア・ヴェルミオーネ。……タンクベッド睡眠中を狙ったのに。隊員の心肺停止に伴う非常信号？　アラートの自動送信……ですか」

　寝入りばなを叩たたき起こされたとは思えぬ迅速さ。

　錬核武装を展開するヒマもなかったのだろう。拳を硬質化、錬素で強引に守り、黒子の暗殺技を防いだカチュアは、戦いの傷跡も生々しい姿のままで、咆ほえる。

「説明しなさい!!　桐幻黒子？　内部監査!?　アンタ……評議会の……!!」

「当然でしょう。たったひとりに背かれたら人類が終わる。それを認識していながら何の手も打たないほど、現人類は甘くない」

　それは非常時の保険。

　白銀冬真、白銀雪奈という存在を表で運用できるかどうか？

　その試金石とも言える育成事業、そのただ中に組み込まれた最終安全装置。




「──ウチは、《名無し》。離反したアンタ達と違って、今も人類に叛そむく裏切者を殺す。ただそれだけの存在、殺し屋なんスよ。今も……!!」




　最後の最後で、創り上げた仮面にすがるように。

　黒子は叫び、悲痛なそれが場に響いた。





　　　　†






「──なにかご用ですか、お爺じいさん？」

　それは黒黒黒くろみつ黒くろ子この起源オリジン。

　物心ついてまもなく。心臓を停とめられかけた父に、突然の死を恐れた母に怯おびえられ。

　常に敬語で、距離を取り接し続けられ。低ランク故に学園でも居場所がなく。

　ひたすら乏しい擬似太陽光を割り与えられた、薄暗い公園にひとり佇たたずんでいた時──。

「さて、のう。見極めに来た、と言ったらどうするね、お嬢さん？」

「……どういうことでしょうか。私は、ただのひとごろしですが」

「ホホッ。……それはいい。私もそうだ。殺したなあ、ああたっぷりと殺したわ。

　人類に叛そむく者を、生存の祈りに刃向う者を。すべての掲げる正義を抹殺してのけた。

　お主は父親を、それも殺しかけただけじゃろう？　──私は、もっと殺したぞ」

「……!!」

　嘘うそや冗談では、なかった。

　声をかけてきたのは、艶のない黒い着物をまとった、枯れた老人。

　だがその眼めだけはギラギラと光り、おぞましいまでの生命感にあふれている。

　それは人間としての、生物としての強さ。貪欲なまでに存在し続けることを選ぶモノ。

「日本閥。この国に細々と生き残った日本人、その束ねをする中で。どれだけの人間に腹を斬らせたか。どれだけの若者を地獄へ追いやったことか。ひねくれるには若すぎるわ、小娘。本当の殺人とは己おのが手を汚すなどという温ぬるいものではない。権力を握り、己ではない他の誰かに、『死んでこい』と命ずることぞ」

「……私に、なぜ、そんな話をするのでしょうか？」

「ふん、なるほど。親殺しの娘よ。お主は確かに殺しておるのだな。いや違う。……殺されたのだな。お主自身を、その父親に、母親に」

「事情を、ご存じのようだから訂正します。私は、お父様を……この手で……！」

「子に殺されかけたごときで、頑是ない子供に敬語を使わせる。己が命惜しさに遠ざかり、誰よりも傷ついているであろう我が子を抱きしめもせず、遠ざけて蓋をし目をつむる」

「……え？」

　それは、何よりも欲しかった言葉。

「そのようなものは、親ではあるまい。お主は絶技で父を殺しかけた。父は言葉で、心でお主を殺しかけた。──あいこではないか。似た親子よな？」

「そん、な」

　考えたこともなかった、修羅じみた観点。

　この老人はどれだけの地獄を生きてきたのだろう？　少なくとも怯えた眼で、我が子の機嫌を損ねないように……殺されまい、殺されまいとする父よりも、母よりも。

「お爺じいさん。……あなたは、私をどうするつもりなんですか？」

「求めに来た。人類の刃やいばを。我が後継、煉獄の雛ひな鳥どりをな。──我が名は桐とう幻げん。人類の最高位意志決定機関、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい、議長である」

「……ッ!!」

　痺しびれるような感覚が、黒くろ子この全身を駆け巡る。

　はじめて誰かに求められた。誰かに必要とされた。誰かに、手をさしのべられた。

「このまま親に殺され、生ける屍しかばねのまま無駄な禄ろくを食はむ贅ぜい沢たくなど人類には許されぬ。優れた才能資質を持つ者は、そのすべてを絞り出し、人類のために捧ささぐが凰おう花かぞ？　それもわからず己おのが保身のため、才を殺さんとする馬鹿者どもに──お主はいらぬ」

　だから。

「私のもとへ来い、黒子よ。私はお主に新たな名と、使命をやろう。生涯を燃やし尽くすだけの価値あるものを。人類存続という大義を継ぐがいい。桐幻黒子。今日よりお主は我が娘……人類存続の志を継ぐ者ぞ!!」

　その言葉に甘えはない。

　優しさもない。断崖絶壁から突き落とすような、厳しさと険しさしかない。

　取引、ですらない。そんな地獄を誰が望むと言うのだろう？　されど、黒子は──。
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「……本当に」

　震えるほどに喜び、涙をこぼして。

「私に、名前をくれるのですか。生きていていいのですか？」

　心を殺された者は。愛も希望も生きる目的も何もなく、ただ放置された少女は。

　はじめて『目的』を与えられ、『希望』を宿して蘇よみがえり。

「やろう。地獄の底まで共に堕おちようぞ。──娘よ」

　老ろう爺やと少女の手が重なり、契約は結ばれ……後に、《名無しネームレス》に隠された刃やいば。

　人類の最終安全装置、最強無敵の絶対者に嵌はめる首輪が、完成した。





　　　　†






「──ウチはずっと、白しろ銀がねパパを殺す方法を探ってました。隠おん密みつでの接近は最初に試しましたけど、無理。どんな隠蔽式を使っても接近不可能。となれば、方法はひとつだけ……。一切隠さず、心を寄せて、近づけて、本気で愛して、慕って、くっつけるまで距離を縮めて……ほんとのパパの時のように」

　ただし今度は、事故ではなく。

「心臓を停とめて、殺すこと。英雄を殺すのは、怪物じゃない。敵ですらない。──ただ愛こそが、英雄を殺せる武器なんだってことですよ」

「そんな、理由で。アンタは……!!　冬とう真まを……！」

「はい。……白銀パパも、雪ゆき奈なちゃんも、アレちんも、セリっちも。本心から大好きです。友達として、家族として、愛してます。──けど」

　嘘うそ偽りはない。だからこそ暗殺の刃が近づけた。

「人類に叛そむくというのなら。殺すしかないじゃないっスか。それがウチという存在の根。人類存続のため、その目的のために造られたウチは……。その使命なくして、生きられない。また、あの空っぽの存在に戻るのだけは」

　──殺されるよりも、痛かった。

「だからウチは殺しました。白銀パパを、人類最高の勇者を、超越の英雄を。ウチはユダです。救世主メシアを殺した裏切者です。報酬は何もありません。けど、それでも、やるしかなかった。ウチはそのためだけに、お父様に求められた存在だから」

　明るく飄ひよう々ひようとしたキャラクター。黒くろ子こ自身が理想とする仮面の人格、ペルソナ。

　それも桐とう幻げんの求めなくしては存在しない。誰かに必要とされること。棄すてられるのではなく、ひとつの存在として認識され、求められてはじめて──黒子は『人間』になれた。

「お父様を、裏切れません。でも友達も、裏切れません。雪奈ちゃん。だから。……さよなら、っス」

　にこり。掲げた指を自らの首筋に当てて、黒くろ子こは笑む。

　それは人体の急所。脳と心臓を繋つなぐ最も太い錬脈の、要……！

「待ちなさい!!　アンタ……死ぬ気!?」

「ええ。そうすれば、何も観みないで済むんで。……人類の滅亡も。雪ゆき奈なちゃんの破滅も。わからないままで逝けるなら。ははっ」

　どっちつかずの、やじろべえ。

　フラフラと揺れる曖昧な存在。大好きな友達と、存在を与えてくれた人。

　悩みながらも決断を下した冬とう真まと違い、どちらも裏切れない、ならば。

「どっちも裏切るしか、ないって。そう思ったんスよ。……間違ってますか、学園長？」

「最低最悪に間違ってるわ!!　……バカ。バカああああああっ!!」

　──ぷつん、と。

　自らの錬脈を断とうとした指に、カチュアが飛びつく。

　強引に押さえ、自害を食い止めようとあがく。だがその時、二人の背後では。




「……孵かえるわ」




　セリカの呟つぶやき。

　トレーラーに凍気が満ちていく。

　パキパキと音をたてて樹氷が広がり、倒れた冬真とすがる雪奈を丸く閉ざしていく。

　あたかも繭のように。大切なものを守るように、膨大な錬れん素そが凝こごる。

　乾いた音がする。

　グラスに浮かべた氷が割れる、そんな音だ。




　それは決意と覚悟と、そして。




　お父様。

　愛しています。

　大好き、です。




　そんな言葉で言い尽くせないほどの想おもいが──肉体という殻を破り、あふれる。

　倒れた父にすがった雪奈の、全身の皮膚がひび割れていく。亀裂が広がり、中から錬素が溢あふれ……内側から膨れたエネルギーは、瞬時にトレーラーを破裂させた。




　─────────……………………。




　沈黙の爆発。音もなく咲く、白い薔ば薇ら。

　廃都で炸さく裂れつしたそれは瞬く間に広がり、絶対零度の凍気と共にすべてを……胞子獣ベノムスダームも、汚染物質も、人類も、時間も空間もありとあらゆるすべてを凍りつかせてゆく。




　西暦、２１２７年。

　静かに、静かに……一切の悲鳴も嘆きもないままに。

　地球は凍結し、《終末の雪》を超える大氷河期が訪れる。




　──《沈黙の時》の、始まりだった。





●老兵、死すべし




　世界が凍る、ほんの少し前。

　終末の雪が降りしきる廃都のただ中。人類再生機構・凰おう花か外、廃都前線キャンプ。

　朽ち果てたビルを要塞化し、情報機材を運び込んだ仮拠点に男の悲鳴が長く響いた。

「……ばかな!!　ばかな、ばかな、ばかな!!　再行者リドウンが……！　私の最高傑作が、スクロヴェーニの悲願が、どうして、ああも、たやすく!?」

　髪を振り乱し、白衣の男は液晶パネルに頭を叩たたきつける。

　最前線、《再行騎士マーナリドウン》との接続が断たれ、砂嵐じみたノイズのみが映る画面を眺めて、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい議長・桐とう幻げんと共に座する議員連はあんぐりと口を開けていた。

「ぎ、議長！　これはどういうことです、貴方あなたが言い出したことですよ!?」

「必ず倒せる。後顧の憂いを断ち、我ら評議会の基盤を建て直せる……。

　そう仰おつしやるからこそ《名無しネームレス》排除、白しろ銀がね冬とう真まの粛清にも賛同したというのに！」

　口々に非難の矛先を向けるのは、禿とく頭とうの老人。が、さぞ誰よりも怒るかと思えた桐幻は、まるで毒気が抜けたような穏やかな表情となり、細かく肩を震わせていた。

「くくく……。ははははは。まあ、で、あろうな。過去の再生が、現在と未来に敵かなわぬなど当然よ。あれは常に成長しておる、あの時点で既に世界に敵うものなどおらぬのに、己を研ぎ続けておった」

　苦笑と自嘲、そしてほのかな誇らしさを混ぜた複雑なものをこめて。

「認めねばなるまいな、敗北を。……老兵、死すべしと」

　深々と息を吐く桐とう幻げんに、すがるように研究者は言う。

「霊葬チップはコピーがあります。もう一体……いえ、自己同一性の問題に目をつむり、三、いえ……十体、《再行騎士マーナリドウン》を生産しましょう。それなら！」

　袖にしがみつく必死の形相を見下ろして、桐幻は温ぬくもりさえ感じる口調で告げた。

「無駄だ。何人造ろうが、同じ手であれは倒せぬ。……審判は、下されたのだぞ？」

「そんな……！　一度や二度の失敗で、何を弱気な。あれを放置しておけば人類は滅びる、そう仰おつしやったのは議長ではありませんか。今さら、そのような！」

「その通り、放置などせぬとも。失敗の責、罰は受けねばなるまい。作戦発案者たる我、桐幻。そしてロザリオ・スクロヴェーニの連座によってな」

「は……？」

　何が何だか、わからない。唖あ然ぜんとした顔で、和服の袂たもとから放たれた攻弾術式──。

　拳銃型の収束具から放たれた弾がロザリオの腹部を貫通し、多量の血が床を舐なめていく。心臓を貫通、ほぼ苦痛なきままに即死したその骸むくろを抱きとめて、老人は続けた。

「先に逝っておれ、愚者よ。文句は冥土でじっくりと聞いてやろうぞ」

「な、何をするのです、議長!!　その男の《再実行リドウ》は、今後の戦力の柱と……！」

「要らぬ。これからの凰おう花かに、そのような余分は必要ない。削そいで削いで削いで削いで削いで削いで、不要なものは一切すべて切り捨てん。それこそが我らが最後の役目と思え。人類のために殉ぜよ、評議会」

「な……!!」

　顔色を変えて詰め寄る議員達が、桐幻の眼めに射抜かれて言葉を無くす。

　それは乱心ではない。ストレスによる暴走でもない。

　この老人は今、その意味を十分に理解した上で、自らの駒を捨てたのだ。

「抜くがよい、議員連。そなたらもかつては魔法騎士。戦場を退いたとはいえ武の心得はあろう。生存のため武器をとれ。我を殺さば、生き残れるやもしれぬぞ？」

「……緊急警報！　議長を拘束しろ、明らかに異常だ!!」

　アジア系議員の一人が警報装置に飛びつき、ボタンを押す。

　即座に現れるはずの護衛役は、数分の痛々しい沈黙を経ても来ない。針のような沈黙の中、議員が何度もボタンを押すカチカチという音だけが響いていた。

「来ない!?　なぜ、ちょっ……!!」

「扉もロックされている!!　開かない!!　議長、アンタは……最初から、我々を!?」

「さよう。言うたであろう、これは生存競争だとな。我ら古きもの、そして新たなるもの。どちらが勝つかの試しであると。そして古きは破れ、敗北の代償は払わねばならぬ」

　まったく手のかかることよ、と桐とう幻げんは白しら髭ひげの奥で苦笑する。

「現一千万人体制では、凰おう花かがもたぬ。マザーコアの秘密を暴かれ、地上奪還の夢は潰ついえ、もはや人類に希望なし。言うたであろう？　人類は滅びた、とな」

「そ、それは、我らを奮い立たせるための厳しい表現では……」

「今さら奮起を促したところで、現実的に敵かなわぬ。ステージ５連続出現によるダメージ、さらにグラン・マリアの乱による情報暴露による政治不信は、もはや拭えぬのだ」

　言うと、桐幻は実用一辺倒の無骨な野戦指揮用デスクに置いていた雅みやびな器をとる。

　それは日本閥に伝わり、彼が長年愛用してきた古物の茶ちや碗わん。わずかに残った抹茶をすっと飲み干してから、老人は迷うことなくそれを床へと叩たたきつけた。

「割れた器は元には戻らぬ。されど金や漆で継ぎ、元の似姿で形を保つことはできよう？　私は試したのだ。ロザリオめの《再行騎士マーナリドウン》が、過去の残響が白しろ銀がね冬とう真まを破れるや否や。もしできたのならば、それを軸とし現体制を維持することも可能やもしれぬ、とな」

　だが、《再行騎士》は破れ、甘い期待は打ち砕かれた。

　桐幻にとっては半ば、予想通り。

　手加減などしない、なりふりかまわぬ手を打ちつくし、なお破れ──。

「絶対的な力を背景とし、凰花を独裁と強権によってまとめ上げ、人類社会を逼ひつ塞そくしたまま長期維持して生存を計る戦略は、否定されたのだ。ならば次なる手段を。犠牲を伴ってでも社会を変革し、歪いびつであろうと形を保つより未来はあるまい？」

　割れた器、その破片を愛いとしげにつまみながら、桐幻は幽鬼のごとく席を立つ。

　大きな破片と破片に錬れん素そが凝縮。凝縮した鉱物が破片を繋つなぎ、ひとつの形を作る。

「すでに非常モードは発令された。各戦線より撤収させた方面軍、中でも人格、実力ともに選よりすぐった精鋭部隊と、凰花内の人事評定により選抜された生産、行政、司法などの人材と失ってはならぬ文化遺産。すべては最深区画ロータス・ボトムへと移送が始まっておる」

　熔とけた金が、黒い漆が割れた器をふたたび形とする。

　壊れた破片を継つぎ接はぎした、歪な茶碗。だが明確に機能を取り戻したそれを前に、桐幻は居並ぶ評議会議員、この瞬間のために地上へ招いた者らを見渡して、言った。

「もはや一千万人類は維持できぬ。されど五百万ならどうか？　選りすぐった人類を隔離保護、すべての資源を集中したなら……！」

「……五百万軍民を犠牲にして残りを救う。そ、そう仰おつしやるのですか!?」

「さよう。我らの役目は覚悟と選択、これまでも多くを選び、捨ててきたではないか。我らが切り捨てられる番が来たのだ。評議会、地球人類民族派閥の禍根、内紛の芽は、この桐幻がすべて断つ。さあ、抜くがいい。さもなくば……！」

　ニッ、と老人とは思えぬ白い歯を白髭から見せ、微笑ほほえみかける。

「この場で皆、死ぬだけぞ。生き延びたくば戦え。我を殺し、我が過ちを正してみよ!!」

「……狂っている!!　狂っているぞ、あんたは!!」

　アジア派閥の長が叫ぶ。が、極きまった老人の心は一瞬たりとも揺るがない……！

「さよう、とっくの昔にな。我は人類守護の鬼ぞ。──《正まさ宗むね》抜刀」

　静かな詠唱と共に、老人は手にした杖つえ、そこに隠された仕込み刀を抜き放つ。

　それは量産型錬核武装の傑作、《正宗》シリーズの元祖。

　かつての国宝、相そう州しゆう正宗。伝説級の名刀を触媒とし、魂を分け与えられた量産型にすら人類を支える力を授けた日本閥の至宝、限定解放された特級の錬核武装だった。

「ヒッ……!!　た、助けて!!　助けてください、議長!!　し、死にたくない!!」

「命乞いなどするだけ無駄だ!!　……武器をとれ!!　錬核武装を出せ！」

「待て、それなら戦うより結界を破るのに使おう。議長の乱心を凰おう花かに伝えれば！」

「救援が来るとでも言うのか!?　遅すぎる、この場で議長を倒す方が……！」

　議員達が悲鳴をあげ、右往左往する。

　数人はかつての軍役の名残りか戦闘態勢をとるが、残る者らは外部に助けを求めようと必死で通信式を構築し、あるいは閉鎖された指揮所から出ようと強固な扉を蹴りつける。

　醜い、されど必死の生存努力。決してまとまらぬバラバラの勢力。

「……これが、旧世代の膿うみよ。人類の未練、地上への未練、捨てきれぬ業」

　人類の業を煮詰めたような光景に、桐とう幻げんは哂わらう。

　白しろ銀がね冬とう真まを見み出いだし、新世代の出現に希望を観みてから十数年──夢を見ていた。

（犠牲を厭いとわず、種全体を見据える視野と家族への情愛、そして巨大な力を備え。新人類に覇権を譲り、我ら旧世代は静かに滅んでゆけると）

　だが、もはや賽さいは投げられた。

　新人類は旧世代の業を許さず、グラン・マリアの乱という形で歪ゆがみは噴出し。

　人類守護を誓ったはずの桐幻の甘さ──夢に酔い、鈍った己の愚かしさこそが、多くの市民を死地へ追いやり、全人類の半数を切り捨てるがごとき鬼畜の所業を選ばせたのだ。

　すべての罪咎とがは己にある。それは重々、よくわかっている。なれば、こそ。

「殺す。殺し尽くす。旧時代の因果、旧世代の膿はすべてこの桐幻が抹殺する。上が誰もおらねば……貴様でも。いや、無能なればこそ、世を束ねてゆけようが！」

　刀剣が奔はしる。迷いなき太刀筋が逃げ惑う議員を切り捨て、血の花が咲く。

　悲鳴とともに放たれた攻弾術式が錬核武装を貫通し、老骨を砕く。

「……がっ!!」

　吐血しながらも桐幻は止まらず、次々と逃げ場なき後世の禍根を断っていった。




　それからどのくらい、経たったのだろう？




「……ふふ。我ながら、しぶといことよ。まだ生きておるわ」

　錬核武装は喪失し、諸もろ肌はだ脱いだ上半身には無数の弾痕が刻まれている。

　抵抗を受け、負傷しつつも評議会議員全員を殺さつ戮りくした桐とう幻げんは、血に染まった端末を操作して、凰おう花かの現状を確認する。指の欠けた手で触れたパネルに光が点ともり、

「避難状況はよし、か。若年層のみ、有能なる人材のみに絞った五百万人。──任せたぞ。守れ。救え。現代のノアとなりて、箱舟の舵かじをとるがよい……許せ、とは言わぬ。呪うがいい、恨むがいい。すべての業は、連れてゆく」

　避難と閉塞、隔離と保護。すべてが己と評議会不在のまま円滑に進んでいるのを確認し、わずかな希望さえ感じながら、桐幻は満足げにそう呟つぶやいた。

　震える手で操作盤の電源を落とし、今度こそ墓所じみた沈黙が降りるのを見届けて──桐幻は刀を杖つえに、ずりずりと足を引きずりながら、拠点の外へと歩き出した。

　パスコードを入力し、閉鎖してあった入口を開放する。開かれた先、見える廃都の情景。骸むくろのように並ぶ朽ち果てた廃はい墟きよと、マリンスノーじみてしんしんと降る《終末の雪》。

「甘すぎるわ、白しろ銀がね冬とう真ま。……あらゆる業を許す菩ぼ薩さつの境地は、修羅の時代に合わぬ」

　過去、輝かしい記憶。見み出いだされたばかりの冬真と過ごした思い出に、頬が緩む。

　あどけない未来の象徴。人類を担うほどの力を持ちながら、それを完全に制御し切った未来の萌ほう芽がは、まさしく彼にとって救いの天使、そのものだった。

「律儀に全人類を、文字通り守らんとする。美しいものも醜いものも、善なるものも悪あしきものも、お前にとっては等しく変わらぬ。公平かつ公正、だが……！」

　それでは、だめだ。人類の群れを導き、社会を保つには強い強い『我』が要る。

　故に、白銀冬真は人類の指導者たりえない。

　救世主メシアであっても、王ではない。そう早期に判断したからこそ、桐幻は冬真をあくまで陰の存在として扱い、表舞台には立たせなかった。その先に破滅があると悟ったからだ。

（慈悲深き救世主を王とする国など。──もたぬわ）

　冬真が存命のうちはいい。その圧倒的な力に敵かなうものなどいないのだから。

　力なき故に弱者を切り捨てることなく、すべてを支えてしまうだろう。

　が、その後継者はどうか？　偉大すぎる王があえて残した人類の汚点に、絶滅の危機に瀕ひんしながらも団結できず、内乱を繰り返す愚かしさに……耐えられるだろうか？

　それは賭けだ。あまりにも危険すぎる。

　あやふやな希望に賭けて先送りにしてはならぬ。

「故に、我が悪となろう。人類の膿うみと悪業すべてを暴き、汚濁すべてを絞り切ろう。残りし人類に一辺たりとも咎とがは残さぬ。そなたらの手は清いままぞ!!」

　反乱の芽となるであろう旧人類派閥、民族主義の根である権力者、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい。

　不満を溜ため込こみ、今にも爆発せんとする各方面軍。そして何より、地球規模にはびこる胞子獣ベノムスダーム。情報エラーの怪物、地上を汚染しつくした怪物どもを……！

　──ただ一手でことごとく殺し切る、殺さつ戮りくと革命の一手こそ。




「頼むぞ、我が娘。我が孫、我が希望。──桐とう幻げん、黒くろ子こ!!」




　終末の雪に滴る鮮血が、ピシピシと凍るように結晶化する。

　錬核武装も装甲服もないまま拠点を出た桐幻は、傷だらけのまま廃はい墟きよの屋上から周囲を見渡す。その視線の先にあるのは、およそ数十キロ彼方かなたにある、もうひとつの戦場。

　人類の命運を賭けた戦いを終え、束つかの間まの休息に微睡まどろんでいるであろう装甲トレーラー。

　箱舟に滑り込ませた蛇が、ついにその牙を救世主メシアへと突き立てる。




「おおおおおおっ……!!　おおおぉぉぉおおおおおおっ……!!」




　それは、極光。

　計測することすら愚かと感じる、質量さえ伴う超巨大錬れん素その炸さく裂れつ。

　音すらも凍りつく絶対停止の極低温、あらゆる分子運動を停止させる雲が沸き上がる。旧時代における究極兵器、核弾頭によるキノコ雲にも似た──だが、明らかに違う。

「青い薔ば薇ら。……咲き誇れ、冬薔薇よ!!」

　白い冷気が地表を舐なめるように広がっていく。

　津波にも似た超衝撃と極低温が、爆心地から同心円状にあらゆる汚染物質を凍結させ、あふれる胞子獣を打ち砕き、廃墟をおもちゃのように巻き上げながら突き進む。

　圧倒的な威容。世界終末の光景とさえ思えるそれ、ゆっくりとした破滅を間近に見て、桐幻は娘とも孫とも思う黒子と、そして雪ゆき奈なへ───感謝するように、頭こうべを垂れた。

「ステージ５……否、既存の尺度で測れぬモノ。惑星規模の胞子獣！」

　胞子獣の最も厄介な点とは、ほぼ無限に存在することだ。

　地球に存在したほぼ全生命を汚染し、劣化コピーを天文学的に殖やしたそれらは、惑星全土にはびこっている。それらすべてを人力で除染、排除するなど数千年規模の事業だ。

　人類が大義として掲げた地上奪還。それがほぼ不可能であると、実情を知れば子供でも理解できるだろう。スプーンで山を掘り崩せと言われるほうが、まだ易しい。




　──普通の手段を、とるのなら。




「白しろ銀がね雪奈。かの娘の錬素性質は《氷》──それ即すなわち停止、停滞」

　絶対零度の領域すら遥はるかに超えて、時すら凍らせるオーバーＳランク。

　それが胞子獣ベノムスダーム化し、その錬れん素そで星ごと包んだなら。従来の胞子獣と同じ際現なき複製、増殖はありえない。ありとあらゆるものが凍りつき、世界は完全に静止する。

　氷河期を超えた超氷河期。絶対的な《沈黙の時》こそが、桐とう幻げんの狙い。

「白しろ銀がね冬とう真まを断ち、その命を以もつて白銀雪ゆき奈なを覚醒させる。全地球規模の凍結、停止現象にてすべての汚染物質、胞子獣を殲せん滅めつする……！」

　──ゼロか、すべてか。

　文字通りの、賭けだ。洗脳紛まがいの示唆によって黒くろ子こに裏切りを命じ、雪奈の前で冬真を殺すことによって絶望を煽あおり、絶対停止現象の引き金とする。

　凰おう花かの上二層は、文字通り捨てる。

　将来の禍根となる派閥意識の強い者や老人、切り捨てるべきと判断した五百万人を残し、それらを糾合可能な評議会議員は、桐幻自ら粛清して反乱の芽を根こそぎ断った。

　不満も不安も、それを煽って束ねる者がいなければ燃え上がることはない。

　故に、殺す。五百万人の生存のため、半分の五百万人を消す。

　すべては計算、まさに鬼畜の所業。

　あどけない少女達の友情すら利用し、踏みにじる。人類のためという大義で誤ご魔ま化かせはしない、己は悪だ。この世界に存在したいかなる者よりも邪悪であろう。

　そう理解しながらも、桐幻の心に迷いはない。ただ──。

（すまぬ、黒子。すまぬ、冬真。すまぬ……白銀、雪奈）

　心でのみ詫わび、決して口には出すことなく咆ほえる。

「憎むがよい。呪うがよい。……そなたの父の仇かたき。我は、ここぞ!!」

　戦場に咲き誇る青い薔ば薇ら。

　空の彼方かなたにまで届かんとする超巨大な花が、桐幻の意志を感知する。

　迫りくる絶対凍結の衝撃波だけでも、老人を粉砕するには十分だろう。しかし、薔薇は桐幻の言葉に、そこに含まれる錬素を感知して反応する。

　空の雪雲が渦を作り、膨大な力が凝縮する。数十メートルはあろうかという超巨大氷塊、凍った雲を曳ひいて落下してくる《隕いん石せき落とし》に、桐幻は属性とは裏腹の熱を感じた。




　──よくも

　よくもよくもよくも……お父様を!!




　少女の怒りが滾たぎっている。

　娘のために人類を敵にせんとした父のごとく、父のために星を滅ぼさんと覚醒した魂。

　究極の胞子獣による鉄てつ槌ついが評議会議長を残さず砕く。

　悲鳴すら上げる暇もなく老人は滅び、ふたたび空を極光が焼き、蒼あお薔ば薇らは美しく輝く。それはあたかも地球という種から生えた、ただひとすじの芽のようだった。





●死の淵ふち、魂の果て




　──天国に行けるなんて、思っちゃいない。

　その言葉を聞いたのは数年前。低錬れん素そのアルコールを片手に、雪ゆき奈なが寝静まった真夜中、自宅を訪れたロンメル・スチュアートとの会話を、白しろ銀がね冬とう真まはハッキリと憶おぼえている。

「そもそも死後の世界なんざ、生きた人間のために存在するもんだ。いいやつは幸せに、悪党は惨めに。善悪なく平等に降りかかる死を呑のみ込むための理屈に過ぎない」

「それがわかっているのなら、天国などという宗教的な概念は不要では？」

「かもな。けどよ、いざって時に自分を肯定できるか、否定しちまうか……。こいつは戦場で、いや、生きてく上で、けっこう大事な分かれ目だと思うぜ？」

　カラン、とグラスの氷を傾け、素っ気ないアルコールを揺らしながらロンメルは言う。

「自分が生きてていいんだと思えるやつ。誰かのために生きようとするやつはしたたかで、しぶとい。逆に、どこかで自分を許せないようなやつは、驚くほどあっさり死んじまう」

「いますね。たまに。……逃げるように、あっさりと逝く」

　そういう例を、冬真は何度も見てきた。

「ああ。……こういう世の中だからな。どこもかしこも戦争漬けで、人間が生きる場所はこの穴蔵にしか残っちゃいねえ。だからなんだろうな」

「……絶対に死にたくない、ともがくタイプか」

「さっさと死んじまうやつか、二つに一つだな。俺は死にたくねえ。お前は？」

「俺もですね。昔ならともかく、雪ゆき奈なという家族を得た今、俺が死ねば雪奈が悲しむ」

　若い頃は理解すれど、実感が足りていなかったこと。

　愛し、愛される、特別な相手がいるという事実と、そして。

「同じように。誰かを愛し、誰かに愛され、死にたくないとあがいていた人間を。無数に手にかけてきた俺は。先輩が言うように、天国というものがあるとしたら」

「ああ。──俺たちゃみんな、入れねえ」




　そう言って切なく笑う男の顔を、冬とう真まはありありと憶おぼえている。

　住居ブロックの無機質な空調。唇に触れるグラスの冷たさ。

　舌に触れる刺とげ々とげしいアルコールの香り。ロンメルの肌から薫るほのかな香水。

　あらゆる情報が、目も耳も鼻も皮膚も、あらゆる感覚器官を通すことなく蘇よみがえる──。




（……これが、死の世界というものなのか？）




　不思議な感覚が、そこにある。

　視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚、全喪失。

　あらゆる感覚を無くした暗黒の中で、音や光を伴わない情報としての記憶が再生される。

　無機質なインターフェイス。『存在しない』と解わかっているものに触れる奇妙な感覚は、まるで悠久の大河のごとくゆっくりと流れ、遥はるか遠くへ続いていくのだ。

（流れていく。これが……死の河か？）

　それは古代より神話、伝承に語られた死のイメージ。

　東洋における三さん途ずの川かわ、ギリシャ神話における冥界の河ステュクス。

　それは今、冬真の意識が存在している世界、肉体なき情報、記憶と時間のイメージ。

　まるで大河のようだ。対岸が見えないほど遥か広い悠久の流れ。水面みなもには無数の記憶、冬真が産まれ、これまでに蓄積してきたあらゆる場面が、流氷のように浮かんでいる。




　その不思議な河原に、おぼろげな実感なき存在として、白しろ銀がね冬真は立っている。

　幽霊というものが存在するなら、きっとこんな気分だろう。ふんわりと立ち、足はあるのに大地を踏んでいる実感はなく、息をしているはずなのに風ひとつ吹かず。

　黒黒黒くろみつ黒くろ子この手によって錬れん素そネットワークを遮断され、心停止に至った直後。気づけば、冬真はこの不思議な空間に存在し、ぼんやりと河を眺めていた。

（これがすべて、俺の記憶……なのか？）

　そのひとかけら──死の大河を流れゆく結晶に触れた瞬間、ありありと記憶が蘇よみがえった。恐ろしくリアルなそれは、まるでそのシーンだけを世界から切り取ったかのようで。

　保存された情報のイメージは、それこそ無限。

　ゆっくりと時とともに流れゆき、遥はるか彼方かなたへ消えていく。

　この風景を、冬とう真まはどこか懐かしく感じていた。

（まるで、遠い昔に……見たことがあるかのように。かつて、居たことがあるように）

　手足の感覚は無い。が、薄くぼやけた虚像のような己の姿が世界にある。

　幽霊とはこんな気分なのだろう、周囲に立ち込めるミルク色の霧にぼやけたような身体、世界との境界が不確かな非実体特有のふわふわとした感覚の中、冬真は思考する。

（俺は、死んだ。……致命傷だ。恐らく、それは疑問の余地がない）

　黒くろ子この《錬脈断ちリンクカツト》は、無敵と呼ばれた彼にも通じるごくわずかな武器のひとつだ。

　心臓は脳と並ぶ錬れん素そネットワークの中枢であり、その停止は致命的なダメージとなる。その停止は最低限の生命維持、治癒術式の発動すら止めてしまうのだ。

（無限の錬素があろうとも、術式によってそれを物理現象に落とし込めなければ無意味だ。脳細胞が壊え死しする前に再起動できれば、最低限のダメージで回復できるが……）

　現在の状況がまったく掴つかめない。

　黒子の裏切りは理解できる。いくら強い友情で結ばれていたとしても、出会って一年にも満たない間柄だ。人類再生機構に対する忠誠心が情に勝った、そういうことだろう。

（反発を予測しておきながら、俺は彼女を信じた。その結果がこれだ……！）

　よりによって、娘の眼前で心臓を停とめられた。どれほど雪ゆき奈なは苦しんだだろう？

　黒子に対してもそうだ。裏切りを責めるつもりはない。が、もし自分が十分に警戒していたなら──暗殺の隙さえ見せなければ、決行を思い止とどまった可能性はある。

　自分の詰めの甘さが、惨事を招いた。

（俺は、死んだのか。だとしたら今……世界は、どうなっている？）

　ギリギリの際にいた雪奈の心が、冬真の心停止によって壊れる可能性は高い。

　そうなれば、待っているのは胞子獣ベノムスダーム化。歴史上最高記録の錬素総量により出現するのは、最低ステージ５。それ以上、惑星規模の汚染をもたらすステージ６すら起こりかねない。そうなっていれば、人類はまさに滅びつつある……！

（……どこだ？　どこで、間違えた。人類再生機構に反逆したことか。命令に従い、この手で雪奈を殺していればよかったとでも言うのか。ありえない、それだけは……！）

　その決断を後悔はしていない。ただ、心残りがあるとしたら。

（人類のために人類に背いたミルファや、セラフィナ中将を断罪しておきながら。結局は俺もまた同じことをしているという……矛盾）

　かつての事件の折に、今の心があれば。

　雪ゆき奈なと触れ合い、父親となった記憶があれば、違う決断を下したかもしれない。

　流れていく無数の結晶。そこに閉じ込められた記憶を眺めながら、冬とう真まは自嘲する。

（現場での最適解を選んで生きてきたつもりだった。

　だが、それは本当に正しかったのか？　……この結末を見れば、疑問も抱く）

　今自分がいる世界が、形なき情報の大河が死後の世界なのか、あるいは死にゆく最さ中なかで観みているただの幻なのか、確かめる術すべはない。今や、何の意味もないのかもしれない。

（……あの頃の記憶は、どこだ？）

　が、確かめずにはいられなくて、流れゆく記憶の結晶に触れる。

　つい先ほど観たのと同じ、かつての自分の体験、記憶が再生されるかと思いきや──。

（違う。……何だ、これは？　俺の記憶に、こんな体験は存在しない！）

　最初に感じたのは、違和感だった。

　照りつける陽光、廃都で朽ちたものしか見たことのないアスファルトの歩道。

　街を行き交う人々は装甲服も錬核武装もない、平服姿のまま歩いてゆく。下水の臭いが漂う排水溝、ビルの隙間から吹き抜ける淀よどんだ風、数百万規模の人類が暮らす大都会。

　──再生された都市の記憶、そのただ中に冬真は立っていた。

（……俺の記憶、ではない。そして、俺以外の誰かの記憶ですらない）

　視点がおかしい。都市のただ中にポツンと立っているだけなのに、冬真はこの街の名前、行き交う人の素性、性格、職場、その生きてきた軌跡のすべてを理解している。

（東京、池袋駅、近辺。……２０１９年、10月30日。魔法復古以前。終末の雪が降るより何年か古い、午前10時32分16秒時点での）

　それは世界の記憶。把握できるのは駅周辺20キロほどの範囲。カラス一羽、アリ一匹に至るまでその範囲内に存在するすべての生命が刻んだ記憶を今、冬真は感じていた。

「星の……記憶。そういうことか、このイメージは！」

　河のように流れゆくのは時。人間の感覚に置き換えられた時間の概念。

　そこを流れる結晶は、世界に刻まれた記憶。あらゆる時間、過去と未来からランダムに保存された惑星の過去、歴史というタペストリーから引き抜かれた一本の糸だ。

　どぷん、と沈むような感覚がして、冬真は大地に沈み込む。

　仮想的に構築された記憶の底。時の大河のさらに深くへ、緩やかな引力のようなものに引き寄せられるようにして沈んでいく。

（本物の水ではない。だからか……呼吸の心配はいらないな）

　深く、深く。沈めば沈むほど、大河の底に古い記憶が眠っているのが見えた。

　レシプロ戦闘機が空で華々しく争う姿。産業革命の黒煙。収奪される新大陸、絶滅した動物達の息づかい。滅びた文明の文字や宗教の遺物が泡のように現れ、消えていく。

（水面みなもへ近づくほど新しく、深しん淵えんはより古いまま。

　同じ流れに乗って、時は過去から未来へと流れていく──）

　可能性の数だけ分岐した支流があった。無数に分岐した世界があった。

　平和な世界も、戦乱の世も、滅びた世界も繁栄の世も、数えきれない選択の先にて。

　──ギュオッ……!!

「あれは……!?」

　時の大河の奥底で、星が渦を巻いている。

　いや、煌きらめく光は星ならず、世界に刻まれた記憶の結晶。あらゆる文明、あらゆる人類、生物、文化、社会の側面が記録された塊が、深い深い大河の底に呑のまれていく。

　それは渦。強い引力を持ち、記憶を塗り潰す暗黒……！

　声もなく呑まれ、消えていく絶滅種の、滅びた文明の記憶。

　あたかもそれは宇宙の闇に呑まれて消える星空のごとく──。

　巨大な記憶の銀河、うねる暗黒のミックスを前に、冬とう真まはただそれを見詰めていた。

「……俺は、この風景を知っている。この世界を、知っている……!?」

　いつしか、声が出るようになっていた。

　ぼやけた身体、亡霊のように不確かだった輪郭がはっきりしている。

　黒渦を眺めていると、まるで鏡を見ているような錯覚を覚え──それが、急速に冬真が自分というものを取り戻す助けになっているようだった。

「いた。……アナタ、やっぱりここに繋つながってたのね？」

「この声は……セリカ。セリカ・ヴェルミオーネ、君か!?」

「ええ、そう。こっち。……アナタとは反対、赤い光が見える？　それが、アタシ」

　渦に背を向けて振り返る。するとそこに、小さな焔ほのおが点ともっていた。

　指先ほどのささやかな光。

　暖かみを感じるそれを眺めていると、映像を通した情報が冬真に流れ込んでくる。

「惑星に刻み込まれた君自身の記憶。……セリカ・ヴェルミオーネという存在の証あかしか」

「ええ、そうよ。この流れの中ではほんの小さな光」

　そこで鬼火が瞬き、光の明滅が言葉となって冬真に伝わる。

「けど、更新を続けている情報は、《渦》の間近では貴重だわ。密度が濃い分重いから、ある程度吸われずにいられるのよ」

「……そうか。では、今渦に吸われている情報は、すでに『死んだ』ものか」

「察しがよすぎて可愛かわいくないわね。けど、それで正しいわ」

　更新される余地のない古いデータ。

　砂粒のように飲み込まれるか細い光は、そのひとつひとつが死者の人生。

　人類が種として積み重ねてきた、何千何万何億何兆、数えきれない天文学的数の人間。

　惑星に記憶された死者の人生を、オキアミを飲み込むクジラのように呑みこみながら。

　黒い渦は、文字通り無限の情報を喰くらっている。

　ヒトのみが特別なのではない、星雲を彩るガス塊のようなそれは、惑星上の生物が星に刻んだ生涯だ。誕生し、生存し、繁殖し、死ぬまでの膨大なデータを。

「飲み込み続けているあの渦は。飽和した錬れん素そを零に還かえすもの……《忘却》か」

「それもひとつの側面ね。ここは地球錬素の大河。惑星が保存している全生命、全存在、全文明が集うスペース。集合無意識、とヒトに定義されてからこの姿になったわ」

　本来姿なきもの、形なき概念は、観測されることによって形を得るという。

　動物や植物とは比べものにならない情報量を誇る、ヒトの観測。臨死体験者の共通認識、さまざまな人々の観測結果によって『死の大河』としてイメージを固定された世界。

　あらゆる生命体が、その細胞の根幹から接続している共通の情報が、ここにある。

「身近なものであれば……錬核武装もまた、この世界に接続するキーのひとつか。生き残った現人類が多く認識しているほど密度は増す。日本閥が使う錬核武装……それこそ、セリカ嬢。君が所持している《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》のように」

「ええ。情報は密接に繋つながり、それによって強化されているから。

《セリカ》《帰蝶》《織お田だ家》《織田信のぶ長なが》《本ほん能のう寺じ》《焔ほのお》──みたいに」

　観測者によりタグ付けされた属性に応じて情報、即すなわち錬素は増幅され、引き出される。

「あらゆる情報、錬素はつながっているわ。そしてそのすべてはここにある」

「……全地球生命の、集合無意識。全錬素の根源……！」

　無意識に、理解できた。

　あのグラン・マリアとの決戦で破った縛り、無限に溢あふれる膨大な錬素量。

　事実上測定不能、∞無限大の超情報量。オーバーＳランクたる雪ゆき奈なは全身の細胞すべてに錬素を保存、肉体の成長と共にアップは見込めるが、十四歳で８９１０。

　対する冬とう真まの保有量は、測定不能の上限無し。その違いは……！

「保存量ではない。形式の違いか。雪奈が錬素という水を満たすコップなら」

「アンタは、集合無意識に空いた大きな穴。錬素を溜ためてるわけじゃない、地球創生以来蓄えられてきた星の記憶が漏れてくるの。……数えられるわけ、ないわよね？」

　異質だと自覚はあった。

　魔法騎士というカテゴリに属してはいても、冬真のそれと他の騎士では違いすぎる。

　その原因が、根源との直結にあるとしたら？

「……セリカ嬢。まさか、君も？」

「私もそう。だって、蘇そ生せい術式とは……」

「《再実行リドウ》とは異なる、アレイナ式の蘇生術式。錬核武装というアカウントを介した、この空間、星の歴史が蓄積された記憶の河──《根源》への接続」

　アレイナがこの空間から《セリカ・ヴェルミオーネ》を読み込み、肉体というメディアに書き込み、最後に根源への繋つながりを切断することで完成するものだ、が。

「私は、まだこの世界、この領域と繋がってるの。だから、ここに来られた」

「おかしいとは思っていた。断片的に残った記憶や人格、不安定なようで安定した……。

　カチュアのような家族や雪ゆき奈なのような友人に対する対応、距離感の正体は」

「ええ。書き込まれた情報、セリカ・ヴェルミオーネの構成錬れん素そと……ここ、《根源》と接続したままの集合意識が混じっているから。空の器に根源から自分の情報を取り込み、過剰な複製や分裂の末、崩壊に至る。……人格が壊れた、私の同族を」

　小さな焔ほのおの中に浮かび上がった、ミニサイズのセリカ。

　鬼火のようにふよふよと冬とう真まの眼前へ迫り、おぼろげな姿でもわかるように。

「アンタ達は、《胞子獣ベノムスダーム》と呼んでいるわ」

「……!!」

　それは人類の宿敵。

　かつて《終末の雪》により地球全土を汚染し、あらゆる生命を殺さつ戮りくしつくしたモノ。

　現在もなお地球を支配する侵略者の名……！

「整理しよう。……人間から、胞子獣が誕生するプロセスは知っている」

　自分が混乱しつつあるのを理解した上で、冬真はまず現時点での認識を共有する。

　認識をすり合わせ、合致させるためだ。セリカが嘘うそをつく必要はない。かつ、この空間を直接知った今となっては、疑問の余地はないだろう。

「人間をはじめとするあらゆる生物は、汚染物質に感染することによって胞子獣と化す。胞子獣は生前の人格や個性によってその姿や特性を大きく変え、自身の劣化した複製を大量に作り出しながら、緩やかに自壊していく。ここまでは合っているな？」

「ええ。ただ、訂正するとしたら。胞子獣化の方法は、もうひとつあるでしょう？」

「……君のように。高位の魔法騎士が、過度な精神ストレスなどを受けた場合」

「自然に胞子獣化する例があるわ。それってなぜだと思うの？」

「明確な変化のプロセスは解明されていないが……個人のメンタルに大きく左右されると言われている。それによる身体への負担を表したのが、変異率だ」

「そこまでわかってるならあとは簡単よ。普通の胞子獣は、壊れた情報ノイズ。汚染物質……《終末の雪》と呼ばれてるのは、動物や植物、微生物の細胞やアミノ酸を材料に形成された情報媒体。粘膜を介して生体に触れれば、保有してる情報を複製する」

　それは、つまり。

「……繁殖行動。自己の複製を作るための、行為に近い」

「ええ。菌類が胞子を飛ばし、植物が花粉を撒まき、動物が遺伝子を交換するように。

　感染して発生した胞子獣に自我や人格が残っていないのは当然ね。他人を構成する情報や、《根源》から引き出されたノイズを書き込まれて、元の人格が破損するから」

「記憶媒体に上書きするようなものか。そして、書き込まれた情報に従って媒体そのものも変質する。例えば、セリカ。君なら……《焔ほのお》や《蝶ちよう》の要素が組み込まれた」

　結果、かつて最深区画ロータス・ボトムを焼いたステージ５《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》が顕現した。

　セリカは違う。人格を保持したまま、根源へ至る経路を保っているのだから。

「今の私は、原始の胞子獣ヒト。遥はるか昔、奇跡が共にあった時代のね」

　第二の胞子獣ベノムスダーム発生要因。

　魔法騎士。錬れん素そを操る術すべを覚えた人類は、なぜ死によって胞子獣化するのか？

「その答えが、これよ。もともとヒト、ホモ・サピエンスはとっくに絶滅した種だもの。現在の人類はヒトという情報をもとに誕生した、ヒト型の胞子獣。人属性を持つが故に、人格という情報制御と自我の確立を成し遂げ、崩壊を免れた存在だから」

「今生きている人間は。……地球の、全人類は。通常の生物ではない、と？」

「そうよ。だから本来、すべての人類は《根源》と接続している。

　だから人格が壊れれば、ヒトの形を保てなくなる」

　変異率の上昇による変化も同じだ。肉体の破損による人格データの破損と、ストレスによる破損。ハードの故障かソフトの故障か、その違いに過ぎない。

「死によって脳が壊れ、その人間を人間たらしめる人格データが破損した結果、根源から複製される錬素を拒めず、細胞に上書きされた結果、胞子獣に変質する……か」

　そして、書き込まれる情報によってどんな形にでも変わるモノがある。

　生まれながらに『ヒト』として定義され、そう育てられ、人格データを蓄積していればこそ、『ヒト』は崩壊することなくその姿を保つことができる。

　が、死による脳細胞の破壊によって、人格が失われた場合。

　錬素を保有していなければそのまま朽ちゆくだけだ。が、限界まで除染されたとしても呼吸し、食事をとるたびに蓄積していく微量の錬素からは逃れられない。

「一定量の錬素。即すなわち、ヒトの人格データとは異なる情報を蓄積していた場合──それが空になった記憶媒体、即ち細胞を構成するアミノ酸、ＤＮＡに上書きされる」

「そうね。ほとんどが違う種であっても、ある程度親和性のある他の種の生物になるわ。蓄積錬素の性質によっては、自然や物理現象が組み込まれることもあるけど」

　たとえばセリカであれば、その錬素属性は『火』である。

　錬素に火の性質を持つ以上、人格が失われ胞子獣と化した場合、根源から送りこまれる情報もまた同じ性質を帯び、胞子獣化した場合それが表に出ることとなる。

「……そうか。そういうことか」

「？　どうかしたの？」

「《終末の雪》が降り注いだ最初期。熱核兵器により舞い上がった汚染物質が地球全域の生物に感染、そのすべてを胞子獣化したが……」

　人間に比べてその変化は異常に速く、人類が滅亡を免れる大きな要因となった。

　人格データが胞子獣ベノムスダーム化を阻む大きな要因、抗体に近い要素となっていたとしたら？

「胞子獣がヒトの姿を選んだ理由。神の時代が過ぎ、本来のヒトに成り代わった理由に、納得がいく。ヒト種の特性……強い社会性、それが鍵か」

「へえ。どうしてそう思うのかしら？」

「実体験だ。魔法騎士が……人間が人格によって自己を制御する胞子獣だとしたら。生前の俺の異常性にも納得がいく。恐らく俺は、生まれながらに《根源》との強い経路で結ばれていた。俺が保有していた無限の錬れん素そ、あれは俺自身のものではない」

　この世界から経路を通じて流し込まれていたものだ。

　グラン・マリアが生体錬素転換炉を持つステージ５胞子獣、《母なる核心マザーコア》から錬素を得ていたのと原理は等しい。恐らく、冬とう真ま自身の肉体が保有する錬素総量は他の人類……それこそ、雪ゆき奈なやグラン・マリアといった超人達と大差ないか、それより劣るのだろう。

「俺は自身の抹消体質で、無限に溢あふれる錬素を最低量のみ残し消していた。過剰出力は任務に必要ない、というのもひとつの理由だったが……。もうひとつの理由は、最大出力での錬素制御に自信が持てなかったからだ」

　それこそ、古代神話の絶対神に等しい力だ。若い頃から暴走を恐れて最大出力を封印し、最低出力で対応可能なよう、ロンメルを相棒として制御を磨いた。

　が、どれほど磨いても、自身にかけた封印を解く自信はなく。

　それがようやく形になったのは、十四年前のこと──。

「俺が、父親になってからだ。大切なものを、心底愛し、愛される経験が俺を強くした。無限錬素の完全制御を成し遂げたのは……俺が、孤独ではなくなってからだよ」

　それはヒトという種族の特性。

　単なる繁殖目的や本能の指令によるものではなく、他者と関係を結び、認知することで、影響を与え合って個のパフォーマンスを良好に保つことができる。

「コミュニケーションによる相互補完。言語をメインとするさまざまな手段によって意志を伝達することによってその個体の自我、人格データを維持できる。死による人格データの喪失は胞子獣化のトリガーであっても、原因じゃない。人格喪失によって補完されなくなった残存錬素による、強制相互補完……！」

　細胞崩壊にまで至る過剰な錬素の蓄積や自己の複写もまた、その手段。

　孤独に対する恐怖がもたらす、本能的な自己補完だと考えれば……納得できる、と。

「俺はそう考える。まだ消えたくない、忘れたくない、存在していたい……。空っぽの記録媒体に残された残存データの足あ掻がき。核たる人格を持たないままに、根源から無作為にデータを詰め込んで自己崩壊させる自滅……アポトーシスこそ、セリカ嬢。君が言う、人格を持たない不完全な胞子獣の正体だ」

「……ヒトの言葉には慣れていないから、よくわからない。けど、そうだと思う」

　暗闇の中のともし火のように、小さなセリカは光を放つ。

　あたかも伝承に語られる小妖精、ピクシーのようだ。小さな体が冬とう真まの眼前にヒラリと飛んでくると、その輪郭を取り戻しつつある頬に触れて、深い水底を指差した。

「付け加えるなら……アンタが経路を結んでいたのは《根源》だけじゃないわ。あそこ。集合無意識の最奥、いちばん深い底にある《渦》……見えるでしょう？」

「見えている。……不思議だ、なぜか懐かしいような、そんな気になる」

「なら間違いないわ。《抹消体質》とかアンタが呼んでた、あのチカラ。アレは私の火や、雪ゆき奈なの氷と同じ、アンタが根源から引き寄せた錬れん素そ。惑星の記憶に沈んだ澱おり、更新されることのなくなったもの──そうね」

　鬼火の妖精めいたセリカは、悪戯いたずらっぽく小首を傾かしげて。

「古代の錬素、神話の伝承から《忘却の渦レテ》とでも呼びましょうか」

「……水を飲んだ者の記憶を消す、冥界の河か」

「そうよ。集合無意識に発生した情報は基本、消えることがない。けど、例外はあるわ。一切更新されることなく、認知されなくなった情報は、忘却の渦の奥底に沈む」

　そして渦とひとつとなり、個別に読み込まれることはない。

　忘却の果て、喪失、そして抹消──これこそが、白しろ銀がね冬真の固有絶技ロイヤルアーツ、その根源。

「これまで存在しなかったもの。地球から生命が極端に減りすぎたために生まれたもの。神話、伝承、遺伝情報……どんな形でもいい。伝えられる可能性が消えた情報が、錬素が凝縮した黒い渦よ」

　言わば、星の記憶に出現した虫食い。

「けど……今のアンタは、違うわ。錬脈が一度完全に切り離されてしまったから。体に残った錬素が強引に経路を繋つないでるみたいだけど……今の状態で忘却の渦に触れれば、アンタの人格が消えてしまう。二度ともう、アンタはレテとひとつにはなれない」

「固有絶技の喪失か。……了解した」

　あら？　と、セリカは素直な疑問を口にする。

「アンタにとって、あの属性はすごく便利な武器のはずよね。なのに、それだけ？」

「努力して得たものではない、生まれつきのものだからな。無ければ無いで、かまわない。他の手段で代替可能なものもあるし、常にそういう事態を想定はしていた」

　単一の武器にのみ頼り、予備を疎おろそかにした者は滅ぶ。

　生まれ持った能力ですら絶対とは考えない。そうした思考──臆病さもまた、人間の証あかし。

「俺は、そう思う。忘却の渦と俺が接続したのも、恐らくは偶然によるバグだろう。偶然ならば、不意に消えることだってある。多少不便なだけだ」

「……つまらない。もっと嫌がるかと思ってたのに。アンタ、私より感情が薄いの？

　私も少しずつ学んで取り戻している最中なのに」

「そういうわけではないんだが。感情はある。怒りも憎しみも悲しみも、感じている。ただ、それだけでは可能な限り決断しないようにしているだけだ」

　雪ゆき奈なを助け、人類に叛そむくと決めた時もそうだ。

　ただ娘恋しさ、だけではない。廃都であろうと雪奈を守り、共に暮らすことができれば彼女を救える。人類と娘、両方を助け、未来を繋つなぐことができると信じてのことだ。

（──待て。今、現世ではどうなっている……!?）

　自分の死は、雪奈に衝撃を与えたはずだ。それこそ残りわずかな雪奈の変異率を削り、人間性を完全に消失させて、胞子獣ベノムスダーム化を誘発してもおかしくない。

「セリカ。俺に接触してきたのは……」

「頼まれたからよ、あのヒト達に。アンタを起こしてくれって。こうして接触できたから、もう経路が繋がってる。無限錬とはいかなくても、アンタ本来の保有練素が活性化して、今頃心臓の再起動くらいはできてると思うわ」

「本当か。つまり、それは……蘇そ生せい可能、そう考えていいのだろうか？」

「うん。ただ、すぐ死んじゃう可能性はとても高いけど。──ほら、始まったわ」

「！　……流れが……止まった？」

　シン、と突き刺すような冷気が走る。

　ゆっくりと、しかし確実に流れ続けていた記憶の河、《根源》の流れが不意に淀よどむ。

　底に近い深みから泳ぐように水面みなもへと向かうと、白い靄もやのようなものが周囲に立ち込め、時を流れていた記憶の結晶がいくつも薄く張った氷に閉じ込められている。

「これは……!?　本物の水ではないはずなのに、なぜ凍っている？」

「時間が凍りはじめているの。ほら、あそこ。……雪奈が、咲いているわ」

「なにっ!?」

　沈着冷静な父の仮面が、剥がれ落ちる。

　愛まな娘むすめの名を出され、冬とう真まが明らかな動揺を見せてそちらを見る。

　時間と記憶の概念である時の大河に、ピキピキと音をたてながら霜柱が立ってゆく。

　結晶化した河が隆起し、澄んだ氷となって枝葉を伸ばす。

　まっすぐ生えた茎は彼方かなたへと伸び、記憶と時間を吸い上げて宝石のような花弁を開いた。

「水晶の……いや、氷の、薔ば薇ら……！」

「地球の歴史は、あそこで停とまるわ。ヒトの心を砕かれた雪奈が、この星ごと凍らせて、あらゆるものを静止させた。あの姿になった雪奈が擦り切れて、壊れるまで」

　推定予想時間、およそ三千八百年。

「雪奈が自壊して、この星にふたたび時間が流れるまで、そのくらいはかかるかしら？

　そのかわり、あちこちから繋がっていた経路はほぼ塞がれた。地球規模の凍結は、あの星に現れた胞子獣ベノムスダーム──人格なき、壊れゆくものをすべて破壊したから」

「待て。つまり、地球上から……。人格のない胞子獣が、一掃されたと言うのか!?」

「そうなるわ。アンタ達の言葉で言う、ステージ６。空間と時間を越えて、アンタの死を可能な限り長く引き延ばそうとした。顕現したあの青薔ば薇らは……そうね」

　一拍の間を置き、セリカは変わり果てた『同族』の名を呼ぶ。

「白しろ銀がね雪ゆき奈な。いえ、《永えい咲しよう氷ひよう花か》。世界の終わりに咲く永遠の薔薇よ」

　三千八百年の超凍結。その後に雪奈が自壊したとしても、氷に閉ざされた星は死ぬ。

　かつて生物が存在したという痕跡のみを残し、誰も観測する者のない歴史は埋もれて、忘却の渦レテに呑のまれるだろう。生きとし生けるすべてのものが消えた死の星となる。

「それは、星の死だわ。微生物すら絶滅した世界に、新たな命が芽吹く可能性もない。本当の意味で──地球の歴史は、ここで終わることになるの」

「……ステージ５の限界を、易やす々やすと越えている。ステージ６、いや……それ以上か」

　大陸規模どころか、惑星規模。しかも星の歴史を完全に終わらせるレベルとなれば。

　もはや数字で表す必要もない。時の大河を凍らせる冷気の侵食は進み、冬とう真まとセリカが浮かんでいるすぐ傍そばまで迫りつつあった。

「これか。……戻ったところで死ぬ、というのは……！」

　セリカの言葉とその意味を思い、冬真は苦く呟つぶやいた。

　抹消体質を喪うしなった今、自身の保有錬れん素そがどの程度なのか、冬真自身にも判わからない。

　となれば、世界終しゆう焉えんの薔薇を。

　惑星規模の胞子獣、空前絶後のステージ６を、桐とう幻げんや仲間達に誓ったように──自らの手で討伐できるかどうかは、怪しい。いっそ不可能とさえ言えるだろう。

「そうよ。けど……こんな終わり方、私も、アンタも、この星に生きるものなら。きっと認めたくないと思うわ。だから呼びに来たのよ」

「どういうことだ、それは。……雪奈を救う方法が、存在するのか!?」

「うん。だって、あの娘こはまだ壊れていない。あまりに悲しくて、辛つらくて、世界ごと自分を終わらせようとしているけれど……大丈夫。まだ、終わってないわ」

　氷に触れてみなさい、とセリカは言う。

　この時の大河において、氷とは凝縮した記憶だ。わずかに触れただけで心底凍えそうになる極低温の水面みなもに指を伸ばすと、噛かみつくように触れた皮膚が凍りつく。




『お父様。お父様。お父様。お父様。お父様。お父様。お父様。お父様。お父様。

　お父様がいない。お父様がいない。お父様がいない。お父様が、いないなら──。

　……こんな世界、いりません』




　それは、世界に刻まれた娘の涙。

　心停止した冬とう真まのぐったりした姿を目の当たりにし、死を宣告され──父が死ぬなら、この世界を道連れにせんとばかりに。この星ごと自分自身を消そうとしていた。

　記憶だけではない。本物の冷気はすでに人類再生機構の端にまで届いている。

　恐らく、時間的猶予は一時間もない。それを過ぎれば、人類再生機構は。

　胞子獣ベノムスダームの侵攻を阻むため造られた地下防衛空間はすべて、為なす術すべもなく死滅するのだ。

「セリカ嬢。俺達は、元いた場所に戻れるんだな？」

「ええ。けど、時間はないわよ。あれを止める方法、何か考えはあるのかしら？」

「ある。……俺にとって、これは二度目だからな」

「え？　どういうことよ。白しろ銀がね雪ゆき奈なが胞子獣に成ったのは、今回が初めてのはずだけど」

　不思議そうに眼前を飛び回るミニサイズのセリカに、冬真は笑みもこぼさずに言う。

「十四年前。俺はあの娘が眠るカプセルを拾い、この腕に抱いた。気づかずに放っておけば、恐らく数日でカプセルは限界に達していただろう」

「それは……。うん、世界の終わりね。ステージ６が、前触れさえなく突如出現するから」

「だが、世界は守られた。俺がこの手に雪奈を抱いた──あの日から」

　やることはその時から、何も変わっていない。

「雪奈を救出し、この腕に必ず取り戻してみせる。凍死寸前の人類を救い、星の歴史を未来へ続けるために必要なものが、あるとしたら」

　それはきっと──親離れ。

　心地よいゆりかごのような父の傍そばを離れ、たとえ父が散ろうと強く生きることを選ぶ。

　そんな、本当の意味で強い心を。優しさと、未来へ繋つなぐ可能性の大切さを、伝えたい。

「父として、俺が雪奈に教えられる最後の教育だ。時は進めていい。忘れないかぎり、思い出す誰かがいるかぎり──俺達は、孤独じゃない」

　それを受け入れることができるなら。

　きっと、雪奈は。この星に生きるすべての命は、まだ終わっていない。

「俺は行く。手遅れになる前に、雪奈を解放してみせる。頼む、セリカ嬢。俺を、ここから……解放してくれ」

　頭を下げて頼む冬真。すると、下げた頭のすぐそばで。

「いいわ。もう一度……チャンスをあげる。雪奈が大事なら、父親としての最後の務めを果たしなさい」

　そんなセリカの声に導かれ、白銀冬真は帰還する。

　死の淵ふち、魂の果てを越えて。愛する娘と、そして世界を救うために。





●終しゆう焉えんに咲く花へ




　──最初に感じたのは、涙が凍った頬の痛み。

「ん……くっ……!!　かはっ……!?」

「自律呼吸確認。心拍復活。蘇そ生せい完了。……勝手に死んでんなよ、このバカ野郎」

　辛うじて開けた視界に映った白髪の男に、白しろ銀がね冬とう真まは見覚えがあった。

「ロンメル、先輩……。現在の、状況を。説明、願え……ます、か……!?」

「黒くろ子こが裏切った。てめえの心臓を停とめた。雪ゆき奈なちゃんが暴走した。俺が生存者を救出、退避させた。ンで、てめえの救出が間に合った。以上だ」

　この上なくシンプルにまとめた男は、白い。よく見ればそれは白髪ではなく、髪や睫まつ毛げ、皮膚の表面に至るまで極低温に晒さらされて凍結しているせいだと判わかった。

　錬核武装は展開している。

　量産型の《正まさ宗むね三さん式しき》とはいえ──重度の汚染環境でも装着者を守る保護機能を越えて、周辺環境が悪化している事実を、その姿は冬真につきつけていた。

「タンクベッドに入って寝かけた直後に、コレだ。正直死ぬほどビビッたぜ。俺はタンクの簡易シェルター機能でギリ最初の極低温を凌しのげたが……」

「他の、メンバーは。……無事、ですか……!?」

「それに関しちゃ、見た方が早はえぇな。おら、肩貸してやるから、起きてみろ……！」

　ロンメルが身を屈かがめ、風化しかけたコンクリートから冬真を引き上げる。

　吹き込む風、舞い込む雪。避難先にしていたショッピングモールから少し離れた建物、廃ビルの中でも比較的状態のいい廃はい墟きよに、じわりとした温ぬくもりが宿っていた。

「火属性の、退避結界……。だが、これでは」

「長くは、もたない。全開にしても無理。寒気を、ぜんぜん、防げない……!!」

　悲鳴のような声がする。ズタズタに裂けた錬核武装には包帯状の応急テープが巻かれ、ルビーのように火の錬れん素そを放ち輝いていた髪は輝きを失い、黒くくすんでいた。

　朽ちた廃墟の一室に隅々まで伸び、ほのかな熱を放っている。本来なら有効範囲内の気温を適正に保ち、かつ内部の汚染物質を除去する退避結界だが──。

（消えかけている。……周辺環境が過酷すぎて、維持コストが跳ね上がっているのか）

　霞かすむ目に映る錬素から、状況を推定する。結界内の気温はおよそマイナス47度。

　結界の熱に暖められて、これだ。外気温は絶対零度近い、あらゆる分子運動が停止する、極限の凍気に晒されているだろう。とても惑星上とは思えない状況だ。

（カチュア……。無事だったか）

　全身の皮膚にいくつも壊え死しした部分が見える。結界を張るまでの数秒間、極低温により凍傷を負った部分だろう。至急暖めて治癒術式を施さないかぎり、手足の末端……。

　指の数本、顔や手足の皮膚は移植が必要になるかもしれない。片方の眼めは白く濁って、ほぼ視界が無くなっている。たとえ助かっても、魔法騎士として再起可能かどうか。

　それほどまでに傷つきながら──。

　ごくわずかな熱を束ね、包むようにして守っている二人の人影。

「セリカ嬢。……それに、黒くろ子こも。生きている、のか？」

「セリカちゃんはお前を起こす、っつって見たこともない術式を発動させたあと沈黙した。つーか、普通の状態じゃねえから診断できねえ。どうなってんだ、一体？」

「……恐らく、問題ないでしょう。覚醒するまでの間、彼女と対話していましたから」

　凍いてついたコンクリートに座り込む、カチュア。

　凍結した青黒い指に食い込む炎の糸。

　赤熱する光の結界の下で身体を丸めて眠るのは、セリカ・ヴェルミオーネ。

　意識を失っているせいだろうか、焔ほのおのように煌きらめいていた髪は灰のように白く変わって、裸身を包んでいた火も消えている。だが、その身から放たれるほのかな光は、カチュアの結界よりも柔らかな熱となって部屋を暖めていた。

　そんなセリカの隣。両手足を拘束され、転がされているのは───黒黒黒くろみつ黒子。

「いや、桐とう幻げん黒子……か。まさか、議長の縁者だったとはな」

　考えてみれば腑ふに落ちることも多い。

《名無しネームレス》の監視役として配属されるからには、実力以上に信頼が重要となる。

　特に今回の造反劇のような事態を警戒するからには。

「絶対に裏切らない、信頼度の高い監視者が必要となるか。その点において……議長の、判断は。正しかった……な……！」

　声が掠かすれる。呼吸するたび冷え切った空気が肺に入り、痺しびれるように痛い。

　息も絶え絶えながら、ロンメルに肩を借りて立つ冬とう真ま。

　拘束されたまま動かぬ黒子を見下ろして、自分の状態を検査する。

　自己診断用の式が走り、これまでの状態と比較して、たちまち相違点が確認された。

「……ほぼ、即死。錬脈がほぼ完全に断たれた状態、か」

「ああ。だが……髪の毛一筋、ほんの数ミリ『足りなかった』」

　ぽん、と肩を貸して支えながら、ロンメルは相棒の胸を軽く叩たたく。

「訓練を受けた殺し屋とは思えねえ不始末だな、黒子よ。こいつの錬脈は規格外だ。底の抜けた桶おけみてえに、ほぼ無限の錬れん素そが放出されてる。普段は抹消体質で消してたが、お前の《錬脈断ちリンクカツト》で出口を失ったそれが、抹消体質の停止と共に全身に巡った」

　水中に潜る際、何度も深呼吸をして血中酸素を高め、滞在時間を延ばすように。

　全身に満ちた膨大な錬素が、寸断されたネットワーク内に閉じ込められ──その霧散、消失までの間、完全な死を免れて、処置の時間を稼ぐことができた。

「……嘘うそっス。そんな、どうして……!!」

　血を吐くような言葉が、聞こえる。

　セリカに枕のような形で下敷きにされた黒くろ子こ。両手を拘束されて動けない状態のまま、愕がく然ぜんとした様子で冬とう真まを見上げる。ありえない、そういう顔で。

「どうしてって言われてもな。お前の詰めが甘かった、としか言えねーよ。即カチュアが追撃を阻んだせいもある。寝てるセリカちゃんが、わけのわかんねー方法でこいつを起こしたせいもある。が、結局はそれだ」

　怒りはない。憎しみもない。ただ淡々とした虚むなしさだけを湛たたえた顔で、ロンメルは言う。

「俺らを信用させるために近づいたにしても、近づきすぎなんだ。殺しのタイミングで踏み込みが鈍るようなありさまじゃプロ失格だっての」

　結局のところ。冬真暗殺、その失敗の原因。それは──？

「どっちつかず。俺達を、雪ゆき奈なを、裏切って議長を選択したはずが……わずかにためらい、追撃を逃した偶然が、俺を生かした。……君には、向いていない」

「え……？」

　呼吸が整い、正常に戻りつつある言葉で、冬真は愕然とした少女を見つめる。

　そのやつれた様子はどうだ。荒野をさすらい、擦り切れかけた猫のよう。

「桐とう幻げん黒子。……軍人としての身分を捨てた身だ。君に命令することはできない。しかし、言わせてもらうが……君に軍人、殺人者としての適性はない。そう言うには、あまりにも人間らしく、情が深すぎる。可能なら、退役するべきだろう」

「……ははは。退役？　ムチャ言わないでくださいよ。もう、そんなの……」

　乾いた声で黒子は嗤わらい、現実を理解できていないであろう冬真を哀れむように。

「地球は滅びた。この世界を包む凍気を見てください。ウチは人類滅亡の引き金を引いた、人類史上最強の殺人者っス。適性がない？　それこそありえないって言うか……！」

　なのに、と黒子は声を詰まらせて。

「……なんで、ウチをかばうんスか!!　学園長も、ロンメルパイセンも！　ウチを責めればいいじゃないっスか。殺せばいいじゃないっスか！　なんで……っ!!」

　ひぐっ、と嗚咽おえつがこぼれる。こみあげる涙が滴り、コンクリートが凍りつく。

「ンな質問、答えるまでもねえだろ。……なあ、カチュア」

「ええ。……当然でしょ」

「同感だ。君は未成年であり上位者……今回の場合、桐幻議長の指示で俺を殺害した。当然、その行為は人類再生機構の意志に基づくものであり、責任もそちらにある」

　殺人に使用されたからといって、ナイフに罪を問うような愚行は、旧時代でたくさんだ。

「それに、先に人類再生機構を裏切り、議長を失望させ、君に残酷な二択を強いた責任は、すべて俺にある。最終的にこの事態を招いた責任が誰にあるか、と問うならば」

　──それは間違いなく、白しろ銀がね冬とう真ま。

「この俺だ。故に、俺は君を保護対象としてしか考えていない。生きろ」

　もし、罰があるとしたら。

「俺達が、罪深き大人がすべて死に絶えた後──最後に死ね。それだけだ」

「……ッ!!」

　撃ち抜かれたような顔で、黒くろ子こは残る二人の大人を見上げる。

　カチュアが、そしてロンメルが。最愛の娘を破滅させ、全人類を殺した罪人にすら人間離れした結論を導き出した冬真と違い、あたりまえの判断を下すことを祈って。

「怒られたそうな顔してんな、黒子。……けど、まあ。裏切ったのは俺らが先だ」

「そうね。……先に裏切っておいて、裏切られたからって怒れないわよ。ただ」

「ああ。俺らを裏切るのはいい。けど、雪ゆき奈なちゃんまで巻き込むのはどうかと思うぜ？」

「だが……順番が、おかしい」

　ロンメルとカチュアの会話に、冬真が割り込む。そう、おかしいのだ。

　雪奈を狙うのならわかる。それも《名無しネームレス》の指令であり、人類滅亡を防ぐならそれが最善手だ。だが、桐とう幻げんは冬真暗殺のみを命じた。なぜか？

「あえて、この事態を引き起こした。──そうとしか考えられない」

「わざと地球を丸ごと凍らせたってのか!?　人類生存のためならどんな真ま似ねでもするが、あの爺じいさんに限ってカルトみてえな集団自殺の真ま似ね事なんて、しねえだろ」
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「ええ。しないでしょう。……先輩、外の状況を確認しましたか？」

　言いながら、冬とう真まは結界の外を視認する。風に舞う無数の雪、その粒を。

　錬核武装なき手を伸ばし、結界の中へ迷い込んだそれに触れて、冬真は確信した。

「《終末の雪》は雪と呼ばれているが、実際は破損した情報ノイズ。物質としては非常に微細な結晶体で、アスベストに近い構造をしている。が、これは……」

　冬真の体温に触れて、雪の粒は瞬く間に溶けていく。

　濡ぬれた指先を眼前に持って行き、解析式を走らせて細かい組成を確認すると……！

「Ｈ２Ｏ、水です。純水から生成された雪の結晶であり、《終末の雪》ではない。これは推測ですが、雪ゆき奈なが胞子獣ベノムスダーム化した結果、その圧倒的な錬れん素そ量が周辺の属性を全て雪奈のそれで塗り潰したのでしょう。つまりは──純粋な《氷》に」

　魔法騎士が持つ属性、火や氷などを式としてノイズに形を与え、正常な物質へ変える。

　いわゆる除染術式、魔法騎士なら誰でも知っている基本中の基本に等しい。

「胞子獣が汚染物質を放出する条件は、その個体が分裂した際、あるいは劣化による自己崩壊時のみ。あの《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》がそうだったように」

　放出される熱や冷気はただの現象に過ぎない。

　かつてセリカが変じた《[image: ]獄蝶》は火属性、即すなわち物質の燃焼を属性としたため、その身を少しずつ燃やしており、劣化した情報が灰状の汚染物質となって撒まき散ちらされた。

　が、雪奈はどうか。死の世界でセリカの意識に教えられた情報が、正しければ……！

「《永えい咲しよう氷ひよう花か》。世界の終わりに咲く永遠の薔ば薇ら。その属性は氷、分子運動の停止や停滞。今この瞬間も地球上の汚染物質をその属性に塗り替え、胞子獣すら飲み込んでいるはず。

　……地球静止による惑星除染。それは恐らく、数時間で完成するでしょう」

「議長が、それを仕組んだってのか？」

「《[image: ]獄蝶》出現時のデータはこちらで観測したものを上に上げています。それを基に、俺と同じ結論に至ったとしたら。……その可能性は、あるでしょう」

「無む茶ちやよ……。地上に出してた部隊の撤収だって間に合わない。凰おう花かの結界は強力だけど、雪奈ちゃんクラスの属性式、爆心地近くの侵食にはフルパワーでも耐えられない！」

「切り捨てれば、耐えられる。結界の範囲を絞り、最も深度が深く侵食を受けにくい場所。例えば、最深区画ロータス・ボトムに限れば……生き残れる可能性は、あるだろう」

　ざっと冬真が記憶している人類再生機構の情報、備蓄錬素や結界の強度を計算した結果、全人類一千万人中、五百万人は絶望的。残る人類が生き残れるかどうかは……！

「我々に、かかっている」

　雪奈が胞子獣として完成した場合、《永咲氷花》は他の胞子獣と同じく崩壊を始める。

　分裂による増殖があるかどうかは不明だが、雪奈の性格を考えると可能性は低い。

　停止、停滞を生む氷属性、《永えい咲しよう氷ひよう花か》の崩壊速度は非常に緩やかだ。完全崩壊までには何百、何千年かかるか知れない。その間、薔ば薇らからこぼれる終末の雪は大地に積もる。

　もちろん、かつて全世界を覆ったそれに比べればささやかな量だ。

　しかしそれでも、残る人類すべてが暮らすこの列島を覆う程度の規模はある。

「万が一、奇跡のような偶然が何度も起こり、最深区画ロータス・ボトムで人類が生き延び、胞子獣ベノムスダーム化した雪ゆき奈なの崩壊まで耐えたとしても……地上に出て、環境を整えられるかどうか」

「まず、不可能だろうよ。《マザーコア》の錬れん素そ供給でギリギリ出力が足りたとしても、閉鎖状態のストレス下で何千年も人類が社会を保てるとは思えねえ」

「……けど、桐とう幻げん先生は。議長は、それに賭けたのかしら？」

　びくっ、とカチュアの下で黒くろ子こが震える。

　あまりにか細い、蜘く蛛もの糸。それでもゼロではないと信じた、大おお博ばく打ち……！

「なら……どうするってんだ、冬とう真ま。まさかお前、雪奈ちゃんを……!?」

「止めます。可能性は、まだ残っている」

　死の大河で知った胞子獣化の真実。

　不完全な状態、人格を保持しないまま胞子獣化した存在は自壊する。

　が……核となる人間性、冬真の死によって打ち砕かれた雪奈の心を救うことができれば。溢あふれた錬素を再び統合し、今のセリカのような……安定し、崩壊を免れた状態にできる。

（ある意味、グラン・マリアの目指した人類の最終形は、方向性としては正しい。だが、決定的にピースが欠けていた……！）

　情報体への進化、ヒトの意識を持つ胞子獣への覚醒。それは祖先への回帰に違いない。

　しかし、ヒトの記憶や人格を《根源》から引き出し、胞子獣に『焼く』ことで復活した場合、引き出せるのは死を経験し、存在が一度終了したもの……。

　セリカと同種の、死者の魂とでも言うべきものとなってしまい、その後の成長や発展は大きく阻害されてしまう。一度死を迎えるというのは、それほどのショックなのだ。

　それをクリアするために、アレイナの蘇そ生せい術式は錬核武装を触媒とし、自ら命を賭けて『死』の記憶を切除、生きた状態での人格データをサルベージしている。

　──しかし！

「雪奈はこれまでのケースと違い、肉体的な死をトリガーとして変化したわけではない。完全に人格データが壊れる前なら……まだ、間に合うはずだ」

　雪奈が『死』を経験し、人格が終わる前に。

　精神と肉体のコントロールを取り戻し、保有錬素を放出した状態で固定できれば……！

「重要なシステム部分のみを残したまま、記録媒体をクリーンアップするようなものだ。再度、雪奈という巨大な器に錬素が溜たまるまで。再度の胞子獣化は起こらない」

「つまり……雪奈ちゃんを、助けられるってこと!?　アンタ、どこでそんな情報を！」

「セリカ嬢だ。彼女が教えてくれた。詳しいことは後で説明する」

　胞子獣ベノムスダーム化の真実──ヒトは本来胞子獣であり、人格を保持し錬れん素そを喪うしなったことで無害化、普通の生物と変わりない存在となった。ならば、錬素を使い果たし、人格が蘇よみがえれば。

（元の人間と同じ状態に、回帰できるはずだ……！）

　セリカが開示してくれた情報がなければ、それこそ抹殺以外の選択肢はなかった。

　そして、冬とう真まの問題から抹殺が不可能となった以上、それは──。

「殺すんじゃ、なかったんスか!?」

　冬真の言葉を遮るように、黒くろ子こが叫ぶ。

「雪ゆき奈なちゃんが、胞子獣になった時は。責任を取って自分で殺す……！　そう言ってましたよね。この状況でも、アンタは……そんなに娘が、大事ですか!!」

「処分するとは言った。だが、最大限の努力をしてからとも言っているはずだ」

　それに、と冬真は言葉を区切り、怒りに身を震わせる黒子に告げる。

「今の俺にステージ６を──雪奈を討伐、完全消滅させる能力はない。《錬脈断ちリンクカツト》は確かに致死の技だ。俺が持っていた二つの特性、無限錬素と抹消体質。その片方を見事に奪い、今の俺は固有絶技ロイヤルアーツを喪失。回復の見込みはない」

「……え？」

「正真正銘、これが採り得る唯一にして最終手段だ。雪奈を取り戻すか、人類もろとも滅びるか。──二つに、一つ」

「……!!」

　突然の宣言に震えたのは、黒子のみではない。

　ロンメルが、カチュアが、衰弱しきった状態でなお最大限の驚きを示し、冬真を見る。彼らの状態に負けず劣らず、心停止にまで至ったその状態は最悪に近い。

「絶技を喪失したって……。それじゃ、アンタ。どうやって戦うつもりなの？」

「幸いと言うべきか、無限錬素──あらゆる情報の《根源》との接続は続いている」

　これにより冬真の能力は、オーバーＳランク……全盛期の雪奈と比しても劣らない。

　だが、それには大きな落とし穴があった。

「……壊れるわよ？　アンタ、自分が何言ってるか理解してる!?」

「落ち着け、カチュア。……可能性はある。少なくとも議長の賭けより成功率は高い」

「絶対不可能、がほぼ不可能、になるだけじゃない!!　アンタのバカみたいな超錬素量、抹消体質で余剰分を消してたのは力をセーブするためだけじゃないんでしょ!?」

　ハードウェアの限界は、絶対無敵の《騎士殺しの騎士マーナガルム》白しろ銀がね冬真にも存在する。

　いかに出力無限とはいえ、そんなケタ違いの錬素を肉体に蓄積することはできない。

　余剰の錬素を消費、ないし抹消しないかぎり負担は減らず、限界を超えれば……。

　過充電状態の電池が破裂するように、冬真の肉体は崩壊し、ノイズとなって砕け散る。

「昔の自分と限界までやり合って！　余裕って顔してたけど、消耗はあるはずよ。おまけに心臓がついさっきまで停止してたのよ!?　無理。今のアンタが全力を出したら、一分ともたないわ！」

「そうだな。その可能性は……非常に、高い」

　言いながら、冬とう真まは指を立てて窓の向こうを示す。

　ガラスが砕けて穴と化した窓枠。カチュアの結界式で外気を遮断しているが、炎のように揺らめく視界の彼方かなたに──ガラス細工のような薔ば薇らの蕾つぼみがそびえている。

　大きい。周囲に残る崩壊しかけたビル群のどれよりも大きく、高く……。

　それこそまるで神話伝承に言う世界樹のごとく。蕾は空の彼方、雲の縁に届くほど伸び、今にも咲き誇ろうとしている。これこそが──今の、白しろ銀がね雪ゆき奈な。

「《永えい咲しよう氷ひよう花か》が完成する前に、あの空にある蕾へ到達。恐らくその中心にいるであろう雪奈の肉体を取り戻し、その人格に呼びかけて覚醒させ、錬れん素そのコントロールを取り戻す」

「言葉にするのは簡単よ。けど、今のアンタじゃ無理。死ぬわよ」

「だが、他に可能な人間はいない。俺が行くしかない」

「無理よ。デタラメ能力を喪うしなった今、アンタの錬核武装はポンコツ同然。ロクに所有者の保護機能すらない状態で、戦力はガタ落ち。それに──」

　白銀冬真は万能である。ほぼあらゆる位階の術式に通じ、誰よりも詳しい。

　が……得手不得手、位階の区分は現実に存在する。彼はどこまでいっても接近戦特化、武器に己の錬素を預けて渡り合う《武傑ブレイド》であり、低速の浮遊式以外飛行手段がない。

「トロトロと、あそこまで飛ぶわけ？　迎撃しろって言うようなものよ。分裂しないから雑魚胞子獣ベノムスダームが湧く可能性はないにせよ、敵意を持って近づけば本能的に攻撃される。絶対死ぬわ。今度こそ、アンタでも甦よみがえれないくらい……！」

「だが、他に方法がない。行動可能な戦力は、俺だけだ」

「ナメないでよね。……まだ、動けるわ。アタシが行く、アタシが、雪奈ちゃんを……！　結界の維持はアンタがやって。この命に替えても、雪奈ちゃんを救ってくるわ!!」

　子の危険を感じた母ライオンのような、悲痛な闘志。

　だが、それを認めるわけにはいかないと冬真は思う。

「……無理だ。その状態で飛翔盤ボードを出しても、速度は浮遊式と変わらない」

「死ぬギリギリまで血液を錬素に変換するわ。それなら……！」

「突破可能かもしれない。だが、雪奈のもとへ辿たどりついたとして、自我を覚醒する手段がカチュアにはない。雪奈の破壊された人格を再生し、呼びかけて復活させる術式が」

「それはアンタも同じでしょ？　……まさか」

　指先でこめかみを軽く突つつき、あたかも当然のように。

「既に、原型はここにある。俺なら可能だ。というより……俺以外には、不可能だろう。選択肢はない。……俺の、わがままでしかないが」

　雪ゆき奈なを救う、役割は。

「父である、俺のものだ。カチュアにも譲れない。……待っていて、くれないか？」

「バカッ……!!　結婚も、まだなのに。いきなり未亡人にするつもり……!?」

「それについては謝罪する。失敗した場合は、すべて終わりだ。だが、万が一成功できた場合、君やロンメル先輩が健在なら、人類にとって素晴らしい福音となる」

　錬れん素そ総量こそ少ないものの、卓越した技術者であり世界最強の狙撃手、ロンメル。

　神速の飛翔盤ボード乗り、空戦の神様とも言えるカチュア。

　特級の魔法騎士二人が生き残れば、確実に人類の復興は加速するだろう。冬とう真まのような崩壊という制限もない。汚染物質の消えた空を竜騎ドラグナーは駆け、機巧マシーナリーは文明を蘇よみがえらせる。

「未来のために、残ってくれ。……頼む」

「わあった。行ってこいよ」

「ロンメル！　アンタ……！」

「落ち着けよ、カチュア。止める理由がねえ、材料がねえ、情報がねえ。今提示された情報から判断する限り、今この事態を打開できるのは……冬真、お前だけだ」

　言い終えた直後。ほのかな光が生じ、風がそよぐ。ロンメルの身体を包んでいた錬核武装、量産型の傑作《正まさ宗むね三さん式しき》が解除され、素の軍服姿に戻っていた。

「！　先輩、何を!?」

「っ……マジ、冷えやがる……!!　が、まあ、すぐには死なねえよ。持ってけ!!」

　錬核武装の触媒が納められた魔法騎器デバイスを強引に握らせると、ロンメルは部屋の隅にあるタンクベッドの残骸に飛び込んだ。それで寒さをしのぐつもりなのだろう。

「無む茶ちやです！　極地並みの環境で、破損したタンクベッドの残骸で長時間は……！」

「部分展開しかできねえ、固有絶技ロイヤルアーツなしじゃ物理攻撃しかできねえお前の錬核武装じゃ、雪奈ちゃんのところには辿たどりつけねえだろうが！　いいんだ。……行って来い！」

　蒼あお褪ざめた手が、タンクベッドの残骸から突き出す。

　握り拳に立てた親指。たちまち軍服の袖が凍り、皮膚が青く凍えていくのが見える。が、それでもなお、ロンメルは声を震わすことなく、戦友を送り出した。

「……ねえ。空が飛べればいいのよね？」

「！　セリカ！　よかった、眼めが覚めたのね……!?」

　もぞりと、呆ぼう然ぜんとしている黒くろ子この身体に預けていた身体を持ち上げて、セリカが起きる。

　灰のように白く変わっていた髪が赤熱し、室内気温が明らかに十度ほど上がる。その身を包む炎の錬素は、人に危害を加えることなく、恩恵だけをもたらすようだった。

「もともと調子が悪かったわけじゃないわ。意識が戻るのに時間がかかっただけよ。もう一度聞くけど、空が飛べればいいのよね？」

「そうなる。だが……」

「つまらないことは言わなくていいわよ。これは私がやるべきことだって、私の錬れん素そが叫んでる。つまりきっと、さっきと今のために、私は戻ってきたんだから」

　どこか虚うつろな面持ちは、もはやない。

　やるべきことを思い出したようなすっきりした顔で、セリカはカチュアのもとから這うようにそっと出てくると、心配げに見上げる彼女に手を振りながら。

「心配、いらないわ。だって、ほら」

　セリカの掌中に光があふれる。深紅のルビーに似た業火の結晶は形を変え、暖かい熱で極低温に襲われ続ける廃はい墟きよの一室を満たしながら細部を整えていった。

「……胞子獣ベノムスダーム!?」

「違うわ。《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》──錬核武装と一体化して生まれた、私の一部よ」

　キュイイイッ……!!

　生物じみた動きで同意の叫びをあげるのは、ステージ５胞子獣《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》。

　かつてセリカの胎内から生まれ、死の原因となった存在。だが翼長１００メートルを超えたかつての巨体は比較にならないほどコンパクトにまとまり、およそ３メートルほどだ。

　そのためか、細部が非常に整っている。

　炎の揺らめきに遮られることはあっても、そのふかふかした毛の一本、宝石を貼りつけたような複眼まで、ピントがピッタリ合ったように明確に視みえるのだ。

「……きれい……」

「ありがと。黒くろ子こ、アンタのこと、嫌いじゃなかったわ。だからアンタも、自分のこと、好きになれるといいわね」

　愕がく然ぜんと見上げる黒子。反射的に声が出ていた。凛りんと立つセリカ、その迷いなき姿が。

　光に包まれた彼女が、出会った頃と同じ……いや、それ以上に輝いて見えた。昔あった認められないが故の苦しさや足あ掻がき、余裕のなさが消えて、『大人』に見える。

「セリッち……え……？」

「誰にも求められないのは、辛つらいわ。そう思うのは、苦しいって私の記憶が叫んでる。けど、私にはいた。そばでずっと見てくれてる人が。寂しさも苦しさも辛さもきっと、声に出してれば解決できた。アンタにとって、それがお爺じいさんだったってだけの話」

　飛ひ翔しようする炎のエネルギー体にひらりと跳び乗りながら、セリカは黒子を見下ろす。

　その平板な視線にあるのは同情でも、憐れん憫びんでもなく──。

「だから、自分を責めるのはやめなさい。アンタがしたことはそこの父親やつがいと同じ。家族の言葉を守り、従っただけなんだから。罪があるとしたら、雪ゆき奈なに対してだけよ」

「……いいんスか？　いいんスか、そんなこと言って。優しくして……！」

　裏切ったのに。

「ウチはクズっス。家族のために……助けてくれたお爺じい様さまのために、その命令だからって、人類を。大事な友達を裏切ったのに。なんでそんなにみんな、優しいんですか!!」

「ばーか。決まってるわよ」

　その笑顔は、かつてショッピングモールで黒くろ子こも観みた。

　若干の照れを含んだ、最高の、そして最後の笑顔……！

「友達、だもの。あの時のように、今度は私が助けに行くわ。……待ってなさい！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　もはや黒子に言葉はない。ただうずくまり、涙と共に嗚咽おえつを漏らすのみ。

　ぐしゃぐしゃになった顔で眩まぶしく見上げるのは、炎の騎士。完全復活を遂げた灼しやく髪はつの姫、セリカ・ヴェルミオーネ、その名を継ぐにふさわしい存在だった。

「まさか、あなた。記憶が……戻ったの!?」

「だいたいね。……《根源》に人格を再接続した時、壊れてたデータが補完されたみたい。だからいろいろ覚えているし、理解できた。だから、行くわ」

　素っ気なくて、ぶっきらぼうで、父親大好きで、ライバルなんて思ってくれないアイツ。

「雪ゆき奈なを、助けに行くわ。だってまだ、決着はついてないんだから!!」

「ああ。……行こう、セリカ嬢。すまないが、乗せてもらえるか？」

「当然でしょ？　振り落とされないように注意しなさい！」

　胞子獣ベノムスダームを包む炎に実体はない。冬とう真まが軽く跳び乗ると、ふかふかした感触と暖かい焔ほのおが衣服を越えて肌を撫なでる。熱や痛みは感じない、優しさだけがあった。

「先輩。……お借りします。《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》そして《正まさ宗むね三さん式しき》……着装！」

　無骨な轟ごう音おんをたてて、鋼が冬真の右腕を包む。

　が──それは、かつてのような恐怖の輝きを持たない。冬真の抹消体質、あらゆる情報、錬れん素そを殺す闇に埋もれた処刑の刃やいばが、今やただの鉄の塊に堕していた。

　装甲がカバーできるのは右腕のみだ。《正宗三式》は冬真の軍服の下に展開され、その身を覆ってはいるものの……触れた全錬素を抹消、完璧な防御を誇った以前に比べれば。

「戦車と紙クズくらい、比較にならねえほど弱ってる。……死ぬんじゃねえぞ！」

　ロンメルの指摘に冬真は頷うなずき、もうひとりの戦友に声をかける。

「了解。カチュア……行ってくる」

「！　待って！　……せめて、これを……！　アタシの、錬核武装を……！」

　カチュアが自らの胸に触れ、錬核武装を解除しようとする。

《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》──セリカが継承し、両親の記憶を受け継ぐべきもの。だが、それは。

「知ってるわ。……根源の河で、記憶を観たから。私のお父様とお母様がどうして、アンタ達に殺されなきゃいけなかったのか。そしてその時は殺したくせに、今になって突然身内をかばうようになって、それで罪悪感に囚とらわれてるってことも」

「え……!?」

　呆あきれを含んだセリカの声に、カチュアが固まる。

「けど、今そんなことは──どうだっていい。私……セリカにとって、とてもとても大切なことではあるけど、今はそれより、もっともっと大事なものが待ってるから」

　見上げる空。雪雲に覆われた氷の薔ば薇ら。今まさに咲き誇らんとする終末の蕾つぼみ……！

「友達を、迎えに行くから。終わったら、きちんと話をしましょう。──大好きよ。おばさま！」

「……セリカぁ……っ!!」

　半ば呆ぼう然ぜんと、その名を呼ぶことしかできなくて。

　ぺたんと座り込んでしまったカチュアに、にしし♪と人間らしく笑いかけ。

　セリカ・ヴェルミオーネが操る飛翔盤ボード、否、胞子獣ベノムスダームは翅はねを広げ、大空を舞う。

　影のごとく同乗した冬とう真まと共に。文明が終わりつつある世界の空を、彼方かなたで輝く光へと、取り残された娘、そして友達のもとへ──炎の蝶ちようは、流星のように飛んでいった。
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●散れ、薔ば薇らよ




　大地と雲を繋つなぐように、氷の大樹が伸びてゆく。

　人類文明の絶頂、その名残をとどめる高層ビル群。情報ノイズに埋没し動植物はおろか微生物すら絶滅した結果、ほぼかつての姿を留とどめた廃はい墟きよの中を。

　全長およそ１キロメートル。頂点の蕾つぼみもまた、数百メートルに達する終しゆう焉えんの薔薇。

　白しろ銀がね雪ゆき奈なが変異した究極の胞子獣ベノムスダーム。《永えい咲しよう氷ひよう花か》は、ほぼ完全な全球凍結──惑星表面すべてを凍結させるスノーボールアース現象を起こし、着々と開花に近づいてゆく。

『時間がないわ。外周から茎を螺ら旋せん状じように上っていくわよ！』

『速度優先なら直線でかまわない。……俺のことは気にするな。やってくれ』

　垂れ込める暗雲を貫くように、灼しやく熱ねつの蝶ちようが飛来する。

　廃墟を飛び立った飛翔盤ボード、かつてのステージ５胞子獣《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》。

　その構成要素を超圧縮。わずか３メートルまで圧縮した飛翔盤を駆り、紅ぐ蓮れんのドレスをまとったセリカ・ヴェルミオーネと、その背後に同乗する白銀冬とう真ま。

『直線軌道は迎撃のリスクが高い。枝や葉を遮蔽物代わりに利用できる螺旋軌道の方が、結果として早いわ。アンタの負担だけが問題じゃないの……来たわよ!!』

『ッ!!』

　錬れん素そを介した無声通信。セリカが着る結界式に似たルビー色のドレスと、冬真がまとう量産型錬核武装、《正まさ宗むね三さん式しき》の間に結ばれたラインが不自然に途切れる。

　ザワッ……！

　そは麗しき棘とげ。世界樹のごとき幹、その表面を薔薇らしく無数の棘が覆っている。

　それぞれが人を突き殺さんばかりの太さと鋭さを持つ、もはや槍やり衾ぶすまに等しい近接武器が、飛翔盤《[image: ]獄蝶》を確認した瞬間、十字の閃せん光こうにイルミネーションのごとく彩られる。

　──キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!

　神話伝承に言う、泣き女の絶叫。生者を死の世界へ誘う金切声にも似た音が響き、幹に生じた無数の閃光から、数えきれぬ光の結晶、攻弾術式による対空砲火が放たれる！

『対空防御。……支援する！』

『いらないわ。ステージ５は、伊だ達てじゃないってことを教えてあげる!!』

　カッ……!!

　修羅のごとき形相で、セリカは狂暴に牙を剥むく。

　彼女の戦意に反応したか、《[image: ]獄蝶》が甲高く鳴いた。せわしなく翼を羽ばたかせると、赤熱した鱗りん粉ぷんが翼のあちこちから剥がれ、巻き起こす風に乗って射出される。

　炎の雨と氷の嵐。打ち下ろされる灼熱と打ち上げられる凍気が相殺し、瞬時に蒸発した水蒸気が激しい爆発を起こす中、煙を曳ひいて飛翔盤は薔薇の幹を駆け昇ってゆく。

『ハハッ！　どう、白しろ銀がね雪ゆき奈な!!　──グズッてんじゃないわよ!!』

『調子に乗るな。……直下、迎撃!!』

『え？　……あっ!!』

　飛翔盤ボードの真下、死角を突くように渦巻く氷。

　剃刀かみそりのように鋭利な氷片が竜巻となり、幹を昇る飛翔盤を捕えようとする。それだけで周囲にたゆたう雪雲が撹かく拌はんされ、摩擦で生じた雷が凄すさまじい轟ごう音おんをたてていた。

『術式解析。氷属風系広範囲拘束、障壁型。対抗演算……《対抗術式》!!』

　ふかふかとした属性式の焔ほのおを帯びた《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》に膝を突き、片手を触れて冬とう真まは叫ぶ。

《永えい咲しよう氷ひよう花か》が展開した術式を解析。セオリー通りの妨害術式を展開、弱体化する。

　が──術式の完成と共に、強烈な違和感が冬真の腕を貫いていった。

『ぐっ……!?』

　それは強いて言うなら、指の神経を貫きながら無数の針を引っ張り出すような痛み。

　訓練で苦痛に対する耐性を磨いてきた冬真でなければ、それだけで気絶していたとしてもおかしくはない。それほどまでに《永咲氷花》が本能的に展開した迎撃は強大だった。

（魔法騎士の基準ならＴＢテラバイト級……いや、その上。ＰＢペタバイト級、対星術式!!）

　広範囲の破壊呪文なら、大陸規模に影響を及ぼす極大呪文。

　だが《永咲氷花》が無造作に展開する術式は軽く上をいく。それこそ地上に在りながら、衛星軌道や月面上、他の天体にまで届く可能性すらある超大出力を……！

『止めるだけで、これか……！　異能にどれほど頼り切っていたかの証あかしだな、情けない』

『ちょっ、アンタ!!　大丈夫、血が……！』

『指の毛細血管が裂けただけだ。……まだいける、速度を上げてくれ』

『ッ……！　了解!!』

　グッ、と内臓を潰されるようなＧが腹にかかる。

　内臓がへしゃげるような重さを感じながら、冬真は指先からこぼれた血の雫しずくが瞬く間に凍り、赤い雪となって流れてゆくのを見た。今の自分は、あまりにも弱い……！

（今の術式使用で、右手の指先第一関節がほぼ裂けた。補修はしたが……限界は近いな）

　冷静に自己診断を行う。指先の細胞が壊え死し、崩壊しているのを感じた。

　恐らく今錬核武装を解除すれば、指の皮膚や爪の一部が崩壊した屑くずがさらさらと落ちる。無限錬れん素そという爆弾、ケタ外れのエネルギーを溜ため、流し切るには人体は脆もろすぎるのだ。

（抹消体質があれば、余剰錬素を抹消することでフィードバックを避けることができた。が、今の状態ではそれができない。大規模な術式を使うたび、崩壊していく）

　シンプルに例えるなら、電源コードのようなものだ。

　無限の錬素を冬真に供給する《根源》、あらゆる情報の源。それから送り込まれてくる超高圧錬素を溜め、適切に流すためには相応の設備が必要となる。

　冬とう真まの肉体はコードとなり、錬れん素そを流して放出する。だがコードを保護する被膜である抹消体質が失われた今、過剰エネルギーがコードを破損し、ショートさせる……！

　──ゾクッ……！

　背中に冷たいものが走り、傷ついた指先が震える。

（今まで、どこか……醒さめていた）

　自分は絶対に傷つかない、という確信があった。

　能力を自覚した時には既にそうだった。技術を磨き、理論を学んだのはあくまで念の為ためであり、抹消体質と無限錬素を持つ冬真を傷つけるものは、ほぼ存在しなかった。

　ステージ５とてそうだ。倒し方を考え、後始末を考える余裕があった。そんな暮らしを続けるうちに、どこか危機感は麻ま痺ひし、恐怖や死の感覚が遠ざかっていった。

（……情けないな。我ながら）

　機械じみたパーソナリティ。損得なく理性を追求し、人類のため戦い続けてきた。

　無私の精神、奉仕の心といえば聞こえはいいが──。

（要は、その価値を理解していなかっただけなのだと。……そういう、ことか）

　苦く思う。絶対死なないから、優しくなれる。傷つかないから、敵を赦ゆるすこともできる。

　たとえ牙を剥むかれようと、子猫を恐れる人間はいない。見下している感覚はなかったが、結果としてそうなっていた。最強という呪い、無敵という歪ゆがんだ視点に惑わされていた。

『セリカ嬢。……戦いは、怖いか!?』

『何よ、いきなり。ええ、怖いわ。私は一度壊れたから……けど!!』

　焔ほのおを曳ひいて蝶ちようは飛ぶ。十字の閃せん光こう、放たれる凍結の魔弾を迎撃しながら、螺ら旋せんを描いて。

　雲の彼方かなたにそびえる終しゆう焉えんの薔ば薇ら、《永えい咲しよう氷ひよう花か》の頂を目指して。

　蔓つるが巻きつくように螺旋を描きながら、セリカは幼い顔に熱をこめて咆ほえる。

『胞子獣ベノムスダームに変わることなら、もう怖くない。だって、器のカタチが変わるだけだから……。私が怖いのは、私が消えること。私の大切な人の人格データが失われて、もう二度と相互の干渉ができなくなること。短い間だけど、それは……！』

　失われるもの、取り返しがつかなくなることが、怖い。

　蘇そ生せい術式の完成や再実行リドウは、その恐怖に対抗する人類の牙だ。

　大切な何かを失わぬよう、失った何かを取り戻せるよう、必死にもがいた先の到達点。その力の源を、改めて冬真は思い知った。雪ゆき奈なという大切な存在が、カチュアへの愛が、ロンメルへの尊敬が、黒くろ子こやアレイナ、セリカに対する庇ひ護ごが強く感じられた。

『……死にたくない。雪奈を助けたい。守りたい。家族が暮らしていくこの世界を。人類の営みを。そして、俺達が生きるこの星を……!!』

　それは、はじめての生きた願い。

　これまで理性のみで紡がれてきた決意に、血が通うのを感じていた。肉体の崩壊、消滅と死のリスクを抱えることによって、本当の恐怖を知った気がした。

『アンタ。……泣いてるの？　それとも、喜んでるの？』

　嵐を切り開きながら、セリカが訊たずねる。

『怖がってるのは確かよね。けど、それよりも強く、アンタの心が昂たかぶるのを感じる。私に掴つかまってる手の震えが、触れ合う肌から伝わる熱が……！』

『ああ。セリカ、君には伝えておこう。そうだ、俺は確かに恐れている。友と家族の死、永遠の喪失を恐れている。絶対無敵の破綻を恐れている。だが、それよりも』

　ようやく、同じ舞台に立てたのだと。

『超越者などという特別性に基づいた言い訳のない、ただの、父親になることができた。雪ゆき奈なのことを考え、本当の意味で命を賭けることができるのが──嬉うれしく、思う』

　この感覚は歪ゆがんでいるのかもしれない。その判断の基準は彼にはない。

　だが、それでも──当たり前の感情を持つことができたのが、嬉しい。

　誰かを見下ろすような、誰とも寄り添えない高みからようやく降りることができた。

『キャアアアアアアァァァァアアアァァアアアアァァァァ───……!!』

　枝葉をざわめかせ、蕾つぼみに迫る焔ほのおの蝶ちように、氷の薔ば薇らが泣き叫ぶ。

　悲鳴じみた精神波が濁流のごとく空間を歪ませ、オーロラのような光が網膜に映る。

（泣いているのか。……雪奈）

　枝のざわめき、氷山じみた攻弾術式、刃やいばの嵐のような吹雪の竜巻、幾重にも展開する結界。

《お父様。お父様。お父様。お父様。お父様。お父様……!!》

《嫌嫌嫌嫌嫌。お父様を傷つけるもの。お父様をいじめるもの。みんな──！》

《……壊し、ます。この星の生物、人間、歴史、時間、錬れん素そ、すべてをここから》

《お父様のいない世界なんて──永遠に、このまま……止まって……くださ……》

　乱れた精神波を強引に声へと変換。言語化して認識した雪奈の絶叫に、父は唇を噛かむ。

（雪奈を動かしているのは俺を喪うしなった悲しみ、自分と俺を拒絶した世界への破壊衝動。そして……このまま、時を止めて。永遠へ逃れようとする、絶望か）

　哀かなしみと怒り、そして逃避。降り注ぐ弾丸、錬素の嵐、それは……！

『涙。……これ、涙だわ。白しろ銀がね雪奈は。ずっと、ずっと……泣いてる』

　セリカが叫ぶ。氷山じみた弾丸、極大術式に匹敵する大質量を避よけながら。

　間近を掠かすめてゆく錬素塊、そこから響く思念を感知して。

《お父様がいない世界なんて、無理。無理。無理。無理。無理!!》

　……ゴウッ!!

　空中で氷山が爆砕し、破片が散弾となって広範囲を襲う。

　セリカは結界式を強化。飛翔盤ボード《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》の全身がルビーのような赤い光に包まれると、灼しやく熱ねつの波動となって破片を弾はじき飛ばす。空が少しずつ、蒼あおから黒へと変わっていった。

《雪ゆき奈なは、おかしな子だから。だから、お父様しか……お父様しか、私を、私を……!!　わからない。わかれない。なにをしても、ぜんぶだめ。強い力があっても、いいことになんか使えない。騙だまされて、利用されて、叱られて……もう、もう……！》

　悲しみの逆風が降ってくる。イメージは、グラン・マリアの面影。

　父の手を離れ、友達を、大切な家族を守るために自立を願い、その心につけこまれ……逆に人類滅亡に手をかけてしまった後悔が、苦悩が、嵐となって。

《騙されるくらいなら、もう誰もいらない……。お父様がいない世界で、私はまた誰かを傷つけて……この脆もろい世界を、壊してしまう。なら、せめて……！》

　父なき世界で過ちを犯さずに生きていくことなど、できないと。

《お父様がいない世界に、たったひとり。とりのこされるなんて、いやです。……そんな、それくらいなら……》

　不安が、孤独が押し寄せる。そのあまりの冷たさに結界式が揺らぎ、圧が主あるじに届いた。

　セリカと冬とう真ま、咄とつ嗟さに目と顔を覆った二人の身体に一瞬で氷の幕ができ、硬化する。一秒にも満たない刹那、飛翔盤ボードの進撃が停とまった瞬間、異なる声がふたたび響いた。




《──しあわせな　ゆめのなかで　えいえんに──……》




　ザワリ……！

　ひときわ大きな薔ば薇らの大枝が剣のごとく動き、錬核武装の代理として絶技を放つ。

　凍結、停滞、分子運動の停止に由来する拘束の技。きらめく輝きが雲となり、触れた者すべてを静止させる空間を生む。何億、何兆トンの質量も時間の壁は越えられない。

　グラン・マリア戦でも雪奈が使った究極の守り、姿なき時の防壁！

『術式解析。時間への干渉を確認。分子停止、空間停止、時間停止。干渉する』

『待ちなさい。アンタの錬れん素そは全部、雪奈のためにとっておくの。……任せなさい!!』

　……カッ!!

　セリカは輝き、時は動き出す。彼女がまとう光、火属性錬素。

　その根幹は熱、即すなわち分子の運動だ。雪奈の力があらゆる分子を停止させ、時すら止める静止ならば。極まった火、セリカが背負う炎の力は、あらゆる分子を動かす力！




『《加速》《加速》《加速》《加速》《加速》《加速》《加速》《加速》《加速》!!

《超速突破》!!　いっ、けえええええぇぇぇぇええええぇぇぇえぇ─────ッ!!』




　それはヴェルミオーネの家伝。三重の加速術式による超高速突撃《突剣迅雷》のアレンジ。ただひたすらに多重詠唱された加速式が、飛翔盤に封じられた膨大なステージ５クラスの錬れん素そを燃やし尽くし、ニトロをブチ込まれたエンジンのごとく咆ほう哮こうする。

　音速突撃を超え、光速すらも超えて、時を強引に加速させる猪ちよ突とつ猛もう進しん。ふたつの属性が拮きつ抗こうし、火花を散らして即座に凍り、炎と氷のイルミネーションが煌きらめいた。

　障壁に激突、拮抗して炎の蝶ちようと時間の壁が、せめぎ合う……！

『諦めてんじゃないわよ!!　アンタも……黒くろ子こも。アンタ達は、諦めなかった!!　バケモノになった私を、助けようとしてくれた。……そうでしょ!?』

　アレイナ・スクロヴェーニが伝えたこと。その命すら危険に晒さらし、取り返しのつかない傷を臓器に負いながら、必死でセリカを復活させようとしたその心は。

　人間としての感覚を、根源との接続で取り戻した今。

　セリカの胸に、人間性を取り戻した冬とう真まと同じく──胞子獣ベノムスダームとして書き換えられた感覚をも超えて、ひとつの結論を導いていた。

『聞こえる？　雪ゆき奈な。黒子はアンタを裏切ったかもしれない。他にもいろいろな人間が、アンタを裏切り利用したかもしれない。けど……！』

《──……!?》

　現実をわがままに変えることを諦め、ただ受け入れた父のように。

　困難に打ちのめされ、裏切られ続け、心砕けて世界の静止を選んだ娘のように。

　岐路に立たされた二人に、違いがあるとしたら、それは……！

『アンタのパパは……立ち止まらなかったわ!!』

　革新の焔ほのおが干渉し、停滞空間を引き裂いていく。飛翔盤ボードが鉤かぎ爪づめをたて、ひび割れた形に視覚化された結界を乗り越えるように突き進むと、分厚い雲の向こうが見えた。

　吹雪に隠された青い蕾つぼみ。それは空と宇宙の境界──星々またたく黒い空、丸い地平線を背にしたまま、一万メートル超の彼方かなたに浮かんでいた。

　手を伸ばせば届くのではないか？

　そう感じるほど近く、小さく映る蕾。だがそれはあまりに巨大が故の錯覚だ。

　しかし……視認できる距離。そこまで近づけたのなら！

『助かる、セリカ嬢。あとひと息だ……合わせて、いくぞ！』

『ええ。けど、アンタの娘。がっちり引きこもるつもりみたいよ？』

《───……!!》

　それはまるで顔を隠し、身をよじって泣き叫ぶ幼子のよう。

　悲鳴じみた精神波が、空気なき超高空に波を起こす。まるで雪奈の心の壁を示すかのように、ゆっくりとほころびはじめた蕾──氷属性錬素を凝縮して造られた花弁が、盾のように固く、停滞する時の壁と凝縮した氷で、厳重にそれを守っている。

　透き通ったアイスブルーの障壁。冬真は指を立て、ピースサインを横にした形で観測式を走らせると、ゴーグルを覗のぞき込むようにその中枢を探った。

　分厚い、何万トンもの凝固錬れん素その向こう。辛うじて映る、黒い影！

『雪ゆき奈なを発見した。やはり、あの蕾つぼみの中央部だ。完全に人格が壊れ、蕾が開いてしまえばもう打つ手はない。が……完全な開花までに、あそこへ到達できれば』

『できたとしても、あの壁を破る方法はあるの？　……今の、アンタに』

　力押しでは不可能だ、と冬とう真まは悟る。

　あれはただの花弁ではない。雪奈が無意識に演算している、障壁系の防御術式の具現。

　物理、錬素攻撃両方に強い耐性を持ち、さらに通常の攻撃手段をほぼ無力化する時間系、停滞防御まで備えているのだ。何も考えない攻撃では、届きすらしない不落の城塞。

　泣き言を言うつもりはない。固有絶技ロイヤルアーツ《抹消弔鐘イレイズベル》と名もなき処刑の刃やいば《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》、その両方が揃そろっていれば、あらゆる障壁をなかったことにして雪奈を救えた。

　が、今──冬真に残された武器は、単なる鉄塊に堕した錬核武装と、生身の肉体のみ。

（消滅覚悟で、斬るしかない……か？）

　全身に蓄積された残存錬素を注ぎ込めば、あるいは。

（停滞空間は対抗術式でキャンセル。残った壁は強化した術式で……！）

　破れないわけではない。とっさに演算した結果、成功率は四割を超える。

　しかし、それをしてしまえば──雪奈復活のために使える錬素は、ほとんど残らない。

　それどころか、自分の存在を保てるかどうかさえ疑問だ。が……！

『これは……!!』

　ロンメルに譲られた《正まさ宗むね三さん式しき》。そしてカチュアが託してくれた後継者、セリカ。

　この二つの要素が揃った瞬間、天啓じみた閃ひらめきが走る。それは、うまくいけばすべての問題を越えて雪奈のもとへ辿たどりつける。か細い可能性の先に残されたチャンス！

『セリカ嬢。俺を、撃て』

『は!?　何言ってんのよ、アンタ。死ぬ気!?』

『詳しい説明は後だ。今術式を送る。──検討を頼む』

　触れた肌から情報が送り込まれ、セリカの網膜に無数の文字列が流れていく。

　光る文字、それは驚くほどコンパクトにまとめられた芸術的とさえ言える構成──それを冬真は諳そらんじて、自らの錬核武装に刻印してゆく。

『際立った性能はない。が、拡張性の高い《正宗三式》。何よりロンメル先輩の使用記録、そこに残された術式構成。それに……憶おぼえているか、雪奈？』

　宙そらに咲く雪奈おまえのように。

『はじめて観みた花の記憶。その時使った術式を。……やれ、セリカ!!』

『ああ、もうっ……!!　死んでも知らないわよ!!』

　キイィッ!!

　飛翔盤ボード《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》が甲高く咆ほえる。冬真の足に炎が絡まり、膨大な熱が凝縮する。

　バネのごとく──瞬時に、極限まで圧縮されたエネルギーが、戦闘機の離陸のように、身を屈かがめて合図を送るセリカの手が触れた瞬間、解放。……それは！

『《浮遊》《噴射》《追尾》《加速》《誘導》!!』

　セリカの圧縮詠唱が完成し、冬とう真まの靴底付近から強烈な焔ほのおが噴射された。

　膨大な出力が、それこそ地表から成層圏を越えて衛星軌道に至るほどの推進力が、限界を超えた勢いで冬真を押す。無骨な装甲で覆われた右腕で顔をかばいながら──超音速の弾丸と化した父親は、薄い大気を引き裂きながら青い蕾つぼみへと突進していく！

　それは、ロンメル・スチュアートの秘伝。

　術式を刻んだ弾丸を家伝のライフルで発射。防壁に触れた瞬間、転移術式を発動して壁を透過し、人体を破壊する殺し技、転移弾。それを、人体を用いて行ったのだ！

《……!!》

　言葉なき反射で、終末の薔ば薇らは動き出す。

　時間停止現象を纏まとった錬れん素そ障壁、薔薇の花弁。

　それにより中枢たる雪ゆき奈なを守りながら、数えきれぬ数と規模の光が閃ひらめき、流星のような弾丸が空間を埋める。回避不可能な面制圧、圧倒的な質量による圧倒的射撃。だが！

『──《瞬間転移》!!』

　迎撃弾が触れる瞬間、錬核武装に刻印した転移術式が発動した。

　距離はほんの数メートル。超短距離に限定することで一秒間に数十、数百の転移を行い、弾丸すべてをすり抜けてゆく。ロンメルには成し得ない、圧倒的錬素量と構成の暴力！

『《転移》！　《転移転移転移転移転移転移転移転移転移》!!』

　コマ送りの映像のように、炎の推力を保ったまま男は宙を駆けてゆく。

　すり抜けた無数の魔弾がセリカを貫く。結界が貫通され、飛翔盤ボードの翅はねに穴が開き、煙と共に墜落するのを確認しながら、振り返ることさえできぬまま──！

　氷の薔薇が見る間に迫る。青い光が視界を埋め、過負荷により錬核武装が崩壊する。

　皮膚が凍結するのを感じた。息を止めてなお粘膜越しに呼吸器が凍る。絶対零度の真空、冬真といえど錬核武装も結界式もなしでは生存不可能な極限環境で、なお男は進む。

（すまない、セリカ嬢。……だが）

　支払った代償、その対価は。

『必ず、得てみせる。──……雪奈ぁっ!!』

　最後の《転移》。

　固めた拳が氷の花弁に激突する。錬核武装が砕け、素の手が露あらわになる。

　錬素の過剰使用により灰のように変色した手、指先から崩れかけたそれが稲光を放ち、停滞空間に巻き込まれる直前。最後の転移が発動し、父は娘のもとへ飛び込んでいった。





　　　　†






　終しゆう焉えんの薔ば薇ら、《永えい咲しよう氷ひよう花か》。幾重にも重なった花弁の中央に、雪ゆき奈なはいた。

　ガラスのような結界式に包まれ、胎児のように身を丸めて。セリカのそれがルビーなら、青いダイヤモンドのような純粋な結晶体の内部に、冬とう真まは転移によって出現した。

　ゴボッ……!?

　泡が噴く。驚くほど暖かく、わずかな塩気を感じた。

　冬真も存在のみしか知らない。地上にかつてあり、生命を育んだという『海』に似て、眼下の地球から放たれる光に照らされながら浮かぶ少女は、とてつもなく美しい。

　青い宝石のような惑星。白と黒の雲に彩られる世界が、白く変色して固まるのが見える。日本列島から伸びた《永咲氷花》による全球凍結は、もはや地球の半ばを超えていた。

『……雪奈』

　丸くなった娘に手を伸ばしかけて、冬真は自身の腕の異常に気づいた。

　炭化したように肘から先が白く変色し、ひび割れて今にも崩れそうになっている。それは、無限錬れん素そを抹消なしに蓄積、さらに使用したことによる、避けられない代償だった。

（腕だけではない。皮膚の表面、およそ30％。……臓器もいくらか欠けている。

　神経組織にも異常。……苦痛はない。だが、生きているのが不思議だな）

　冷静に冬真は自己診断式を走らせ、己の状態を確認した。崩れた器、溜ため込こまれた錬素は行き場を無くし、今にもこぼれそうになっていた。

『泣いているのか……雪奈』

　身を縮め、顔を伏せて震えている娘の裸体。

　声を殺して泣く姿に、胸が痛む。

『憶おぼえているか？　……保護ポッドから救出した時、お前が笑ってくれたことを』

　泣きもせず、怯おびえもせず、無邪気に微笑ほほえんでくれた。

　大人になるにつれて笑顔は曇り、世界の醜さを知った今、心壊れて泣いている。

『幼い頃のお前は、何も知らなかった。だからきっと、幸せだったと思う』

　ずっとそのままでいられればよかったのに。

　何度そう思ったか知れない、けれど。

『だが……成長して。学校に通って、友達ができたお前は。俺と、先輩と、カチュアと、ごくわずかな人達しか間近にいなかった頃よりも……。輝いていたと思う。親として、それは間違っていないと信じたいんだ』

　けれど、大人になるということは、楽しいことばかりではなくて。

　愛する人を喪うしなう痛み。信じた人に裏切られる苦しみ。世界に拒まれる苦い絶望すらも。

　すべてをつきつけられる中、心折れてしまったとしても。

『俺は受け入れた。人の醜さや汚さや愚かさを、すべて許すことに決めた。……だが、それは正常な人の在り方でもないと判わかった。それは単に、過ちを正すことを諦め、そういうものだと見限っただけだ。……立ち向かうことを、避けていた』

　それがきっと、大人の狡ずるさというものなのだろう。

　人の歪ゆがみから目を背けて、逃げるように心を保っていた。汚さも愚かしさも醜さも忘れ、目をつぶって凌しのいでいた。それは己の役割ではないと言い聞かせて。




『本当の大人とは。人間とは。

　世界の辛つらさを知りながら、諦めることなく生きるものだ。俺は、そうなりたいと思った。

　滅びゆくこの身だ。いつ崩れるとも知れないが、それでも精一杯生きたいと願った。

　異能もなく、錬れん素そを操る術すべも失い、壊れかけた身だろうと。今度こそ』




　人間として。父親として。




『お前と、生きたいんだ。……来てくれないか、雪ゆき奈な』

『あ……？』




　崩れかけた右腕を、招くように伸ばす。

　灰色に染まったマネキンのようなそれに、雪奈は薄目を開けて反応する。

　甘えるような手が、指先に触れかけた時──ボロリと、それは崩れ落ちた。




『や……やああああぁあぁああぁあぁあああっ！　お、おとー……さまぁっ!!』

　崩れた手の残骸が、錬素の海に溶けてゆく。

　悲鳴をあげる娘に寄り添い、冬とう真まはできるかぎり穏やかな声をかけた。

『大丈夫だ。落ち着いてくれ、雪奈。……痛みはない。これは、必要な代償だ』

　崩壊した右手の代わりに、いやいやと首を振って暴れる雪奈に左手を差し伸べて。

『おとー……さま。ほんと……？　ほんもの？　いたく、ないんですか……？』

『ああ、痛くない。本当だ。……触ってごらん』

『あ……!!』

　ひび割れた左手を、雪奈は温ぬくもりを確かめるように恐る恐るつつく。

　それが本物であることを確かめると、これまで焦点が合っていなかった瞳に力が戻り、ぱっと顔を輝かせて、父親の手にすがろうとした。

『お父様……。本当に、生きて、いたんですね。よかった。……よかったぁっ……!!』

『ああ、ここにいる。大丈夫だ、雪奈。……行こう』

『はい。連れていってください、おと……？』

　すがるように左手を掴つかもうとする雪ゆき奈な。だが、その手は空を掴んだ。

　前のめりに泳いだ身体を抱きとめて、冬とう真まは優しくその耳元に囁ささやきかける。

『だめだ。……一人で立ちなさい、雪奈』

『え……!?　どういうことですか。まさか、にせものの……おとう、さま……？』

『違う。ずっと、お前を守ろうと思っていた。ずっと、お前のために死のうと思っていた。だが、こうなってみて思い知った。……それでは、だめなのだ、と』

　永遠に娘を守り続けることなど、今の自分にはできない。

　独り立ちしたいと願い、そして裏切られた雪奈。弱った心を不ふ憫びんに思うあまり、雪奈をただ守ろうとした。世界を敵に回そうと、自分なら大丈夫だと信じて。

　守ると誓った。それが正しいと思っていた。だが、それは……！

『お前を守りたい、俺がやりたいことを押しつけていたのではないかと感じた。変異率の上昇、心的ストレス上昇の可能性を言い訳にして、お前を離したくないという気持ちをごまかしていた。心配なあまり、成長の芽を摘んでいた。……すまない』

『そんなこと……ない、です。だって、お父様は。こうして、迎えに！』

『ああ。間に合った。来ることが、できた』

　だが、その結果がこれだ。雪奈が幼いうちはそれでもよかった、無邪気に甘えてくれるだけで心が満たされ、健やかに成長していくさまを見守るだけで十分だった。

　が、今は違う。固有絶技ロイヤルアーツを失い、蓄えた無限錬れん素そも放出し、崩壊しつつある自分は──もう、雪奈をずっと守り続けることはできないだろう。今、たとえ生き延びたとしても。

『次はない。……いつか子は、親のもとを巣立たなければならないからだ』

『巣立つ……。わたし、が？』

『そうだ。俺はその痛みから逃がすことだけを考えていた。お前を追い詰めまいと考えて、向き合う強さを教えることができなかった』

　だから、と冬真は言葉を切り。

『これが俺にできる最後のことだ、雪奈。地上に帰るんだ。そして、お前が作った世界を歩くんだ。今は雪と氷に覆われた死の世界でも、凰おう花かに残された技術や人間、保存された旧時代の生物がいれば──いつかは再生できるはずだ』

　もちろん、時間はかかる。しかし、汚染物質が一掃された今なら。

　人類の悲願、地上奪還、回復の可能性は……昔より、遥はるかに現実的だ。

『お父様もついてきてくれるんですよね？　なら、いいです。ずっと……一緒に！』

『それは無理だ。たとえこの場を生き延びたとしても。……いつか別れは必ず来る。だから、雪奈に進んでほしい。たとえ暗黒の未来だろうと……希望を捨てず、明日へ』

　世界を終わらせることなく。

　自分の人生を、まっとうしてほしい──それが、父親としての願い。

『や、です！　……お父様のいない世界なんて、どうして生きていけるんですか？　意地悪なことを言わないでください。戻ってきてくれたのなら……。ずっと、ずっと。雪ゆき奈なは、お父様のそばにいたい。永遠に……!!』

『だめだ。いつか、終わりは来る。それは今ではないが……いつか、必ず』

『でも、こうして。迎えに……来てくれました。それなら、どうして……！　ひどいことを言うんですか。お父様まで、私を……わた、しを……捨てるんですか？』

　いやだ、と雪奈は首を振る。だだをこねる子供のような仕草。

　愛らしいと思う。助けたい、と胸が痛む。今すぐにでも抱きしめて、守ってやりたい。

　けど、それはだめだ。それでは今までと何も変わらない。雛ひな鳥どりが巣立つためには、まず卵の殻を破らねばならない。そして親鳥もまた……見守る強さを持たねばならないのだ。




『雪奈が、こんな姿だからですか？

　人類を滅ぼした、世界最強の……人類最悪の、バケモノ、だから……！』

『それは違う。……聞いてくれ、雪奈』

『なにが、違うんですか。雪奈は……わかってました。私は、普通じゃないって。おかしいって。普通の女の子は、赤ちゃんの頃に手を振るだけで隔壁を破ったりできないし、普通の人はびっくりするほど柔らかくて脆もろいって』

『それは、単なる個性だ。バケモノなんかじゃない。自分を貶おとしめないでくれ』

『個性……。個性、そんな言葉で、いいんですか？　セリカさんのように……。それに、グラン・マリアのように。私もいつか、ああなるんじゃないかって思いました。胞子獣ベノムスダームになって、人類に、大勢に、世界に迷惑をかけるんじゃないかって!!』

　いつもは表情の乏しい雪奈。だが今、この空間で見せるのは、恐怖の貌かお。

　嘘うそのない世界。すべての錬れん素そを放出しつくした今、ここにあるのは素の人格データ。




『どうしたらお父様に愛してもらえるんですか？

　人類のために戦えと、お父様は言いました。守ってくれるとも言いました。

　できるかぎりそうしました。……そしたら今度は、いなくなるって。一人で生きろって。

　わからない。わからない。雪奈は……雪奈は、どうしたら』




　冬とう真まにとっての。




『──理想の娘に、なれるんですか!?　可愛かわいがってくれるんですか!?

　教えてください。雪奈は……雪奈は、もう。どうしたらいいのか……。

　わがんない、でずっ……!!』




　語尾の掠かすれた、涙声。心をつなぐ錬れん素そでの対話が、意識の乱れによりぶれている。

　最も原型に近い娘の感情を受け止めながら、冬とう真まはぼろぼろとノイズのこぼれる頬で、ひびの入る皮膚の痛みに耐えて、できるかぎりの気持ちを伝えようとする。




『お前は、俺の理想の娘だ。そんな努力をしなくとも。たとえお前に何の力も無くても。あの廃都でお前を抱きあげた瞬間から、雪ゆき奈なは俺の理想の娘だった』

『……ほんとう、です……か？』

『当たり前だ。雪奈は、俺を人間にしてくれた。バケモノというなら、人類から逸脱したというのなら、それは俺も同じことだ。俺はお前の分まで罪を償い、お前を守り、お前を幸福にしたいと願っていた』

『けど、わたしは……。とりかえしのつかない、ことを……してしまいました。胞子獣ベノムスダームになって。お父様がいない世界を。永遠に……氷の、中へ……！』

『……そうだな。きっと、大勢が亡くなったと思う。それは罪だ。だが、引き金を引いたのは黒くろ子こに命じて俺を殺させた議長で……。守るべき立場の俺だ。雪奈、お前だけが抱え込む必要はない』

　根源は、大人達の諍いさかい。

　言葉だけで折り合うことができなかった未熟。相手に対話の意志がなかったと、決して相あい容いれることがなかったと、そう言うことはできる。が、それでも……。

『失われた命に、そんな言い訳はできないだろう。俺達は罪を犯した。この世界は驚くほど残酷で、嫌なことばかり起きる。雪奈という家族と仲間以外、この世界を好きになる要素がまったくないとさえ感じる』

『……いやなことばかりの、せかい。なら、ここで……いっしょに』

『終わることは、できない。俺とお前がふたりきり、誰とも触れることなく生きていたならそれもよかったかもしれない。だが、俺もお前も、取り返しがつかないことをした』

『……はい』

　泣いても喚わめいても消えることのない烙らく印いん。

　死を以もつて償う──それができるなら、どんなに楽だろう。

『生きよう、雪奈。俺の全身全霊全錬素を以て、お前を胞子獣から切り離す。全錬素で、胞子獣を構築した後のお前は、生物として根本から作り替わった存在であり、もう二度と胞子獣化の心配はいらない。……今度こそ、お前の人生を生きるんだ』

『そんな……！　そんなに、ぼろぼろ……なのに！　お父様は、どうしてそこまで、雪奈のことばかり……！』

『父親だからだ。お前に幸せになってほしい。お前に笑って生きてもらいたい。そのためなら何もいらない。お前の幸福こそが、俺の幸福なんだ』

　世の父母両親がそうであれ、などとは口が裂けても言わない。

『だめです。お父様がいない世界なんて。雪ゆき奈なに、生きる価値なんて……!!』

『ある。お前には、お前を見てくれた友達がいたはずだ。……セリカがいる。アレイナが、黒くろ子こだってそうだったはずだ。俺を殺したのは、決してあいつの意志じゃない』

　与えられた使命。家族のために。

『俺やお前と同じなんだ、雪奈。──家族のために誰かを殺し、犠牲を強いた。だから俺に、黒子を責める資格はない。ロンメル先輩やカチュアだっている。これだけの要素があって、お前はまだ……生きる価値はないと、言えるのか？』

　たとえ、そこに父親がいなくとも。

『これからの世界はきっと美しい。大勢との出会いがある。新しい世界が見える。辛つらい現実に負けるな。俺はいつもお前を見守り、愛し、応援している。──そう』

　冬とう真まにとって、父親にとって、娘とは。

『俺にとっての理想の娘と、お前にとっての理想の娘は、きっと違うんだ、雪奈。最強でなくてもいい。反抗的でもいい。バケモノだろうと、かまわない。今までいろいろ言ってきたが、結局は……お前に生きてほしい。幸福になってほしい。産まれてきたことを呪ってここで死ぬなんて論外だ。……雪奈』

　残った左手で、まだ辛うじて頭に乗っていた軍帽を取る。

　これは白しろ銀がね冬真という男の象徴。激戦を潜くぐり抜ぬけ、人類のために戦った時の象徴。

　そして──雪奈と出会い、父親となって、生きた証あかし。




『旅立て、雪奈。俺の思い出を連れて。──生きてくれ』

『いや……!!　嫌、嫌、嫌!!　お父様。そんなこと……言っちゃ、嫌です!!　思い出だけなんて、寂しすぎます。ずっとこうしていたい。暖めてほしい。抱きしめて、ずっとずっと一緒にいたい。やりたいことがっ……たくさん、あるの、にっ……!!』

　涙は水に紛まぎれて消える。

　幼く柔らかい娘の身体。少しずつ大人になりつつあるそれを抱きとめて、冬真は笑む。




『大丈夫だ、まだ終わりじゃない。──きっと、また会える』




　囁ささやき、そして光。

　壊れかけた娘の人格データへ、冬真を導体とした莫ばく大だいな情報が流れ込んでいく。

　それは、これまでの記憶。十四年間、雪奈という娘を育てて生きた父親の情報。それは純粋な錬れん素そと化して、決して暴走することなく娘の人格に、魂になじんでいく。

[image: ]

『……わかる。お父様の気持ち。こんなにも強く、雪ゆき奈なのことだけを……考えて。ずっとずっと、生きていてくれた。見つめていてくれた……！』

　愛深きゆえに、愛なき世界で生きることが恐ろしい。

　一人ぼっちになるのが嫌だ。どんな痛みも、父親と一緒なら耐えられる。

　けど、それがない世界で生きている意味などない。父が望むように、強くあれないと。




　──そう、思っていた。




『……ッ!!』




　受け取った記憶を、ぼろぼろの軍帽を雪奈は抱きしめる。

　父は間違えないと思っていた。最高の存在だと思っていた。誰よりも強く、格好よく、従っていれば何の心配もないと思っていた。だから離れたくないと願った。

　哀かなしみを顔に出してくれないから。弱音を言葉にしてくれないから。

　辛つらい思いや言葉を決して口にしてくれない人だからこそ、傍そばにいたいと願った。自立し、一人の人間として傍にいたいと願った。その重荷を背負いたい、そう考えた。




　が、違った。今託された記憶の中にいる、父親の姿は。

　彼自身が観測した、彼の視点での情報は──。




（雪ゆき奈なが離乳食を食べてくれない。……味の問題か？　至急検討のこと）

（戦闘訓練中、雪奈が膝を擦りむいた。即治癒術式を用いて回復させたが、失態だ。

　……可能性はゼロに近いのに、感染症でも起こしたらどうしよう。不安だ）

（雪奈に友達を作ってやりたい。だが……困った。同年代の子供が見つからない。

　先輩もカチュアも未婚だし、それ以外の人間関係はほとんどない。我ながら酷ひどい。

　社会性の欠如に悩む。機密保持の観点からやむを得ない面はあるが、要検討）

（……雪奈が）

（雪奈は）

（雪奈を──……）




　娘のために心を砕き、一喜一憂し、失敗に悩み、しくじりを恐れる。

　そんな当たり前の、不器用な姿。絶対無敵の存在、最強の偶像の裏側にあるのはただの、ありふれた父親像。突然子供をもって、どうしようもなく困り果てた男の姿だった。




『……ごめんなさい。わたし、ごめんなさい……。

　お父様。間違えたからって、私は……わたし、はっ……!!』




　砕けかけた人格が再生していく。雪奈は顔を上げ、父を見上げる。

　成層圏に達する大樹、その根が崩壊して崩れゆくさまを観みた。眼下に見下ろす惑星に、温かな海に似た錬れん素そに包まれ、茎の折れた花が大気層に落ちるのを感じた。




　強烈な重力。

　自分を抱きしめ、暖かい錬素を与えてくれる父を、守るように抱きしめる……！




『諦めて、しまいました。お父様の助けになりたいと、一緒に歩いていきたいと。

　そう誓ったはずなのに……っ！　助けたいって、救いたいって、思っていたのに!!』




　利用された現実に心折れて。救いどころか迷惑ばかりかけてしまったことに怯おびえて。

　弱いままの自分を肯定して、もうこれでいいとさえ思ってしまった。ずっと父と一緒にいられるのなら、人類なんていらない。廃はい墟きよの片隅でさえ、かまわないと思っていた。




『……でも、それは、違いました。

　お父様の背中に隠れて、頼って、すがって……それじゃ、だめ。

　一緒に歩きたいんだ。守られるだけじゃなく、守りたいんだ。愛されるだけじゃない。

　愛したいんです。大好きだから。

　男として、女として、父として、娘として、人間として……家族として!!』




　弱いままの自分でいたら、永遠に願いは叶かなわない。

　辛つらくても苦しくても、現実を見て。変わることを願い、動かなければ──。

　永遠に苦しいまま、父にすがる子供のままで！




『そんなのは、嫌です。お父様のために……今度こそ、本当に……!!』




　与えられたのではなく、自分の意志で。

　父の理想ではない。自分の思い描く『理想の娘』になりたい。




　──さいきょーの、自分に。




『なって、みせます……!!』




　決意と共に、ぎゅっと父の身体を抱きしめる。

　崩れかけていても、確かな心臓の鼓動が頬に伝わる。

　折れた大樹、頂点の蕾つぼみは咲くより早く散るように。星の大気に擦こすれて灼しやく熱ねつしながら墜おち、ひらひらと花弁を散らしながら、元来たところへと還かえっていった。





●これからの、星




　──うららかな春の空。雪は解け、人工の空は蒼あおく。




『人類総人口の半分が犠牲になった、超氷期の到来より三年。ついに廃都復旧の第一歩が刻まれました。民間人を含む《再生者》──蘇そ生せい術式により復活を遂げた精鋭部隊による復旧は急ピッチで進み、一般市民の地上受け入れも……』

　つけっぱなしのラジオから、ながら聞きでニュースを聞く。

　開いた窓から風がそよぐ。最深区画ロータス・ボトムの中心部を一望する集合住宅のベランダ、レースのカーテンを揺らしながら、驚くほど爽やかな空気を胸いっぱいに吸い込む。

『十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの暴走による超氷期の到来は、人類社会を激変させました。地球上を覆っていた汚染物質の大半が凍結、除染された結果……気候こそ寒冷化したものの、胞子獣ベノムスダームの激減によって地上奪還の障害は消えたと言えるでしょう』

『皮肉なことですね。惑星に残った汚染、その大半が我々が暮らす最深区画にある。かつてステージ５出現により閉鎖された区画に錬れん素そ転換炉である《マザーコア》を移設し、汚染物質を錬素化して再利用する取り組みは進んでいますが……』

『グラン・マリア事変の際に拡散された汚染物質による胞子獣出現は、社会問題と言えるでしょう。しかし、かつてのような絶望的な規模ではありません』

　アナウンサーの声に力が入る。感極まったような声音に、涙が滲にじんだ。

『これというのも人類復興に多大な影響を与えた偉人達。現代の救世主メシアたる方々の叡えい智ちと努力によるところが大きく、当番組では総力を挙げて、その特集を行いたいと思います。さて、真っ先に名が挙がるのはやはり、アレ──』

「……あわわわわ！　だめ、恥ずかしい……！　もうっ！」

　大慌てでラジオに駆けより、少女はその電源を切った。

　アナウンサーの興奮した声が停とまり、ほっとひと息。

　視線を泳がせた窓から見えるのは、墓標のような六角柱。かつての汚染地帯を封鎖する隔壁は、今や残された人類の生活、その必要錬素をまかなう炉心となっている。

「……んっ。よし、っと！」

　襟もとのリボンをきゅっと結ぶ。

　少しだけ大人になった身体を緩めの私服に包み、車椅子に乗る。

　日常生活に支障はないが、いまだ長時間の歩行は厳しい。

　三年前の無理が祟たたり、彼女──十八歳のアレイナ・スクロヴェーニは、足に若干の麻ま痺ひが残っている。そのため、外出には浮遊式が組まれた車椅子型魔法騎器デバイスを愛用していた。

「遅れちゃうもんね。……ちょっとだけ、急ごうっと！」

　明るい笑顔で言うと、彼女を乗せた車椅子は集合住宅の通路を滑らかに駆けていった。





　　　　†






「次の総統選挙は誰に投票する？　……やっぱ、准将が鉄板かねえ」

「当然だろ。議会がこないだ永世終身無敵大総統に就任してくださいとか進言しとった。即却下されとったが、当分はウッドマン准将で決まりじゃな。他におらんわ」

「じゃな。お、見ろ。〝准将、秘書官のセクハラに対し涙の訴え。被疑者ソーニャ・サガレヴィッチ、『密室でふたりきりとかもう誘ってるのと同じ』と証言〟じゃと」

「フツー、逆じゃろ。なんでオッサンがセクハラされる側なんじゃ……？」

「……ふふっ♪」

　そんな会話が漏れ聞こえてきて、思わずアレイナはクスリと笑う。

　駅近くのカフェスペース、退屈そうな老人達がデジタルニュース片手に仕事前の雑談を楽しんでいる。朝食だろうか、低錬れん素そのカードフードが手元に山盛りになっていた。

（こんなふうになるなんて。三年前は、思いもしなかったなぁ……）

　地球規模の凍結現象──スノーボールアースにより地上に近い前線エンド、中核ミドルの二区画が壊滅。人的被害は五百万人に達し、人類滅亡は秒読みかと思われた。

　が……開始から数時間で、全地球規模の寒波は沈静化。それどころか地上を覆っていた汚染物質の大半が無害な氷に変換され、超大規模な除染が成功していた。

　凍結した五百万の市民もだ。単純な凍死者は少なく、純粋な氷属性による瞬間凍結が大半を占めており、それらは凍結による細胞の壊え死しや破壊がほぼない状態だった。

（いわゆる、《冷葬》──人類再生機構の共同墓地と同じ仕様だったから）

　蘇そ生せいの可能性が、生まれた。肉体的な破損が少なかったこともあり、凍結した二区画の救助作業が進められ、今ではおよそ三百万人が冷葬状態のまま蘇生の順番を待っている。

　が、先は長いだろう。非常時につき軍人、ないし復興に有用な人材から順番が回るシステムになっており、戦死者も含めると蘇生予定者の列はおよそ一千万を超え……。

「……だめだめ。ついつい、仕事のことばっかり考えちゃう……」

　はあ、とアレイナはため息をつく。

　今でこそ笑って話せるが、全球凍結の直後はとてもそんな余裕はなかった。

　たった数時間のこととはいえ、人類社会の三分の二が壊滅したのだ。リーダーシップを発揮すべき十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいも全滅、指揮系統は混乱し、辛うじて無事だった最深区画ロータス・ボトムも、孤立状態のまま流言飛語と対立による治安悪化と、胞子獣ベノムスダームの出現で自壊しかけた。

　──そんな時、場を納めた人物がいた。

『この非常時にモメとる場合か!!　旧ヘヴンリー・ロウズ構成員、および最深区画駐屯軍、防衛隊、戦列兵、憲兵は所属に関わらず集合。指揮系統を再編せい!!』

『ヘヴンリー・ロウズ反乱容疑は一時裁判保留！　この状況で人手を減らしてたまるか！　ああそれと、臨時でひとまずワシが指揮をとる。が、いつでも代わりたければ言えい！　いつでも代わってやるわこんな貧乏くじ。なんでワシがこんな目に遭うんじゃあ!!』

　泣きわめきながらも、ウッドマン准将は的確な指示を出して主導権を握り。

『旧ヘヴンリー・ロウズ、逮捕され裁判待ちのＳランク騎士をまとめた。准将の指導のもと、反乱に対する贖しよく罪ざいのため任務に向かう。胞子獣ベノムスダームを排除、さらに中核ミドル、前線エンドの凍結者を救出、生産地帯の復旧に従事する！』

『本来、敗北者である我々を救ってくださったのは誰だ。──ウッドマン准将閣下だ！　ぐちょぐちょに犯されても抵抗できないところを救い、健全な仕事を与えてくださったのだぞ。これはもう自分からお願いしますと自ら下着を……え？　おい、何をする。マイクを返せ。こら！　私を誰だと──……』

　そんな馬鹿げた宣言を出した、旧ヘヴンリー・ロウズ、ソーニャ・サガレヴィッチ。

　皮肉にも最深区画ロータス・ボトムに拘束されていた結果、生存できた元グラン・マリア派閥のＳランク騎士をまとめ、いち早く指導力を発揮したウッドマンに協力。

　今も労働奉仕の名目で専属秘書官を務め、変態ながら有能な人物として活躍し、反逆罪により設定された懲役二千年の罪科を功績により相殺、あと十数年で満了の予定だ。

　実質、余り者。押しつけられたような政権運営だが、市民の目線に立った市政によってウッドマン准将は支持を獲得。自分以上の上位者がほぼ全滅していたこともあり、臨時で大総統の地位に就いたまま、重責から逃れようと毎期辞任を申し出ている。

『いつ破綻してもおかしくなかった人類再生機構が、わずか三年という短い時間で秩序を取り戻したのは、大総統閣下の迅速な政治指導と治安回復にもよりますが……。やはり、なんといっても未来への希望。蘇そ生せい術式の開発者、《バルバラの聖女》こと、アレイナ・スクロヴェーニ博士の存在が挙げられるでしょう！』

「！　……あううううう……！」

　配給所の近くに列を作っている市民が、興味深げにラジオのボリュームを上げた。

　車座になって聞き耳をたてる彼らの横を、アレイナは目立たないようにすり抜けていく。

（はうう、恥ずかしいよう……。なんで、こんなことになっちゃったのかなあ？）

　正直、アレイナとしてはそんな凄すごいことをした覚えはないのだ。

　全球凍結の際も、病院のベッドで寝ていたら知らない間に終わっていた。

　その後の混乱で最深区画が荒れていた頃、どこからか情報を得たウッドマン准将が部下を連れてやってくると、蘇生術式に関するデータの提供を要請した。言われるままに渡し、ついでにやることもないので入院しながらより完成度を高めたものを提供すると。

『アレイナ博士は《第13区画動乱》により、親友セリカ・ヴェルミオーネ嬢を失いました。心を痛めた彼女は勉学に励み、家伝の術式を改良、蘇そ生せい術式を完成させたのです！』

『ええ、これで人類再生機構が抱える大問題、長きにわたる戦いによる人材の枯渇にほぼ解決のメドが立ち、優れた魔法技術者の復活に成功したことから、最深区画ロータス・ボトムのインフラは非常に短期間で回復しました。その偉業は言うまでもありませんね！』

『当然でしょう！　いえ、それだけではありませんよ？　蘇生術式の完成は、人類の希望。凍結により息絶えた市民の蘇生、そしてこれまでの戦死者の復活……。度重なる動乱によりどん底の状態にあった人類に対する福音、希望となったのです！　それになんといいましても非常にかわ……』

『……おおっと、いけませんねえ！　アレイナ博士は非常にシャイで知られています。そのように外見を揶や揄ゆする言動が出た場合、すぐに真っ赤になって逃げてしまう……。ま、そこが非常に可愛かわいいんですが！　ファンの間では密ひそかに愛めでるのが推奨されており、道端で偶然にも見かけたならその日は幸運が訪れるとか……！』

「ないですっ、そんなのっ！　……あ」

　思わず不満の声をあげてしまい、列に並んでいた労働者達が振り向いた。

　全員やべっ、と文字が現れそうな顔をして、特徴的な車椅子に乗った金髪の少女と、手元のラジオを見比べてから、揃そろって違う方向へ視線をそらす。

「やべ！　見るな見るな！　俺達は何も見てません、博士!!」

「ラジオ消せ！　ほら、肩を震わせておられるぞ!!　博士をこれ以上苦しめるな!!」

「も～っ！　変な気の使い方のほうが、恥ずかしいですっ!!　やめてくださ～いっ!!」




　耳まで赤くなったアレイナが叫んだ、十数分後──。




「……そういうわけで、遅くなっちゃった。セリカちゃん、変わりはない？」

「ないわ。けど、出撃前に診てもらえてよかったかも。部隊には蘇生術式を覚えた軍医がついてるけど、やっぱりアレイナの処置が安心できるもの」

「ふふ、ありがとう。……大きくなったね、セリカちゃん。ほんと、あちこち……」

　セリカのはだけたシャツを整えて豊かな胸を隠しながら、アレイナは嘆息する。

　古木の香りがする旧時代の屋敷。ヴェルミオーネ家の屋敷は動乱を越えて健在のまま、大勢の使用人達の努力によって今も無事、清潔に保たれている。

「まあね♪　ふふん。これだけは……白しろ銀がね雪ゆき奈なに、勝ったわ!!」

　三年を経て成長したセリカ・ヴェルミオーネは、ずいぶん大人びていた。

　顔立ちなどは昔の面影を保っているが、豊かに発育した胸やしなやかな足のラインは、まさに今が盛りの花のようで──少しずつ、カチュアに似てきている。

　多少ドタバタしたものの……アレイナはまっすぐここへ訪れ、彼女の私室で簡単な診察と定期検査を行うと、ほぼ問題なしとの診断結果を手元の魔法騎器デバイスに入力していた。

「セリカちゃんは、初の蘇そ生せい術式の成功例だけど……。それだけに、人体実験みたいなことになっちゃったから、やっぱり普通の軍医さんにはお願いできないし。もう一度聞くけど、変わりはない？　記憶や情動に異常は？」

「あはは、ないわよ。……記憶は、そうね。三年前、全球凍結を止めた記憶はあるわ。それと、この屋敷で暮らして、学校に通って、みんなと知り合って……。そのあたりの記憶ははっきり覚えてるのに、むしろその中間がぼやけてきてる」

「中間？　それって、もしかして……。あの、評議会の人達に追われて、一時的に凰おう花かを出ていた時のことだよね。蘇生術式で復活した直後の……？」

「ええ。なんだか、とてもすごいことを知ってたみたいな……。それこそ世界の真理とか、とてつもない大発見みたいなことがあったような気もするんだけど」

　そこまで言いながら、セリカはかつての彼女そのものとしか思えない仕草で胸を張る。

「ま！　忘れたってことは、たぶんどうでもいいことなんでしょう。気にしなくて平気よ。それより、学籍復帰するって本当？　魔法騎士学園が再開するからって、なんでまた」

「あ、うん。……軍医資格を取るために、本格的に医学を学び直そうと思って」

　昔に比べて遥はるかに規模を縮小したものの、本年度から魔法騎士学園は再開された。

　胞子獣ベノムスダームの脅威が減った今、かつてのような軍事教育はかなり削られ、技術者や医者など社会に貢献する高等教育の場として再開したそこに、アレイナは入学を予定している。

「マスコミの人達には持ち上げられてるけど……。私の知識は、家伝の蘇生術式以外は普通の医学生と同レベルだよ。本当は博士号なんて受け取る資格はないんだ」

「そうかしら？　でも、アンタの蘇生術式のおかげで、大勢が幸福になったのは確かよ。……あと、セリカも。それなのに、アンタは大したことないって言うんだ？」

「あ！　ご、ゴメン。そんなつもりじゃなくってね……！」

「貸しにしといてあげる。でも三歳も年下の子供に混ざって授業受けるとか、大丈夫？」

「……まあ、そこはね。その、私、小さいし。違和感はあんまりないかなって……」

　女らしく成長したセリカと違い、アレイナの姿は三年前とほぼ同じだ。

　未完成の蘇生術式、《女神請願ゴスペルウイツシユ》の反動によるものだろうと軍医には診断され、治療のメドは立っていない。両足の麻ま痺ひも含めて、それは彼女が支払った秘技の代償だ。

（けど。……後悔は、絶対しない！）

　今、目の前で笑ってくれる。かつて亡くした友の笑顔に比べれば、安いものだと。

　そうしみじみと思った直後、勢いよくドアが開かれる音に、アレイナの思索は破られた。

「やーやー、同窓会場はココっスか？　いやー、地上勤務ばっかでコッチ来るのは久々なもんスから、迷っちゃうかと思いましたよ。あ、これ。お土産っス♪」

　部屋に飛び込んできたのは、軍服をゆるめに着こなした娘──黒黒黒くろみつ黒くろ子こ。

　もうひとつの名は伏せ、戸籍に登録した本名を名乗る彼女は、昔に比べてかなり背が伸びていた。スレンダーな体型、いたずらな表情はますます猫っぽい印象を強め、キラリと光る眼めの鋭さは、単なるお調子者ではない曲くせ者ものの風格を漂わせている。

「わっ、何これ……！　小さな動物の、赤ちゃんの人形!?」

「旧時代の女の子向けオモチャシリーズ、みたいっスね。アーカイブスを掘り起こせば当時のデータも出てくるでしょうけど、これからはこういうのも需要が増えるかなって」

「うん、それはあると思うよ？　出生率は右肩上がりだし、子供の数は増えてるから。

　次の生産計画が出たら、おもちゃみたいなものにも割り当ててもいいかも……」

　黒くろ子こが差し出したのは古びた人形。

　動物をディフォルメした可愛かわいらしい赤ちゃんにファンシーな服を着せたもので、地上の遺物にしてはかなり綺き麗れいだ。滅菌・除染済みを示す軍承認マークが入ったビニールごしにふかふかとした触感を楽しんでから、セリカはニヤリと笑いかける。

「ふ～ん……。アンタにしては気が利くじゃない。おばさま、こういうの好きよ？」

「あ～、それアリそうっスね。おカタいイメージだけど、ふとしたきっかけでドロドロになる感じ、誰かに似てるって言うか。血は争えねーっスね♪」

「……誰のこと言ってるのかはさておいて、伝統的なお人形とか集めてるのよ、おばさま。リアルで芸術的なのはわかるんだけど、私はちょっと不気味で好きじゃないのよね。私の名前とかつけてたし、ちょっとキモかったわ」

「……セリっち、それまさか本人に言ってないっスよね？」

「言ったけど、悪い？　隠し事はしない、言いたいことはズバッと言うって決めたの」

　子供っぽい仕草で頬を膨らませ、いかにも不満げにセリカは続ける。

「だいたいね、私の遺言入りのマスコット、いまだにずっと持ってるのよ？　蘇そ生せいしたんだし、新しいのをあげるって言ってるのにいつまでもずーっと。まあ、大事にしてくれてるのは悪くないんだけど……嬉うれしいけど、でも……」

「昔の自分に嫉妬してどうするんスか……。ほんとセリッち、おばさま大好きっスね」

「なっ！　そ、そ、そんなんじゃないわよ！　おばさまなんて……いや、好きだけど！」

　意地を張ろうとして、それでも嘘うそはつけないセリカの姿に、どっと笑いがこぼれる。

（黒子ちゃん、元気になってよかった……）

　真っ赤になったセリカを肘でつつく黒子の様子を見ながら、アレイナは思う。

　全球凍結事件の数日後、大混乱の最深区画ロータス・ボトムに救援が訪れたのが、復興のきっかけだった。

　救援といっても満まん身しん創そう痍い。錬核武装は壊れかけ、凍結状態の通路を掘り進むのに消耗し、疲れ果てていたけれど──彼らがもたらした地上の情報により、人類は希望を得たのだ。

「対テロ・対胞子獣ベノムスダーム特殊部隊、ロンメル隊かぁ……。この間も公共放送で観みたよ。すごく渋くて恰好かつこいい隊長さんが映ってて、女の子達が騒いでた」

「やー、女の『子』だと、あのオッサンは喜ばないかもしれないっスけど……。やりがいはあるっスよ。取り返しのつかないことをしちまったウチとしては、ひたすら人類のために働けるってだけで、余計なことを考えずに済むから楽っス」

「……まだ気にしてるの？　アンタも、サラッとしてるようでしつこいわね」

「あはは♪　まあ、そりゃ。……たぶん、一生残りますね、これ」

　けど、と黒くろ子こは言葉を繋つなぐ。そこには強い覚悟が、重荷を背負う意志があった。

　アレイナは詳細を知らない。いつか話してくれればいい、そう思って聞かずにいたが、解わかっているのは全球凍結事件の前後に黒子、セリカ、雪ゆき奈な、カチュア、ロンメル、そして白しろ銀がね冬とう真まが地上におり、黒子が何らかの裏切り行為を働いた、ということだけだ。

（十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいは壊滅しちゃって、詳細はほとんど残ってないけど……）

　その悪事、陰謀の証拠だけは大量に発見されたのだ。それも壊滅状態の中核ミドルではなく、被害が比較的少なかった最深区画ロータス・ボトムに、わかりやすいファイルにまとめた形で。

　それは驚くべき内容だった。評議会の名のもと秘密裏に行われた粛清や陰謀、未然に防がれた反乱やテロ行為、一般には公開されていなかった情報の山で。

　混乱がやや収まりかけた時期、周囲の反対を押し切ってウッドマン准将はそれを公開。

　評議会の闇が暴かれ、あまりに都合のよすぎる発見からプロパガンダではないかと疑う声もあったものの、多くの市民の怒りは壊滅した旧評議会に向かい。

「ホントはあれを口実に辞任を認めさせたかったのにダメだったみたいっスよ？　辞めたくても辞められない。……気持ちは、ちょいわかるっスね」

　ほろ苦い想おもいを乗せて、黒子はセリカとアレイナへ、懺ざん悔げのように言う。

「正直、今も思うっス。……家族に言われるまま、友達まで裏切ったウチですから。ここにいていいのか、そんな資格はないんじゃないか……って」

「ひっぱたくわよ。いいって言ってるでしょ？」

「お～、コワッ！　けど……そうっスね。ウチはもう孤独じゃないんだ、って。あんなことをしたウチから離れずにいてくれる仲間がいるのに、うかつに死んだり逃げたりしたら、それこそバチが当たりますから。……戦うっスよ。死ぬまで！」

　カラッとした決意。詳細は知らされずとも、アレイナにはわかる。

　黒子の言葉は本当だ、彼女は残る人生のすべてを、贖しよく罪ざいの戦いに注ぎ込むつもりだろう。

（どんな罪か、私にはよくわからないけど）

　アレイナは思う。罰なき罪を抱えて生きるのは、それそのものが罰なのだと。

　それがどんなに辛つらいことなのか、彼女には想像することしかできない。だからこそ今、三年ぶりに顔を合わせた同期の友人、同窓会では一時でもそれを忘れてほしかった。

「ところで、雪奈ちゃんは？　今日、来られるって話だったよね」

「もちろんっス。セリっち、どーなんスか？」

「そういえば遅いわね。どうせぱんつがないー、だとか。どの服を着ればいいのかわかんないー、だとかやってるんでしょ。寝起きの悪さだけは治んないのよね、まったく」

　こき下ろすような口調に優しさが混じる。

　親しみを込めた気安さで、セリカは黒くろ子こが入ってきた扉ごしに屋敷に声を響かせた。

「ちょっと、いつまで着替えてるのよ、雪ゆき奈な。お……『お姉ちゃん』！」

　わずかな照れを含んだ呼び名に、答えはすぐに返ってきた。

「……はい。お姉ちゃん……です。呼びましたか、セリカちゃん。ふふふふふ……♪」

「だー……！　ベタベタするんじゃないわよ！　うざったいわね、このバカ姉！」

　ふらりと扉を開けて入ってきたのは、シルバーブロンドの髪を長めに伸ばした少女。

　白しろ銀がね雪奈、十七歳──胸の膨らみこそ『義妹いもうと』のセリカに負けるものの、健やかに成長した女性らしいフォルムは、おとぎ話に描かれるお姫様のようだった。

「正確な続柄は姉妹じゃないんだけどね。ややこしいし面倒だから姉妹でいい、ってことになったのよ。まあ、本当なら私が姉になりたかったんだけど……！」

「……お姉ちゃんは、譲りません。ふふ。セリカちゃん、妹です」

「ムカつくわね……。ま、それくらい譲ってあげるわ。《最強》の座は渡さないから！」

　戦後、凰おう花かに帰還した雪奈は、《最強》ではなくなっていた。

　が、リハビリを経て少しずつ錬れん素そを回復し、Ｓランクの基準を満たすまでに回復。

　とある事情により『義妹』となったセリカとコンビを組み、地上での復興に働いている。未いまだ全球凍結の痕跡癒えぬ、極寒の世界で日々人類の領域を広げているのだ。

　今、さる事情で人類再生機構に一時帰還している──『両親』と共に。

「『お姉ちゃん』かぁ。ちょっとうらやましいかも、仲良しで」

　くすくすと笑みながらアレイナが言うと、ふたりは顔を見合わせて。

「ま、まあね。……ムカつくこともたまにあるけど、悪くないわ。『家族』だし」

「……はい。とっても、仲良し。……です」

　セリカと雪奈。寄り添う二人が視線を送った先には、一枚の写真が飾られていた。

　ウェディング・ドレスをまとった艶あでやかな灼しやく髪はつの美女。

　幸せそのものといった表情で、ほのかに涙を浮かべながら寄り添う相手は、スーツの男。整った顔立ちには無機質なヒビが入り、腕は無骨な機械義手に置き換えられている。

　人類の最先鋒。ウッドマン准将の指導のもと、正式に部隊として公開された《名無しネームレス》、総隊長を務める人物……白銀冬とう真まは、今や名実ともにただのＤランクだ。

　保有錬素を使い果たし、後遺症で崩壊の危機に晒さらされながら──。

　妻となった女性を連れて、今も最前線にいる。胞子獣ベノムスダームなき舞台、復興という戦場に。

「それじゃ、同窓会も済んだところで。そろそろ病院に行きません？　面会時間まではまだありますけど、幸せ者をからかう時間はいくらあってもいいんで♪」

[image: ]




「はい。……楽しみ、です。やっと、会えますから」

　雪ゆき奈ながそう答えた時、四人の魔法騎器デバイスに着信が入る。

　こそこそとした秘匿回線ではない。ごくあたりまえの一般回線で届いた一枚の写真。




『無事、産まれた。待っている』




　シンプルな言葉。疲れ果て、目に隈くまを浮かべながら──。

　入院着の腕に小さな命を抱いた女性と、病院のベッドで寄り添う男。

　──それが、今回四人が集まった『同窓会』の理由。

　新しく育まれた『家族』に新しい命が加わった、祝福のために。




「わあ、かわいい……！　雪奈ちゃん、お父さんを独り占めできなくなっちゃうね？」




　からかうようなアレイナの言葉に、雪奈はふふっと笑みを返す。




「……いいんです」




　それは心からの祝福と、家族への愛情をこめた──。




「お父様が雪ゆき奈なにくれたものを、今度は雪奈が『あの子』にあげる番。……ですから！」




　家族に加わった新たな命。

　人類の営み、平凡ながら幸福な家族の在り方は、これからも続いていくだろう。

　破滅を乗り越えた世界を寿ことほぐかのように──産声は、人工の空に響くのだった。
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あとがき




　本作をここまで読んでくださった皆様、いつも本当にありがとうございます。父と娘の終末学園ファンタジー、この４巻にてひと区切りとなります。企画発案当初から描きたかったテーマ、物語を最後まで描き切れたと自負しているのですが、皆様はいかがでしたか。何かしら心に残るものがあったなら良いな、と。

　通常の分量を遥はるかに超過するページ数になってしまいましたが、この１冊で最後までの展開を一気に描きたいのだと担当編集Ｏさんにお願いしたところ、諸々の調整を頑張ってくださり、こうして無事に最高の本として仕上げることができました。感謝。

　イラストの[image: ]し乃の先生も、「りそむす」の魅力的なキャラクター達を生み出してくれて、本当にありがとうございました。あまりにも魅力的すぎて、時に残酷な運命に立ち向かわなければならないのに情が湧いて物語が進まなくなりそうですらありました……。

　さて原作はこの４巻にてひとまず決着となりますが、マッハダイ先生が描くコミカライズ版「理想の娘なら世界最強でも可愛かわいがってくれますか？」はまだまだ続きます。このシリーズの物語がどのように描かれていくのか、皆様是非最後まで楽しんでみてください。

　それでは、また他の本でお会いしましょう。三み河かわごーすとでした。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『これからも、いつまでも』





「雪奈。……家族が増えることについて、どう思う？」

　とある日、魔法騎士学園入学以前、白銀家居住ブロック、中庭。

　棚状に並んだ食料生産用の水耕栽培設備を整備しながら、白銀冬真は娘に声をかける。

「家族が、ですか？　……ええ、と。その、どういう。まさか……おばさま、と？」

　床の排水溝を洗い、父のお手伝いをしていた雪奈を驚きと驚愕が貫く。

　ピタリと動きを止めてしまった娘に、冬真は「違う違う」と苦笑しながら告げた。

「あくまでも将来の話だ。未来は誰にもわからない。いい出会いがあり、将来俺や雪奈が誰かを愛することが無いとは限らないだろう？　そんな時、どう思うかという話だな」

「どう、思うか……。ええ、と。その……。お父様をとられるのは、いやです」

「だろうな。俺も雪奈が誰かと結婚すると思うと、胸が張り裂けそうに痛む」

「なら、このままでいいのでは？　……ずっと一緒なら、雪奈はそれで……！」

　そうだな、と冬真は思う。無理に変わる必要は、無いのかもしれない。

「今、お前と過ごせて俺はとても幸福だ。それは信じてくれ、雪奈」

「はい。……私も、です。お父様が、大好きですから」

「だが、俺が好きだと言う理由で、他の誰かを好きになることを否定してはいけない。

　……もし、俺以外の誰かを好きになることがあったとしても、何も悪くはないんだ」

　雪奈が誰かを愛し、伴侶とすることを望む日が来るとしたら。

「痛みは伴うだろう。だがそれは、きっと幸福なことだ。魔法騎士学園でそんな出会いがあったとしたら、誰かを愛することができたとしたら……ぜひ、祝福させてくれ」

「えと。……だとしたら、お父様がどなたかを好きになったとして。

　……結婚、したら。雪奈もその方を、祝福しなければならないのでしょうか……？」

「現時点でその予定はないが……そうだな。可能性は否定できない」

「たとえば、カチュアおばさまを。……お母様と呼べ、ということなのですか？」

「……ん？　ずいぶん話題が跳んだな。何を言って……」

　細かくはびこる食用菌類の根を取り除く手を止めて、冬真は娘を見る。

　しゃがみこみ、ブラシで排水口を洗っていた雪奈は、いつのまにか頬を膨らませていた。

「だとしたら。……いつか、その時が来るとしても……お父様をとられないように。

　できるだけの努力をすることを許してほしい、です」

「カチュアは戦友だ。恋愛関係にあるわけではないし、気にしなくていいと思うが」

「いえ。お父様はそうでも、あちらは違います。……なんというか、たまにお父様を見る目がうるうるとして、えっちで、やらしいので。なので……！」

　いつか、父と最も近い場所を。あの人に奪われてしまうのだとしたら。

「ちょっと意地悪しておきたい、です。お父様と、ずっと一緒に、いたいので……！」

「俺がカチュアと結婚することと、俺が雪奈と父娘であることはまったく別の話であり、もし万が一そうなったとしても、娘として雪奈と共に生きる点は変わりないが」

　子供っぽい独占欲。すべてで父親の一番でありたい、離れたくないという願い。

　そんな想いを否定することもできず、冬真はふっと微笑んだ。

「入学日には迎えにくる、とメールが来ていたはずだ。あまり失礼な態度はとらないようにしなさい。親しい仲の相手でも、最低限の礼儀は必要だ。……いいね？」

「はい。でも、ライバルに遠慮は無用、なので。おっけーな範囲で……頑張りますね？」

「あまり頑張る必要はないと思うが。……やれやれ」

　まだまだ子供だな、と言う顔をする冬真を見上げて、愛娘は心底思う。

（いつか、変わらなければならないのだとしても……ずっと、ずっと）

　娘として。家族として、冬真の傍を離れたくない、と雪奈は祈る。

　願うことなら、祈るだけなら……許されると信じて。理想の娘を……演じ抜くと。




（理想の娘なら、世界最強でも。……可愛がって、くれますか？）




　これからも、いつまでも。できるかぎりそうありたい、と誓って。

　冬真と雪奈。血の繋がらぬ、されど固い絆で結ばれた父娘の物語は──始まった。
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